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1 . 研究概要

1 . 研究の背景

我が国 の少 子化 は種々対策 が講じ られ て い る に も か かわ ら ず改善 のめ ど が 立っ て い な
い。 そ の背景 に は、 核 家族化 、 女性の社会進出 、 晩婚化や経済 的理由等 が あ る と いわれて
い る 。 そ の 上、 少子社会の特性 と し て 、 生 まれ る 子供が少 な い と い う こ と か ら 妊娠、 出産、
育児の役割モデルが身近にい な い こ と が 女性 に妊娠へ の鴎踏 を も た ら し て い る こ と にマ タ
ニ テ ィ ブルーズ や妊娠・ 産縛 う つ の発症 、 児へ と つ な が る と い う現実が あ る 。 それ ら の現
実は女性 を妊娠 か ら 遠ざ け る 悪循環 を も た ら し て い る 側面 も あ る 。 そ こ で、 それ ら の こ と
に着 目 し て 、 妊娠期 か ら出産、 育児期 の女性を専門家ではな く 、 家族で も な い ドウ }ラ と
いわれ る 女性 の 支援 を 受 け る こ と の で き る シス テム の構築 を 目標 とす る研究 に取 り 組む こ
と に し た 。

ドゥーラ と は助産師 の よ う な専門家で は な く 、 出産経験或い は、 研修 な ど の知識 に よっ
て 、 妊娠や出産、 育児 中 の女性 を支援す る 女性で あ る 。 そ の よ う な女性の存在 は、 近年の
我が国 に お け る少 子社 会 を背景 と し て 仲 間 や役割モデル の 不 在 に よっ て 支援 の少 な い妊
娠、 出産、 育児 中 の女性の支援者 と して必要であ る と 思われ る 。 ドゥーラ は欧米 、 時に近
年の米国 に於 い て は、 活動実績 が あ り 、 そ の支援効果 に 関す る研究報告 も 多い。 し か し 、
我が国 に お い て は 、 未 だそ の存在 は無い。 そ こ で、 我 が国 に お いて も ドゥーラ の活動 が受
け入れ られ る か、 を課題 に し な が ら 、 ド ク ーラへ の ニ ーズ を明 ら か に し 、 ドゥーラ を養成
し、 そ の活動 を支援 し て そ の効果 を計 る ため の研究 を3年 間 にわ たっ て行った。

本研究 で は 、 我 が国 に お いて は ま だ ド ク ーラ の存在 が な い こ と 、 ド ク ーラ を試験的に養
成 し て その活動 を 支援す る こ と か ら 、 欧米 で ド ク ーラ と いわれ て い る 女性 を 「 ド ク ーラ 的
支援者J と述べ る こ と と し た 。

2 . 研究目的

ドゥーラ 的支援者へ の ニ ーズ を明 ら かに し 、 ドゥーラ 的支援者 を養成 し 、 そ の活動 を支
援 し、 そ の効果 を計 る こ と を 目 的 と し た。

3 . 研究方法

( 1 ) ド ク ーラ の ニ ーズ の把握 ・・ 1 年 目 の研究
1 ) 育児 中 の女性に妊娠 中 か ら 育児期 ま で の受 け た ケ ア に 関す る 経験 と ドゥーラ 的支援者
の ニ ーズ に 関す る質 問紙 調査 を行っ た。
2 )妊娠出産、 育児経験の あ る 女性 ( ド ク ーラ 的支援予備軍 の女性) を対象 にグ ルー プ フ
ォーカスイ ン タビュ ー を行って 、 妊娠、 出産、 育児 中 に受 け た ケ ア の体験 と 、 ド ク ーラ 的
支援者 に対す る ニ ーズ に 関 し て語っ て も らっ た。
( 2 ) ド ク ーラ的支援者 の養成・・・ . 2 年 目 の研究

1 ) 妊娠、 出産、 育児経験の あ る 女性で本研究 の対象者 と し て公募 に応じ て 参加 し た女性
を対象 に研修 を行った。
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( 3 ) ドク ー ラ的支援者 の支援活動 の効果・・・研修 を 受 け た 女性を対象 に、 妊娠 中 の 女
性を割 り 当 て 、 妊娠後期 か ら 育児期 ま で継続的に支援 を 行 う こ と が で き る よ う に支援し 、
そ の実践活動 をモ ニ タ ーし て そ の効果 を計っ た。

4 . 研究結果

( 1 ) ドクー ラ のニ ーズ の把握
1 )育児 中 の女性 を対象 にし た ニ ーズ 調査
① 目 的;本研究 は、 育児 中 の 女性の妊娠以降現在 ま で の経験か ら 、 ドウ }ラ の支援 の希望
の有無 と 、 それ ら の背景 を明 ら かにす る こ と を 目 的 に調査 を行っ た。
②方法; 【 期 間】 平成19 年1 月""'2 月 。 【対象】 東北地方のA市・B市 、 近畿地方のC
市 に在住し て い る 、 4 か月 健診 に訪れ た母親450 名。 【デー タ収集 方法] 健診会場で 自 己
記述式質 問紙 を配布し 、 郵 送 に て 回収し た 。 【 分析 方 法】 分析 に は 、 統計解析ソ フ ト
SPSSVer.11.5 for Win dows を 用 い て 、 χ2検定を行った。
③結果;質問紙 の 回収数は17 1、 有効 回答率 は38 .0 % で あった。 ①対象者 の背景 : 対象者
の平均 年齢 は 3 1.2 歳 (SD4 .39) 、 今 回 の出産が初め て で あっ た (以下 、 f初産婦J ) の
は 52.0%、 2 回 目 以降 (以下、 「経産婦J ) は 48 .0%で、 異 常 が あっ た の は妊娠中 24.6

%、 出 産 中40 .9% 、 育児 中28 .1% で あった。 出産施設 は、 診療所・ ク リ ニ ッ ク 53 .2% 、 総
合病院46.2% で、 施設 を選択し た 理 由 は、 「家か ら 近いJ 56. 1% 、 「病院の ア メ ニ テ ィ が
良かっ たJ 33.9% 、 f助産師や看護 師の ケ ア が 良 いJ 29.8% の順 で あっ た。 ② 家族・ 友人
か ら の支援 : 今 回 の妊娠、 出産、 育児 中 に お い て 何 ら かの支援 を 受 け て いた者 は、 妊娠 中

98 .8% 、 出産 中 95 .9% 、 育児 中 100 .0 % で あった。 ③助産師・ 看護師か ら 受 け た支援・ ケ
ア : そ の内容は、 f新生児 と の早期接触 の機会 を持つJ 89.5% 、 「産婦 を 力 づ け る J 84.8 

%、 「妊娠 中 の経過 を判断す るJ 77.2% 、 「 分娩の進行状態 を 判 断す るJ 76.6% の}I慎 で あ
った。 ④ ド ク ー ラ か ら の支援の希望 : 希望す る者 は妊娠 中70 .8% 、 出産 中60 .2%、 育児 中
79.5% で あっ た 。 ドゥーラ か ら の支援 を希望す る者 と 、 対象者 の背景お よ び家族・ 友人 か
ら の支援の 有無 と の 間 に は 関連性 は な かっ た が 、 育児 中 の初産婦 と 経産婦 と の聞 と 、 助産
師・ 看護師か ら 「妊娠の健康状態 に つ い て気が付いた こ と を 医療従事者 に伝 え るJ r妊娠
中 に愛着形成 を促すJ r分娩経過 の健康状態 に つ い て気付いた こ と を 医療従事者 に伝 え るJ
「育児期のサポー ト につい て一緒に考 え る j の 4項 目 の支援・ ケ ア の有無 と の聞 にお い て

有意差 が認め られ た (p< 0 .0 5)。
④ ま とめ;本調査 か ら 、 育児 中 の女性 は、 ほ と ん ど が 家族・ 友人、 専門 家で あ る 助産師・
看護師の支援 が あっ て も 、 それ ら と は別 の非専門 家で あ る ド ク ーラ か ら の支援・ ケ ア を 受
け た い と 考 え て い た 。 一方で、 ドゥー ラ か ら の支援 を希望す る者 と 助産師・ 看護師か ら 受
けた支援・ ケ ア と の内容で関連性 の あっ た項 目 は、 工藤 ら の「傾聴す るJ r傍 に い て 、 と
も に経験す る J r他者 と の 関係 を調 整す る j と い う ドゥー ラ の役割 と 同様 で あ り 、 妊娠・
出産・ 育児期 に あ る 女性 は 、 これ ら の支援 を受 け る こ と を望んで い る と推察 され た。 ま た 、
現代 の初産婦は 、 子 ど も 時代 か ら乳幼児 と 接触す る こ と や育児 中 の女性 に出会 う 機会が少
な く 、 育児 が 初め て の経験で あ る こ と か ら 経産婦 よ り も 育児 中 の支援 を望んでいた と 考 え
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ら れた。
2 ) ド ゥ ーラ 的支援予備軍 の 女性 を対象 に し た ニ ーズ調査
①目 的;妊娠・ 出産・ 育児 中 の 女性 を 支援す る ド ク ーラ と な る 女性の要件 を探索す る こ と
を目 的 と し て調査 を行っ た 。
②方法; 【 期 間】 平成1 8 年 12 月 ~平成19 年2 月 。 【対象】東北地方 のA市・ B市 お よ
び近畿地方 のC市 に在住 し て い る 、 出産経験の あ る23"'69 歳 ま で の女性 83 0 名 。 【デー
タ収集方法】中学校 のPTAや女性大 学 に参加 し て い る 女性に、 自己記述式質問紙 を 配布 し、
郵送に て 回収 し た。 【分析方 法] 分析 に は 、 統計解析ソ フ ト SPSSVer.ll.5 for Windows 
を用 い て 、 χ2検 定を行っ た 。 【倫理的配慮] 研究代表者 の所属 す る大学の倫理審査会 の
承認を得て実施 し た 。 研究目 的 の説明文 を質問紙 に 添付 し、 返送 し な く て も な ん ら 不利益
を 生じ る こ と は な い こ と を説明 した。
③結果;回収数は297 、有効 回 答率 は35. 8% で あっ た。対象者 の平均 年齢 は53.2 歳 (SD1 0.5 )
で 、 子供数は平均 1.7 人 で あっ た。 妊娠か ら 育児 中 に異常 の あった者 は6 8.7% で 、 な かっ
た者 は31.3% で あっ た 。 現在 の仕事 の有無は、 「 あ り 」 が39.4%、 「 な しj が57.9% で あ
っ た。 健康状態 は「健康」 と 答 え た人が 89.2% で あっ た 。 こ れま で の地域活動 の参加 で は
「子育てサ ポー ト を し た J 6.7% 、 rp TA役員 を し た J 61.3% が あっ た。 ま た 、 他人の妊娠
・ 出産・ 子育て を 支援 し た経 験 に つ い て は 、 妊娠 中 で は「話を 聞 い て あ げたJ 62.6%、 「 不
安や悩 み な どの相談 に のっ た J 54 .2%、 「家事 を手伝っ たJ 39.4%、 「妊婦健診 に 付 き 添っ
たJ22.6% で、 出産 中 は「 陣痛室 で一緒に いたJ17.5% 、 「 陣痛 が あ る時 にマ ッサ ー ジ な ど
を し たJ17.2%、 「分娩 に立 ち会っ た J 7 .1% 、 育児 中 で は 、 「 話 を 聞 い て あ げたJ 69.7%、
「子 ど も を預 かっ たJ64.6% 、 「 育児 の 不安や悩 み の 相談 に のっ たJ62. 0% 、 「家事 を手
伝っ た J 45. 8%、 「休裕 を手伝っ た J 3 8.7% な ど が あっ た。 ド ゥ ーラ と して妊産婦や 育児 中
の女性を支援す る こ と への 関心 が あ る と 答 えた者 は66.7% で、 回答者 の妊娠・ 出産・ 育児
の経験 と の 関連 性 を み た と こ ろ 、 「 育児 中 の異常 が あっ たJ r子育てサ ポー ト を し たJ r妊
婦健診 に付 き 添っ た J r妊娠 中 に相談 に のっ た J r妊娠 中 に 話 を 聞 い て あ げたJ r分娩 に
立 ち会っ たJ r育児 中 に相談 に のっ た J r育児 中話 を 聞 い て あ げたJ な ど の1 0項目 で有意
差 が あっ た (p< 0. 05 ) 。 ま た 、 ド ゥ ーラ の育成研修 への関心 が あ る と 答 え た者 は45.1%
で、 回答者 の背景 と の 関連 性 で は 、 「分娩 中 に異常 が あったJ rp TA役員 を し た J r妊娠
中相談 に のっ た J r妊娠 中 話 を 聞 い て あ げたJ r妊娠 中家事 を手伝っ た J r 陣痛室で一緒
に い たJ r分娩 中 マ ッサ } ジ を し た J r分娩に立 ち会っ た J r 育児 中相談 に のっ たJ r育
児 中話 を 聞 い て あ げたJ な どの23項目で有意差 が あっ た (p< 0. 05 ) 。
④ ま と め;本調査 か ら 、 出産経験の あ る 女性で、 自 分 自 身の分娩 中や 育児 中 に な ん ら かの
異常 が あっ た者や 、 妊娠 中や育児 中 に相談 に のっ た り 、 話 し を 聞 く と い う心理的 な 支援 を
し た こ と が あ る 、 あ る い は分娩に立 ち 会っ た経験が あ る 女性、 ま た はPTA役員や 子育てサ
ポー ト な ど の地域 の活動 に 参加 し た経験が あ る 女性 は 、 妊娠・ 出産・ 育児 中 に ド ク ーラ と
し て 支援す る こ と に対 し て興味 が あ り 、 ド ゥ ーラ の 育成研修 へ の 関心 も高 い こ と が示唆 さ
れた。 こ の こ と か ら 、 ド ゥーラ を養成す る場合 に は、 妊産婦の支援の経験が あ り 、 地域 の
活動 に も積極 的 に 参加 し て い る 女性 に働 き か け る こ と が効果 的 で あ る と 考 え ら れ る 。
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3) ドウ } ラ に対 す る 助産師 の意識や 期待 に 関す る質 問紙調査
①目 的; ド ク ー ラ に よ る 妊産婦への支援 シ ス テム構築 の基礎資料 と す る た め 、 ド ク ー ラ の
存在や役割、 導入に対 す る 助産師の意 識 を明 ら かにする事 を目 的 に調査 を行っ た。
②方法; 【 期 間】 平成19 年3 月"'6 月 。 【対象】東北地方 のA県 お よ び近畿地方 のB県
に勤務す る 、 助 産師2 02 名 。 【デー タ収集方 法】医療機 関 に直接 送付 ま た は県看護協会 の
協力 を得て 自 己記述式質 問紙 を配布 し 、 郵 送 に て 回収 し た。 【 分析方 法】分析 に は 、 統計
解析ソ フ ト SPSSVer .ll .5 for Windows を 用 い て 、 記述統計並 び に χ2検定を行っ た。 【倫
理的配慮】研究代表者 の所属 す る大 学 の倫理審査会 の承認 を得て実施 し た。 研究目 的 に つ
いて の説明文 を質問紙 に添付 し、 返送 し な く て も 不利益 を生じ な い事 を明記 し た。
③結果; 回収数 は99 で、 有効 回答率46 .5% で あった。 平均 年齢 は38 .8歳 (SD8 .76 ) 、
平均 勤務年数は13 .2 年 (SD7 .06 ) で あっ た 。 勤務場所別 で は病 院81 .5% 、 クリ ニ ック16 .3

%、 助 産院 1 .1% の 勤務 し て いた。 病 院勤務者 の う ち 、 産科 単独病棟は 26 .6% 、 他科 と の
混合病 棟 は52 .1% で あった。 ド ゥ ー ラ につ い て 「知っ て い る J 75 .5% で あ り 、 妊産婦ケ ア
に ド ク ー ラ は必 要 だ と 「思 う J 83 .0% 、 職場 に ド ク ー ラ は必要だ と 「 思 う J 55 .3% 、 職場
に 受 け 入れ る事 が 「 で き る J 29.8% で あっ た 。 妊産婦の ケ ア で 「実施 し て い る j と の 回答
割合 が高 い も の か ら述べ る と 「分娩進行状態 を判断す る J 90.4% 、 「産後 の経過 を判断す
る J 88 .3%等 で あ り 、 低 い も の は 「友人 と の 関係 を調整す る J 5 .3% 、 「両親 と の 関係 を調
整す る J 11 .7% で あっ た。 ド ク ー ラ を必 要 と す る か否 か を助産師 の ケ ア の実施状況 と の 関
連 で見 た とこ ろ 「妊婦 と 夫の 関係 を調整す る J r妊婦 と 両親 と の 関係 を調整す る j 等5項
目 で有意差 が あっ た (p< 0.05 ) 。 ま た 、 ド ゥ ー ラ を必要 と す る か否 か と 助産師 が 考 え る
ド ゥ ー ラ の役割 と の 関連 性 で はf妊娠 中 、 夫や家族 と の 関係作 り を支援す る J r妊婦の健
康状態 に つい て 医療従事者 に伝 え る J 等12項目 で有意差 が あっ た (p< 0.05 ) 。 現在の職
場 に お い て ド ク ー ラ が必要だ と 思 う か と 助 産師 の ケ ア の実施状況 と の 関連 性 で は 「産痛の
緩和 を 一 緒 に行 う J r 医学的介入の理解や 自己決定に 関 し て 、 医療従事者 と の連携 を 図 る J
で有意差 が あっ た (p< 0.05 ) 。 ま た現 在 の職場 に ド ゥ ー ラ が必 要 か と 助産師 が 考 え る ド
ク ー ラ の役割 と の 関連 性 で は 「夫婦で協力 し て 育児 で き る よ う 支援 す る J 等11項目 で有意

差 が あっ た (p< 0 .05 ) 。 現在の職場 へ の ド ゥ ー ラ導入の可否 と 助産師 が考 え る ド ゥ ー ラ
の役割 と の 関連 性 で は 「妊婦 を支持す る J r産婦を力 づ け る J 等5項目 で有意差 が あっ た
(p < 0.05 ) 。

④ ま と め;本調査 か ら 、 助産師 は妊産婦 の ケ ア に ド ゥ ー ラ は必要だが、 現在の職場 に新た
な役割 と し て ド ク ー ラ を導入す る の は難 し い と 考 え て い る事 が明 ら か と なっ た。 助産師 は、
妊婦への ケ ア の う ち 、 特 に妊婦の周囲 の人達 と の 関係 づ く り への支援 に お い て 、 非専門家
であ る ド ゥ ー ラ が 支援 す る事 に受容 的 で あ る と推測 さ れた。 ま た 、 現 在 の職場 に ド ゥ ー ラ
が必要 か否 か に つ い て は 、 分娩時の ケ ア の う ち 、 産婦や他の 医療従事者 と の連携 に 関す る
ケア項目 と の 関連 性 が認 め ら れた事 か ら 、 非専門家 で あ る ド ゥ ー ラ も周産期 医療チ ーム の
一員 と し て 受 け入れ る傾向 が あ る事 を示 し て い る と 考 え ら れ る 。 さ ら に 、 妊娠・分娩 中 の
精神面への支援 に お い て 、 現在の職場 に ド ク ー ラ を 受 け入れて も よ い と 考 え て い る事 が示
唆 さ れた。
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( 2  ) ド ク ー ラ的支援者 の養成
1 ) 養成プログラム
①目 的;妊娠・ 分娩・ 育児期 に お い て 、 全期 間或 い は特定の期 間 、 ド ゥ ー ラ と し て 女性の
サ ポー ト を行 う こ と が で き る能力 を 身 に つ け る 。
②目標; ド ク ーラ の役割 について理解す る 。 ド ク ーラ と して の役割 を積極 的 に 引 き 受 け る 。
ド ク ーラ と し て の役割 を果 たすた め に必 要 な スキルを身につ け る 。 妊娠・ 分娩・ 産樽期 の
女性の心身・ 社 会 的特 性 を 理解す る 。 妊娠・ 分娩、 産樽期 中 の 女性 に必要なサ ービ ス につ
いて理解す る 。 我 が国 の母子保健医療・ 制度 に つ いて理解す る 。 自 分 自 身の心身の健康管
理が で き る 。
③受講生; 女性33 人。
④ プログ ラム の 期 間; 1 回3 時 間 、 6 日 間 。
⑤ プログ ラム の内容;
ドウ}ラ の役割 2 コ マ 、コミュ ニ ケ ー ショ ン技術 2 コ マ 、 妊娠 中 の経過 と ケ ア 1 コ マ 、
分娩 中 の経過 と ケ ア 、 産通緩和 1 コ マ 、 産縛経過 と ケア 1 コ マ 、 育児技術 1 コ マ、 ス
トレ ス マネ ジ メ ン ト 1 コ マ 、 母子保健医療 と制度 、 専門職並 びに地域 の活用 、 病 院見学

1 コ マ
2 ) 養成プログラム の参加 者及 び そ の 人々 の感想
①研修参加 者 の属性・ 感想、; 平均 年齢 は45 .6才 、 子供の数は平均 2.5 人 、 子育てサ ポ} タ
ー経験有 り 7 人、 ド ゥ ーラ役割 の 引 き 受 け意欲有 り 27 人、 研修目 的 の達成状況の う ち 、
役割や内 容 に つ いて の理解度 は ほぼ1 00% 、 し か し、 スキルについ て は 80% で あった。
② ま と め; ド ゥ ーラ養成セミ ナー受講者 は、 ド ゥ ーラ の役割 を 理解 し 引 き 受 け た い と 思っ
て い る が 、 技術 (特 にコミュ ニケ ー ショ ン技術) の不安や 自 分の生活 と の 両立 に不安 が あ
る 。
セミ ナ ー の内容 と し て 、 コミュ ニ ケ ー ショ ン技術や ド ク ーラ 自 身がエ ンパワ ー メ ン ト で き
る よ う なカリキュ ラム の工夫、 妊婦 と 関わ る 機会が必要であ る 。
③ ド ゥ ーラ実践 の際 に は 、 ド ゥ ー ラ をサ ポー ト す る シ ス テム と継続 的 な学習 の機会が必要
で あ る 。

( 3 ) ド ク ー ラ的支援者 の支援活動 の効果
1 ) ド ク ーラ 的支援者 の活動
①対象者;
ドウ }ラ 的支援者・ .2 年目 に実施 し た ド ク ーラ 的支援者 の 育成の た め の プログラム (研

修 プログラム と い う ) に 参加 し た 中 か ら承諾 の得 ら れた人、 8 人。 ( ド ク ー ラ )
妊婦・ ・1 0代 か ら24 歳 ま で の妊婦 、 8 人。 ( ド ゥ ー ラ支援対象者 )
助産師・ ・ ド ク ーラ支援対象者 で あ る 妊婦 の 分娩 に立 ち会っ た助産師。
医師・ ・ ド ク ー ラ 支援対象者 で あ る 妊婦 の 分娩 に立 ち会っ た 医師。
②方法;

ド ク ーラ 的支援者 を 妊婦 に 引 き合 わせ 、 そ の後 、 産後 1 ヶ 月 健診 ま で支援活動 を行 う 。
その活動 は検診 時 につ き あ う 、 電話、 メ ール、 出 産時の付 き 添い、 産後入院 中 の訪 問 、 退
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院後の家 庭訪 問 、 や メ ールな ど、 妊婦 の希望 に沿っ た ケ ア を行 う 。
2 ) ド ク ーラ 的支援者 に対 す る 支援活動
①対象; ド ゥ ーラ 的支援者及 び妊婦 に対 し て 、 研究者 が支援 を行 う 。
②方 法; ド ク ーラ か ら 妊婦支援の旅 に個別連 絡票 を 受 け取 り 、 そ の記述 の内容 に応じ て或
いは本人か ら の直接 の 問 い合 わせ に応じ てコンサルテー ション を行 う 。 及 び、 ドウ }ラ 的
支援者 の ケ ア期 間 中 に 2 """-'3 回 ド ヮ ーラ 的支援者 を集 め て体験の共有 を 通 して相互支援及
び研究者 か ら の助 言 を行 う 。 ド ク ーラ に対 す る フォ ーカ スグルー プイン タビュ ー を行 う 。
3 ) ドワ ーラ 的支援者 の活動 の評価
① ド ク ーラ 的支援者 と研究者 で、 妊娠期2 回 、 産縛期2 回、 計4 回の ド ゥ ーラへのサ ポ ー
ト を目 的 と し た懇談会 を実施す る 。 妊婦への ケア に対す る ド ゥ ーラ の 不安や悩 み に つ い て
自 由 に話 し て も ら う 。 そ の懇談会の内 容 を 、 承諾 を得てMD レコ ーダ ー に録音す る 。 懇談
会はプラ イ バ シー の保たれ る個室で行 う 。
②妊婦 に対 す る評価 面接
ドウ }ラ と の 面会が全て終了 し た時点 で 、 評価面接 を実施す る 。 ド ゥ ーラ か ら の支援内容
について の感想や意 見 に つ い て 自 由 に話 し て も ら う 。 承諾 を得て内容 を MD レコ ーダ ー に
録音す る 。 面接 は プライパ シーの保 た れ る個室 で行 う 。
③ 医師や助産師 に対す る個 別 面接

ドウ }ラ が付 き 添っ た妊婦の分娩 に立 ち 会っ た 医師や助産師へのイン タビュー を行 う 。
分娩終了後数 日 以内 に個 別 に イン タビュー を実施す る 。 承諾 を得て内 容 を MD レコ ーダ ー
に録音す る 。 イン タビュ ー は プライ バ シ} の保たれ る個室 で行 う 。
4 ) 結果; ド ク ーラ 的支援者9 人が活動 を 開始 し、 現時点 で6 人 が 支援活動 を修了 した。
支援活動 の 回数 は1"""-'12 因。 出産時 の立 ち 会 い は 1 人 のみであ る 。 妊婦 の ド ヮ ーラ 的支援
者を受け入れ る か否 か に は 、 周囲 に支援者 が あ ま り い な い場合 、 夫や実母な どの了解が あ
る場合 で あ る 。 し か し 、 有 料 で の支援活動 に は消極 的 で あ る 。 出 産 に至 る前 に数回の面談
の機会が あ れ ば 出 産時 の 出産時の支援活動 は断 ら れ る こ と が 多 かっ た が 、 妊娠 中 に数回の
面談機会 が あ れ ば 出 産時 に も 支援 が可能 で あっ た の で は な いか と の意見 も あっ た。 ド ゥ ー
ラ的支援者 に とっ て は、 研究者 か ら の 支援、 懇談会 は有効 で あっ た と の意見 も あっ た。
5 ) ま と め; ド ク ーラ 的支援活動 の継続や効果 に は 、 妊婦 と ド ク ーラ 的支援者 と の 関係性
がそ の継続や効果 に つ い て の 重要 な 要素 に なっ て い る 。 ま た 、 そ の フォロ ー ア ッ プす る シ
ステム が 必要で あ る 。

5. ま と め と 今後の展望

我が国 に は ド ゥ ーラ の存在 は な く 、 妊産祷婦な ど の そ の 支援活動 の 受 け手 で あ る 支援者
や そ の家族 に と っ て は なじ み の ない存在で あ る 。 し か し 、 我々 の ケ ア の ニ }ズ調査 か ら は、
育児 中 の 女性や ド ゥ ーラ 的支援者 の 予備軍 の女性の妊娠、 分娩、 産樽期 の ケ アや 育児 中 の
経験か ら は必 要 な ケ ア を家族や専門家 か ら の ケ ア が十分得 ら れ て は い な い と い う結果 が 得
ら れて い る 。 中 に は 、 かな り 不適切 な ケ ア の た め に精神 的 な苦 痛体験 を し た 人 も 認 め ら れ
た。 調査結果 か ら は ド ゥ ーラ 的支援者 の 存在 の必要性が認め ら れた。 ま た 、 ド ゥ ーラ 的支
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援者 を 受 け 入れる助 産 師 を対象 に し た ド ク ー ラ に対する 知識や そ の 人々 の支援 を 受 け入れ
る こ と に つ い て の ア ンケ ー ト結果 か ら は助産師 と し て はそ の人々 のケアが必要 で あ り 、 受
け入れる と の 回答が 多 く み ら れた。 し か し 、 施設に受 け入れ ら れる か と い う こ と に つ い て
は賛成の意見が減少 し て い た。

ド ゥ ー ラ 的支援者 の養成研修 で は 、 参加 者は意欲 的 で あ り 、 所期 の目 的 を ほぼ達成 し て
いた。 し か し、 コミュ ニケ ー ショ ン技術な ど の スキルに つ い て は課題が残 り 、 今後 の研修
プログ ラム の改善 の必要性が示唆 さ れた。

ド ゥ ー ラ 的支援者 の実際 の支援活動 につい て はい く つ かの課題が明 ら かに な っ た。 ま ず、
そ の支援活動 を受 け入れる 参加 施設 を確保する こ と の困難 さ 、 次 に 、 ド ゥ ー ラ 的支援 を受
け入れる妊婦の確保が難 し い こ と 、 ド ゥ ー ラ 的支援者 に よる 出産時 の支援は拒否 さ れやす
い こ と等が み ら れた。 本研究 で は 出 産時 のケア は 1 人以外はすべ て 断 ら れた た め に 問題が
発生 し な か っ たが 、 出産の特性 と し て夜間 出産が ある。 そ の場合 に ド ゥ ー ラ 的支援者が支
援の都合がつ く かや交通手段 の 問題 な ど事前 に解決 し て お かな ければな ら な い 問題 に も 気
づ い た。

少子社会が続 き 、 妊産樽婦に と っ て は今後 と も 、 役割モデノレが少 な く 、 家族 も物理的要
件や家族 の都合や能 力 的 な状況に よ っ て 、 適切 な支援 を 受 ける こ とが で きる環境が少 な い
こ とが 予測 さ れる 。 ド ゥ ー ラ 的支援者の存在は必要 で あ り 、 普及する必要が ある と 思われ
る。 そ こ で、 今後 の普及活動 と し て 、 本研究結果 を活用 し て 、 ド ゥ ー ラ 的支援者 の育成 と
産科 医療機 関 の 医 師や助産師が ド ゥ ー ラ 支援者 を活 用 する シス テム を 作る こ とが課題 で あ
る と 思 われる。
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ll. 文献検討

1 . 目的

文献 に よ り ド ク ー ラ の 定義 と ド ゥ ー ラ の効果 、 ド ゥ ー ラ の役割 お よび ドウ } ラケ ア シス
テム の内容 を明 ら かに し て 、 日 本 に お ける ド ク ー ラ 的支援者活動普及 に向 け た基礎資料 と
する。

2 . 方法

( 1 ) 調査対象
分析対象 と し た文献 は、 産婦の支援、 ド ク ー ラケ ア の文献 である。 文献検索 に は、 医学・
看護領域 の文献が 多数収集 さ れて いる 医学 中央雑誌 お よび外国文献 につ い て は看護領域の
文献が 多数収集 さ れて いる CINAL を 用 い て 、 検索キ ーワ ー ド は「産婦のケ アJ r産婦/心
理的サ ポー ト j 、 CINAL で r doulasJ r car e  of par turient womanJ r the r ole of the 
prof essional labor assis tantJ と し 、 1990 年 か ら 2 005 年ま でを検索 し た。

( 2 ) 文献の整理方法

上記調査対象 の検索結果 か ら 、 内容が本研究 の目 的 に つ いて記述 さ れて いる と 思われる
圏内文献6 件、 海 外文献 17 件の計23 件 を収集 し た 。 さ ら に 、 論文 の内容が本研究 の目 的
に焦点 を あ て て記述 さ れて いる か ど う か と い う 視点 で そ れぞれの文献 を丹念 に読 み 、 研究
結果や方法が明確で な い も のや、 内容が本研究 の目 的 か ら 外れている圏内文献 5 件、 国外
文献 4件 を除外 し た。 こ の プロセ ス か ら 得 ら れた 14 件 を 今回 の分析対象 と し て 、 内容ご
と に「 総説J r研究J r資料」 に ま と め た (表 1 ) 。
「総説J :研究や調査 に 関する論文 の 総括や解説

f研究J:研究目 的、 研究方 法、 結果 、 結論 ま でが系統 的論理的 に記述 さ れて いる も の
「資料 J:文献レビュー

表 1 文献リス ト
タ イ ト ル 文献種類 内容

発表年
マザ リ ング ・ ザ ・ マザ ー 総説 ド ワ ーフ の 定義 、 ド ゥ ーフ の支援効果 、 ド ク ー ラ の

1993 : 養成
1996 

Doulas and the Quality of 総説 ク ラウスら の アメ リ カ での研究 (ァキサ ス に お け る
Maternity Services 1992 ヒスパ ニック系 の 女性と ド ク ー ラ ) を もと に ド ゥ ー

ラ の役割 、 医療への貢献
Doulas in the ‘9 0s: We're 総説 ド ワ ーフ の役割 、 ド ク ーフ の親役割発達への貢献 、
Not Your Grandmother's 1995 科学的根拠を用 いてドヮ ー ラ の存在を示すこと の
Doula 必要性
All about Doulas 総説 ド ゥ ーフと は何か、 トレ ー ニ ング 、 ド ワ ーフ の役割

1998 
How I became a 総説 ド ゥ ーフ ケ ア の きっかけ、 教育プ ロ グフ ム 内容 、 ド
professional labor 1998 ク ー ラ役割
assistant and how you can 
too! 
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Beyond Holding Hands: 総説 ー の役一 る5ー なー「
the Modern Role of the 2 002 と ド ゥ ー ラ の 両方の役割及び現代の 出産 計 画 と ド

Professional Doula ワ ー ラ活動 について の展望
Enhancing the Birth 総説 同一フ の役割 雇用 形態山利点欠点 町一 |
Experience: the Doula as 2 002 ラ プ ロ グ ラム成功の秘訣

Part of the Hospital 
Maternity Program 
Postpartum 総説 産後 う つ の解説 、 産後 う つ予 防 の た め の ド ワ ーフ の
Depression:Bridging the 2 002 役割 の貢献
Gap Between Medicalized 
Birth and Social Support 
Childbirth Education and 総説 嘆き を持つ妊婦への 出産教育 と ド ゥ ーフ の役割
Doula Care During Times 2 003 
of Stress， Trauma， and 
Grieving 
Continuous Female 総説 ド ワ ーフ の役割 と ド ゥ ーフ ケ ア から得られる効果
Companionship During 2 004 
Childbirth: A Crucial 
Resource ln Times of 
Stress or Calm 
A Birth Intervention:The 研究 (量 ド ク ー ラ の支援16名 、 フ マーズ法教育19名 の初
Therapeutic Effects of 的 ) 産婦を対象 にPOM，RSES を調査 し た。
Doula Support Versus 1998 ド ゥ ー ラ ケ ア群 は 、 ラ マーズ法群 よ り も子供の世話
Lamaze Preparation on に対 して明ら かに拒否反応や無力感が少 なく 、 安定
First-time Mother's 感が上回って い た。 ド ク ー ラ ケ ア群 はPOM においWorking Models of て 、 産前から産後 に か けて 、 怒り を のぞく全て の否Caregiving 定的な気分の状態が よ り軽減 して い た。RSES の結

果 も ド ク ー ラ ケ ア群 の方が 精神 的 に落ち着 いて お
り 、 自 発性が高く 、赤ん坊が気難 し い と感じて いる
人 も少 な かった。

Supporting women ln 資料 ド ク ーフ の役割 、 生理学的効果 、 母性の発達促進、
labor: the doula's role 1995 医学的効果 、 コス ト削減 につ いて の文献レ ビュ ー
Being with woman; a 資料 女性 と と も に い る こ と ( ド ゥ ーフ の効果 ) の文献レ
guiding concept for the 2 002 ビ ュ ー
care of laboring women 
Doulas:Nurturing and 資料 女性の長期 間 の記憶 と して 出産の心理社会的影響

Protecting Women's 2 004 の文献レ ビュ ー
Memories of Their Birth 
Experience 

3. 結果

( 1 ) ド ク ー ラ の定義

ド ク ー ラど は、 他 の 女性 を援助する経験豊 な 女性 を表 し てお り 、 Whi te ( 1998) は別 の
人に役に 立つ女性 に 言及 し たギリ シア語 で ある と し、 Nolan( 1995) は、 出 産 中 の新米の
母親、 ま た は 出産後 の新生児の世話 と い う 住 事 に つ い て 母親 を導 き、 ア シ ス ト する 出産経
験のある 女性 で ある と述べ て いる。

ド ゥ ー ラ の存在 は古 く か ら あ り 、 我々 の祖父 母 の時代 は産婦の 隣人が ド ゥ ー ラ で あ っ た
( Hotelling， 1995) 。 し か し、 核 家族 の増加 な ど家族構成が変化する に つ れ て、 ド ゥ ー ラ

と なる 人 も変 わ っ て い っ た。 Kl aus ら は、 f現在 で は こ の言葉 は 出産前、 出 産 中、 出産後
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の母親 を身体 的 に も 情緒 的 に も継続 し て 支援 し、 情報を提供する、 出産経験 の ある 女性 の
こ と を意味する j と述べ ている (2 003 ，口) 。 さ ら に ド ゥーラ は特別 な人 と し て妊産婦 の 支
援 を 行 う 役割が求 め ら れる よ う に な っ てい っ た。 Whiteは、 ドウ }ラ を陣痛 の ある 女性 に
胎児 と 妊婦の健康状態 を 医学 的 にアセスメ ン ト する こ と な く 、 身体 的・感情的なサ ポ ー ト
を提供する 出産ア シス タ ン ト で ある と述べ ている。 2 002 年の文献 で は、 ド ク ーラ を専門
的機 関 で訓練 を受 け た人 で ある と し ている (Goldbor t ，2 002 ;  Gilliland， 2 002 ) 。 こ の よ
う に、 産婦の身近 にいる人 か ら専門 的 な訓練 を 受 け た 出産ア シス タ ン ト へ と時代 と と も に
ド ゥ ーラ の 定義 は変 わ っ てい っ た。
( 2 )  ド ク ー ラ の役割

Pascali-Bonard & Kroeger (20 04) は、 ド ク ーラ の本質 は 出 産 を 行 う 女性 に対 し て
100% 自分 を差 し 出 し、 そ の 女性 の 態度 を 受 け入れ、 安全で満足 のい く 出産体験が で きる
よ う に そ の女性 を つねに励ま し、褒 める こ と の で きる能 力 を持 つ こ と を述べ て お り 、 「母親
の 出産 プロセ ス を 通じ て そ ば にいる J と 産婦を継続 的 に支援する こ と を強調 し ている。 祖
母時代 の ド ク ーラ は、 何人か交代 で母親 の よ う に妊産婦の世話を行い、 け っ し て妊産婦か
ら離れる こ と は な く 、 大 き な心 と 助 ける た め の手 を も っ てい た とい う ( Hotelling) 。 こ の
時代 の 出産 は 自 宅 で行われてお り 、 産婦の周囲 の 女性達が協 力 し あ っ て産婦 と 新生児、 そ
し て そ の 家族 の世 話 を し ていた。

現在の ド ク ーラ の役割 は、 出産時 の 女性 に心身共のサ ポー ト を提供 し安心 を与 える役割
を担 っ て お り 、 パ ー ト ナーや家族、 友人ま た は 医療関係者 と のコミュ ニケ} ショ ン の仲介
役 と も な っ ている(Schwar tz， 2 002 ) 0 Pascali-Bonard (2003 ) は、 ド ゥ ーラ は様々 な
方 法 を使 っ て 女性が 出産 中 に安産な環境 を 作る助 け を する。 出産時 に 何が必要かを計 画 す
る。 さ ら に 出産 を行う母親の擁護者の 役割 を担 う 。 医療 関係者 と患者の聞 に肯 定的なコミ
ュ ニケ ー ショ ン を築 き、 女性 は決 定ご と に参加 し、 良い 出産 を経験 し、 ド ク ーラ は女性が
出産 と誕生 は 一 生 思い 出せる素晴 ら しい イベ ン ト な の で ある と継続 し て認識で きる よ う に
勤 める と述べ ている。 そ し てパー ト ナ ー に対 し て は、 励 ま し て 産婦 を楽 に さ せる テ ク ニツ
ク を教 え た り 、 愛 情 あるサ ポー ト を導い た り も する と述べ ている。 医療関係者 と 産婦 の 関
係 を つ なぐ役割 の例 と し て Goldbor t は、 産婦が 医師 と 作成 し た 出産計 画 を手伝い、 薬や
出産姿勢 の 選択 な ど に お ける 医 師 と 患 者 の合意 事項 の 調整 を する 事 を説明 し ている 。
Gilliland は、 こ の よ う な ド ゥ ーラ の役割 を、 出産支援技術、 ガ イダ ンス と 励 ま し を提供
する、 看護 ス タッ フ とチーム 関係 を築 く 、 産婦 とケ ア する人の聞 のコミュ ニケー ショ ン を
促 す、 ケア のギャッ プ を埋 める た め に母親 をサ ポー ト する とい っ た 5 つ に ま と め ている。
さ ら に、 ド ク ーラ に と っ て 一番責任が ある の は母親で あるが、 地域 に対する責任 も負 っ て
いる。 ド ク ーラが手伝 う 出産オ プ ショ ン は、 後 に続 く 母親たち の指針 に も なる と、 地域 に
根ざす活動 を続 ける ド ゥ ーラ の存在 に つい て も述べ ている。

出 産する 女性 に は、 ド ゥ ーラ と 看護 師や助産師 とい っ た専門 家がケア を 行 っ ている 。
Gilliland は、 看護 師 と ド ク ーラ は両者 と も独特 の知識 と世話 を する心、 そ し て女性 の 出産
を よ り よい体 験 に する献身を も っ て貢献 で きる と述べている。 White は、 看護師の役割 を
医学 的 な結果 と可能性 の あるリス ク に対するモ ニ タ ー の責任が あ り 、 利用可能 な技術 を用
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い、 複雑 な 出産 を なじ み深 い も の に する と説明 し てお り 、 医学 的 な アセス メ ン ト を し な い
ド ゥ ーラ と役割 が具 なっ て いるこ と を説明 し て いる。 一方 でNolan は、現在の助産婦の技
術は分娩時の女性 を守る た め に 最 も 重要な も の で ある、 しか し彼 女のプロ と し て の技術 と
産婦に全霊 をか け て 共感 し、 彼 女 と瞬 間瞬 間 の経験 を 共有 で きる も う 一人の女性 と し て、
プロ で は な い付き 添い人 と い う 立場 の バラ ンス を取れるか も し れ な い、 と 助産 師 に ド ゥ ー
ラ の役割 が と れる可能性 が ある こ と を示唆 し て いる。

( 3 ) ド ク ーラ の効果
ド ク ーラ が継続 し て 産婦 の身体 的、 情緒的サポー ト を する効果 は、 諸外国 で行 われた多

く の研究か ら明 らか に なっ て いる 。 はじ め に ド ク ーラ の効果 が発表 さ れた の は、 1980 年
にグア テ マラでS osa ら が行っ た1 36 人の産婦が参加 し た調査 で ある。 こ の研究 は、 リス
ク の な い初産婦 を対象 に、 無作為抽 出 し研究 に同意 し た 産婦 に対 し て、 病院 で の 通 常 ケ ア
群 と ド ワ ーラ に よる継続的 な支援群 に分 け て実施 さ れた。 そ の病院 で は、 陣痛室 に家族や
友人 の 立 ち 会 い は許可 さ れて い なかっ た。 結果、 ド ク ーラ な し群 19.3 時間、 ド ク ーラ あ
り 群 8. 8 時間 と統計学上明 らか に有意 な差 が 見 ら れた (S osa et al.，1980) 。 次 に、 1986
年 に Klau s ら がグア テ マラ の同じ病院 で465 人 の 産 婦 を対象 に同様の調査 を行っ た。 こ
の結果、 分娩所要時間 は ド ゥ ーラ な し群 15.5 時間、 ド ゥ ーラ あ り 群 7.7 時聞 と 最初の研
究 と同様に有意 な差 が 見 ら れた (Klaus et al.， 1986 ) 。 さ ら に、 ド ゥ ーラ あ り 群 は、 オ
キ シ ト シ ン使用率 と帝王切 開率 が明 らか に低 い結果 と なっ た 。 3番目 にKennell ら は米国
テキ サス州 ヒュース ト ン の公 立教 育機関付属病院 で4 16 人 を対象 に調査 を行っ た 。 ド ゥ ー
ラ に よる付 き 添い が ある場合、 出産時間、 帝王切 開率、 オキ シ ト シ ンの使用率 の低下 とと
も に、硬膜外麻酔 の使 用率、産後 の母親の発熱率 に も効果 が あっ た (Kennell et al.， 199 1 ) 。
こ れ ら の結果 を受 け て、 ド ク ーラ に よる産婦の継続的 な 支援 は世界 中 に広 がっ て いっ た。

Hotelling は ド ク ーラ の ケ ア が 医療介入 を抑制 する効果 に つ い て次 の よ う に述 べて いる。
分娩 中 の ド ゥ ーラ に よる マ ンツ ー マ ン の ケ ア は 医療の介入が あ ま り に も早 く 適用 さ れな い
よ う に し、 母親 と彼女のパー ト ナー が初期 の段階 で休息 を と り 、 気 を紛 ら わすこ と が で き
る こ と を確実にする 最 も有効 な構成要素 で ある。 こ の 医学 的介入 を抑制 する た め に は、 情
緒的な支援 が 重要 な鍵 と なる。 Gol dbort は、 ド ゥ ーラ に よる情緒的 な支援 が 産後 の う つ
予防 つ な がる こ と を期待 し て 以 下 の よ う に述 べ て いる。 精神 的 に支 え て く れる女性 が そ ば
に いる こ と で、 出産前か ら 出産 を 経 て 出産後 ま で、 母親 は こ れ ら のプロセス を経て いる 間
安心 し、 自尊心 を構築 し て い き、 不安や産後 の う つ状態 が減る。 産樽 う つ は、 母親 自 身が
お産のコ ン トロール不 全感や難 産 の た め の帝王切闘 が 要因 と な り 、 病院 での心理的サ ポー
ト は十分 と はい え な い。 そこ で ド ク ーラ が心理的 に支援 し、 病院 にお ける母親 の 出 産への
期待 と 経験 の 間 の溝 を埋 める こ と に よっ て、 母親が 出産への肯定 的 な感情 を も つ こ と が で
き 産後 う つ の予防 に効果 が ある。

ド ゥ ーラ が支援する こ と に よっ て、 産婦が 出産の記憶 を肯定 的 に 受 け止 め、 そ の後 の 育
児 がスム ーズ に い く 効果 も ある。 こ れ は、 Manning- O renstein ( 1998) の研究 で明 らか
に さ れて いる。 こ の研究 は、 初産 の母親 を希望に よっ て ド ゥ ーラ ケ ア群 16 人左ラ マ ーズ
法教 育群 19 人 に 分 け て、 出産前 後 の感情や子 ど も の世話への積極性 を比較 した。 そ の結
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果 、 ド ゥ ー ラ ケ ア を 受 け た母親 は 、 ラ マ ーズ 法 を 行 っ た 母親 よ り も 子 ど も の世 話 をす る こ
と に は るか に拒否反応や 無力感 が少 な く 、 情緒 的 な安定感 も上 回 っ て い た。 さ ら にP OM
にお い て 、 ド ク } ラ ケ ア群 は産前か ら 産後 にか け て 、 怒 り を の ぞ く 全て の否 定的 な気分の
状態が よ り 軽減 し て い た 。 RS ES にお い て もド ク ー ラ ケ ア群 の方 が 、 精神 的 に落 ち 着 い て
お り 、 自 発性が高 く 、 赤 ん坊 が 気難 し い と感じ て い る 人 も 少 なか っ た。 こ の こ とか ら 、 ド
ク ー ラ を使 っ た母親 は 、 ラ マ ーズで 出産準備 を し た 母親 よ り も 気持 ち が安定 し てお り 、 出
産前 後 の 自 発性 も高 い こ と が明 らか に な っ た。

ド ク ー ラ の初期 の研究で は 、 リ ス ク の ない初産婦を対象 に し た効果 が 立証 さ れて き た。
現 在で は 、 ハイ リ ス ク 妊 産 婦 に対 す るド ク ー ラ 支 援 に よ る効果 が注 目 さ れ て い る 。
Pascali-Bona rd は 、 医療介入、 投薬 、 付 き 添 う 人な ど 出 産にかか わ る環境 の すべ て が 、
出産の形や そ の後 の母乳 育児 に 関 わ る こ とか ら 、 出産す る 人が精神 的 に厳 し い状況 におか
れて い る 場合や 自 然災害 が 騒乱 、 難民 状況な ど の 中で ス トレ ス が大 き い場合 にド ゥ ー ラ ケ
ア が大 き な力 を もっ と し 、 こ の よ う な状況で は 、 医療ス タ ッ フ が不足 し て い て も 、 近 く か
ら 出産 に付 き 添っ て く れ る 人 を 得 て 出 産 を よ り 安全 に短 く す る こ と がで き 、 赤ん坊 の栄養
源で あ り 病気 を防ぐ母乳 育児 の促進 に も つ な が る と述べ て い る 。

ド ク ー ラ の効果 は産婦 自身 に対 し て だ けで な く 、 産科 医療の現場にい る専門家や 医療費
の削減 と い っ た面 に も 期待で き る 。 産科 医療の ケ ア を向上で き る可能性 と し て 、 Richa rds
(1992 ) は次の よ う に述べ て い る 。 ド ゥ ー ラ の存在は、 分娩 中 の 女性へ の ス タ ッ フ の活動

の質 と 割 り 当 て を向上 さ せ るで あ ろ う 。 さ ら に部 外者 の 存在 は 、 ス タ ッ フ が よ り 良 い ケ ア
を提供す る の を促進す る可能性が あ る 。 費用効果 と し て は 、 Goldbort は 、 病院 がド ゥ ー
ラ を導入す る こ と によ っ て 、 産後 う つ病予防 の側面か ら潜在的 な 医療費削減 が 図 れ る と メ
リ ッ ト を述べ て い る 。
( 4  ) ド ク ー ラ ト レ ー ニング
現在のド ゥ ー ラ と 呼 ばれて い る 人々 は 、 そ の国々 のドウ } ラ団体 な ど が 開催 し て い る ト

レ ー ニ ング プログ ラム を 受講 し 、 団体か ら 認 定 を 受 け て活動 し て い る こ と が 多 い 。
Goldbort は 、 ド ゥ ー ラ の専門機関 の訓練で は 、 出産す る 女性や 家族へ の心身 の ニ ーズへ
の介入や身体、 精神 、 教 育 的支援 の対策 を教 え て い る と述べ て い る 。 White は知識 的 な ト
レー ニ ング に は、 出産教 育 ク ラ ス 、 教 育セミ ナ ー を観察す る こ と 、 訓練 さ れたド ゥ ー ラ と
の 出産の観察 、 職場内 トレー ニ ング 、 書か れた報告書や 出産痛の女性の支援 の個 人 的 な哲
学の論文 を読 む こ と が あ り 技術的 な トレー ニ ング に は、 陣痛サ ポー ト を含 む実践 的 な ト
レー ニ ング 、 イ ン フォ ームドチョ イ ス を提供で き る方法、 会話技術や感情 を 伝 え る方法、
タ ッチや 言葉、 身振 り で 安心 を提供す る方法 を学ぶ と述べ て い る 。 P erez (1998) は 、 ド
ゥ ー ラ トレ ー ニ ング の大部分 のセミ ナー に含 ま れ る内容 と し て 、 女性の生活 、 分娩 と 出産
の生理、 痔痛管理、 弛緩法、 呼吸技術、 分娩サ ポー ト のツ ール、 母体 の姿勢 の取 り 方 、 帝
王切 開 、 VBAC 、 母乳栄養 の 初め 、 分娩後 の調整 と感情 、 新生児 の診査 、 会話技術、 葛藤 を
解決す る 力 、 産樽 の フォロ一方 法が あ る と 紹介 し てお り 、 そ の内容は女性 の日 常生活か ら
産科学 の専門 的 な こ と まで は ば広 い分野 に わた っ て い る 。 こ の よ う に 、ド ク ー ラ は知識的、
技術的 に 多 く の トレ ー ニ ング を経て活動 し て い る 。 さ ら に 、 ド ク ー ラ が活動 を し て い く に
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あ た っ て 、 ド ゥ ー ラ 自 身 がセ ル フ ケ ア を し て い く こ と も 大切 な ス キ ルであ る 。
Pascali-Bona rd は 、 サボ } トネ ッ トワ ー クで 自 分 自身 を強 く し 、 ス トレ ス を軽減す る テ
ク ニ ッ ク を練習す る と述べ て い る 。

今 回 の調査で は 、 トレー ニ ング 期 間や教授方 法、 技術の演習や 実習 の有無、 費用 な ど に
つい て書かれ て い る文献 は なか っ た。 こ れ ら の内容につ い て は、 今後 さ ら な る 調査 を し て
い く 必要 が あ る 。
(5 ) ド ク ー ラケ アシステム
ド ク ー ラ に よ る 様々 な効果 が報告 さ れて 、 出産す る 女性へ の支援やド ゥ ー ラ活動 が様々

な方 法で な さ れ る よ う に な っ て き た。 ウノレグ ア イで は 、“女性 が 出産時に 自 分 の信頼 す る 人
物、 あ る い は精神 的 なサ ポー ト を提供で き る訓練 を受 け た人物 に付 き 添 っ て も ら う 権利 を
もっ" と 産婦が 出産支援者 を もっ権利 を2 001 年 に 法律で定め た。 実際 のドウ } ラ ケ ア は、
若 年妊婦な ど の よ う に特 定 の対象者へ の ケ ア と し て行政や 病院 の産科 ケ ア シ ス テム に組み
込 ま れて い る も のか ら個 人 的 な活動 まで多様 に わ た る 。 Goldbort は 、 出産ケ ア シ ス テム
の 中 に産後 う つ病 の リ ス ク を抱 え る 女性 の ため のド ク ー ラ 紹介プログ ラム を入れるべ きで
あ る と 、 ド ゥ ー ラ ケ ア に よ っ て 産 後 う つ が 予防で き る可能性 を述べ て い る 。 そ し て 、

Pascali-Bona rd は ア メ リ カ にお け る 2 つ のド ゥ ー ラ ケ ア シ ス テム を紹介 し て い る 。 一つ
はChicagoHealth Connection doula P roject が 1998 年か ら 行っ て い る も ので 、 ド ゥ
ー ラ は 、 未婚で低 所得 の未成年の女性 を対象 に産前産後 に 6度訪 問 を し て 、 出産時 に はず
っ と 付 き 添い ケ ア を行 う 。 2 つ 目 は ボス ト ン の ケ ンブ リ ッジ にお け る活動で 、 テ ィ ー ンエ
イ ジャ ーや低所得者層 、 文化背景 の異 な る 女性 な ど にド ク ー ラ を送 り 込 んで い る 。 活動団
体 の背景や資金源 、 ドヮ ー ラ の雇用形態、 活動方 法 に つ い て は記述 さ れて い なか っ た。

ド ゥ ー ラ の雇用形態 に つ い て Gilliland は 、 ア メ リ カやカナダ の 多 く の病院で は病院 を
基盤 と し たド ゥ ー ラ シ ス テム が あ り 、 ド ゥ ー ラ を ス タ ッ フ に入れて い る 産科 が あ る な ど、
医療専門 家 の 間で の 関係 が確立 さ れて い る 。 た だ し 、 ほ と ん ど は独 立 し た 自営業で あ り 、
出産す る 母親や 両親 に雇 わ れ る と述べ て い る 。 ま た 、Hotelling は、 ド ゥ ー ラ は保険会社、
ヘルス マネ ジ メ ン ト団体 、 病院や個人 医師 と 契約 をか わ し て い る と述べ て い る 。 さ ら に 、
S chwartz に よ る と 、 ド ゥ ー ラ の雇用形態に は病院っ き の社員 ま た は契約社員 と し て のド
ゥ ー ラ 、 ド ゥ ー ラ の委託 シ ス テム な ど が あ り 、 こ れ ら の シ ス テム は、 妊婦 ・ ド ク ー ラ ・ 施
設 の職員や病院 に と っ て そ れぞれ メ リ ッ ト ・ デ メ リ ッ ト が あ る 。 ド ゥ ー ラ ケ ア シ ス テム が
効果 的 に機能す る ため に は、 医療 ス タ ッ フ とド ゥ ー ラ が シス テム に 関す る障害 を明 らか に
し 、 そ れ を取 り 除 い て い く こ とで あ る と述べ て い る 。 こ の よ う に 、 ド ゥ ー ラ が ど の団体 に
所属 し て い るか 、 誰 と ど の よ う に 契約 を結ぶか 、 ケ ア を 提供す る 女性 は どの よ う な背景 を
も つ のか な ど 、 ド ク ー ラ の活動方 法 は多岐 に わ た っ て い る。 ケ ア シス テム の 中で活動 す る
場合で も 、 個人で 関 わ る 場合で も 、 産科 の 医療現場の ス タ ッ フ と 良 い 関係 を も つ こ と が大
切で あ り 、 お 互 い の役割 を尊重す る こ と に よ っ てド ク ー ラ ケ ア シ ス テム が効果 的 に機能す
る こ と が わか る 。
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4. ま と め

諸外国 で は、 医学 的 、 情 緒 的 な側面 で ドワー ラ の効果 が高 い こ とか ら 妊産婦へ の ド ク ー
ラ 支援 が普及 さ れて い る 。 日 本 の 産科 医療制度や助産師の役割 は諸外国 と異 な っ て い る た
め 、 現在外国 で成果 を あ げごて い る ド ゥ ー ラ 支援 の シス テム を そ の ま ま日 本 に導入す る こ と
は で き な い。 しか し 、 出産す る 女性 が 出産や 育児 の経験豊富 な 女性 に よ る 継続 的 な支援 を
必要 と し て い る の は日 本 も同様であ る (佐藤 ら， 2 007 ) 。

出産時に ド ク ー ラか ら 励 ま し と賞賛 を 受 け た産婦は、 自 己肯 定感 が高 く 、 新生児 を容易
に受け入れ母親 と し て 新生児 の世 話 を積極 的 に行 う こ と が で き る 。 ア メ リ カ で は 、 若 年妊
婦に対 し て ド ク ー ラ を紹介す る こ と で 、 母親役割形成の促進に効果 を 上 げて い る 。 若 年妊
婦は、 母親 自身が発達段階 の途 中 に あ り 、 親役割形成に困難 が 生じ る こ と が あ る 。 そ こ で、
親 に な る 過程 が スム ーズ と な る よ う に親身 に な っ て若 い母親を 支 え る 支援者が 必 要 で あ る 。
本来 こ の役割 は実母や親類 、 隣人な ど母親の近 く に い る 出産育児経験の豊富 な 女性 で あ る
こ と が望 ま し い。 しか し 、 若 年妊婦 は家族背景 に恵 ま れず 、 本人、 パー ト ナー と も に 両親
の離婚 、 別居 な ど を経験 し て い る 割合 が高 い と い う ( 今 関， 2 007 ) 。 妊娠 し た 時点か らサ
ポー ト す る 人 が限 ら れて い る若 年妊婦 に は 、 ド ゥ ー ラ が妊娠中か ら 育児期 ま で継続 し て支
援す る こ と に よ る効果 は大 き い と 考 え る 。

ま た 、 現在の育児 中 の母親が抱 え る 問題 の 一 つ に 育児不安が あ り 、 こ れは若 年 に限 っ た
も の で は な い。 原田 (2 004 ) の報告 で は、 母親 自 身 が 出産前 ま で に小 さ な 子 の世話 を した
経験 は半数以下 で あ り 、 親 が乳幼 児 を知 ら な い状況が あ る 。 こ の ため現実の子育て は想像
と は異 な り 、3人 に 2 人 は子育て の負担感 が あ る と い う 。 こ の背景 に は 、 核家族化 が進み、
家で母親 と 子 ど も だ け で長 時間過ご す と い う 孤 立化 が あ る 。 日 常 の ち ょ っ と し た不安や悩
みを相談 し た り 世 間 話 をす る な ど 、専門家で は な く 普通 の 会話が 出来 る ド ゥ ー ラ の存在 は、
母親 の孤 立 し が ち な 育児環境 を改善す る 一助 に な る と 考 え る 。

先進国 、 開発途 上国 を 問 わず世界 中 で ド ゥ ー ラ ケ ア が普及 さ れつ つ あ る が 、 日 本 では産
後 の家事サ ー ピ ス と組み合 わせた ド ク ー ラサ ポー ト が商業ベ ー ス でわずか に あ る 以外 ほ と
ん ど行 われて い な い の が現 状 で あ る 。 そ の理 由 の 一つ に は、 諸 外国 で ド ク ー ラ の役割 と さ
れて い る 産婦へ の産痛緩和や情緒 的サ ポー ト な ど は、 日 本 で は 主 に助産師が行 っ て い る こ
と が 考 え ら れ る 。 助産師は正常分娩 を介助で き る こ と が 法 的 に 認め ら てお り 、 妊娠 中か ら
分娩時、 産後 ま で継続 的 に妊産婦 に 関 わ る専門職で あ る 。 現在の産科 の現場で は 、 助産師
が同 時に複数の産婦 を担 当 し た り 、 外来 と 病棟、 施設 と退院後 の地域 の聞 の ケ ア の継続 に
課題 が あ る 。 こ の ため 、 ド ゥ ー ラ が継続 し て 妊産婦に寄 り 添い情報を伝え る こ とや 、 情緒
的支援 を行 う こ と で、 産婦の よ り 良 い 出産体験を も た ら す こ と が で き る 。 さ ら に ドヮ ー ラ
に は 、 妊婦 と 医療関係者 と を つ なぐ役割 も あ る 。 日 本 で の ド ゥ ー ラ は、 産婦の意見 を 医療
関係者 に伝 え た り 、 地域 で役 に 立つ情 報 を伝 え る と い う 役割 を担 う こ と で、 助産師 と ドウ
ー ラ が そ れ ぞれの専門性 を発揮 で き る と 考 え る 。 日 本 で ド ク ー ラ 支援 を導入す る際 に は、
助産師 と 役割 を競合 す る の で は な く 、 母 と な る 女性 と同じ地域 に住み、 日 常生活 で の共通
の情報 を 提供 で き る と い っ た 、 日 本独 自 の ド ゥ ー ラ の位置づ け を確立 し て い く こ と が求め
ら れ る 。
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ill. ドクーラ的支援のニーズ調査

1 . 若年妊婦の妊娠・分娩・育児期におけるケアニーズ と サポート

( 1 ) 目的
母親 に な る 過程 に は、 思春 期か ら の準備性 と 妊娠以降の経験 中 に周囲か ら の支援 に よ っ

て 、 成熟へ と 発展す る こ と は先行研究で明 らか に さ れて い る が 、 それ ら の要件 を備 え る機
会 が な い ま ま 親 に な っ て し ま っ た若 年妊婦の親 に な る 過程 に は、 近親者の支援に頼 る ので
はな く 、 外国で有益性 が 主張 さ れて い るド ク ー ラ に よ る個別で継続 的 な支援 が有効で あ る
と 考 え た 。

しか し 、 我が国で はド ク ー ラ に よ る若 年妊婦 を 支援す る シス テム は無 く 、 そ の支援 シ ス
テム の 要件 も明 らか に さ れ て い な い。 さ ら に 、 ド ク ー ラ の 役割や効果 に 関す る研究 は こ れ
まで海外で は 多 く さ れ て き て い る も の の 、 日 本 にお い て研究 さ れた も の は ほ と ん ど な い。
そ こで 、 本研究で は 、 若 年妊婦が母親 と し て 成長 す る 過程 にお い て必要 と 思われ る ケ ア ニ
ーズ とサ ポー ト を明 らか に し 、 妊娠期・ 分娩期・ 育児期 にお け るド ク ー ラ の役割 を探 る こ
と を 目 的 に調査 を行 っ た。

( 2  ) 用 語の定義

ド ク ー ラ:産前・ 出 産 中・ 産後 の母親を身体 的 に も 情緒 的 に も 継続 し て支援 し 、 情報を提
供す る こ と ので き る 、 専門 家で は な い が妊娠・ 出産・ 育児 と そ の ケ ア に 関す る 一 定の研修
を 受 け た 、 出産経験の あ る 女性 (家族や親族以外) を い う 。
若 年妊婦: 16歳か ら 22歳 までの初産婦を い う 。
ケ ア ニ ーズ:若 年 の妊産祷婦 の語 り の 中か ら 抽 出 さ れた 、 妊娠期 ・ 分娩期 ・ 育児期 の母親
が必要 と し て い る 支援内容 を い う 。
( 3 ) 研究方法

1 ) 調査方法
2 005 年9 月""'2 006 年3 月

2 ) 対象
東北地方のA市 B市及 び近畿地 方 のC市 に在住 し て い る 、 正常な妊娠・ 分娩・ 産祷の

経過 を た ど っ た16歳か ら22歳 の初産婦 のみ 8名。
3 ) デ ー タ収集 方 法

初産婦 8名 に対 し て 、 妊娠期 に 1""'3 回 、 産祷入院 中 、 産後1ヶ 月自 に各 1 回、 半構成
的面接 を 実施 し た 。 そ の内 容 は各期 にお け る現在の 自 分 自身 の こ と 、 胎児ま た は子供へ の
思い、 生育麿 に 関 す る こ と 、 両親 と の 関係、 夫 と の 関係 、 友人 と の 関係等で あ る 。 イ ン タ
ビュー の内容 は、 承諾 を得て MD レコ ーダ ー に録音 し た 。
4) 分析方法

テ ー プレコ ーダ ー に収録 し た内 容 を逐語録 に起 こ し、 妊娠期・ 分娩期・ 育児期 の思 い に
関する文脈か ら意味可能 な最小 単位 の文節 を取 り 出 し 、 そ れ を基 本デ ー タ と し た。 こ れ ら
の基 本デ ー タ を類似性 と差異性 を明 らか に し な が ら意味単位ご と の小カテゴ リ ー に分類 し、
それ ら を さ ら に 関連 す る も の毎 に ま とめ 、 若 年妊婦 の母親へ の 成長 を示 す ラベル を 付 け 、
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妊産祷婦の ケ ア ニ ーズ と し て表現 し た 。
5 ) 倫理的配慮
研究代表者 の所属 す る大学の倫理審査会 の承認 を得て実施 した。 研究 への参加 は、 イン

タビュ ー を始 め る前 に研究 の目 的 と方法及 び得 ら れたデータ の管理 ・ 発表方 法、 ま た研究
途 中での参加辞退 も可能で あ る こ と 等 に つ い て口頭 と文書で十分説明 し、 同意 を得た。

( 4  )結果
1 ) 対象 の概要
対象者 の 平均年齢 は19.25歳 (16歳 か ら22歳 ) で あ っ た。 対象者 の夫 (パー ト ナ�)

の年齢 の 平均 は22.28歳で、 妊娠期 の婚姻状況 は、 4 名 が入籍 してお り 4 名 は未入籍で あ
っ た (内1 名 は入籍前 にパー ト ナー が 死亡 し て い る ) 。 ま た 、 入籍 し て い る 4 名 はいずれ
も 妊娠後入籍 し て いた 。 妊娠期 の家族構成及 び職業の有無は、 核 家族 が4 名 、 複合家族 は

4 名で あ っ た。 ま た 、 有職者 は1 名 の みで他7 名 は無職であ っ た。
2 ) 妊娠期 ・ 分娩期 ・ 育児期 の女性 の ケ ア ニ ーズ

妊娠期 、 分娩期 、 育児期 の女性 の ケ ア ニ ーズ は表 1"'3に示 し た とお り で 、 妊娠期 8 、
分娩期6 、 育児期 は8 の ケ ア ニ ーズ に分類 さ れた。 向 、 基本デ ー タ は r J 、 小カテゴリー は
( ] 、 研究者 が補足 し た 内容は ( ) で示 し た 。

3 ) 妊娠期 の ケ ア ニ ーズ (表 1 ) 
①妊娠を受容す る

こ のカテゴリ ー は、 妊婦 自身やパー ト ナー、 両 親 が そ れぞれ妊娠 を受 け入れて い く 過程
にお け る ニ ーズで あ り 、 {妊婦が妊娠 を 受容す る] (パー ト ナー が妊娠 を受容す る】【両親が
妊娠 を受容す る】 の3 つ の小カテゴリーか ら構成 さ れて い る 。 妊婦 は妊娠 を 知 り 、 妊娠 を
喜 び な が ら もパ ー ト ナーや親の反応 を心配 し て い た。
②妊娠 中 の 生活 を整 え る

こ のカテゴリー は、 妊婦が不安や辛 さ を抱 え つつ も 、 妊娠 し て い る 今 の 生活 に適応 し今
後の準備 を 進 め て い く 過程 にお け る ニ ーズで あ り 、 [妊娠によ る身体 的変化 に対応 す る】【妊
娠によ る 精神 的変化 に適応する] (胎児 の た め に 生活 を 調整 し適応 する】【経済 的 な準備 を
整 え る】【妊娠 ・ 分娩 ・ 育児 の知識 を 得 る] の 5 つ の小カテゴリー か ら構成 さ れて い る 。
妊婦 は妊娠 し た こ とで、 身体や心 の変化 を 自覚 し 、 胎児 を守 る た め に 自 分の行動 を変容 さ
せて いた。 経済 的 な 問題 に対 し て は夫 が貯金 し て く れて い る こ と に感謝 し てお り 、 母親学
級で分娩室 を見 学す る な ど分娩や育児 に つ い て の 情報 を得よ う と努力 し て い た。
③胎児への 関心 を高 め る

こ のカテゴリ ー は 、 妊婦 自身 がパー ト ナー と 共 に胎児への 関心 を高 め て い き た い と い う
ニ ーズで あ り 、 【 妊婦 の胎児への 関心 を高 め る】【パー ト ナー の胎児への 関心 を高 め る] の
2 つ の小カテゴリーか ら構成 さ れて い る 。 妊婦 は胎児 の健康を願い、 パー ト ナー に対 し て
は、 胎児 に 関心 を持 っ て く れて い る こ と を嬉 し い と感じ て いた。
④親意識を高 め る

こ のカテゴリ ー は 、 親 に な る と い う 自覚へ の ニ ーズで あ り 、 【理想 の親像 を持つ] (親に
な る 不安 に対処す る】【 妊婦の役割行動 を遂行す る}【胎児 と の愛着 を 形成す る】 の4 つの
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小カテゴ リ ー か ら構成 さ れて い る 。 妊婦 は漠然 と し た 育児方針 を 考 え る 一方で、 自 分は親
に なれ る のだろ う か と い う 不安も持 っ て い た。 ま た胎 児 を 気遣 い分娩や育児用品 を準備す
る こ と への意欲 を示 し て い た 。
⑤分娩 に対す る準備 を整 え る

こ のカ テゴ リ ー は、 分娩への心構 え を して い く 過程 にお け る ニ ーズ で あ り 、 {分娩への
準備 を整 え る】【 分娩への 不安 に対処す る】 の 2 つの小カテゴ リ } で構成 さ れて い る 。 妊
婦は分娩への不安な気持 ち を話 し なが らも 、 呼吸法等 の分娩の ため の準備 に ついて確認 を
し て い た。
⑥ 夫 (パ} ト ナー) と 新た な 関係 を築 く

こ のカ テゴ リ ー は、 夫婦 と し て 、 親 に な るも の と し て 、 パー ト ナー と 新た な 関係 を築 い
て い き た い と い う ニ}ズ で あ り 、 【 夫婦 と し て の 関係 を築 く 】【パ } ト ナーが 父親 に な る こ
と を支援す る】 の2 つ の小カテゴ リ ー か ら構成 さ れて い る 。 妊婦 は夫婦で協力 し て 子 ども
を育て て い き た い と 考 え てお り 、 夫 に対 し て 父親 と し て積極的 に 子 ども に 関 わ っ て欲しい
と語 っ て い た 。
⑦ 両親 (家族) と の 関係 を調整す る

こ のカ テゴ リ ー は 、 双 方 の親 と の 新 た な 関係 を築 い て い く こ と に対す る ニーズ で あ り 、
Iパー ト ナー の 両親 と の 関係 を築 く l【家族か ら のサ ポー ト を得 る} の 2 つ の小カテゴ リ

ーか ら構成 さ れて い る 。 妊婦 は 両親が食事の こ と や身体 を 気遣 っ て く れ る こ と に嬉 し く 感
じ て い る 一方で、 パー ト ナー の 両親 と の 関係 に 不安 を抱 い て い た 。
③ 友人や近 隣者 と の 関係 を調整す る

こ のカ テゴ リ ー は 、 家族 以外 の 人達 と の交流 を期待す る ニーズ で あ り 、 I 家族 以 外 の サ
ポー ト を 得 る】【母親同士 のネッ トワー ク を持 つ】 の 2 つ の小カテゴ リ ー か ら構成 さ れて
い る 。 妊婦はス トレス たま っ て く る と話 を 聞 い て く れ る 友人がお り 、 近所の人が妊娠 の こ
と を 知 っ て い て協力 し て く れ る こ と を心強 く 感じ て いた。
4)分娩期 の ケ ア ニ ーズ (表2)
①分娩 時 の心理的 サ ポー ト を得 る

こ のカ テゴ リ ー は、 分娩の 不安や緊張 を軽減 し、 分娩 をスム ーズ に進行 さ せる ため の ニ
ーズ で あ り 、 【一人でい る 不安 に対 処す る】【実母 の心理的サ ポー ト を 得 る] [夫の心理的サ
ポー ト を得 るI【助産師 の心理的 サ ポ ー ト を 得 る] [身内以外の人へ対応す る】 の5 つ の小
カテゴ リ } か ら構成 さ れ る 。 産婦 は、 分娩 時に先の 見 え な い不安 を抱 え 、 母親がず っ と そ
ば に い て く れた こ とが心強かっ た と話 し 、 気を使 わ な く ても 良 い 身内 に傍 に いて気持 を 支
えて欲 し い と い う 期待 を抱 い て い た。 ま た 、 助産師 に対 し て は、 気持 ち を 分かつ ても ら え
た と い う信頼感 を語 っ て い る 。
②分娩時の身体的サポー ト を得 る

こ のカ テゴ リ ー は、 分娩時の体 力 の消耗 を最小限 に し、 児娩 出 時 に 最大 のカ を発揮す る
ため の ニ ーズ で あ り 、 【分娩 中 の痛 み に対応す る] [ 実母 か ら 身体的サ ポー ト を得る] [助産
師 か ら 身体的サ ポー ト を得 るl【 夫 か ら 身体 的 サ ポー ト を 得 る】 の 4 つ の小カテゴ リ ー か
ら構成 さ れて い る 。
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産婦 は 陣痛や医療処置 の ため 、 今ま で体験 し た こ と の な い痛み に ど う対処 し た ら 良い の か
分か ら な い状況の 中 で、 夫や実母や助産師 に マッサ ージやお茶 を飲ませても らう な ど の ケ
ア を受 け て い た。

表1 妊娠期のケアニ ーズ と 基本デ ー タ
妊娠期のケアーーズ

太カァゴリ 小カテゴリー
一

①妊娠を受 a妊婦が妊娠を受容する
容する b パートナーが妊娠を受

容する
c両親が妊娠を受容する

②妊 娠中 a妊娠による身体的変化
の生活を整 に適応する
える b 妊娠による精神的変

化に適応する
c胎児のために生活を鯛

整し適応する
d経済的な準備を整える

e妊娠・分娩・育児の知
識を得る

③胎 児 へ a 妊婦の胎児への関心
の関心を高 を高める
める b パートナーの胎児への

関心を高める
④親意識を a理想の親像を持つ

高める
b 親になる不安に対処す
る
c妊婦の役割行動を遂
行する
d胎児との愛着を形成す
る

⑤分 娩に a分娩への準備を整える
対する準備
を襲える b分娩への不安に対処

する
⑥夫(パー a 夫婦としての関係を築
トナー)と新 〈
たな関係を

築〈 b パートナーが父親にな
ることを支援する

⑦両親(家 a パートナーの両親との
族) と の 関 関係を築〈
係を調整す b 家族からのサポートを
る 得る

⑧友人や 自家族以外のサポートを
近隣者との 得る
関 係 を 調 b 母親同士のネットワー

整する クを持つ

基本データ

r (妊娠を知って)すごく嬉しかったJ rお腹の中にいるんだなーと思うJ
「付き合ってる人がどう思うかなってJ r産もうかつて自然になったか

ら嬉:しかった」
「親にどう言おうかなってすごい迷ってj (パートナーは)どう説明し

たらいいかわからんかったと思う」
r (身体が)重たいことは重たいですJ rもうちょっとお腹が出るかなと

思っててJ r人と比べて小さいかなと思うJ
「なんか落ち込みやすくなったような気はしますJ r気持ちがブルー入

ったりはしますJ r喧嘩とかでも、 なんかすごい自分を責めたりして」
「たまに無茶とか騒ぎたいなっていうのはあるけど、そういう我慢は苦

にならないJ r (妊娠が)分かつた時にはタバコすぐやめてJ
r18歳になったら就職しろと裁に言われているJ r (夫は)お金とかも貯

めてくれたりとか(してる)J 

「本を読むのは結構一杯買って色々読んだりとかはしてますj r (母親学
級で) 産むとこ(分娩室) とか見学させてもらってJ

fとりあえず元気に育ってくれたらいいJ r一応育ってるんだなってJ

「今一番遊びたい時期やし、 協力してって育つでも難しいJ r名前も本
見て考えとるみたいJ r (始動)気持ち惑いって」

「友達みたいな親は良くないって言ってるけど、うちはそれでもいいと
思うJ rとりあえずは常識がある子ってというか、 したいなってJ

「今の自分はほんとに毅になれるか分からない状態J r子供のしつけも
全部自分でしなさいと言われているJ

「必要な物色々そろえとかないとねJ r前はえーやるの?っていう感じ
だったんですけど、 今はあーゃんなきゃってJ

「赤ちゃんがつぶれたらどうしようってJ r自分が苦しいから、 多分中
身(胎児)も苦しいよなってJ r (胎児が)動くたびに生きてるなーってJ

「練習?ヒーヒーフーってやるんだよねJ rちょっと歩けばお腹張るし、
運動不足j

「産む時の不安が大きくてJ rどうしていいんかわからなくて、 やっぱ
り看護師さんとかに頼ってしまうと思うんですけど」

「喧嘩しても結婚してしまったら逃げることもできないしJ rやっぱり
相談して、主となることは2人で結局決めていかなければいけないってJ

「周りからアドバイスはもらっても決めるのは私たち」
「出産の本とか子育ての本とか買ってくると、今読んだんだけどなって

ぶつぶつ言っとるJ r (夫と子育てについての)特に話はしていないJ r多
分向こう(夫)は向こうなりにちゃんとそういう心構えとかしてると恩
フJ
「相手の親が初めにすごい反対してJ rまだそんなに若いのに育てられ

るわけないとか言われてて」

「ご飯のこととか、 何食べないと、 これ食べないととかJ rお父さんは
何か、 暖かくしろとかJ r妊娠に気づいてからすごく気を使ってくれてJ

「祖母は子供が生まれて自分が動けない問、手伝ってくれると言ってい
るJ

「ストレスたまってると話も聞いてくれる(友人がいる)J r (近所のお
ばさんは) 妊娠のことを知っていて協力してくれるj

「この歳で母親になるってあまりいないJ (近くに先輩ママとか)全然
いないJ
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③分娩体験の満足感 を持つ
こ のカ テゴ リ ー は 、 分娩体験の記憶 を肯定 的 なも の にす る ケ アニーズ で あ り 、 【無事に

生ま れた こ と に安堵す る1 [ 夫が感謝 の気持 を表す】【パースプ ラ ン を実施す る】 の3 つ の
小カテゴ リ ー で構成 さ れて い る 。 産婦は児を無事出産 し安堵 し て い た 。 ま た 夫 か らも労い
の言葉 を か け ても ら い、 出 産 で き た喜びを感じ て い た。
④ 医学 的介入の必要性 を理解す る

こ のカテゴ リ ー は、 医学 的介入時の 自己 決定 を支 え る ため の ニーズ で あ り 、 【 分娩誘発の
情報 を得 る】【 医師 の説明 を理解す る】 の 2 つ の小カテゴ リ ー か ら構成 さ れて い る 。 産婦
は、 育児雑誌 の 情報や医師 の説明 か ら 、 自 分な り に 医学 的介入の必要性 を理解 して いた。
⑤ 医学 的介入 の 自己決定 をす る

こ のカテゴ リ ー は、 医学 的介入が必要 な状況 に な っ た 時 にも、 産婦が 主体 的 に分娩に望
む こ と を 支 え る ニーズ で あ り 、 【分娩誘発の決定 に参加す る】【帝王切 開術の決定 に参加す
る】 の 2 つ の小カテゴ リ ー か ら構成 さ れて い る 。 産婦は、 妊娠 し大 きく な っ た腹部 のため
苦痛や身体 の限界 を感じ て い た。 医師 の説明 に対 し 自 分な り に考 え 、 医学 的 な処置に対 し
て の決定 に 関 わ っ て いた 。
⑥分娩時に 自 由 に気持 ち を伝 え る

こ のカテゴ リ ー は、 分娩時に回 り に気 を使 う こ と な く 安楽 に過ごす ため の ニーズ で あ り 、
【助産師等への気兼ねに対応す る】【実母 の疲労 に 配慮す る】 の 2 つ の小カテゴ リ } か ら

構成 さ れて い る 。 産婦 は母親 の疲れた様 子 を 見 て 、 母親や助産師の疲労 に 気 を使 っ て い た。
5 )育児期 の ケ ア ニーズ (表3 )
①親 と し て の 自覚 を高め る

こ の ケ ア ニーズ は 、 親役割 を獲 得 し て い く 過程 にお け る ニーズ で あ り 、 【親 と し て の 自
覚を持つ】 [ 理想 の親像 の イメー ジが あ る1 [親役割 の遂行 に向 け て 自 分 の行動 を変容 さ せ
る】【親 に な る こ と を 受容す る】 の 4 つ の小カテゴ リ ー か ら構成 さ れて い る 。 祷婦 は、 理
想の親像 を持 っ てお り 、 親 と し て 子 ども の こ と を考 え 、 自 分の行動 を変 容 さ せ、 親 に な る
こ と を 受容 し て い た。
②子 ども と の 関係 を築 く

こ の ケ ア ニーズ は、 子 ども を家 庭 の一員 と し て 受 け入れてい く 過程 で の ニーズ であ り 、
【子 どもへの砕 を 形成す る】【夫の子 どもへ の紳形成を支援す る1 [祖父 母 と孫 の 関係 を調
整す る】 の3 つ の小カテゴ リ ー か ら構成 さ れて い る 。 樽婦は、 子 ども に愛情 を感じ将来 の
子 ども と の 関係 を楽 し み に し て い る 一方で、 夫がまだ子 ども と十分に紳 を深め て い な い と
感じ て い る 。 ま た祖父母 と孫 の 関係 を驚 き と嬉 し い気持で見守 っ て い た。
③育児 の サ ポー ト を得 る

こ のカテゴ リ ー は、 育児 を し て い く 上で の困難 に対 し て周囲 の サ ポー ト を得、 克服 し て
い く ため の ニーズ で あ り 、 【睡眠不足 に対応す る】【実母 (実家)の サ ポー ト を 得 る】【夫の
育児参加 を促す】【 外 出 時 の サ ポー ト を得 る】【友人 の サ ポー ト を得 る】【社会資源 を活用す
る] の 6 つ の小カテゴ リ ー か ら構成 さ れて い る 。 祷婦 は、 初め の育児 に戸惑い なが らも、
実母 の 支援 に助 け ら れて い た。 ま た 夫の 育児への 関 わ り について不満 に，思 っ て い たが 、 他
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の母親 と 気持 ち を 共有で き て い た。 縛婦 は育児 を し て い く 過程で、 睡眠不足や外出 時の不
便 さ を感じ なが らも 、 周囲 の支援 を 受 け親 の役割 を遂行 して いた。

表 2 分娩期 の ケ ア ニ ーズ と基本デ ー タ
分娩期のケアニーズ

大カナゴリー 小カナゴ1)ー

①分娩時の心 同一人でいる不安に対処
理的 サポート する

を得る b実母の心理的サポート
を得る
c夫の心理的サポートを

得る

同 助産師の心理的サボー
トを得る

。身内以外の人へ対応す
る

a分娩中の痛みに対応す
サポート る

を得る

b実母から身体的なサポ
ートを得る

c助産師から身体的なサ
ポートを得る

同夫から身体的サポートを
得る

同無事に生まれたことに安
感を持つ 堵する

b夫が感謝の気持を表す
cパースプフンを実施する

問医学的介入 同分娩誘発の情報を得る
の必要性を 理
解する

b医師の説明を理解する

降問雪医自学的介入 同分娩誘発の決定に参加
己決定を する

する
b帝王切開術の決定に参
加する

基本データ

「分娩の時は1人だと不安になるので誰かにいて欲しい」

「母親がずっとそばにいてくれたことが励みになっていたJ rr(実母がい
てくれたら) やっぱり心強いかなってJ

r (夫と) 陣痛室はずーと一緒でしたJ r (夫は)とりあえず話しかけてく
れたのと、 背中さすってくれたのと、 子どもも頑張ってるから頑張ろうね
って行ってくれたんですけどJ

「あんまり、 ちょくちょく見に来てくれてJ r助産師さんがずっと付き添
って欲しかったなって言うのはありますJ rあー痛いよね、 痛いんだよね
とかっていう、 痛いんだっていう (気持ちを分かつてくれた)J r一応モニ

ターとかも配慮してくれて、 取りずらかったと思うんですけどーJ

f経験者だから分かつてもらえるっていうのはあるんで、でもやっぱり身
内じゃないと嫌かなJ r苦しんでいるところ、 あんまり恥ずかしいってい
るのがあるんでJ

「痛さに耐えられず大泣きしていたJ r陣痛室はだれもいなかったので、
ぎやーっと叫んで大騒ぎしたJ r痛かった。飲み薬とパルンJ rそれをする

(メトロの挿入)と思っていなくて、 そんな早い段階で、 ちょっとあっ痛
いと思ったJ

r (実母に) 痛すぎて背中さすってもらったりとか、 お茶のましてもらっ
たりとかJ rあんまり記憶に無いんですけど、 やっぱりさすってもらった
りとカミ。J

r (助産師は)カイロも貼ってくれたり、 定期的に見に来てくれたし、 ず
っと夜中さすってくれたしJ r助産師さんは背中をさすってくれたことは
覚えているJ

r (夫は)なんか、 うろうろ、 なんかすることがなかったと思う、 たぶん」
f(夫の出番は) うん、 なかった、 終始なかった」

「ちゃんと無事なんやと思って、なんかよく仮死状態とかいろいろ聞くけ
ど、 ちゃんと生まれたっぽいって恩ってとりあえず良かったって思って」

「ちゃんと無事何やと恩って、 なんかよく下肢状態とかいろいろ聞くけ
ど、 ちゃんと産まれたっぽいっておもってとりあえず良かったJ rえーっ
とね、 普通感動するもんだんだろうけど、 やっと出たって気持でした」

「よく頑張ったねってJ

「パースプフン、 一応妹の立会いだけだったんだけど、 臓の緒 (の切断)
は旦那で、 であと生まれたときにピデオ録りたいJ r先生、 ピデオ、 ピデ
オって指示してて、 パースプラン見てて、 多分ビデオ頭にあったj

「別にそこまで、 そんなに、 怖いっていうのもんでもなさそうやったしJ
「たまごクラブとか読んで、誘発したって人とか書いとって、 けっこう多

いから、 まあそれでもいいかなとおもってJ

「帝王切開では、 うん。 別に怖いとかはないし、 手術中はとりあえず目を
開けるのに必死だったかなJ rうん、 なにがどうなっとるか、 どこ切ると
か聞いてなかったから、 どこが関いとんやろっで恩ったけど、 前もって今
からちょこつと揺れるからとか言われとったから、別に変なことが起こっ
てるんじゃないなってJ

「自分としてはお腹がすごい大きかったし、 しんどカうったから、 もう出て
きてくれってJ rもう身体がしんどかったかも、 うん生まれてきてくれた
ほうが、 ありがたいと思ったj

「どうしてもl本自の麻酔が切れたんかなんかで効かんくなってきてj
「もう嫌だとおもって先生にわざわざ来てもらったJ rうん、 (手術を)も

うしてくれと思ったJ
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⑥ 分娩時に自 a助産師等への気兼ねに 「うん、 やっぱり気を使うっていうか、 腰さすってくれとる時に、 助産師
由に気持ちを 対応する さんがう.!::う左とう寝左って、 ああしんどいんやろなって思ってJ r自分
伝える 的に生まれる時に、看護婦さんとかつて、もうちょっと我慢しなさいくら

いの感じだと思ってたけど、 全然、 うん、 優しい感じ
b実母の疲労に毘慮する 「やっぱりまあ、 お母さんも年やし、 やっぱりしんどいやろしJ rもうし

んどいやろなと思ったからJ

④ 育児不安 に対処す る
こ のカ テゴ リ ー は 、 子供 の異変 に 早期 に対処 し、 子供 の健康 を守 る と い う親 と し て の基

本 的 な 役割 を獲得す る ため の ニーズ で あ り 、 【子 ども の異常 に対処す る】 と い う 1 つ の小
カテゴ リ ー か ら な る 。 祷婦 は、 子 ども の正常 な反応 と異常 な症状 の違 いが分か らず 、 不安
を感じ て い た。
⑤ 育児技術 を獲得す る

こ のカ テゴ リ ー は 、 親役割 を 引 き 受 け て い く 過程 にお い て重 要 な ニーズ、 で あ り 、 【 育児技
術の不足 を認識す る1【他の母親 と の違 い を認識す る】【 子 ども の 要求 に対応す る】 の3 つ
の小カテゴ リ ー か ら構成 さ れて い る 。 縛婦は、 自 分が 育児 に 不慣れで あ る こ と を認識 し て
お り 、 具体 的 な 育児 の方 法 を 知 り たが っ て い た。 ま た 、 他 の母親 と 自 分 を比較 し不安 を覚
え て い る 。 し か し 、 毎 日 の育児を とお し て 自信も見 え て き てお り 、 育児技術を獲 得す る こ
と に前向 き に取 り 組 んで い た。
⑥ 産後 の 生活 を整 え る

こ のカ テゴ リ ー は 、 家族 の一員 に 子 どもが加 わ り 、 スムーズ に新 し い 生活 を始め る ため
の ニーズ で あ り 、 【 マ イ ナ } ト ラブノレ に対応す る1[ 気分転換 を 図 る ため の調整 をす る】【職
場復帰 の準備 を整 え る】 の3 つ の小カテゴ リ ー か ら構成 さ れ る 。 樽婦は分娩に よ っ て 生じ
たマイ ナー ト ラブルに悩ま さ れて い る 。 ま た 、 産後外 出 の機会が減 っ た ため 、 ス トレス を
抱 え て い た。 ま た 、 そ の一 方で職場復帰 の準備 に つ い ても語 っ て い た。
⑦夫 と の紳 を深め る

こ のカ テゴ リ ー は 、 養育期 と し て の 家族 の発達段階 の課題 を達成す る ため の ニーズ で あ
り 、 【親 と し て の 関係 を築 く 】【 実家 の 両親 と 夫 の 関係 を調整す る】 の2 つ の小カテゴ リ ー
か ら構成 さ れて い る 。 樽婦は夫が一緒に育児 を し て く れ る こ と を頼も し く 感じ て い るが 、
親 と な っ た 自 分達夫婦 の 関係が ど の よ う に変 わ っ て い く のだろ う か と 不安 に 思 っ て い た。
さ ら に 、 実家の両親が子供 を独 り占め し て しま う ため 、 夫 を 不'関 に思 う な ど 、 両親 と 夫の
関係 に 気 を使 っ て い た。
③ 両親 と の幹 を深め る

こ のカ テゴ リ ー は 、 親 と な っ た 自 分た ち夫婦 と 、 そ れぞれの実家 の 両親 と の新た な 関係
を構築 し て い く ため の ニーズ で あ り 、 【 実家の 両親 と の新た な 関係 を築 く 1 [ 夫の家族 と の
新た な 関係 を築 く 】 の2 つ の小カテゴ リ ー か ら構成 さ れて い る 。 祷婦 は子 どもが生ま れた
こ と に よ っ て実家の実母 と祖母が 仲 良 く な っ た と話 し 、 子 どもが家族 の一員 と し て受 け入
れ ら れて い る こ と を感じ て い る 。 ま た実家の両親 に対 し て と感謝 の 気持 を持 っ て い る 。 そ
の一 方で実家か ら嫁ぎ先へ戻 り 、 新 た に 夫の家族 と の 関係 を 作 っ て い く こ と へ の 不安 な 気
持 ち を覗 かせて い た 。
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表3 育児期 の ケ ア ニ ーズ と基本デ ー タ
育児期のケアニーズ

基本データ
大カァゴリー 小カナゴリ ー

親としての自 a親としての自覚を持 í (母親の実感は) まだ、 ないって這えばないんですけどJ íまだ、 親な気がし
覚を高める 'コ ないJ íなんか、 あんまりまだそんな実感というのはなくてJ

b理想の 親像のイメー 「自分のお母さんみたいなのが一番だけど、 逆に(赤ちゃんから見て)そう思
ジがある えるような、お母さんになりたいって思うJ íねちねちしないように(なった)。

多分 (子どもが) こう気付いてれば嫌だなって思うJ

。親役割の遂行に向 「自分より子ども優先J í(お金は)この子に使おうと思って、 別に自分の服は

けて自分の行動を変 いいかと思うようになったJ í (毅としてできることは)とりあえず女の子やか
容させる ら、 顔には傷をつけないように爪は切ろうと思ってるJ í将来って行ったらあ

れやけど、何かきちんとお金のこととかそういうのは考えるようになったJ rそ
ういう学校のお金とかかかるやろうから、 ちゃんと維持を考えつつJ í家が、
禁煙になっちゃったから、 子どもがいなくても、 洗濯物干してるからJ í散ら
かす癖があるから、 じぶんで。 多分床に物置いたりとか。でも一切出来なくな
るから、 赤ちゃん大きくなると。 毎日掃除できるかなJ

d親!こなることを受容 「変わりめって言うか、 一生の中で一番J íこっからまた、 違うって感じ母親
する になるって」

②子どもとの a子どもへの鉾を形 「顔見ていたら嬉しくなりますJ í、 顔のこととか心配ゃったけど、 可愛いか
関係を築〈 成する しらとか、でもまあまあ可愛いいし、いいんじゃんみたいなJ í (名前の侯補を)

出し合いながら、 ふと00は?ってあたしが言って、 いいんでねえJ í指とか
すんごい握るから、 ピックリしたJ r最近ちょっと笑うようになったかなと思
うJ r女の子でかわいらしくね。育ってくれたらなって。J r (子どもと)やっぱ、
一緒に出て歩けるとか、 言葉しゃべるのとか (楽しみ)J 

b夫の子どもへの幹 「まだね1週間にl回しか会つてないし、 抱いてる回数もそんなにないからJ
形成を支援する 「初めてなんで、 どうしたらいい?って感じでしたねj

c祖父母と孫の関係 「お父さんもどうやって電話かけてきたりとかするし、 なんか以外っていう
を翻整する か」

③育児のサポ a睡眠不足に対応す r(夜眠れなくて) 最近はだんだんイライフしてきてダメなんですけど。J r最
ートを得る る 初は、(夜)寝れなくてどうしようと思った」

b実母(実家〉のサボ 「お母さんいないとやっていけへんって感じでJ rこれからも世話してもらう
ートを得る はんでって思って、 大変だけど頑張って、 お願いしますj

c夫の育児参加を促 r (夫は) 00ちゃんのお世話はお風呂だけJ rうちがおらん時に頼むわって、
す で泣いたりした時に(オムツを)替えたけど泣き止まへんとか、 ぶつぶついつ

て、 替えられるのは、 替えられるっぽいJ

d外出時のサポートを 「外に行く時の不便さはすごい感じるけど、 全部荷物持っていかなあかんし」
得る

e友人のサポートを得 「他の母毅の話を聞いて、 自分と同じ体験をしているなと思うJ rあの子のお
る 下がり全部もらったし、 だから楽ゃったJ r近くに頼れる人いるって言うのも

あるし、 みんな (友達) やってこれてるからできるかなj

f社会資源を活用す 「産後2回保健師が訪問してくれたJ r今一番分からへんのが予防接種」
る

④育 児 の 不 a子どもの奥常に対 「やっぱり何が普通なのかが始めてやから、 分からへんからJ r本当になんで
安に対処する 処する 時いているのか未だに分からないときがある」

⑤育児技術を a育児技術の不足を 「子育てに早く慣れたかったので、 母子伺室にしてもらい子どもの世話をし
獲得する 思識する たJ r入院中に一緒ゃないと帰ってから因るやろなって言うのはあったJ rでき

れば一緒のほうがよかったかなJ r鼻の掃除とか教えてもらってないんで、 ち
ょっとこわいですねJ rもっとそういうとこは教えて欲しかったなってJ rゃっ
ばりもうちょっと仕方って言うか、 授乳の仕方とかJ

b他の母親との違い 「産後は授乳の時に同じ部屋の人が経産婦さんだったんで、結構母乳がでてた
を毘織する んですね。 でも自分はあんまり出てなくて結構不安になっちゃてJ

c子どもの要求に対 「最近そうなってきた。 ぐずつでくる。 人覚えてきたって百うかJ r毎日見て
応する れば全然。 毎日、 寝方も違うし、 時き方も、 時き方でもだいたい分かつてJ

⑦産後の生 a マイナートフフルに fお尻痛いって百ってたじゃないですか、 そしたら尾骨がずれてたJ rお産後
活を整える 対応する 退院する頃から骨盤の痛みがあったj

b気分転換を図るた 「多分ストレス、 多分家に関じこもりっぱなしJ rちょっと友だちと出歩いた
めの爾整をする 次の日は気分が違うJ r (友達と会った後は)やけに育児やろうって気になって

るカミらj

。職場復帰の準備を 「職場復帰が4月めどにしてるから、3月中には婦らないといけないんだよな
整える って」
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⑧夫との幹 を a親としての関係を築 r(夫は) すごい結構抱いてくれるし、 見てくれるし。 ゃるよって百ってくれ
深める 〈 るJ r怖いても抱つことかするの怖いって言ってたけど、 全然抱っこしたがる

しJ rおむつ取り替えたがるしJ rオシャレして二人で出歩くことはないルだなJ

「旦那と2人で、 1入場えて、 で、 どう変わるんだろうっては、 ずっと思って
たJ

b実家の両親と夫の r (両親の支援は嬉しい)って、 思う反面、 なんか旦那がかわいそうかなってJ
関係を続聾する 「実家に戻ってくれば、 お父さんお母さんって孫かわいくでしょうがないか

ら、 パパに何もやらせないっていうかJ
⑨両親との紳 a実家の両毅との新 r(赤ちゃんが来て)多分家の人が仲良くなったと思うJ rお互い赤ちゃん見て
を深める たな関係を築く て、満足して何て言うか変にイライラしないJ r(家族は)やっぱ一番やってく

れたのかなって」
b夫の家族との新た f今は実家だからいいけど、帰ったらやること増えるよなーと思ってJ rまあ、
な関係を築〈 同居って大変だよねJ

( 5 ) まとめ
母親 と し て成長す る ため の妊産祷婦 の ケ ア ニ ーズ に は、 妊婦 自 身のセル フ ケ ア に よ っ て

満た さ れ るも の 、 夫や実母等身近な サ ポー ト に よ っ て満 た さ れ るも の 、 助産師 な ど の専門
家のサポー ト に よ っ て満 た さ れ るも のが あ る 。 し か し 、 こ こ で は そ の 人々以外の、 家族 で
はな く 、 妊娠・分娩 ・ 育児 と そ の ケ ア に 関す る 一定 の研修 を受 け た、 非専門家の ド ク ー ラが 、
満 たす こ と の で き る ケ ア ニーズ に対す る 役割 と し て 、 『傾聴す る こ と� w傍 に い て 、 とも に
経験す る� w 支持 し、 励ま し賞賛す る� w他者 と の 関係 を調整す る』 の4つが考 え ら れた。

『傾聴す る こと』 は、 妊娠期 の ケ ア ニ ーズ の う ち 、 妊娠 を受容す る 、 胎児へ の 関心 を高
め る 、 分娩 に対す る準備 を整 え る 、 夫 (パー ト ナー) と 新 た な 関係 を築 く 、 両親 (家族)
と の 関係 を調整す る 、 ま た分娩期 の ニ ーズ の う ち 、 分娩時の心理的サポー ト を得 る 、 分娩
体験の満足感 を持 つ 、 産祷期 の ケ ア ニ ーズ の う ち 、 親 と し て の 自覚 を高め る 、 子 ども と の
関係 を築 く 、 育児不 安 に対処す る 、 夫 と の紳 を深め る 、 両親 と の粋 を深め る と い う ニーズ
を満 たす ため に 、 非専門 家であ る ドゥ ー ラが で き る ケ ア で あ る と 考 え ら れ る 。 ドゥー ラが
研修 に よ っ て傾聴す る こ と の トレー ニ ング を 受 けて い る な ら ば、 妊娠 中 か ら 分娩期 ・ 育児
期 を継続 し てじ っ く り 話 を聴 く こ とが で き る 。 そ れ に よ っ て 、 若 年妊婦は、 あ り のまま に
尊重 しつつ受 け 入れ ら れて い る と い う 実感 を持 つ こ とが で き 、 自己洞察 を深め る こ とが 出
来 る と 考 え ら れ る 。

『傍 に い て 、 とも に経験す る』は、 妊娠期 の ケ ア ニ ーズ で あ る 、 妊娠 中 の 生活 を整 え る 、
親意識を高め る 、 分娩 に対す る準備 を整 え る 、 分娩期 の ケ ア ニ ーズ で あ る 、 分娩時の心理
的サポー ト を得 る 、 分娩時の身体 的 サ ポー ト を得 る 、 産祷期 の ケ ア ニ ーズ で あ る 、 子 ども
と の 関係 を築 く 、 育児 の サ ポー ト を得 る 、 育児技術 を獲得す る 、 産後 の 生活 を整 え る 、 と
い う ニーズ を満 たす ため に ド ク ー ラが で き る ケ ア で あ る と 考 え ら れ る 。 助産師 は保健指導
を し た り 、 分娩 中 、 産通緩和 を一緒に行 っ た りす るが継続 して患者 の傍 に い る こ と は困難
で あ る 。 ド ク ー ラ は非専門家で あ るが 、 妊産縛婦 の ケア をす る ため に 、 出 産 の準備や産痛
緩和法、 リ ラ ック ス 法 な ど は 自 身の体 験 を 参考 に で き る こ と に加 え て 、 研修 を受 け る こ と
に よ っ て 、 一 緒 に 実施す る こ とが で き る と 思 われる 。 ま た ドゥー ラ は、 専門 家 と は異 な り 、
継続 して患者 の傍 に い る ことが で き る と い う長所が あ る 。 こ の よ う な ド ク ー ラが身近 に い
る こ と に よ り 、 分娩 を 初め て体験す る若 年妊婦が 、 分娩体験を肯定 的 に う け とめ 、 自尊心
を高め る こ と への 助 け と な る と 考 え る 。
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『 支持 し 、 励ま し賞賛 す る』 は 、 妊娠 期 の ケ ア ニーズ、 の う ち 、 妊娠 中 の 生活 を整 え る 、
胎児へ の 関心 を高め る 、 分娩に対 す る準備 を整 え る 、 分娩期 の ケ ア ニ ーズ の う ち 、 分娩時
の心理 的 サ ポー ト を得 る 、 分娩 時の身体 的 サ ポー ト を得 る 、 分娩体 験の満足感 を持つ、 産
縛期 の ケ ア ニーズ の う ち 、 親 と し て の 自覚 を高め る 、 育児不安 に対処す る 、 育児技術 を獲
得す る と い う ニーズ を満 たすため に ド クー ラが で き る ケ ア で あ る と 思 われ る 。若 年妊婦 は、
生活習慣や食 生活 の変容を余儀 な く さ れ た り 、 腹部 の増大 に よ る行動 の制限 な ど にス トレ
ス を感じ てお り 、 こ のス トレスが母親役割 を獲得 し て い く 過程 に障害 と な る可能性が あ る 。
若 年妊婦への支援 に は、 自 分 を支持 し 、 認め て く れ る 存在が傍 に い る こ とが非常 に重要で
あ る と 考 え る 。 病 院の助産師 ら は、 時 間 的 にも人数的にも一人の患者 にじ っ く り 関 わ る こ
とが困難 で あ る 。 ドゥー ラが 、 妊娠期 か ら 育児期ま で1 対 1 で継続 的 に 関 わ っ て い く こ と
が で き る な ら ば、 若 年妊婦のス トレス を緩和 し、 自己肯定感 を高め る ため の支援が提供 で
き る と 考 え ら れ る 。

『他者 と の 関係 を調整す る』 は、 妊娠期 の ケ ア ニーズ で あ る 、 妊娠 を受容す る 、 妊娠 中
の生活 を整え る 、 親意識 を高め る 、 分娩 に対 す る準備 を 整 え る 、 夫 (パ} ト ナー) と の新
た な 関係 を築 く 、 両親 (家族) と の 関係 を調整す る 、 友人や近 隣者 と の 関係 を調整す る 、
分娩期 の ケ ア ニーズ で あ る 、 分娩時 の心 理 的 サ ポ} ト を得 る 、 分娩時の身体 的 サ ポー ト を
得 る 、 医学 的介入の必要性 を理解す る 、 医学 的介入の 自己決定 をす る 、 育児期 の ケ ア ニー
ズ で あ る 、 育児 の サ ポー ト を得 る 、 夫 と の紳 を深め る 、 両親 と の紳 を深め る と い う ニーズ
を満 たすため に ド クー ラが で き る ケ ア で あ る と 思われ る 。 若 年妊婦は 、 自己 の ア イデ ン テ
ィ テ ィ を確立 し て い く と同時に妻 と し て母親 と し て の役割 を担 わ な け れ ばな ら な い。 ま た
パー ト ナーも同様 に複数の役割 を同 時 に習 得 して いかな ければな ら な いが 、 若 年妊婦 は親
と し て のこ人の気持 ち の聞 に距離が あ る と感じ て いた。 一方、 妊婦の母も娘 の 予期 し な い
妊娠 と い う 出来 事 を 受 け入れな け れ ば な ら な い状況に直面 し 、 若 い夫婦の支援者 と な る こ
とが困難 に な る こ とが あ る 。 ド クー ラ は 出産経験が あ り 、 すでに母親役割 を習得 してお り 、
ま た 自 らパー ト ナー と 新た な紳 を結び、 家庭 を築いて き た人で あ る 。 妊婦 に対 し て は母親
的役割、 母親 に対 し て は妊娠 し た娘 を 受 け 入れ支援 し て い け る よ う に 関 わ る こ とが で き る
と 考 え ら れ る 。 さ ら に 、 妊娠期 か ら 分娩期 ・ 育児期 と継続 し て若 年妊婦のカップル と 一緒
に過ご し 、 客観 的 な 立場 で妊婦 とパー ト ナ一双 方の意 見 を 聞 く こ とが で き る な ら ば、 若 年
妊婦が妊娠 ・ 分娩 ・ 育児 を経験 し なが ら 自 ら の ア イデ ンティ ティ を確立 し 、 パー ト ナー と
新た な家族 を築 く と い う 課題 を 達成 し て い く こ とが で き る と 考 え ら れ る 。

ま た 、 経験の な い若 年妊婦は、 医療従事者 で あ る 産科 医師や助産師 に対 し て 、 遠慮や気
兼ねが あ り 、 良好 な信頼 関係 を形成す る こ と は困難 であ る と 考 え ら れ る 。 そ の よ う な 時 に
出産経験が あ り 、 妊婦 と継続 的 に 関 わ るこ と の で き る ドゥー ラが傍 に い る な ら ば、 妊婦が
希望や要望 を 自 分 で伝 え ら れ る よ う 支援 し た り 、 時に妊婦の代弁 を す る こ と に よ り 、 妊婦
と 医療従事者 と の 関係形成に貢献 で き る と 考 え ら れ る 。

本研究内容 は原著論文 と し てま とめ直 し てf若 年妊婦の妊娠 ・ 分娩 ・ 育児期 にお け る ケ
ア ニーズ の分析ー ド クー ラ の役割 の検討 に向 け て一， 日本 赤十字看護学会誌， 7， 45・57. J 
に掲載 さ れた。
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2. 出産経験のある女性の分娩体験から抽出したケアニーズ と サポート

( 1 ) 目 的

出産 を経験 し た 4 0""' 5 0代 の女性 を対象 に フォ ーカスグループイ ン タビュー を行い、 そ
の分娩体験か ら ケ ア ニ ーズ を明 ら かに し 、 分娩期 にお け るド ク ー ラ 的支援者 の役割 を探 る
こ と を 目 的 とす る 。

( 2  ) 用 語の定義

ド ク ー ラ:産前 ・ 出産 中 ・ 産後の母親 を身体 的 にも情緒的にも継続 し て 支援 し 、 情報を提
供す る こ と の で き る 、 専門 家 で は な いが妊娠 ・ 出産 ・ 育児 と そ の ケ ア に 関す る 一定 の研修
を 受 け た 、 出産経験 の あ る 女性 (家族や親族以外) を い う 。
ケ ア ニ ーズ;4 0""' 5 0代 女性 の分娩体 験に つ い て の語 り の 中 か ら抽 出 さ れた、 分娩期 の女性
が必要 と し て い る 支援内容 を い う 。
分娩体験 : 陣痛が 開始 し て か ら 分娩が終了す るま で の 女性 の経験を い う 。

( 3 ) 方法

1 )対象者
A市 ・B市 に在住 し て い る 、 出 産経験者 で4 0""'5 0代 の女性12 名 。

2 )デ ー タ収集方法
2 グノレ }プ (A市 7 名 、 B市 5 名 ) で フォ ーカスグループイ ン タビュー を行 っ た。 半構

成的イ ン タビューガ イド に沿 っ て 、 ど の よ う な 出産 で あ っ た か と そ の 時の思い、 出産時に
辛か っ た こ と や他者 か ら 受 け て心地 よ かっ た こ と 、 励 み に な っ た こ と 等 に つ い て 自 由 に語
っ て頂 い た。 イ ン タビュー の内容 は、 承諾 を得て テ ープレコーダ ー に録音 し た。
3 )デ} タ 分析方法

テ ープレコ ーダ ー に収録 し た内容を逐語録 に起 こ し 、 出産時 に経験 し た こ と やそ の 時の
思い等 に 関す る文脈 か ら 、 意味 の了解可能 な最小 単位 の文節 を取 り 出 し 、 こ れ を基本デー
タ と した 。 こ れ ら の基本デー タ を類似性 と差異性 を明 ら かに し ながら意味 単位ご と の小カ
テゴ リ ー に分類 し 、 さ ら に そ れ を 関連す るも の 毎 にま とめ て ラベル を つ け 、 分娩期 の ケ ア
ニーズ と し て表現 し た。

分析 に つ い て は、 複数の研究者 で分類結果 を検討 し 、 デ ー タ 解釈 の妥当性 を確認 し 、 分
析 の信頼性 を高め る よ う務め た。
4 )デー タ収集 期 間;2 006 年2月2 0 ・24 日 。
5)倫理的配慮
大学 の倫理委員会の承認 を 受 け た後 に研究 を 実施 し た 。 研究への参加 は、 イ ン タビュー

を始め る前 に研究 目 的 と 方法及 び得 ら れたデ ー タ の管理 ・ 発表方法、 ま た研究途 中 での参
加辞退も可能 で あ る こ と等 に つ い て口頭 と 文 書で十分説明し、 同意 を得た。

( 4  ) 結果
1 )対象 の背景
対象者 の 平均 年齢 は45 .8歳 (3 8""'51歳) で、 対象者 の夫の平均 年齢 は4 8.8歳 (41'"

57歳) で あ っ た。 ま た子供 の数は平均 2 人 (1 "'3 人) で、 子供 の平均 年齢 は 17 .4歳 (9
"'24歳) あ っ た。 対象者 の う ち 、 こ れま で に「妊婦 の相談相手 に な っ た こ とが あ る」 の は
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6 名 で、 内訳 は友人や対象者 の姉の子、 仕事上で等 で あ っ た。 こ れま で に f 出産 に立ち会
っ た こ とが あ る J の は1 名 で、 学生 時代 に実習 で立 ち 会 っ た こ とが あ る と い う こ と で あ っ
た。 ま た こ れま で に 「育児 中 の母親 を手伝 っ た こ とが あ る J の は4 名 で、 内訳 は姉妹や友
人、 子育てメ イ ト等 で あ っ た。
2 )分娩期 の 女性 の ケ ア ニ ーズ

分娩期 の 女性 の ケ ア ニ ーズ は、 ① 適切 な 時期 に安心 し て分娩入院で き る 、 ② 分娩の進行
状況が理解 で き る 、 ③ 分娩進行 中誰かに付 き 添 っ ても ら え る 、 ④ 分娩進行 に合わせて 主体
的行動が取 れ る 、 ⑤ 医療者 と の信頼 関係 を形成す る 、 ⑥ 辛 さ や不 安 を 共有 し ても ら え る 、
⑦家族 か ら心 理 的 な 支援が得 ら れ る 、 ③必要な 医療処置 を納得 して 受 け ら れ る 、 @分娩体
験を肯定 的 に 受 け とめ ら れ る 、 の 9 つ に分類 さ れた。 (表 1 ) 

以下 、 基本デ ー タ を r J 、 小カテゴ リ } を 日 で示 し 、 大カテゴ リ ー を ケ ア ニ ーズ と し
て示 し た。
①適切 な 時期 に安心 し て 分娩入院で き る

こ の カ テゴ リ ー は 【適切 な 時期 に入院す る】、 [ 分娩第1 期 を 安心 し て 自 宅 で過ごす】 の
2 つ の小カテゴ リ ー か ら構成 さ れて い る 。

【適切 な 時期 に入院す る】 では、「 陣痛が1 0 分お き に な っ て電話 し た ら 5 分お き でもい
いです よ と 言われたJ r5 分おき に な っ て か ら 病院 に行 っ たJ r一人で荷物 を持 っ て タ ク シ
ーで行 っ た ら 、 も う 子宮口が 6 cm 開 い て い た J r ど う し て こ う い う 状態 で来 た んだみたい
な こ と を 言 われたJ r 病 院 に 電話 し たがま だ と 言 われて母 に一晩中腰を さす っ ても ら っ て い
たj 等 と語 ら れた。 【分娩第 1 期 を 安心 し て 自 宅 で過ごす】 で は、 f破水が先 だ っ た の で、
大騒ぎ し て 朝 病 院 に行 っ たJ í 2回 目 の電話 で病 院 に来 る よ う に言われて行 っ たが 、 なかな
か生ま れず 、 そ の 間 一 人 で泣い て い た」等 の 言葉が語 ら れた。
②分娩の進行状況が 理解 で き る

こ のカ テゴ リ ー は I 分娩の進行状況が わ か るl【先 の 見通 し を 立て る] の 2 つ の小カテ
ゴ リ ー か ら構成 さ れて い る 。

I 分娩の進行状況が わ か る] で は、「 一人ゃ っ た ら 全然も う 経過が分か ら な かっ た か ら 、
ず っ と そ の こ と (痛み)ば っ か り 考 え て J r昼過ぎ っ て看護婦 さ んが言われた か ら 、 昼ま で
は我慢せな あ か ん っ て患っ てJ r最初 っ て こ の後 ど う な る んだろ う っ て そ う い う のもま だわ
か ら な い J 等 と語 ら れた。 【先 の見通 し を 立 て る】 で は、 f最初 っ て いつ生ま れ る んだろ う
っ て わか ら な い J r私はも う いつ に な っ た ら 解放 さ れ る んかな っ て J rも う ず っ とずーっ と
ず っ と やか ら ねJ r ( 陣痛が) いつま で続 く の か な っ てJ r な ん か初め て でも分か ら な い し、
身体が ど う な っ て い く ん だろ な と」等 の言葉が語 ら れた。
③分娩進行 中 に誰 か に付 き 添っ ても ら え る

こ のカ テゴ リ ー は【心細 さ を感じ な い で分娩 中 を過ごす] 、 【分娩 中 に付 き 添い者が い る】
の 2 つ の小カテゴ リ ー か ら構成 さ れて い る 。

I心細 さ を感じ な い で分娩 中 を過ごす] では、 f看護婦 さ ん少 な く っ て 、 と に か く ほ っ た
ら か し に さ れた J r分娩台 に乗せ ら れて、 親 か ら離 さ れ、 看護婦 さ ん は たま に来 て っ て い う
の で は ち ょ っ と心細 か っ たJ í分娩室 の 脇 に 陣痛室が あ っ て 、 そ こ に一人で入れ ら れたJ r一
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表 1 分娩期 の 女性 の ケ ア ニ }ズ と基本デ ー タ
分 娩期 の 女 性 の ケ ア ー ー ズ

基本 デ ー タ
大 カ ァ ゴ リ ー 小 カ ァ ゴ リ ー

①適切な 時期に安 適 切 な 時期に入院する 「陣痛が10 分おきになって電話したら 5 分おきでもいいですよと百われたj
心して分娩入 院 で r5 分おきになってから病院に行ったJ r一人で荷物を持ってタクシーで行っ
きる たら、 もう子宮 口 が 6cm 聞いていたJ rどうしてこういう状 態で来たんだみたい

な事を言われたJ r病院に電話したがまだと言われて母にー 娩中腰をさすっ
てもらっていたj

分娩第 1 期を安心して自 「破水 が先だったので、 大騒ぎして朝 病院に行ったJ r2 回 目 の電話で病院
宅 で 過 ごす に来るように言われて行ったが、 なかなか生まれず、 その関 一人で泣いてい

たJ

②分娩の 進行状 況 分娩の進行状況がわかる 「一人ゃったら全然もう経過 が分からなかったから、 ずっとそのこと(痛み)ば
が 理 解 できる っかり考えてJ r昼過 ぎって看護婦さんが言われたから、 昼までは我慢せなあ

かんって思ってJ r最初ってこの後どうなるんだろうってそういうのもまだわから
ないJ

先の見通しを立てる 「最初っていつ生まれるんだろうって分からないJ r 私はもういつになったら解
放されるんかなってJ rもうずっとずーっとずっとやからねJ r ( 陣痛が)いつま
で続くのかなってJ r何か初めてでも分からないし、 身 体 がどうなっていくんだ
ろうなとJ

③分娩進行 中 に雄 心 細さを感 じないで分娩 中 「看護婦さん少なくって、 とにかくほったらかしlこされたJ r分娩 台に乗せられ
かに付 き 添 っても ら を過ごす て、 親から離され、 看護婦さんはたまに来てっていうのではちょっと心細かっ
える たJ r分娩室の脇に陣痛室 があって、 そこに一人で入れられたJ r一人でじた

ばたして、 壁を手で叩いていたj

分娩 中 に付 き 添 い 者がい 「誰でもいいからずっと側にいて欲しいと思ったJ rできれば母がいてくれれ
る ぱ良かったかなと思うJ r周りの人が、 みんなお母さんが一生懸命 腰をさすっ

てるのを見て、 何で私 一 人なんやってJ

④分娩進行に合 わ 分娩進行に合 わせて行動 「どこでいきめばいいのか分からなかったJ r陣痛が来たらいきんでくださいと
せて主 体 的行動が する 言われたが 、 (陣痛が弱くて)どれが陣痛なのか分からなかったJ rヒッヒyフ
取れる 一 呼 吸をやれば" '" 、と看護婦さんに言われたJ

痛 みに耐える 「私は一 人で痛みを耐えてて、 どこまで痛みを耐えていいか分からなかったJ
「何も分からないままで、 私このままどうして耐えたらいいんやろうってj

痛 みを乗 り 越える 「初めてのお産だから痛みとかそういうのってどれくらいって分からなくてj
「力入れたらあかんって、 カ入れたらってこの痛みどうしたらいいのってJ

自由な体 位で過 ごす 「もう気分が惑いし、 ほんと座りたかったJ rほんとこううんこちゃん座りのままで
赤ちゃん産みたいなって思ったJ r上 げて座りたいって頼んだのに看護婦さ
んは違う方にとったみたいj

⑤ 医 療 者 との信頼 医 療 者を信 頼する 「お腹大事にしてきたのにJ r看護婦さんが上からどんって乗ったから、 思わ
関係を形成する ずきゃあーってJ r病 競 がパタパタしていですごい不安になったJ r自分は初

めての経験でベッドにいるのに、 連絡つかないという周りの声 が聞こえてい
たJ

スタッフの 配 慮ある雷 勤を 「縫う時、 実験台のような感じで周りに人 が一杯いたJ r研修だからといって、
期待する とても恥ずかしかったJ

⑥辛さや不安を共 辛さや不安を憶かに聞い 「話を聞いてくれる先があるっていうのは、 すごい支えになるJ r看護婦さんが |
有してもらえる てもらう めったに来てくれなかったんですJ rどうとかね、 気分悪いとかね、 全然なくj

心 理 的な支援を得る 「病 院に着いた時、 看護婦さんだったと思うけど、 00さんしんどかったね、
って言ってもらったらすごい気が楽になってJ r私はそんな知 識 がなかったか
ら、 看護婦さんの言う通りにしたと思うJ r今毎回いきんじゃだめよ、 とかね、
今赤ちゃん出てるよとか、 そうそうその調子とか、 してくれたからj

⑦家族か ら心 理 的 夫が出産の 大変さを 理 解 「ご主人さんにもやっぱりみてもらいたい悦って、 こんだけ苦しい場面をねJ I な支援がえられる する 「もう、 あんた産んでみいってj

実母が出産の 大変さを共 「母親にお産後に会った時、 縫われてる時の方が痛かったと言うと、 え、 そう
感する なの、 縫われたのと言われたj

⑧必要な 医 療処置 会陰切 闘を納得して 受 け 「産む前はこうほんとにその産んでる時の状 況とかをいろいろこう自分で想
を納得して受 けら る 像してしまってJ r出なかったら切るんやとかつてJ rあんなん麻酔をしないで
れる どんなんそんなこととんでもないってJ

⑨分娩 体 験を肯 定 出産が恐 ろしい 体 験 となら 「私このまま死 ぬんじゃないかつてJ r 結 局いきめなくて、 先生に怒られてJ rも
的 に 受 け止められ ない う2 度と産みたくないっていうのがあってJ rこんな恐ろしいものやったんやっ
る てj

女 としての 幸 福 感が得ら 「自分ってほんとに偉い、 偉い人なんやなってJ rなんかすごく優越感持って
れる出産左する てJ r苦しかったけどとんな幸せな思いできるのは 、 男 に は感じられないもん

なんやってJ rほんとに貴重な体験 ですよねJ r女 に生まれて良かったなって
思いますJ
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人 でじ た ばた し て 、 壁 を手 で 叩 い て い た J 等 と語 ら れた。
【分娩 中 に 付 き 添い者が い る】 で は、 f誰で も いい か らず っ と 側 に い て欲 し い と 思 っ たj

f で き れ ば母がい て く れれば 良 か っ た かな と 思 う J r周 り の人が、 み ん なお母 さ んが一生懸
命腰 を こす っ て い る の 見 て 、 何で私一 人 な んや っ て J 等 の言葉が語 ら れた。
④ 分娩進行 に合 わせて 主体 的行動が取れ る

こ のカ テゴ リ ー は [分娩進行 に合 わせて行動す る】、【痛み に 耐 え る】【痛みを乗 り 越 え る】
【 自 由 な体位で過ごすl の 4 つ の小カテゴ リ ー か ら構成 さ れて い る 。

{ 分娩進行 に 合わせて行動す る】 で は、 「 ど こ で い きめ ばい い の か分か ら な かっ たJ r 陣
痛が来 た ら い き んで く だ さ い と 言 われたが 、 ( 陣痛が 弱 く て)どれが 陣痛 な の か分 か ら な か
っ たJ r ヒ ッ ヒ ッ フ ー 呼吸 をやればい い と 看護婦 さ ん に言われたJ 等 と語 ら れた。

【 痛 み に耐え る】で は、 「私は一 人で痛みを耐えて て 、 ど こま で痛みを耐え て い い かわ か
ら な いJ r何 も わ か ら な いまま で、 私 こ のまま ど う し て 耐 え た ら い い んやろ う っ て j 等 の 言
葉が語 ら れた。

【 痛 み を 乗 り 越 え る] では 、 f初め て のお 産だ か ら 痛み と かそ う い う の っ て どれ く ら い っ
て 分か ら な く っ てJ r力入れた ら あ か ん っ て 、 カ入れた ら っ て こ の痛み ど う し た ら いい の っ
て」等 と語 ら れた。

【 自 由 な体位 で過ごす1 では、 「 も う 気分が悪い し 、 ほん と 座 り た かっ たJ r ほ ん と こ う
う ん こ ち ゃ ん座 り のまま で赤 ち ゃ ん産 み た い な っ て 思 っ たJ r 上 げて座 り た い っ て頼 んだ の
に看護婦 さ ん は違 う 方 に と っ た み た い」等 と語 ら れた。
⑤ 医療者 と の信頼 関係 を形成す る

こ のカ テゴ リ ー は 【 医療者 を信頼す る】【ス タ ッ フ の配慮 あ る 言動 を期待す る】の 2 つ の
小カテゴ リ ー か ら構成 さ れて い る 。

【 医療者 を信頼す る】 で は、 「お腹大事 に大 事 に して き た の にJ r看護婦 さ んが 上 か ら ど
ん っ て乗 っ た か ら 、 思 わず き ゃ あー っ て J r病院がパ タ バ タ し て い てすご い 不安 に な っ たJ
f 自 分は初め て の 経験でベ ッ ド に い る の に 、連絡つ かな い と い う周 り の声が 聞 こ え て い た J

等 と語 ら れた。
【ス タ ッ フ の配慮 あ る 言動 を期待す る1 では、 「縫 う 時、 実験台 の よ う な感じ で周 り に人

が い っ ぱ い い た J r研修だ か ら と い っ て 、 と て も 恥ず か し か っ た」等 の言葉が語 ら れた。
⑥ 辛 さ や不 安 を 共有 し て も ら え る

こ のカ テゴ リ ー は [ 辛 さ や不 安 を 誰 か に 聞 い て も ら う] [心理 的 な 支援 を 得 る】の 2 つ の
小カテゴ リ ー か ら構成 さ れて い る 。

【 辛 さ や不 安 を 誰 か に 開 い て も ら う 】で は、 f話 を 聞 い て く れ る先が あ る っ て い う の は、
すご い支 え に な る J r看護婦 さ んがめ っ た に来 て く れな かっ た んです J r ど う と かね、 痛い
と か、 気分悪 い と かね、 全然 な く j 等 と語 ら れた。

【心理 的 な 支援 を 得 る】 で は、 「 病 院 に着 い た 時、 看護婦 さ ん だ、 っ た と 思 う け ど、 。 。 さ
ん し ん ど か っ た ね、 っ て 言 っ て も ら っ た らすご い気が楽 に な っ てJ r私はそ ん な知識が な か
っ た か ら 、 看護婦 さ ん の言 う 通 り に し た と 思 う J r今毎回 い き んじ ゃだめ よ 、 と かね、 今赤
ち ゃ ん 出 て る よ と か、 そ う そ う そ の調子 と か、 し て く れたか ら j な ど の言葉 か語 ら れた。
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⑦ 家 族 か ら 心理 的 な 支援 が 得 ら れ る

こ の カ テ ゴ リ ー は 【 夫 が 出 産 の 大変 さ を 理解す る 】 【 実母 が 出 産 の 大 変 さ を 共感す る 】 の

2 つ の 小 カ テ ゴ リ ー か ら 構成 さ れ て い る 。

【 夫 が 出 産 の 大 変 さ を 理解す る 】 で は 、 「 ご 主人 さ ん に も や っ ぱ り み て も ら い た い か な っ

て 、 こ ん だ け 苦 し い 場面 を ねJ r も う 、 あ ん た 産 ん で み い っ て j 等 の 言葉 が 語 ら れ た 。

{ 実母 が 出 産 の 大変 さ を 共感す る 】 で は 、 「 母親 に お 産 後 に 会 っ た 時 、 経 わ れ て る 時 の 方

が 痛 か っ た と 言 う と 、 え 、 そ う な の 、 縫 わ れ た の と 言 わ れ た 」 等 と 語 ら れ た 。

③必要 な 医療 処 置 を 納 得 し て 受 け ら れ る

こ の カ テ ゴ リ ー は 【 会 陰 切 開 を 納得 し て 受 け る 】 の 1 つ の 小 カ テ ゴ リ ー か ら 構成 さ れ て

お り 、 「 産 む前 は こ う ほ ん と に そ の 産 ん で る 時 の 状況 と か を い ろ い ろ こ う 自 分 で想像 し て し

ま っ て J r 出 な か っ た ら 切 る んや と か つ て J r あ ん な ん麻 酔 を し な い で ど ん な ん そ ん な こ と

と ん で も な い っ て 」 等 と 語 ら れた 。

⑨分娩体験 を 肯 定 的 に 受 け と め ら れ る

こ の カ テ ゴ リ ー は 【 出 産 が 恐 ろ し い 体験 と な ら な い ] 【 女 と し て の 幸 福 感 が 得 ら れ る 出 産

と す る 】 の 2 つ の 小 カ テ ゴ リ ー か ら 構成 さ れ て い る 。

[ 出 産 が 恐 ろ し い 体験 と な ら な い 1 で は 、 「 私 こ の ま ま 死 ぬ ん じ ゃ な い か つ て J r 結 局 い

き め な く て 、 先 生 に 怒 ら れ て J r も う 2 度 と 産 み た く な い っ て い う の が あ っ て J r こ ん な 恐

ろ し い も の や っ た んや っ て 」 等 と 語 ら れ た 。

【 女 と し て の 幸 福 感 が 得 ら れ る 出 産 と す る 】 で は 、 「 自 分 っ て ほ ん と に 偉 い 、 偉 い 人 な ん

やな っ て J r な ん かす ご く 優越感持 っ て て J r 苦 し か っ た け ど こ ん な 幸 せ な 思 い で き る の は 、

男 に は感 じ ら れ な い も ん な んや っ て J r ほ ん と に 貴 重 な 体験です よ ね J r 女 に 生 ま れ て よ か

っ た な っ て 思 い ま す J 等 の 言葉 が 語 ら れ た 。

( 5 ) ま と め

女性 が 分娩 と い う プ ロ セ ス を 上 手 く 乗 り 越 え 、 分 娩 体 験 を 満 足や達成感 の あ る も の と し

て 受 け 止 め ら れ る た め に は 、 分娩 時 の 女性 の ケ ア ニ ー ズ を 満 た す こ と の で き る よ う な 支援

が 必 要 で、 あ る 。 こ れ ら の ケ ア ニ ー ズ に は 、 女性 自 身 の セ ル フ ケ ア や夫や実母 な ど 身 近 な 人 々

の サ ポ ー ト に よ っ て 満 た さ れ る も の 、 ま た 助 産 師 な ど の 専 門 家 の サ ポ ー ト に よ っ て 満 た さ

れ る も の が あ る が 、 本調査 の 結果 か ら 、 家 族 で も な く 、 ま た 専 門 家 で も な い ド ゥ ー ラ 的 支

援者 が 満 た す こ と の で き る ケ ア ニ ー ズ に 対す る 役割 と し て 、 次 の 7 項 目 を 抽 出 し た 。

1 ) 分娩 中 の 女 性 が 独 り に な ら な い よ う 側 に い て 支持す る

一 定 の研修 を 受 け た ド ク ー ラ 的 支援者 が 、 分娩 中 の 女 性 に 対 し て 専 属 的 に 関 わ り 、 必要

な 時 に 必要 な だ け 側 に い て 女性 を 支持す る こ と は 、 分娩 の進行 に 伴 い 次 第 に 強 く な っ て い

く 陣痛 に 圧倒 さ れ そ う に な っ た り 、 先 が 見 え な い 心細 い 気持 ち を も っ 女性 へ の 重 要 な サ ポ

ー ト と な る と 考 え る 。

2 ) 分娩 中 の 女性 と 信 頼 関 係 を 形成 し 、 代 弁者 と な る

Gilliland は 、 「 ド ゥ ー ラ が 出 産前や 出 産 の 早 い 段 階 で信頼の お け る 関係 を 築 け ば 、 そ の

後 も 母 親 た ち は ド ク ー ラ の 導 き を 、 自 信 を 持 っ て 受 け 入 れ る 。 J と 述 べ て い る

(Gilliland，AL ， 2002 ， p 762・769) 。 ド ク ー ラ 的 支援 者 が 分娩期 の 女性 と 信 頼 関 係 を 結
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び、 分娩 中 の 女性 の 擁護者 お よ び代 弁者 と な る こ と で 、 そ の 女 性 が 医 療者や家族 と の よ り

良 い 関係 を 築 く こ と が で き る と 考 え る 。

3 ) 状況や今後 の 見通 し を 理解 で き る よ う 支 援 す る

分娩期 の 女性 は こ れ か ら 自 分 が ど う な る の か わ か ら な い 不 安 と 、 陣 痛 の た め に 自 由 に 動

け な い 状態 で 一 人 で 置 かれ る 心細 さ を 訴 え て い る 。 ド ゥ ー ラ 的支援者 が 、 気 持 ち に 余裕 の

な く な っ て い る 女性 に 対 し て 、 専 門 家 で あ る 医 療者 か ら 得 た 情 報 を 補完 し 、 女 性 が 自 分 の

状況や今後 の 見 通 し へ の 理解 を 深 め る た め の 支援 を行 う こ と に よ り 、 そ の 女性 の 主 体 的行

動 を促進す る こ と が で き る と 考 え る 。

4 ) 苦痛 を 共感 し 緩 和 を 援 助 す る

White は 、 出 産 を サ ボ } ト す る 人 に と っ て 重 要 な こ と は 、 痛 み が あ る 時 に そ れ を 承認す

る こ と で あ る 、 と 述 べ て い る (White，S ， 1998， p 10・ 1 1) 。 分娩 中 ず っ と 女性 の 側 に い る

こ と が 可能 な ド ク ー ラ 的 支援者 が 、 産 痛 緩和 法 を 一 緒に 行 っ て 支援す る こ と は 、 分娩期 の

女性へ の 大 き な助 け と な る と 考 え る 。

5 ) 分娩 中 の 女性 と 専 門 家 と の 関係 を 支援 す る

病 院施 設 で の 分娩 が 9 割 を超 え る 現代 に お い て 、 そ こ で勤務す る 助 産 師や看護 師 が 、 1

人 の 女性 に 始終付 き 添 う こ と は不 可能 で あ る 。 そ の よ う な 状況 に お い て ド ゥ ー ラ 的 支援者

が 専 門 家 と 女性 と の 仲 介役 に な る こ と が で き る な ら ば 、 双 方 の 希望や意思 を 互 い に 理解 し

合 う の を 助 け 、 よ り 安 全 ・ 安 楽 な 分娩 と い う 最 終 目 標 へ の 到 達 を 支援 す る こ と が で き る と

考 え る 。

6 ) 分娩 中 の 女性 と 夫 (家族) と の 関係 を 支 援 す る

専 門 家 は 妊婦健診 な ど の機会 を 通 し て 女性 と 関 わ る こ と は容易 だ が 、 家族 と 関 わ る 機会

は少 な い 。 ド ク ー ラ 的 支援者 は妊娠 中 か ら 女性 と 関 わ る が 、 自 宅訪 問 な ど の機会 を 通 し て

家族 と も 関 わ る こ と で そ の 女性 と 同 様 に 家族 へ の 支援 も 行 う こ と が で き 、 分娩 時 の 夫や家

族 の 不 安や 緊 張 を 和 ら げ 、 家族 が 分 娩 中 の 女性 の 期 待 に こ た え ら れ る よ う 支援 す る こ と が

可能 で あ る と 考 え る 。

7 ) 女 性 の 分娩 体 験 を 支 持す る

出 産 体 験 は 、 母親役割 の 重 要 な 課 題 の 一 つ で 、 そ の 課題遂行 の プ ロ セ ス は 、 母 親 の 自 己

概念 に 評 価 的 意義 を も っ と い わ れ る (新道幸恵， 和 田 サ ヨ 子 ， 1990， p 60) 。 ド ワ ー ラ 的

支援者 が 女性 と 共 に 分 娩 を 振 り 返 り 、 女 性 の 出 産 体 験 へ の 肯 定 的 態度 を 示 し 、 そ の 女性の

取 っ た 行動 を 支 持 で き る な ら ば、 女 性 の そ の 後 の 母親役割 を 受 け 入れ て い く 上 で の 強力 な

助 け と な る と 考 え る 。

本研究 内 容 は 原 著 論文 と し て ま と め 直 し て f 女 性 の 分娩体験か ら 抽 出 し た ケ ア ニ ー ズ に

対す る ド ウ } ラ の 役割 に 関 す る 検討、 青 森 県 立保健大学雑誌、 7 (2 ) 、 2 8 1 - 288、 2006J

に 掲載 さ れ た 。

引用文献

• Gilliland，AL 色002) ， Beyond holding hands;the modern role of the professional doula， 

Journal of Obstetric.Gvnecolo!:!:ic.and Neonatal Nursing， 3 1  ( 6) ， p 762幽769 .

- 3 1 ー



- 新道 幸 恵 、 和 田 サ ヨ 子 ( 1990) ， 母 性 の 心理社会 的側面 と 看護 ケ ア ， 医学書 院 ， p 60.  

• White，S ( 1998) ， All about Doulas， International Journal of Childbirth Educatio!!_， 

1 3  (2 ) ， p 1 0・ 11 .

3 . 育児 中 の女性の ド ゥ ーラ の支 援 希 望 と 看護者の支援状況 と の関 連性

( 1 ) 目 的

本研究 は 、 育児 中 の 女 性 に 妊娠 か ら 育児 期 ま で に 希望す る ド ク ー ラ 支援 の 希 望 の 有無 と

そ の看 護 者 等 か ら の 支援状況等 と の 関 連性 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し て 調 査 を 行 っ た。

ド ゥ ー ラ と は 、 「 一 定期 間研修 を 受 け た 経 験 豊 か な (家族や親族 以 外 の ) 女性 で 、 妊娠 ・ 出

産 ・ 育児 中 の 母親 を 身体 的 に も 情緒 的 に も 、 継続 し て 支援 す る 人 の こ と J と 定義す る 。

( 2  ) 研究方法

1 ) 調 査 期 間

平成 19 年 1 月 "" 2 月 。

2 ) 調 査 対象

東 北 地 方 の A 市 ・ B 市 、 近 畿 地 方 の C 市 に 在住 の 、 4 か月 健診 に 訪れ た 母親 450 名 。

3 ) デ ー タ 収 集 方 法

健診会 場 で 自 己 記 述 式 質 問 紙 を 配布 し 、 郵 送 に て 回 収 し た。

4 ) 分 析 方 法

分析 に は 、 統 計解析 ソ フ ト SPSS Ver. 11 .5  for Windows を 用 い て 、 記述統計並び に χ 2

検 定 を 行 っ た 。 な お 、 有意水 準 は 5 % 以 下 と し た 。

5 ) 倫 理 的 配 慮

研 究 代表 者 の 所属 す る 大学の 倫理審査会 の 承認 を 得 て 実施 し た 。 な お 、 対象者 に は 、 研

究の 趣 旨 を 口 頭お よ び文 書 で説 明 し 、 承 諾 の 得 ら れ た 人 に 配布 し た 。

( 3 ) 結果
質 問 紙 の 回 収 数 は 1 7 1 部 ( 回収 率 38.0% ) で あ っ た 。

1 ) 対象者 の 背 景

対象者 の 平均 年 齢 は 3 1 .2 歳 (SD4.39) 、 4 か月 児 の 出 産 が 初 め て で あ っ た ( 以 下 、 「 初

産婦j と す る ) の は 89 名 (52 .0% ) 、 2 回 目 以 降 ( 以 下 、 「 経産婦j と す る ) は 82 名 (48.0% )

で、 妊娠 中 に 異 常 の あ っ た の は 42 名 (24.6 % ) 、 出 産 中 70 名 (40.9% ) 、 育児 中 48 名 (28 .1 % )  

で あ っ た 。

出 産施 設 は 、 診 療所 ・ ク リ ニ ッ ク 9 1 名 (53 .2% ) 、 総合病院 79 名 ( 46.2 % ) 、 助 産所 2

名 ( 1 .2 % ) で 、 そ れ ら 施設 を 選択 し た 理 由 は ( 表 1 ) は 、 「 家 か ら 近 い J 96 名 ( 56 . 1% ) 、

「 病 院 の ア メ ニ テ ィ が 良 か っ た J 58 名 ( 33 .9% ) 、 「 助 産 師や看護 師 の ケ ア が 良 い J 5 1 名

(29.8% ) の }I顕 で あ っ た 。
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表 1 出産施設の選択理 由 N=1 7 1  

内 廿'*・ 人数 % 
1 . 家 か ら 近 い 96 56. 1 

2 . 病 院 の ア メ ニ テ ィ が 良 か っ た 58 33. 9 

3 . 助 産 師や看護師の ケ ア が 良 い 5 1  29. 8 

4 . 医 師 が 優 し い 41 24. 0 

5 . 自 分 ま た は夫 の 実 家 に 近 い 40 23. 4 

6 . 母 乳 に カ を 入れ て い る 28 16. 4 

7 . 親 や親族 に 勧 め ら れ た 25 14. 6 

8 . 自 分 の し た い お産等 が で き る 21 12 . 3 

9 . 病 院 か ら 紹介 さ れ た 7 4. 1 

1 0 . 母 体搬送 5 2 . 9 

(複数回答)

2 ) 家族 ・ 友 人 か ら の 支援

今 回 の 妊娠 、 出 産 、 育児 中 に 家族 や 友 人 か ら 何 ら か の 支援 を 受 け て い た者 は 、 妊娠 中 169

名 (98.8 % ) 、 出 産 中 164 名 (95 .9 % ) 、 育児 中 1 7 1 名 ( 100. 0 % ) で 、 家族や夫 が 陣痛 時 、

傍 に い た 者 は 137 名 ( 80 .1 % ) 、 出 産 時 119 名 ( 69 .6% ) で あ っ た 。

3 ) 助 産 師 ・ 看護 師 か ら 受 け た 支 援 ・ ケ ア の 内 容

妊娠 中 か ら 育児 中 を 通 し て 共通 し て 受 け た 支援 ・ ケ ア ( 以 下 、 「 全 体 J と す る ) ( 表 2 )

の 内 容 の 上位 3 つ は 、 「 話 を 聴 き 共有す る J 128 名 ( 74.9 % ) 、 「 自 分 の 体験 を も と に 助 言 す

る J 79 名 (46.2 % ) 、 「 と も に 考 え る ・ 経 験す る J 76 名 (44.4% ) の 順 で あ っ た 。

表 2 助産師 ・ 看護 師 か ら 受 け た 支 援 ・ ケ ア (全体) N=1 7 1  

内 咋H才# 人数 % 
1 . 話 を聴 き 共有す る 128 74. 9 

2 . 自 分 の 体 験 を も と に 助 言 す る 79 46. 2 

3 . と も に 考 え る ・ 経験す る 76 44. 4 

4 . 医 学 的 介 入 の 理解や 自 己 決 定 に 関 し て 必 要 時 専 門 化 と の 連携 を 図 る 56 32. 7 

5 . 夫や家族 と の 関係 に つ い て 、 必 要 時 関係作 り を 支 援 す る 夫や家族 と の 34 19. 9 

関係 に つ い て 、 必 要 時 専 門 家 へ の 連絡や支援 を 行 う
」一一

(複数回答)

妊 娠 中 受 け た 支援 ・ ケ ア の 内 容 (表 3 ) の 上位 3 つ は 、 「 妊娠 中 の経過 を 判 断す る J 77.2 % 、

「 妊婦 の 話 を 聴 き 共有す る J 126 名 ( 73 .7% ) 、 「妊婦 を 支持す る J 98 名 ( 57 .3% ) 、 出 産

中 ( 表 4 ) で は 、 「新生児 と の 早 期 接触 の機 会 を 持 つ J 153 名 ( 9 .5% ) 、 「 産婦 を 力 づ け る J

145 名 ( 84.8% ) 、 「 分 娩 の 進行 状 態 を 判 断す る J 131 名 (76.6% ) 、 育児 中 ( 表 5 ) で は 、
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「産後 の 経過 を 判 断す る J 123 名 ( 7 1 . 9 % ) 、 「母親 の 頑 張 り を 認 め 、 褒 め る J ll0 名 ( 64.3% ) 、

「 産 後 の マ イ ナ ー ト ラ ブ ル と そ の 対 処 方 法 に つ い て の 知 識や 情 報 を 提 供 す る J 107 名

(62.6 % ) の 順 で あ っ た 。

表 3 助産師 ・ 看護師か ら 受 け た 支援 ・ ケ ア (妊娠 中 ) N=1 7 1  

内 容 人数 % 
1 . 妊娠 中 の 経過 を 判 断 す る 132 77. 2 

2 . 妊婦 の 話 を 聴 き 共有 す る 126 73. 7 

3 . 妊 婦 を 支 持 す る 98 57. 3 

4 . 妊 婦 の 健康 状 態 に つ い て 気 が つ い た こ と を 医療 従 事者 に伝 え る 89 52. 0 

5 . 妊 娠 中 の 精神 状 態 を 判 断す る 77 45. 0 

6 . 妊 婦 と と も に 考 え る ・ 経験 す る 74 43. 3 

7 . 妊 娠 を 夫 と と も に 喜 べ る よ う に 支援 す る 6 1  35 .  7 

8 . 妊婦 と 医 療 従 事者 と の 関係 を 調整す る 54 3 1 .  6 

9 . 妊娠 中 に 愛 着形成 を 促 す 49 28. 7 

10 . 妊 婦 と 夫 と の 関係 を 調整 す る 3 1  18.  1 

1 1 . 妊 婦 と 両親 (家族) と の 関係 を 調整 す る 22 12. 9 

12 . 妊婦 と 友 人 ・ 仲 間 と の 関係 を調整す る 19 11 .  1 

(複数 回 答 )

表4 助産師 ・ 看護師か ら 受 けた 支 援 ・ ケ ア ( 出 産 中 )
N=1 7 1  

内 $ 人数 % 
1 . 新生児 と の 早 期 接触 の機会 を 持 つ 153 89. 5 

2 . 産 婦 を 力 づ け る 145 84. 8 

3 . 分 娩 の 進 行状 態 を 判 断す る 1 3 1  76. 6 

4 . 産 痛 の 緩 和 ;を 一緒 に 行 な う 1 1 2  65. 5 

5 . 分娩 に つ い て の 思 い や 不 安 を傾聴す る 100 58. 5 

6 . 産婦 を 一 人 に し な い よ う に 配 慮 す る 98 57. 3 

7 . 分娩進行状況や行 な われ る 処理 な ど に つ い て 産婦 が 理解 し て い る 94 55. 0 

か確認す る

8 . 分娩経過 の健康状 態 に つ い て 気付 い た こ と を 医 療従事者に伝 え る 84 49. 1 

9 . 分娩 中 の 精神 状 態 を 判 断す る 83 48. 5 

9 . 夫 婦 で 協 力 し て 分 娩 が で き る よ う に 支 援 す る 83 48. 5 

(複数 回答)
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表 5 助産師 ・ 看護師か ら 受 け た支援 ・ ケア (育児中 ) N=1 7 1  

内 �コ"""・ 人数 % 
1 . 産 後 の 経過 の 判 断 を す る 123 71. 9 

2 . 母 親 の 頑 張 り を認 め 、 褒 め る 1 10 64. 3 

3 . 産 後 の マ イ ナ ー ト ラ ブノレ と そ の 対 処 法 に つ い て の 知識や情報 を 提供す る 107 62. 6 

4 . 児 の発 育発 達 の 経過 を 判 断す る 9 1  53. 2 

5 . 育 児 技術 を 一緒 に 行 な う 88 51 .  5 

6 . 祷 婦 の健康状態 に つ い て 気 が つ い た こ と を 医療従事者 に 伝 え る 74 43. 3 

7 . 梼 婦 の 精神 状 態 を 判 断す る 69 40. 4 

7 . 児 の健康状態 に つ い て 気 が つ い た こ と を 医療従事者 に 伝 え る 69 40. 4 

9 . 育 児 へ の 思い を傾聴す る 65 38. 0 

10 . 育 児 期 の サ ポ ー ト に つ い て 一緒 に 考 え る 64 37. 4 

1 1 . 育 児 技 術 を 一 緒 に 行 な う 58 33. 9 

12 . 子 ど も へ の 思 い を傾聴す る 57 33. 3 

12 . 母 子 相 互作用 の形成 を 促 す 5 7  3 3 .  3 

14. 育 児 へ の 思 い を傾聴す る 56 32. 7 

15 . 産 後 、 夫婦で協力 し て 育児 で き る よ う に 支援す る 45 26. 3 

16 . 産 後 早期 に 、 分娩 を 振 り 返 る 機 会 を 持つ 28 16. 4 

(複数回答)

4 )  ド ゥ ー ラ か ら の支援希望
ド ク ー ラ か ら の支援 を希望す る 者 は 、 妊娠中 121 名 ( 70.8% ) 、 出産 中 103 名 (60.2% ) 、

育児 中 136 名 (79 .5% ) で あ っ た。
ド ゥ ー ラ か ら の支援 を 希望す る 者 と 、 対象者の背景お よ び家族 ・ 友人か ら の支援の有無

と の 間 に は関連性は な か っ た が 、 育児 中 の初産婦 と 経産婦 と の 間 (表 6 ) において 有意差
が認め ら れた ( p < 0.05) 。

表 6 出産体験 (初産婦 ・ 経産婦別) と ド ワ ー ラ か ら の支援希望 と の 関連

時 期 初産婦 ・ 経産婦別

1 . 妊 娠 中 初 産 婦

経産婦

2 . 出 産 中 初 産 婦

経産婦

3 . 育 児 中 初 産 婦

経産婦
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ド ゥ ー ラ 支援 希 望

あ り

66 

55 

54 

49 

79 

57 

な し

55 

26 

34 

31 

10 
* 

24 

単位 : 人数 本 p < 0. 05 



ま た 、 助 産 師 ・ 看護 師 か ら 受 け た 支援 ・ ケ ア の 内 容 と ド ク ー ラ か ら の 支 援 希 望 の 有 無 ( 表

7 '"  1 0 ) に お い て で は 、 「 妊 娠 の健康状態 に つ い て 気 が 付 い た こ と を 医 療 従 事者 に 伝 え る j

f妊娠 中 に 愛着形成 を 促 す J r 分娩経過 の健康状態 に つ い て 気 が つ い た こ と を 医療 従 事 者 に

伝 え る J r 育児 期 の サ ポ ー ト に つ い て 一 緒 に 考 え る j の 4 項 目 に お い て 有意 差 が 認 め ら れ た

( p  < 0.05) 。

表 7 助産師 ・ 看護 師に よ る 支援 ・ ケ ア と ド ゥ ー ラ か ら の 支援希望 の有無 と の 関連 ( 全体)

助 産 師 ・ 看護 ド ゥ ー ラ 支 援希望
助 産 師 ・ 看護師 の 支 援 ・ ケ ア の 内 容

師 の 支 援 時期 あ り な し

1 . 話 を 聴 き 共有 す る 受 け た 88 40 

受 け た か っ た
妊 娠 中

9 2 

受 け た 76 5 1  

受 け た か っ た
出 産 中

9 2 

受 け た 99 29 

受 け た か っ た
育児 中

9 。

2 . 自 分 の 体験 を も と に助 言 す る 受 け た 57 22 

受 け た か っ た
妊 娠 中

2 1  7 

受 け た 43 34  

受 け た か っ た
出 産 中

18 10 

受 け た 59 20 

受 け た か っ た
育児 中

23 5 

3 . と も に 考 え る ・ 経 験 す る 受 け た 54 22 

受 け た か っ た
妊娠 中

1 1  5 

受 け た 76 5 1  

受 け た か っ た
出 産 中

9 2 

受 け た 58 18 

受 け た か っ た
育児 中

15 

4 . 医 学 的 介 入 の 理解や 自 己 決 定 に 関 受 け た 43 1 3  
し て 必 要 時 専 門 化 と の 連 携 を 図 る 受 け た か っ た

妊 娠 中
16 4 

受 け た 36 20 

受 け た か っ た
出 産 中

13 7 

受 け た 45 1 1  

受 け た か っ た
育児 中

18 2 

5 . 夫や家族 と の 関係 に つ い て 、 必 要 受 け た 23 1 1  
時 、 関係作 り を 支 援 す る 夫や家族 受 け た か っ た

妊 娠 中
と の 関係 に つ い て 、 必 要 時専 門 家

19 4 

へ の 連絡や 支 援 を 行 う 受 け た 20 14 

受 け た か っ た
出 産 中

1 7  6 

受 け た 28 6 

受 け た か っ た
育児 中

20 3 一一」ー
単位 : 人数
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表 8 助産師 ・ 看護 師 に よ る 支援 ・ ケ ア と ド ク ー ラ か ら の 支援希 望 の 有無 と の 関連 (妊娠 中 )

助 産 師 ・ 看護 師
助 産 師 ・ 看 護 師 の 支 援 ・ ケ ア の 内 容

の 支 援

1 . 妊娠 中 の 経過 を 判 断 す る 受 け た

受 け た か っ た

2 . 妊 婦 の 話 を 聴 き 共有 す る 受 け た

受 け た か っ た

3 . 妊婦 を 支持す る 受 け た

受 け た か っ た

4 . 妊婦の健康状 態 に つ い て 気 が つ い た こ と を 受 け た

医療従事者 に 伝 え る 受 け た か っ た

5 . 妊娠 中 の 精神 状 態 を 判 断 す る 受 け た

受 け た か っ た

6 . 妊婦 と と も に 考 え る ・ 経験す る 受 け た

受 け た か っ た

7 . 妊娠 を 夫 と と も に 喜べ る よ う に 支援す る 受 け た

受 け た か っ た

8 . 妊婦 と 医 療 従 事者 と の 関 係 を 調整 す る 受 け た

受 け た か っ た

9 . 妊娠 中 に 愛着 形成 を 促 す 受 け た

受 け た か っ た

10. 妊婦 と 夫 と の 関係 を 調整す る 受 け た

受 け た か っ た

1 1 . 妊婦 と 両親 ( 家族 ) と の 関係 を調整す る 受 け た

受 け た か っ た

12. 妊婦 と 友 人 ・ 仲 間 と の 関係 を 調整 す る 受 け た

受 け た か っ た
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ド ク ー ラ 支援 希 望

あ り な し

94 38 

5 1 

90 36 

9 5 

68 30 

20 2 

64 25 
* 

16 。

52 25 

21 5 

55 19 

12 6 

42 1 9  

17  5 

41 1 3  

13 4 

34 15 
* 

19 

15 7 

17  3 

15  7 

17 3 

14 5 

17 3 

単位 : 人数 * p < 0. 05 



表 9 助産師 ・ 看護師 に よ る 支援 ・ ケ ア と ド ク ー ラ か ら の 支援希 望 の 有無 と の 関連 ( 出 産 中 )

助 産 師 ・ 看 護 師
助 産 師 ・ 看 護 師 の 支 援 ・ ケ ア の 内 容

の 支援

1 . 新生児 と の 早 期 接 触 の機会 を持つ 受 け た

受 け た か っ た

2 . 産婦 を 力 づ け る 受 け た

受 け た か っ た

3 . 分 娩 の 進 行状 態 を 判 断す る 受 け た

受 け た か っ た

4 . 産 痛 の 緩 和 を 一緒 に 行 な う 受 け た

受 け た か っ た

5 . 分娩 に つ い て の 思 い や不安 を傾聴す る 受 け た

受 け た か っ た

6 . 産婦 を 一 人 に し な い よ う に 配慮す る 受 け た

受 け た か っ た

7 . 分 娩 進 行 状 況 や 行 な わ れ る 処 理 な ど に つ い 受 け た

て 産 婦 が 理解 し て い る か確認す る 受 け た か っ た

8 . 分娩経過 の 健 康状 態 に つ い て 気 付 い た こ と 受 け た

を 医 療 従 事者 に伝 え る 受 け た か っ た

9 . 分娩 中 の 精神 状 態 を 判 断す る 受 け た

受 け た か っ た

10. 夫 婦 で 協 力 し て 分 娩 が で き る よ う に 支援 す 受 け た

る 受 け た か っ た
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ド ゥ ー ラ 支 援希望

あ り な し

94 56 

4 2 

9 1  5 1  

2 1 

79 50 

7 3 

69 41  

17  4 

61  37 

14 7 

63 32 

16  11  

58  34 

20 1 1  

52 32 
* 

8 2 

49 32 

16 4 

48 33  

8 3 

単位 : 人数 * p < 0. 05 



表 10 助 産 師 ・ 看護 師 に よ る 支援 ・ ケ ア と ド ク ー ラ か ら の 支援希 望 の 有 無 と の 関連 (育児 中 )

助 産 師 ・ 看護師
助 産 師 ・ 看 護 師 の 支 援 ・ ケ ア の 内 容

の 支 援

1 . 産 後 の 経過 の判 断 を す る 受 け た

受 け た か っ た

2 . 母 親 の 頑 張 り を 認 め 、 褒 め る 受 け た

受 け た か っ た

3 . 産 後 の マ イ ナ ー ト ラ ブル と そ の 対 処 法 に つ 受 け た

い て の 知 識や 情 報 を 提供す る 受 け た か っ た

4 . 児 の 発 育 発 達 の 経過 を 判 断す る 受 け た

受 け た か っ た

5 . 育 児 技術 を 一緒 に 行 な う 受 け た

受 け た か っ た

6 . 祷 婦 の 健康状 態 に つ い て 気付 い た こ と を 医 受 け た

療 従 事者 に 伝 え る 受 け た か っ た

7 . 祷婦 の 精神 状 態 を 判 断 す る 受 け た

受 け た か っ た

8 . 児 の健康状態 に つ い て 気 が つ い た こ と を 医 受 け た

療 従 事者 に 伝 え る 受 け た か っ た

9 . 育 児 へ の 思 い を 傾聴す る 受 け た

受 け た か っ た

10. 育児技術 を 一 緒 に 行 な う 受 け た

受 け た か っ た

1 1 . 子 ど も へ の ，思 い を 傾聴す る 受 け た

受 け た か っ た

12. 母子相 互作用 の形成 を 促す 受 け た

受 け た か っ た

1 3 . 育 児 へ の 思 い を傾聴す る 受 け た

受 け た か っ た

14. 育児期 の サ ポ ー ト に つ い て 一 緒 に 考 え る 受 け た

受 け た か っ た

1 5 . 産 後 、 夫 婦 で 協 力 し て 育児 で き る よ う に 支 受 け た

援 す る 受 け た か っ た

16. 産後早期 に 、 分娩 を 振 り 返 る 機会 を 持つ 受 け た

受 け た か っ た
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あ り な し

98 24 

5 。

86 23 

18 4 

86 20 

22 2 

75 15  

1 3  3 

46 1 1  

1 6  2 

56 17  

12  1 

57 11 

9 3 

54 14 

18 

5 1  14 

16 1 

74 13 

21  。

43 34 

18 10 

59 20 

23 5 

47 9 

14 1 

37 13 
* 

24 1 

36 9 

26 2 

22 5 

29 2 

単位 : 人数 * p < 0. 05  



5 ) ド ゥ ー ラ 支 援 へ の 1 か 月 あ た り の 支 払 い 金 額

ド ク ー ラ の 支 援 を 有料 と し た 場合 に 金 額 と し て 1 か 月 あ た り い く ら が 適 当 で あ る か で は 、

1 3， 000 円 以 下 J 7 6 名 ( 44. 5 % ) 、 1 3 ， 0 0 1 円 '"'"' 5， 000 円 J 37 名 ( 2 1 . 6 % ) 、 1 5 ，001 円 ""' 10， 000 

円 J 12 名 ( 7 . 0 % ) 、 1 1 0，00 1 円 ""' 20， 000 円 J 7 名 ( 4. 1 % ) 、 120， 001 円 以 上 J 6 名 ( 3 . 5 % )

で あ っ た 。

図 1 9 . 3免

ロ 44. 5見

口 4. 1見

ロ 7 . 0%

( 4  ) ま と め

E 2 1 .  6九
N= l 7 1  

図 1 ド ワ ー ラ 支援 へ の 1 か 月 あ た り の 支 払 い金額

ロ � 3， 000 円
翻 3， 00 1 �  5， 000 円
ロ 5， 00 1 � 10， 000 円
ロ 10， 0 0 1 � 20， 000 円
・ 20， 00 1 円 ~
図 無 回 答

本調 査 か ら 、 育 児 中 の 女 性 は 、 ほ と ん ど が 家族 ・ 友 人 、 専 門 家 で あ る 助 産 師 ・ 看護 師 の

支 援 が あ っ て も 、 そ れ ら と は 別 の 非 専 門 家 で あ る ド ゥ ー ラ か ら の 支 援 ・ ケ ア を 有料 で あ っ

て も 受 け た い と 考 え て い た 。

一 方 で 、 ド ゥ ー ラ か ら の 支 援 を 希 望 す る 者 と 助 産 師 ・ 看護 師 か ら 受 け た 支 援 ・ ケ ア と の

内 容 で 関 連 性 の あ っ た 項 目 は 、 工藤 ら ( 2007) の 「 傾 聴 す る J 1 傍 に い て 、 と も に 経験す

る J 1 他 者 と の 関 係 を 調 整 す る 」 と い う ド ゥ ー ラ の 役割 と 同 様 で、 あ り 、 妊娠 ・ 出 産 ・ 育 児 期

に あ る 女 性 は 、 こ れ ら の 支 援 を 受 け る こ と を 望 ん で い る と 推 察 さ れ た 。 ま た 、 現 代 の 初 産

婦 は 、 子 ど も 時 代 か ら 乳 幼 児 と 接触 す る こ と や 育 児 中 の 女 性 に 出 会 う 機 会 が 少 な く 、 育児

が 初 め て の 経 験 で あ る こ と か ら 経 産 婦 よ り も 育 児 中 の 支 援 を 望 ん で い た と 考 え ら れ た 。

以 上 の こ と か ら 、 育 児 中 の 女 性 は 、 看 護 職 等 と の 関 連 性 の 観 点 か ら 妊 娠 ・ 出 産 ・ 育 児 中

の ど の 時 期 に お い て も ド ゥ ー ラ の 支 援 を 希 望 し 、 特 に 、 初 産 婦 で は 、 育 児 中 に 支 援 を 求 め

て い た こ と が わ か っ た 。

こ の 研 究 の 一 部 を 「 第 22 回 日 本 助 産 学 会 学 術集 会 J で 発 表 し た 。

引 用 文 献

1 ) 工 藤 優 子 ， 佐 藤 愛 ， 新 道 幸 恵 他 ( 2007) . 若 年 妊 婦 の 妊 娠 ・ 分 娩 ・ 育 児 期 に お け る ケ

ア ニ ー ズ の 分 析 ド ク ー ラ の 役割 の 検 討 に 向 け て ， 日 本 赤 十 字看護 学 会 誌 ， 7 ，  45 ・ 5 7 .
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4 . 出産経験のある女性における ド ゥ ー ラ の要 件

( 1 ) 目 的

本研究 は 、 妊娠 ・ 出 産 ・ 育児 中 の 女 性 を 支援す る ド ゥ ー ラ と な る 女性 の 要 件 を 探索す る

こ と を 目 的 と し て 調 査 を 行 っ た 。 ド ク ー ラ と は 、 「 産前 ・ 出 産 中 ・ 産後 の 母親 を 身 体 的 に も

情緒 的 に も 継続 し て 支援 し 、 情 報 を 提 供す る こ と の で き る 、 専 門 家 で は な い が妊娠 ・ 出 産 ・

育児 と そ の ケ ア に 関 す る 一 定 の研修 を 受 け た 、 出 産経験 の あ る 女性 ( 家族や親族以外) J と

定義す る 。

( 2  ) 研究方法

1 ) 調 査 期 間

平成 1 8 年 12 月 ~ 平成 19 年 2 月

2 ) 対 象

東 北 地 方 の A 市 ・ B 市 お よ び近畿地方 の C 市 に 在住 し て い る 、 出 産 経 験 の あ る 23-69

才 ま で の 女性 830 名 。

3 ) デー タ 収 集 方 法

中 学校 の PTA や女性 大 学 に 参加 し て い る 女性 に 、 自 己 記述式質 問 紙 を 配布 し 、 郵 送 に て

回 収 し た 。

4 ) 分析方法

分析 に は 、 統 計解析 ソ フ ト SPSSVer1 1 . 5FOR WINDOWS を 用 い て 、 記述統計並 び に

χ 2 検 定 を 行 っ た 。 尚 、 有意水準 は 5%以 下 と し た 。

5 ) 倫 理 的 配 慮

研究代表者 の 所属 す る 大 学 の 倫理 審査 会 の 承認 を 得 て 実施 し た 。 対象者 に は研 究 の 趣 旨

等 に つ い て の 説 明 文 を 質 問 紙 に 添付 し た 。 ま た 質 問 紙 を 返送 し な く て も 不利 益 を 生 じ な い

こ と を 明 記 し た 。 研 究 の 同 意 に つ い て は 、 質 問 紙 の 返送 を も っ て 承諾 し た こ と と し た 。

( 3 )結果

回 収 数 は 297、 有 効 回 答 率 は 35.8% で あ っ た 。

1 ) 対象者 の 背 景

平均年齢 は 53.2 歳 (SD 1 0.5 ) で 、 子 供数 は 平 均 1 . 7 人で あ っ た。 妊 娠 か ら 育児 中 に 異

常 の あ っ た 者 は 204 名 68.7% で 、 な か っ た 者 は 93 名 3 1 .3% で あ っ た ( 図 1 ) 。 現在の仕事

の 有 無 は 、 「 あ り j が 117 名 39.4%、 「 な し j が 172 名 57.9% で あ っ た ( 図 2 ) 。 健康状態

で は 、 「健康」 と 答 え た 者 が 265 名 89.2%で あ っ た ( 図 3 ) 。
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図 2 仕事の 有 無図 1 妊娠 中 か ら 育児 中 に 異 常 の あ っ た 者
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図 3 健康状態

こ れ ま で の 参加 し た 事 の あ る 地域活動 は 、 í PTA 役 員 J 182 名 61 .3%、 「 婦 人 会 役 員 J 27 

名 9. 1 % 、 f 子 育 て サ ポ ー タ ー J 20 名 6.7%、 「 自 助 グ、ル ー プ J 13 名 4.4% 、 「 民 生 委 員 J 2 

名 0.7% が あ っ た ( 図 4 ) 。

ま た 、 他 人 の 妊娠 ・ 出 産 ・ 子 育 て を 支 援 し た 経験 に つ い て は 、 妊娠 中 で は 「 話 を 聞 い て

あ げ た J 186 名 62.6%、 「 不 安や悩 み な ど の 相 談 に の っ た J 16 1 名 54.2%、 f 家 事 を 手伝 っ

た J 117 名 39.4%、 f妊婦健診 に 付 き 添 っ た J 67 名 22.6% で 、 出 産 中 は f 陣痛 室 で 一 緒 に

い た J 52 名 17.5% 、 「 陣痛 が あ る 時 に マ ッ サ ー ジ な ど を し た J 5 1 名 17.2%、 「 分娩 に 立 ち

会 っ た J 21 名 7. 1% な ど の 支 援 を 行 っ て い た 。 ま た 育児 中 で は 、 「話 を 聞 い て あ げ た J 207 

名 69.7%、 「 子 ど も を 預 っ た J 192 名 64.6% 、 「 育 児 の 不 安 や悩 み の 相 談 に の っ た J 184 名

62.0% 、 「 上 の 子 ど も の 面倒 を み た J 142 名 47.8 % 、 「 買 い 物 な ど の 家 事 を 手伝 っ た J 136 

名 45 . 8% 、 「 休浴 を 手伝 っ た J 115 名 38.7% な ど が あ っ た ( 図 5 ) 。

- 42 -



0.7 

70 60 50 40 30 20 1 0  

単位 ・ % (複数回答) N=297 

図 4 過 去 に 経験 し た こ と の あ る 地域活動
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図 5 他 人 の 妊娠 ・ 出 産 ・ 子 育 て を 支援 し た 経 験

2 )  ド ゥ ー ラ と し て 妊産婦や育児 中 の 女性 を 支援 す る こ と への 関 心

ド ク ー ラ と し て 妊産 婦 や 育児 中 の 女性 を 支援 す る こ と へ の 関 心 が あ る と 答 え た者 は 198

名 66.7% で 、 対象者 の 背 景 と の 関 連性 を み た と こ ろ 「 育児 中 の 異常 が あ っ た J r 子 育 て サ

ポ ー ト を し た こ と が あ る J r妊婦健診 に 付 き 添 っ た こ と が あ る J r妊娠 中 に相 談 に の っ た こ

と が あ る J r 妊娠 中 に話 を 聞 い て あ げ た こ と が あ る J r 分娩 に 立 ち 会 っ た J r 育 児 中 に 相 談 に

の っ た こ と が あ る J r 育児 中 話 を 聞 い て あ げ た こ と が あ る J r林浴 を 手 伝 っ た J r 子 供 を 預 か

の 1 0 項 目 で 有 意 差 が あ っ た ( 表 1 ) (p < 0 .05) 。
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表 1 対象者 の 背 景 と ド ク ー ラ と し て 支援 す る こ と へ の 関連性

経 験 の
ド ク ー フ と し て 支 援

対 象 の 背 景 す る こ と へ の 興味 χ 2 
有無 あ り な し

あ り 57 14 
l 育児 中 の 異 常 が あ っ た 5.83 * 

な し 141 76 

あ り 19 1 
2 子 育 て サ ボ } ト を し た こ と が あ る 6.89 * * 

な し 179 89 

あ り 5 1  13 
3 妊婦健診 に 付 き 添 っ た こ と が あ る 4.46 * * 

な し 132 69 

あ り 119 35 
4 妊 娠 中 に 相 談 に の っ た こ と が あ る 10.32 * * 

な し 73 50 

あ り 133 46 
5 妊 娠 中 に話 し を 聞 い て あ げた こ と が あ る 6.45 * 

な し 59 40 

あ り 18 2 
6 分娩 に 立 ち 会 っ た 4.70 * 

な し 163 82 

あ り 132 47 
7 育児 中 に 相 談 に の っ た こ と が あ る 4.92 * 

な し 59 38 

あ り 149 52 
8 育児 中 話 し を 聞 い て あ げ た 8.42 * * 

な し 42 33 

あ り 88 24 
9 体格 を 手伝 っ た こ と が あ る 8.17 * * 

な し 99 60 

あ り 139 47 
10 子 ど も を預 か っ た こ と が あ る 10.06 * * 

な し 49 39 

単位 : 人数 * * p < 0.01 * p < 0.05 

3 ) ド ゥ ー ラ の 育成研修へ の 関 心

ド ク ー ラ の 育成研修へ の 関 心 が あ る と 答 え た者 は 134 名 45.1% で 、 対象者 の 背 景 と の 関

連性 で は 、 「 分娩 中 に 異 常 が あ っ た J rpTA 役員 を し た J r妊娠 中 相 談 に の っ た J r妊娠 中 話

を 聞 い て あ げ た J r 妊 娠 中 家事 を 手伝 っ た J r 陣痛 室 で 一 緒 に い た J r 分娩 中 マ ッ サ ー ジ を し

たJ r 分娩 に 立 ち 会 っ た J r 育児 中 相 談 に の っ た J r 育児 中 話 を 聞 い て あ げた J r林裕 を 手伝

っ た J r 子供 を 預 か っ た J r 育児 中 買 い 物 な ど の 家事 を 手伝 っ た J r ド ク ー ラ と し て 支援す る

こ と へ の 輿 味J r ド ク ー ラ と し て 支援す る 時期 と し て 分娩 中 の 支援 を し た いJ r ド ク ー ラ と

し て 支援す る 時 期 と し て 育児 中 の 支援 を し た い J r ド ゥ ー ラ と し て 支援 す る 時期 と し て 妊娠

中 か ら 育児 中 の 支 援 を し た い J r ド ク ー ラ と し て 支 援 し た い と 思 う J r 活 動 範 囲 J r ド ゥ ー ラ

と し て 支援す る 場 合 の 対象者 : 周 り に 支援者 の い な い人J r ド ゥ ー ラ と し て 支援 す る 場合の

対象者 : 初 め て お 産 を す る 人 J r ド ク ー ラ と し て 支援す る 場合の 対象者 : 誰 で も い い J r 年

齢 50 歳未 満 ・ 以 上 j の 23 項 目 で 有 意 差 が あ っ た ( 表 2 ) ( p  < 0.05) 。
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表 2 対象者 の 背 景 と ド ク ー ラ 研修 へ の 興 味 と の 関連性

ド ク ー ラ 研修 へ の 興 味
χ 2 対象者 の 背 景 経験 の有無

あ り な し

あ り 76 53 
1 分 娩 中 の 異 常 5.85 * 

な し 58 74 

あ り 92 66 
2 PTA 役員 の 経 験 7.6 * * 

な し 42 6 1  

あ り 85 55 
3 妊 娠 中 相 談 に の っ た経験 9.61 * * 

な し 46 66 

あ り 96 65 
4 妊娠 中 話 し を 聞 い て あ げ た 経 験 10.92 * * 

な し 35 57 

あ り 62 37 
5 妊 娠 中 買 い 物 な ど の 家 事 の 手伝い 8.02 * * 

な し 65 82 

あ り 30 15 
6 陣痛室 で 一 緒 に い た 経 験 5.12 * 

な し 95 103 

あ り 27 14 
7 分娩 中 マ ッ サ } ジ を し た 経験

な し 98 104 

あ り 14 5 
8 分娩 に 立 ち 会 っ た 経験 4.08 * 

な し 110 112 

あ り 92 70 
9 育児 中 相 談 に の っ た 経 験 3.87 * 

な し 39 50 

あ り 104 76 
10 育児 中 話 し を 聞 い て あ げ た 経験 7.95 * * 

な し 27 44 

あ り 60 39 
1 1  体裕 を 手伝 っ た 経 験 5.58 * 

な し 67 81 

あ り 100 65 
1 2  子 ど も を 預 か っ た 経験 15.76 * * 

な し 29 56 

あ り 73 44 
13 育児 中 買 い物 を 手伝 っ た 経験 9.99 * * 

な し 54 74 

あ り 133 53 
14 ド ゥ ー ラ と し て 支援す る こ と へ の興味 103.27 * * 

な し 1 72 

ド ウ } ラ に 興 味 が あ り 、 分娩 中 の 支援 を し 思 う 9 。
15 6.90 * * 

た い 恩 わ な い 124 98 

ド ク ー ラ に 興 味 が あ り 、 育児 中 の 支援 を し 思 う 63 21 
1 6  16.40 * * 

た い 思 わ な い 70 77 

ド ク ー ラ に 興 味 が あ り 、 妊 娠 中 か ら 育 児 中 思 う 80 20 
1 7  36.30 * * 

の 支援 を し た い 思 わ な い 53 78 
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恩 う 2 13 
18 ド ク ー ラ と し て 支 援 し た い 12.85 * * 

思 わ な い 13 1 85 

近 隣 72 54 
19 ド ゥ } ラ と し て 活動す る 範囲 12.70 * * 

ど こ で も 45 8 

周 り に 支 援者 が い な い 人 ド ク } ラ を し て み lま し 、 110 55 
20 42. 17 *  * 

た い い い え 24 72 

初 め て お 産 を す る 人 の ド ク ー ラ を し て み た lま し 、 28 14 
2 1  4.70 * u 、 いい え 106 113 

iまL 、 19 7 
22 ド ウ } ラ を す る 対象 は誰 で も い い と 思 う 5.46 * 

な し 115 120 

未満 38 54 
23 年齢が 50 歳 5.52 * 

以 上 95 73 

単位 : 人数 * * p < O.01 ， * p < 0.05 

4 ) 年齢 と 他 人 の 妊娠 ・ 出 産 ・ 子 育 て を 支 援 し た 経 験 と の 関連性

対象者 の 年齢構成 の度数分布表 を み る と 、 50 歳 付 近 を 境 に そ れ ぞ れ 大 き な集 団 が 認 め ら

れ、 49 歳 以 下 と 5 0 歳 以 上 に 分 け 、 他 人 の 妊 娠 ・ 出 産 ・ 子 育 て を 支援 し た 経験 と の 関連性 を

み た 。 そ の 結 果 、 「 妊婦健診 に 付 き 添 っ た J í 妊娠 中 相 談 に の っ た J í 妊 娠 中 話 し を 聞 い て あ

げ た J í 陣痛 室 で一緒 に い た J í マ ッ サ ー ジ を し た J í 育児 中 相 談 に の っ た J í 育児 中 話 し を

聞 い て あ げ た J í林裕 を 手伝 っ た J í 育 児 中 買 い 物 な ど の 家事 を 手伝 っ た J の 9 項 目 で有意

差 が 見 ら れ た ( 表 3 ) ( p  < 0 .05) 。

表 3 年齢 と 他 人 の 妊娠 ・ 出 産 ・ 子 育 て を 支援 し た 経験 と の 関連性

経 験

他人の妊娠 ・ 出産 ・ 育児 を支援 した内容 の 有 49 歳 以 下 50 歳以上 χ 2 

無

あ り 11 55 
1 妊婦健診 に 付 き 添 っ た経験 8.25 * 

な し 73 133 

あ り 65 95 2 妊娠 中相談 に の っ た経験 9.64 * * 
な し 29 96 

あ り 74 111 
3 妊娠中話 し を 聞いて あげた経験 10.86 * 

な し 2 1  80 

あ り 5 47 
4 陣痛室で一緒に いた経験 0.0 * * 

な し 81 141 

あ り 8 43 
5 陣痛が あ る 時にマ ッ サ ー ジ を した経験 7. 17 * 

な し 78 145 
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あ り 69 114 
6 育児 中 相 談 に の っ た経験 6.37 * 

な し 23 77 

あ り 74 132 
7 育児 中話 し を 聞 い て あ げ た経験 4.02 * 

な し 18 59 

あ り 26 88 
8 体格 を手伝 っ た 経 験 7.72 * 

な し 63 100 

あ り 32 103 
9 育児 中 買 い物 な ど の 家事 を 手伝 っ た 経 験 7.48 * 

な し 55 86 

単位 : 人数 * * p < 0.01  * p < 0.05 

5 ) 報酬 に つ い て

ド ク ー ラ の 報酬 に つ い て ど の よ う に 考 え て い る か を 尋 ね た と こ ろ 、 「 無料 J 29 名 (14.6%)、

「 交 通 費 の 支給 J 112 名 ( 56 .5% ) 、 「 交 通 費 と ( 実 費 ) の支給J 55 名 (27 .7%) r そ の他J

2 名 ( 1 .0% ) で あ っ た ( 図 6 ) 0 1 ヶ 月 の 賃金 に つ い て は 、 3.000 円 以 下 と 回 答 し た者 が 7

名 (20.0% ) 、 3 .001....... 5 .000 円 が 2 名 ( 6.0% ) 、 5 .001....... 10 .000 円 が 4 名 ( 11.0% ) 、 10.001

....... 20 .000 円 が 1 名 ( 3 . 0 % ) 20.000 円 以 上 は 2 1 名 ( 60 % ) で あ っ た ( 図 7 ) 。

度数

2， 1 首

1 1 2， 56弘

図 無料
図 交通費支給
ロ 交通費と賃金支給
ロ その他

単位 : 人数 N=1 98

図 6 ド ク ー ラ の 報酬 に つ い て

害事 -3.000 
. 3.001 -5.000 

5.001 - 1 0.000 
覇軍 1 0.001 -20.000 
図 20.001 -

単位 : 人数 N = 35 

図 7 ド ク ー ラ 支援 へ の 支 払 い 可能料金
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( 4 ) ま と め

本調査 か ら 、 出 産 経 験 の あ る 女性 で 、 自 分 自 身 の分娩 中 や 育児 中 に な ん ら か の 異 常 が あ

っ た者 や 、 妊娠 中 や 育 児 中 に 相 談 に の る 、 話 し を 聞 く と い う 心理 的 な 支援 を し た こ と が あ

る 、 あ る い は分娩 に 立 ち 会 っ た 経 験 が あ る 女性や、 ま た は PTA 役員や子 育 て サ ポ ー ト な ど

の 地 域 の 活動 に 参加 し た 経 験 が あ る 女性 は 、 妊娠 ・ 出 産 ・ 育児 中 に ド ク ー ラ と し て 支援 す

る こ と に 対 し て 興 味 が あ り 、 ド ク ー ラ の 育成研修 へ の 関 心 も 高 い こ と が 示 唆 さ れ た 。

ド ヮ ー ラ に 対 す る 報酬 で は 、 8 割 を 超 え る 人 が 交通費 か 、 交 通 費 と 賃金 を 合 わ せ た 額 の

報酬 が 必要 で あ る と 考 え て い た。

ま た 、 50 歳 以 上 の 女性 は 、 自 分 の 子 ど も や親族 の 分娩 に 立 ち 会 っ た り 、 妊娠 中 か ら 育児

期 に あ る 女性 の 世話 を す る 機会 が 多 い と 考 え ら れ 、 妊娠 中 や育 児 中 に 話 し を 聞 い て あ げ た

り 、 相 談 に の る な ど の 心 理 的 な 支 援 や 、 妊婦健診 に 付 き 添 っ た り 、 分娩室で 一 緒 に い て 、

陣痛 時 に マ ッ サ ー ジ を す る 、 林裕や家事 の 手伝 い を す る な ど 実質 的 な サ ポ ー ト を し た 経 験

が 、 他 の年齢層 の 女性 よ り 多 い傾 向 が あ る こ と が 分 か つ た 。 さ ら に 、 50 歳 以 上 の 女 性 は 、

ド ク ー ラ と し て 支援 す る こ と に 興 味 が あ り 、 ド ク ー ラ 研修 へ の 関 心 も 高 い こ と が 示 唆 さ れ

た。

こ の こ と か ら 、 ド ク ー ラ を 養成す る 場合 に は 、 妊 産 婦 の 支援 の 経験 が あ り 、 地域 の 活動

に も 積極 的 に 参加 し て い る 50 歳 以 上 の 女性 に働 き か け る こ と が 効 果 的 で あ る と 考 え ら れ

る 。

こ の研 究 の 一 部 を 「 第 22 回 助 産学 会 学術集会J で発表 し た 。

5 . 助産師の ド ゥ ーラ に対する意識

( 1 ) 目 的

ド ゥ ー ラ に よ る 妊産婦 へ の 支援 シ ス テ ム 構 築 の 基礎 資料 と す る た め 、 ド ク ー ラ の 存在 や

役 割 、 導 入 に 対す る 助 産 師 の 意識 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と す る 。 な お 、 こ の 調 査 に お

い て ド ク ー ラ と は 、 「妊娠 ・ 出 産 ・ 育 児 中 の母親 を 身 体 的 に も 情緒 的 に も 、 継続 し て 支援 し

情報 を 提供す る 、 一 定期 間 研修 を 受 け た 経 験 豊 か な (家族や親族 以 外 の ) 女性」 の こ と と

定義す る 。

( 2  ) 研究方法

1 ) 調 査 期 間

平成 19 年 3 月 ---.... 6 月 。

2 ) 調 査 対 象

東 北 地 方 の A 県 お よ び近 畿 地 方 の B 県 に勤務す る 、 助 産 師 202 名 。

3 ) デ ー タ 収集方法

医 療機 関 に 直接 送付 ま た は 県看 護 協 会 の 協 力 を 得 て 自 己 記 述 式 質 問 紙 を配布 し 、 郵 送 に

て 回 収 し た 。 諦査 内 容 は 、 年齢、 臨 床 実務年数、 勤務場所 、 現 在 の 役 職 、 分娩時 の ケ ア に

つ い て 、 ド ゥ ー ラ を 知 っ て い る か 、 ド ク ー ラ に 対す る 必 要 性 の 有 無 、 ド ク ー ラ を 職場 に 受

け 入 れ る こ と の 可 否 、 現 在 の 妊産 婦 ケ ア の 実施状況、 ド ク ー ラ の 役割 だ と 思 う ケ ア の 内 容
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な ど で あ っ た 。

4 ) デ ー タ 分析方法

統 計解 析 ソ フ ト SPSSVer.ll.5for Windows を 用 い て 、 記 述 統 計 並 び に χ 2 検定 を行 っ た 。

な お 、 有 意 水 準 は 5% 以 下 と し た 。

自 由 記 載 内 容 に つ い て は 、 類似性 に 従 い 分類 し た 。

5 ) 倫 理 的 配慮

研 究 代 表 者 の 所属 す る 大 学 の 倫 理審 査 会 の 承認 を 得 て 実施 し た 。 対象者 に は研 究 の 趣 旨

等 に つ い て の説 明 を 口 頭お よ び説 明 文 に て 行 い 、 質 問 紙 を 返送 し な く て も 不利益 を 生 じ な

い こ と を 明 記 し た 。 研 究 の 同 意 に つ い て は 、 質 問 紙 の 返送 を 持 っ て 承 諾 し た こ と と し た 。

( 3  ) 結果

回 収数 は 99 で 、 有 効 回 答 率 46.5% で あ っ た 。

1 ) 対 象者 の 属性

平均年齢 は 38.8 歳 ( SD8.76) 、 平均 勤務年数 は 13.2 年 (SD7.06) で あ っ た 。 ま た 、 現

在 の 役 職 は 管理者 5 . 1 % 、 主任 1 3. 1 % 、 ス タ ッ フ 7 1 .7% 、 そ の他 2 .0% で あ っ た 。

勤務場所別 で は 病 院 8 1 .5 % 、 ク リ ニ ッ ク 16.3% 、 助 産 院 1 . 1 % で あ っ た ( 図 1) 。 病 院 勤

務 者 の う ち 、 産 科 単 独 病 棟 は 26.6% 、 他 科 と の 混合病棟 は 52. 1 % で あ っ た ( 図 2) 。 ま た 、

所 属 施 設 の 2006 年 度 の 分娩総数 は 平 均 446.01 件 (SD315.18) で あ っ た 。

図 1 勤務場所

総 病院
灘 ク リ ニック
紘 助産院

その他
・ 無 回答
N=94 

52.1 1 

総 産科単独病棟
髄 混合宿棟
ガ .回答

N=94 

図 2 病 棟 の 形態

分娩 時 の ケ ア に お い て 、 陣痛 時 に 条 件 の 有無 に 関 わ ら ず産婦 が 希 望すれ ば立 ち 会 え る と

答 え た も の は夫 92.6 % 、 兄弟 ・ 両親 89.4 % 、 友 人 ・ 重要他者 73.4% 、 産婦 の 子 ど も 63.8%

で あ り 、 「 誰 も 立 ち 会 え な い J と 答 え た も の は い な か っ た 。

ま た 出 産 時 に 条 件 の 有 無 に 関 わ ら ず 産 婦 が 希 望 す れ ば 立 ち 会 え る と 答 え た も の は 夫

84.0% 、 兄弟 ・ 両親 50.0% 、 友 人 ・ 重 要他者 33.0% 、 産婦 の 子 ど も 45.7% で あ り 、 「 誰 も

立 ち 会 え な い j と 答 え た も の は 8.5% で あ っ た 。

2 )  r ド ク ー ラ J に 対 す る 意識

「 ド ゥ ー ラ と い う 言葉 を 聞 い た こ と が あ る J と 答 え た も の は 75.5% で あ り 、 f わ が 国 の

妊産婦 ケ ア に ド ク ー ラ が 必 要 だJ と 思 う と 答 え た も の は 83.0% で あ っ た。 さ ら に 「 現 在 の

職 場 に ド ク ー ラ は必 要 だ と 思 う j と 答 え た も の は 55.3% で あ り 、 「 ド ワ ー ラ を 職場 に 受 け
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入れ る こ と が で き る J と 答 え た も の は 29.8% で あ っ た 。

3 ) 妊 産婦 ケ ア の 実施 状 況

妊 産 婦 の ケ ア 39 項 目 に つ い て 、 実 施 し て い る と の 回答 割 合 が 高 か っ た の は f分娩進行

状態 を 判 断す る J 90.4% 、 「 産後 の 経 過 を 判 断す る J 88.3% 、 「 新 生 児 と の 早期接触の機会

を 持 つ J 87.2 % 、 「 分娩 経 過 の 健 康 状 態 に つ い て 気 が つ い た こ と を 医 療 従 事 者 に 伝 え る J

83.0% 、 「 分娩 中 の 精神状態 を 判 断 す る J 8 1 .9% な ど で あ っ た 。 ま た 、 回 答 割 合 が 低 か っ た

の は 「 妊婦 と 友人 ・ 仲 間 と の 関係 を 調整す る J 5 .3% 、 「妊婦 と 両親 ( 家 族 ) と の 関係 を 調

整す る J 11 .7% 、 「 妊婦 と 夫 と の 関係 を 調整す る J 1 7.0% 、 「夫や家族 と の 関係 に つ い て 、

必 要 時 間 関 係 作 り を 支援す る J 30.9 % 、 「 自 分 の 体験 を も と に助 言す る J 31 .9% な ど で あ っ

た。 ( 表 1)
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表 1 妊 産婦 ケ ア の 実施状況 N=99 
No . ケ ア の 内 容 ケ ア 実施 率

1 分娩の進行状態 を判断す る 90.4 

2 産後 の経過 を判断す る 88.3 ーー ー
3 新生児 と の早期接触の機会 を持つ 87.2 

4 分娩経過の健康状態につい て気がついた こ と を 医療従事者に伝 え る 83. 0  

5 分娩 中 の精神状態 を判断す る 81 .9  

6 祷婦の健康状態 について気がつ いた こ と を 医療従事者へ伝 え る 81.9 

7 分娩進行状況や行われ る 処置な どについて産婦が理解 し て い る か確認す る 80.9  

8 産婦を力づ け る 80.9 

9 祷婦の頑張 り を認め 、 誉め る 80.9 

10 医学的介入の理解や 自 己決定 に 関 し て 、 必要時医療関係者 と の連携を 図 る 77.7 

11 祷婦の精神 的状態 を判断す る 76.6 

12 分娩についての思いや不安 を傾聴す る 75.5 

13 育児技術を一緒に行 う 73.4 

14 児の健康状態に ついて気が つ いた こ と を 医療従事者に伝え る 72.3 

15 母子相互作用 の形成を促す 69. 1 

16 妊娠 中 の経過 を判断する 68. 1 

17 妊婦の健康状態 について気がついた こ と を 医療従事者 に伝 え る 68. 1 

18 夫婦で協力 して分娩が でき る よ う に支援す る 68. 1 

19 産後のマ イ ナー ト ラ ブル と そ の対処法 についての知識や情報を提供す る 68. 1 

20 妊婦の話 を聴き 共有す る 66.0  

21  産痛の緩和 を一緒に行 う 64.9 

22 育児への思い を傾聴す る 60.6 

23 児の発育発達の経過 を判断す る 57.4 

24 妊娠 中 の精神的状態 を判断す る 56.4 

25 子 ど も への思い を傾聴す る 54.3  

26 産後 、 夫婦で協力 して育児 で き る よ う に支援す る 50.0 

27 妊婦 と と も に考 え る ・ 体験す る 48.9 

28 育児期 のサ ポー ト について 一緒に考 え る 47.9  

29  妊婦 と 医療従事者 と の 関係 を調整す る 46.8  

30 産後早期 に 、 分娩を振 り 返 る 機会 を持つ 45.7 

31 産婦 を一人に し な い よ う に配慮す る 40.4 

32 妊婦 を支持す る 36.2 

33 妊娠中 に愛着形成を促す 36.2 

34 妊娠を夫 と 共に喜べ る よ う に 支援す る 34.0 

35 自 分の体験を も と に助言す る 31 .9  

36 夫や家族 と の 関係について 、 必要時関係、作 り を支援す る 30.9 

37 妊婦 と 夫 と の 関係 を調整す る 17.0 

38 妊婦 と 両親 (家族) と の 関係 を調整す る 11.7 

39 妊婦 と 友人 ・ 仲 間 と の 関係 を調整す る 5. 3 

(複数回答)
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4) ド ク ー ラ は ど の よ う な 資 質 を 持 っ た 人 が 適 切 か

ド ク ー ラ は ど の よ う な 資 質 を も っ た 人 が 適切 か に つ い て は 、 自 由 記載 内 容 か ら 合計 157

の コ ー ド が 抽 出 さ れ た 。 こ の う ち 最 も 多 か っ た の は 「 出 産 ・ 育児経験 の あ る 人 ( 経 験 豊 か

な人) J の 3 1 で あ り 、 次 い で f傾聴、 ・ 相 手 を 受 容 で き る 人 J が 29、 「優 し い ・ 穏や か な 人j

が 22 等 で あ っ た。 ( 表 2)

表 2 ド ゥ ー ラ は ど の よ う な 資 質 を 持 っ た 人 が 適切 か

内容 コ ー ド数

出 産 ・ 育 児 経 験 の あ る 人 (経験 豊 か な 人 ) 3 1  

傾聴 ・ 相 手 を 受容 で き る 人 29 

優 し い ・ 穏 や か な 人 22  

専 門 知 識 ( 助 産 師 ・ 看護 師 ・ 保健師 ・ 保 育 士 ・ カ ウ ン セ ラ 一 等 含 む) を も っ 人 1 9  

自 分 の 考 え を 押 し 付 け な い 人 14 

妊産婦 に 対 し て 親 身 に な れ る 人 7 

責任感 の あ る ・ 誠実 な 人 6 

冷静 に 判 断 で き る 人 6 

他 者 と の連携 ・ 調整 が で き る 人 4 

勉強す る 意欲 の あ る 人 2 

忍 耐 強 い 人 2 

時 聞 に 余裕 の あ る 人 2 

社会 常 識の あ る 人 、 守秘義務 を 守れ る 人 、 人 と 同 じ 回 線 でみ ら れ る 人 、 前 向 き な 言 各 1
業 を発 す る 人 、 対象 と 適切 な 距離 を 保 ち サ ポ ー ト で き る 人 、 勘 の優 れ た 人 、 世 話 を
す る の が 好 き な 人 、 体験 を 相 手 の ニ ー ズ で話せ る 人 、 よ く 働 く 人 、 気 配 り が で き る
人 、 控 え め な 人 、 相 手 の 成 功 体 験 を 喜ぶ こ と が で き る 人 、 賢 明 な 人
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5 ) ド ク ー ラ が 身 に つ け る べ き 能力 は何 か

ド ク ー ラ が 身 に つ け る べ き 能力 と は 何 か に つ い て は 、 自 由 記載 内 容 か ら 合計 148 の コ ー

ド が抽 出 さ れ た 。 こ の う ち 最 も 多 か っ た の は 「妊娠 ・ 分娩 ・ 育児 に 関 す る 知識 ( 医 学的知

識、 心 理 学 な ど 専 門 的 知 識 を 含 む ) J の 5 1 で あ り 、 次 い で 「 カ ウ ンセ リ ン グ技術J が 35

f コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 J が 10 等 で あ っ た 。 ( 表 3)

表 3 ド ゥ ー ラ が 身 に つ け る べ き 能力 は何 か

内容 コ ー ド数
妊娠 ・ 分 娩 ・ 育児 に 関 す る 知 識 ( 医 学 的 知識、 心理学 な ど 専 門 的知識 を 含 む ) 5 1  

カ ウ ン セ リ ン グ技術 35 

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 1 0  

ア セ ス メ ン ト 能 力 9 

自 分 の 価値観 を 押 し 付 け な い こ と 6 

助 産 師資格 5 

受容す る こ と 5 

社会資源 の 活 用 能 力 4 

エ モ ー シ ョ ナ ル サ ポ ー ト 3 

出産 ・ 育児経験 が あ る 3 

引 き 出 す能力 3 

そ の 人 に あ っ た 指 導 が で き る 能 力 2 

ゆ と り を も っ て 接 す る こ と 2 

接遇 、 自 己 コ ン ト ロ ー ル 能 力 、 問題解決能力 、 他者 と の調整能力 、 自 信 を つ け さ せ 各 1

る よ う な 能 力 、 信 頼 関係 を 築 け る 能 力 、 察 し て 行動 で き る 能力 、 体験 を 相 手 の ニ ー
ズの観点で話せ る 能力 、 ど ん な 些 細 な こ と で も し っ か り と 取 り 組む こ と が で き る 能
力 、 自 分 の 体験 を 前 向 き に と ら え ら れ る 能力
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6 ) ド ゥ ー ラ を 必 要 と す る か否 か と 助 産 師 の ケ ア の 実施状況 の 関 連

ド ヮ ー ラ を 必 要 と す る か否 か を 助 産 師 の ケ ア の 実施 状 況 と の 関 連 で 見 た と こ ろ 「 妊 婦 と

共 に 考 え る ・ 経 験 す る J r 妊婦 と 夫 と の 関係 を 調整 す る J r妊婦 と 両親 (家族) と の 関係 を

調整す る J r 妊 婦 と 友人 ・ 仲 間 と の 関係 を 調整す る J r 産婦 を 一 人 に し な い J の 5 項 目 で有

意差が認 め ら れ た (p<0.05) 0 (表 4)

表 4 ド ク ー ラ を 必 要 と す る か否 か と 助 産 師 の ケ ア の 実施 状況 の 関連

Vで竺
思 う

思 わ な い

妊
思 う産

婦 思 わ な い
ケ
ア

ド 思 う
ウ 思 わ な い

フ
lま

思 う必
要 思 わ な い
か

思 う

思 わ な い

行 っ て い る 行 っ て い な い
χ 2 

妊婦 と と も に 考 え る ・ 経験す る

34 40 
5 .0 1 * 

11 3 

妊婦 と 夫 と の 関係 を調整す る

10  62  
6 .49 * 

6 8 

妊婦 と 両親 (家族) と の 関係 を 調整 す る

6 65 
7.71 * * 

5 9 

妊 婦 と 友人 (仲 間 ) と の 関係 を 調整 す る

2 68 
7 . 18 * 

3 11 

産婦 を 一人 に し な い

27  45 
8 .01 * * 

11 3 

* * p < 0.01，  * p < 0.05 

7 ) ド ク ー ラ を 必 要 と す る か否 か と 助 産 師 が 考 え る ド ク ー ラ の 役 割 と の 関連

ド ク ー ラ を 必 要 と す る か否 か を 助 産 師 が 考 え る ド ク ー ラ の 役 割 と の 関 連 で 見 た と こ ろ

「妊娠 中 、 夫や家族 と の 関係 に つ い て 、 必 要 時 間 関 係 作 り を 支援 す る J r 妊 婦 を 支 持 す る J

「 自 分 の 体験 を も と に 助 言 す る J r妊婦の健康状態 に つ い て 気 が つ い た こ と を 医 療 従 事者 に

伝 え る J r 妊娠 中 に 愛着 形 成 を 促すJ r妊娠 を 夫 と と も に 喜 べ る よ う に 支援す る J r 分 娩 中 の

健康状態 に つ い て 気 が つ い た こ と を 医療 従 事者 に 伝 え る J r 祷婦 の 頑 張 り を 認 め 、 誉 め る j

f子 ど も へ の 思 い を 傾聴 す る J r 産 後 、 夫 婦 で 協 力 し て 育児 で き る よ う に 支援 す る J r 育児

へ の 思 い を 傾聴 す る J r 児 の 健康状態 に つ い て 気 が つ い た こ と を 医 療 従 事者 に 伝 え る j の

12 項 目 で有意差 が 認 め ら れ た ( p<0.05) 0 ( 表 5)
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表 5 ド ゥ ー ラ を 必 要 と す る か否 か と 助 産 師 が 考 え る ド ゥ ー ラ の 役 割 と の 関 連

〉問辺仁
思 う 思 わ な い χ 2 

夫や家族 と の 関係 に つ い て 、 関係作 り を 支援す る

思 う 52 26 
思 わ な い 2 12 

13 .43 * * 

妊婦 を 支持す る

思 う 46 32 9 .50  * * 
思 わ な い 2 12 

自 分 の 体験 を も と に助吉す る

恩 う 47 3 1  7 .21  * * 
思 わ な い 3 11 

妊婦 の健康状態 に つ い て 医療従事者 に 伝 え る

思 う 39 37 4 .24 * 
恩 わ な い 3 11 

妊娠 中 に 愛 着 形 成 を 促 す

思 う 45 3 1  9 . 5 6  * * 妊 恩 わ な い 2 12 
産
婦 妊娠 を 夫 と と も に 喜 べ る よ う に支援す る
ケ

思 うア 49 27 12. 12 * * 
恩 わ な い 2 12 

ド
分娩 中 の健康状態 に つ い て 医療従事者 に伝 え るウ

思 う 37 39  
フ 思 わ な い 2 12 

5 .69 * 
lま
必 祷 婦 の 頑張 り を 認 め 、 誉 め る
要
か 思 う 53  23  8 .62  * * 

思 わ な い 4 10 

子 ど も へ の 思 い を傾聴す る

思 う 5 1  25  
7 .38 * 

思 わ な い 4 10 

産 後 、 夫婦で協力 し て 育児 で き る よ う に 支援 す る

思 う 50 26 9 .61  * * 
思 わ な い 3 11 

育 児 へ の 思 い を 傾聴す る
1 

思 う 56 22 
6 .91 * * 

恩 わ な い 5 9 

児 の 健康状態 に つ い て 医療従事者 に 伝 え る

思 う 36 42 
4 .97 * 

思 わ な い 2 12 

* * p < O. O l ，  * p < 0.05 
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8 ) 現 在 の 職場 に お い て ド ゥ ー ラ が 必 要 だ と 思 う か否か と 助 産 師 の ケ ア の 実施状況 と の 関

連

現在 の 職場 に お い て ド ゥ ー ラ が 必 要 だ と 思 う か否 か を 助 産 師 の ケ ア の 実施状況 と の 関 連

で見 た と こ ろ 「 産痛 の 緩和 を 一 緒 に 行 う J r 医 学 的 介 入 の 理解や 自 己 決 定 に 関 し て 、 必 要 時

医 療 関 係 者 と の 連 携 を 図 る J の 2 項 目 で 有 意 差 が 認 め ら れ た (pく0.05) 0 ( 表 6)

表 6 現在 の 職 場 に お い て ド ウ } ラ が 必 要 だ と 思 う か否 か と 助 産 師 の ケ ア の 実 施 状 況 と の 関 連

V叱Ti 行 っ て い る 行 っ て い な い
χ 2 

産痛 に 緩和 を 一 緒 に 行 う

妊 思 う 30 20 
| 産 思 わ な い

5 .06 * 

ラ 婦
29 6 

は ケ 医 学的介入 の 理解や 自 己 決 定 に 関 し て 、
必 ア 必 要 時 医 療 関係者 と の 連携 を 図 る
要 に

思 う 3 7  1 1  か ド 6 .58 * 
ウ 思 わ な い 34 1 

* p < 0.05 

9 ) 現在 の 職場 に お い て ド ゥ ー ラ が 必 要 だ と 思 う か否 か と 助産 師 が 考 え る ド ク ー ラ の 役割

と の 関 連

現在 の 職場 に お い て ド ク ー ラ が 必 要 だ と 思 う か 否 か を 助 産師 が 考 え る ド ゥ ー ラ の 役割 と

の 関連 で 見 た と こ ろ 「 夫や家族 と の 関 係 に つ い て 、 必要 時 間 関 係 作 り を 支援す る J r 妊 婦 と

夫 と の 関 係 を 調 整 す る J r 妊 娠 中 に 愛 着形 成 を促すJ r 妊 娠 を 夫 と と も に 喜べ る よ う 支援す

るJ r 分 娩 進 行 状 況 や 行 わ れ る 処置 な ど に つ い て 産婦 が 理解 し て い る か確認す る J r新生児

と の 早期 接 触 の機会 を 持 つ J r 夫 婦 で 協 力 し て 分娩 が で き る よ う に 支援 す る J r 産後 、 夫婦

で協力 し て 育児 で き る よ う に 支援す る J r母子相 互 作 用 の 形成 を 促す J r 育児 へ の 思 い を 傾

聴す る J r 児 の 健 康 状態 に つ い て 気 が つ い た こ と を 医 療従事者 に 伝 え る 」 の 11 項 目 で有意

差が 認 め ら れ た (pく0.05 ) 0 ( 表 7)

表 7 現在 の 職場 に お い て ド ゥ ー ラ が 必 要 だ と 思 う か否 か と 助 産 師 が 考 え る ド ゥ ー ラ の 役割 と の 関 連①

V町ii;: 思 う 恩 わ な い
χ 2 

夫や家族 と の 関係につ い て 、 関係作 り を支援する

ウ 妊 思 う 37 15 
| 産 思 わ な い

10.64 * * 

ラ 婦
1 3  23 

は ケ 妊婦 と 夫 と の 関係 を 調整す る
必 ア

思 う 33 1 7  要 に
か ド

5 .02 * 
思 わ な い 1 5  2 1  

* * p < O. O l ，  * p < 0. 05 
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表 7 現在 の 職場 に お い て ド ゥ ー ラ が 必要 だ と 思 う か否か と 助 産 師 が 考 え る ド ゥ ー ラ の 役割 と の 関 連②

〉町箱二
思 う
思 わ な い

思 う
思 わ な い

思 う
思 わ な い

妊
思 う産

婦 思 わ な い
ケ
ア

思 う
ド

思 わ な いウ

フ
lま
必 思 う
要 思 わ な い
か

思 う
思 わ な い

思 う
思 わ な い

恩 う
思 わ な い

思 う 恩 わ な い χ 2 
妊娠 中 に 愛着形成 を 促 す

3 1  19 6.88 * * 
12 24 

妊娠 を 夫 と と も に 喜べ る よ う に支援す る

32 18 4.2 1 * 
15  21  

分娩 中 の 処置 に つ い て 産婦 の 理解 を 確認す る

18 32 5 . 22 * 
5 3 1  

新生児 と の 早期接触 の機会 を 持つ

19 3 1  4.62 * 
6 30 

夫婦で協力 し て 分娩 が で き る よ う 支援す る

28 22 
10 26 

6 .76 * * 

産 後 、 夫婦で協力 し て 育児 で き る よ う に 支援
す る

35 15 
13 23 

9 .74 * * 

母子相互作用 の 形 成 を 促 す

2 8  23 7 .72 * * I 
9 27  

育児へ の 思 い を 傾聴す る

38  14 
18 18 

児 の 健康状態 に つ い て 医 療 従 事者 に 伝 え る

24 28 4.06 * 
9 27  

* * p < O. O l ，  * p < 0.05 

10) 現在 の職場 に ド ゥ ー ラ を 受 け 入 れ る こ と が で き る か否 か と 助 産 師 が 考 え る ド ゥ ー ラ の

役 割 と の 関 連

現 在 の 職 場 に ド ク ー ラ を 受 け 入 れ る こ と が で き る か否 か を 助 産 師 が 考 え る ド ゥ ー ラ の 役

割 と の 関 連 で 見 た と こ ろ 「 妊 婦 を 支 持 す る J [" 妊娠 中 の 経過 を 判 断す る J [" 妊娠 中 の 精神 的

状 態 を 判 断す る J [" 産 婦 を 力 づ け る J ["新生児 と の 早 期接触の機会 を 持 つ J の 5 項 目 で 有意

差 が 認 め ら れ た (pく0.05) 0 ( 表 8)
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表 8 現在 の 職 場 に ド ゥ ー ラ を 受 け 入 れ る こ と が で き る か否 か と 助 産 師 が 考 え る ド ゥ ー ラ の 役割 と の 関 連

丸町吐: 思 う 思わ な い
χ 2 

妊 婦 を 支持す る

思 う 2 1  7 

思 わ な い
9.52  * * 

22 34 

妊娠 中 の 経過 を 判 断す る
妊

思 う産 10 16 
婦 思 わ な い

7.28 * 

ケ
7 49 

ア 妊娠 中 の 精神 的 状 態 を 判 断 す る

思 うド 1 3  13  
ウ 恩 わ な い

5.02 * 
14 42 

フ 産 婦 を 力 づ け る
l立

思 う必 2 1  5 
要 思 わ な い

5 . 58 * 

か
30  26 

新生児 と の 早期 接触 の機会 を 持 つ

思 う 12 14 

思 わ な い
4.40 * 

13  43 

* * p < O.O l ，  * p < 0 .05 

( 4  ) ま と め

本 調 査 の 結果 か ら 、 約 8 割 の 助 産 師 は ド ゥ ー ラ に つ い て 知 っ て い る と 答 え て お り 、 妊産

婦 の ケ ア に ド ゥ ー ラ は 必 要 だ が 、 現 在 の 職 場 に 新 た な 役割 と し て ド ゥ ー ラ を 導入す る の は

難 し い と 考 え て い る こ と が 明 ら か と な っ た 。

妊 産 婦 ケ ア に つ い て は 、 約 8 割 以 上 の 助 産 師 が 分娩 の 進行状 況 の 判 断や産 婦 の 心 身の ケ

ア 、 新生児 と の 早期 接 触 、 祷婦 の ケ ア を 実施 し て い る と 答 え て い た 。 一 方 で 、 妊 婦 と 夫 、

家族 、 友 人 な ど の 関係 を 調 整 に つ い て あ ま り 行 わ れ て お ら ず 、 今 後 、 妊 娠期 に お け る ケ ア

を 充 実 さ せ て い く こ と が 課題 で あ る こ と が 推測 さ れ た 。

ド ゥ ー ラ を 必 要 と す る か否 か と 助 産 師 の ケ ア の 実施 状 況 と の 関 連 で は 、 主 に 「 妊 婦 と 夫

と の 関係 を 調整 す る J r 妊 婦 と 両 親 ( 家 族 ) と の 関係 を 調整す る J r 妊 婦 と 友 人 ( 仲 間 ) と

の 関係 を 調整 す る J の 項 目 に 有意 差 が 認 め ら れ た こ と か ら 、 助 産 師 は 、 特 に 妊婦 の 周 囲 の

人 た ち と の 関係 作 り へ の 支 援 に お い て 、 非 専 門 家 で あ る ド ゥ ー ラ が 支援す る こ と に 受 容 的

で あ る と 推測 さ れ た 。

ド ゥ ー ラ を 必 要 と す る か否 か と 助 産 師 が 考 え る ド ヮ ー ラ の 役割 と の 関 連 で は 、 「 妊 婦 を 支

持す る J r 分娩 中 の 健康 状態 に つ い て 医 療 従 事 者 に 伝 え る J r 産 後 、 夫 婦 で 協 力 し て 育児 で

き る よ う に 支援 す る J な ど 特 に 妊娠 期 、 産 祷期 の ケ ア 項 目 で 多 く 有 意 差 が 認 め ら れ た こ と

か ら 、 助 産 師 は 、 ド ヮ ー ラ が 妊娠 期 や 育児 期 に お い て 妊 産 婦 を 支援す る 存在 と し て 有 効 で
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あ る と 考 え て い る こ と が 推 測 さ れ た 。

現在 の 職場 に お い て ド ク ー ラ が 必 要 だ と 思 う か否か と 助 産 師 の ケ ア の 実施状況 と の 関 連

で は 、 「 産 痛 の 緩 和 を 一緒 に 行 う J r 医 学 的 介 入 の 理解や 自 己 決 定 に 関 し て 、 必要 時 医 療 関

係者 と の 連携 を 図 る 」 の 特 に 分娩期 の ケ ア の 項 目 で 有 意 差 が 認 め ら れ た こ と か ら 、 非 専 門

家で あ る ド ヮ ー ラ も 周 産期 医 療 チ ー ム の 一 員 と し て 受 け 入れ る 傾 向 が あ る こ と を 示 し て い

る と 考 え ら れ た 。

現在 の 職場 に お い て ド ク ー ラ が 必 要 だ と 思 う か否 か と 助 産 師 が 考 え る ド ゥ ー ラ の 役割 と

の 関 連 で は 、 「 妊 婦 と 夫 の 関係 を 調整す る J r 夫婦 で協力 し て 分娩 が で き る よ う 支援す る J

「 産 後 、 夫 婦 で 協 力 し て 育児 で き る よ う に 支援す る j な ど 特 に 夫 婦 関 係 へ の 支援 の 項 目 で

有 意 差 が認 め ら れ 、 助 産 師 は 、 夫婦 が 妊 娠 ・ 分娩 ・ 育児 を 協 力 し て い け る よ う 支援 し て い

き た い と 考 え て お り 、 こ れ ら の ケ ア に ド ゥ ー ラ の 支援 を 期 待 し て い る と 推測 さ れ た 。

現在 の 職 場 に ド ク ー ラ を 受 け 入 れ る こ と が で き る か否 か と 助 産 師 が 考 え る ド ク ー ラ の役

割 と の 関 連 で は 、 「 妊娠 を 支持す る J r 産 婦 を 力 づ け る j な ど の 項 目 で 有 意 差 が認 め ら れ た

こ と か ら 、 特 に 精神 面 へ の 支援 に お い て ド ゥ ー ラ を受 け 入れて も よ い と 考 え て い る こ と が

示 唆 さ れ た 。

以 上 の こ と か ら 、 助 産 師 の ド ゥ ー ラ に 対す る 意識 と し て 、 妊 産婦 ケ ア に ド ゥ ー ラ が 必 要

で あ る と 考 え て い る 助 産 師 は多 い が 、 職場 に 必 要 と す る 助 産 師 は 過 半数 で あ り 、 さ ら に 職

場 に 受 け 入 れ る こ と が で き る と 考 え て い る 助 産 師 は 非 常 に 少 な い こ と が 明 ら か と な っ た 。

し か し 、 職 場 に お け る ド ゥ ー ラ の 役割 と し て は 、 妊産婦へ の 支 援 を 期 待 し て お り 、 今 後 は 、

実 際 に 職 場 に ド ゥ ー ラ を 受 け 入れ る た め に は 、 ど の よ う な 要件 お よ び準備 が 必要 な の か を

検討 し て い く こ と が 課題 で あ る と 考 え ら れ た 。

な お 、 本研究 の 一 部 を 第 22 回 日 本 助 産 学会学術集会 で発表 し た 。

QU
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N. ドヮーラ的支援者の育成

1 . ド ゥ ーラ育成 プ ロ グ ラ ム

( 1  ) 目 的

妊娠 ・ 分娩 ・ 育児期 において 、 全期 間 あ る い は特性の期 間、 ド ク ー ラ と し て女性のサポー ト を

行 う こ と が で き る 能力 を身につ け る 。

( 2 )  目 標

1 ) ド ゥ ー ラ の役割 について理解す る

2 ) ド ク ー ラ と し て の役割 を積極的 に 引 き 受 け る

3) ド ク ー ラ と し て の役割 を果たすた め に必要なス キルを身につけ る

4 ) 妊娠 ・ 分娩 ・ 産樽期 中の女性の心身 ・ 社会的特徴を理解する

5 ) 妊娠 ・ 分娩. ・ 産祷期 中 の女性に必要なサー ビス について理解す る

6 ) 我 が 国の母子保健医療 ・ 制度 につい て 理解す る

7 ) 自 分 自 身の心身 の健康管理ができ る

( 3 ) 開催 日 時

1 ) 青森会場 平成 18 年 11 丹 7、 14、 21、 28、 12 月 5、 12 日

1 回 3.5 時間 全 6 回

2 ) 神戸会場 平成 18 年 11 月 20、 27、 12 月 4、 11、 18 日 他に病院見学

1 回 3.5 時間 全 6 回

( 4 ) 開催場所

1 ) 青森会場 青森県立保健大学

2 ) 神戸会場 神戸市看護大学

( 5 ) プロ グ ラ ム 内容 (表 1 ) 
プ ロ グ ラ ム は ド ワ ー ラ の役割、 産痛緩和技術、 コ ミ ュ ニケー シ ョ ン技術、 ス ト レスマネ ジメ ン

ト な ど、 ド ク ー ラ が 支援す る 際に必要 と な る 知識 と 技術 と した。 さ ら に 、 育児技術、 妊娠 ・ 分娩 ・

産祷期 の経過 と ケ ア 、 育児技術、 母子保健制度な ど、 現在の 出産の状況や行われてい る ケ アやそ

の根拠な ど新 し い知識についての講義 を加 え て 、 以下の よ う な 8 つ の項 目 お よ び病院見学を行っ

た。 時間数は 1 コ マ 90 分で各項 目 が 1 コ マ か ら 2 コ マ と した。

表 1 ド ク ー ラ 育成プ ロ グ ラ ム の 内容

項 目 内容 時間数
1 ド ゥ ー フ の役割 ド ワ ー フ の役割 (傾聴 と タ ッ チ ン グ、 経験の共有、 2 コ マ

支持 ・ 励ま し ・ 賞賛、 他者 と の 関係調整、 見守 り ・
癒 しの時間)

「 ド ゥ ー ラ J DVD 鑑賞
2 コ ミ ュ ニ ケ } シ ョ ン技術 コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン と は、 傾聴 と 観察 2 コ マ

ド ク ー ラ と して の倫理的配慮
コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン技術の ロ ールプ レイ

3 妊娠中の経過 と ケア 妊娠の経過、 妊娠中の身体 ・ 精神的な特徴 と ケ ア 1 コ マ
妊娠経過 が順調にすすむた め の ケ ア
出産準備 (親役割 ・ 出産準備 ・ パー ス プラ ン)
妊婦への ド ゥ ー ラ の役割
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4 分娩 中 の経過 と ケ ア 、 産 分娩の経過、 産婦の身体的 ・ 心理的特徴 1 コ マ
痛緩和法 産婦への ド ク ー ラ の役割

演習 (呼吸法、 リ ラ ッ ク ス 、 圧迫、 マ ッ サー ジ)
5 産縛の経過 と ケ ア 産揮期の身体的 ・ 精神的 ・ 社会的特徴 1 コ マ

祷婦の生活適応、 樽婦への ド ゥ ー ラ の役割
6 育児技術 新生児の特徴 1 コ マ

演習 (抱 き 方、 衣服 ・ オム ツ 交換、 体裕、 授乳方法)
7 ス ト レス マネ ジメ ン ト ス ト レス と は 1 コ マ

ス ト レス が心 と 身体に及ぼす影響
ス ト レス マネ ジ メ ン ト の方法
自 分 自 身の ス ト レス マ ネ ジ メ ン ト の方法

8 母子保健医療 と 制度 、 専 妊産婦保健指導 と 母子手帳の活用 1 コ マ
門 な ら び に地域の活用 マ タ ニテ ィ セ ミ ナー、 妊産婦 ・ 新生児訪問指導

乳幼児健診 ・ 予防接種
母子保健医療のネ ッ ト ワ ー ク

9 病 院見学 施設の概要の説 明 (産科外来 ・ 産科病棟) 2 コ マ
施設で行われて い る 母子 サ ー ビ ス の 内容 ( 両親学
級、 マ タ ニテ ィ ピ ク ス なそ)
施設見学、

* 1 コ マ =90 分

( 6 ) 参加者の募集

地域の育児支援ボ ラ ンテ ィ ア グルー プ、 民生児童委員 にセ ミ ナー募集の案内 を配布 した。 ま た

大学内 HP に募集案内 を掲示 し た。

( 7 ) 倫理的配慮

受講者 に対 し て 、 セ ミ ナー初 日 にセ ミ ナー 開催の 目 的、 途 中辞退の 自 由 、 セ ミ ナーの様子 につ

いて ビデオやテ ー プ レ コ } ダー、 調査票 を用 いてデー タ と し て記録す る こ と 、 収集 したデー タ は

学会な どで発表の際にはプラ イ バ シー を厳守 し 、 本研究以外に は使用 し ない こ と を文書 と 口 頭で

説 明 し、 同意を得た。

2. セ ミ ナー参加者の背景

( 1 ) 参加者人数

1 ) 青森会場 17 名

2 ) 神戸会場 16 名

( 2 ) 年齢

32 歳 か ら 60 歳で平均 45.6 歳で あ っ た。

( 3 ) 参加者の子 ど も の人数

参加者は 1 人か ら 5 人 (平均 2.5 人) の 出産、 育児経験が あ っ た。

( 4 ) 子育て 支援の経験 (表 2)

子育て支援 の経験で、最 も 多か っ た の は PTA 役員で 18 名 が経験 さ れて いた。 次いで子育て 自 助

グループを作っ た経験が 9 名 、 子育て サ ポー タ }が 7 名 、 民生委員 と 婦人会役員がそれぞれ 2 名

で あ っ た。
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表 2 子育て支援の経験 n=33 (人)

あ り な し

PTA 役員 18 15 

子育て 自 助 グループ作 り 9 24 

子育てサポー タ ー 7 26 

婦人会役員 2 31 

民生委員 2 31 

( 5 ) 妊産育児期の女性への支聾経験 (表3 )

妊婦への支援内容で最 も 多か っ た の は 「話を聴 く J 30 名 、 次 に 「わか ら ない こ と の相談にの る J

26 名 であ っ た。 それ以外 に は、 「買 い物な ど家事手伝いJ 18 名 、 「妊婦健診の付き 添いJ 5 名 で

あ っ た。

産婦への支援では、 陣痛室に一緒 に い る J 7 名 、 分娩に 立 ち会っ たJ 5 名 、 「陣痛 時に腰を さ

す る J 4 名 と 支援 した経験は少 な か っ た。

育児期では、 「話を聴 く J 29 名 、 「相談にの る J 28 名 、 「子 ど も を預かるJ 22 名 、 f上の子 ど も

の面倒 を 見 る J 21 名 と 7 割以上が支援 を経験 し てお り 、 妊産婦への支援経験 よ り も 明 ら かに多か

っ た。 他 に 「買い物な ど家事手伝いJ 16 名 、 「林裕の手伝いJ 8 名 で あ っ た。

表3 妊産育児期 の女性への支援経験 n=33 (人)

あ り な し 無回答

話を聴 く 30 3 。
女壬 相 談に の る 26 7 。
娠
中 家事手伝い 18 15 。

健診付き 添い 5 28 。

娩
分 陣痛室で一緒 7 26 。

分娩の立 ち会い 5 25 。
中

陣痛時のマ ッ サー ジ 4 28 1 

話を聴 く 29 1 3 

相談にの る 28 2 3 
=同t 

子 ど も を預かる 22 8 3 ノ! 日し
中 上の子の世話 21 9 3 

家事手伝い 16 14 3 

体裕の手伝い 8 I 22 3 

( 6 ) ド ク ー ラ ケア希望の有無

27 名 の参加者が ド ゥ ー ラ ケ ア を し て みたい と 回答 し て お り 、 いい え と 記入 した も の はい な かっ

た。 5 名 は無回答で あ っ た。

( 7 ) セ ミ ナー参加動機 (表4 )

セ ミ ナーの参加動機 に は、 今ま で子育て支援の経験 か ら 新 しい知識や技術を得たい、 自 分の 出
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産 ・ 育児 の経験を生か し社会参加 し た い 、 娘の 出産な ど 自 分 自 身の今後 の 生活に役立てたい と い

う 内容で、 あ っ た。

表 4 参加動機

子 ど も が好 き な の と 少 し で も 学ぶ事が で き て何かで き る こ と をお手伝 い し た い と 思い参加 し
た。
友人か ら 誘 い を 受 け こ れか ら の生活の な かで も 参考に な る 。 も ち ろ ん社会的 に 参加 で き れば と
思い参加 した。
友達に誘われた。 娘を持っ て い る の で こ れか ら の育児全般が学べた ら いい と 思 っ た。
子育て支援の勉強 を し て い る こ と 、 自 身が 育児 中 で子を も っ母親 と の付 き 合いの難 し さ を感 じ
て い る こ と 、 周 囲か ら 相談を受 け る 機会が増 え て 来た事。 も と も と 助産師を 目 指 して いた事な
ど か ら 。
子育て支援に携わ っ て い る の で 自 分 自 身の技術力 向 上 を 目 指 し て。
若年妊婦に何か支援 が で き れば良い と 思い。
現在休職 中 で今後の新た な職業の選択のーっ と して興味が あ っ た た め。
今年娘の 出産 を経験 し 自 分の 時の指導等 と 違 う 事 も 有 り こ の機会に 聞 い て みたい と 思っ た。
妊娠出産育児期 の支援方法について再度学習 し た い。
自 分の妊娠 出 産育児 の 体験か ら こ の よ う な シス ァ ム が あ っ た ら 良 かっ た と 思 う こ と と 自 分の
知識や経験を若い方に伝 えて こ の大変な今 の世代の子育て を応援 し た い。
知人に誘 われた。 ボ フ ンア イ ア に少 し興味が あ っ た。
今のお産につ い て新 し い情報を得たい。 未婚の子 ど も がい る ので も し妊娠出産な どの場面 に 出
く わ し た 時に少 し で も 力 になれ る の ではないか と 思っ た。
自 由 に な る 時聞 が 出来た が社会 と 接す る 機会が少な く 過 ご して いた。 自 分の妊娠出産の経験を
通 して少 し で も 役に 立てれば と 感 じ て いた。 ま さ にそ の 時に よ り 学んで知識 を 得 る 事 の 出来 る
機会をみつ け参加 した。
自 分を耕す こ と が で き る と 思っ た。 主 旨 と 意図 が こ れ か ら の社会に必要 な こ と だ と 思 う 。 何か
お役に立てれば う れ し い。
以前から、 自 分の体験上ドク ーフのような支援者がいてくれたら、 という思いがあり、 ずっ とそれに近い
活動をしていたが、 ドゥーラという支援者の存在を知って、 すごく嬉しく、 即決めた。
あまり深い考えはなく、 とても面 白そうな講座だと思った。
友人からこのセミ ナ ー 開催を聞き、 興味を持ち、 何か新たな一歩を踏み 出せた らいい と思い参加 し
た。
友人に誘われて、 話を 聞 いて興味を持った。 これからの 自 分の成長や知識に役立つのではないかと
思ったので。
自 分のスキルにし、 周 囲の方や 自 分の子供に役立てたい。
知人に誘われて、 自 分の子育ての経験を活かせて、 何か人のため に役立つことと 自 分 自 身の成長の
ため にも参加したいと思った。
精神対話士にとても興味があり、 できれば仕事にしてみたいと思っているので。
転勤先での 出産、 育児などで経験した心細さや不安をそういうことを抱えたお母さん方が、 少しでも解
消できるようにお手伝いができたらと思った。
自 分が 出産、 育児の時に心細かったので、 そのような人の役に立てればと思った。 娘が 出産、 育児の
時に役立っと思った。
自 分の子育ての経験などを活かしてみたい。

子育てや出産体験を社会に役立てるとし 、うことに興味を抱いた。

友達に誘われ、 少し考えましたが、 勉強というものをしてみたいと思い、 参加しました。

2 人の 出産の経験を通して、 少しでも役立つことがあればよいと思い、 参加させていただいた。
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妊娠、 出産の情報提供、 育児 中 のお母さん達のサポ}トをする仕事がしたいと思ったから。

単純に興味を持ったこと。 妊娠 中 は体も心も思うよう に動けない事があったりするので、 自 分の経験を
活かして少しでも役に立てればと思い、 勉強したいと思った。
産婦、 育児 中の母親へ対し、 よりよい関わりを持てるよう多く の知識を得たいから。

小さな子どもを抱えたお母さんに接する機会が多く、 色々 な話を聞きます。 中 には話を聞いてもらうだ
けで救われているような方もいる。 とても危なげで不安定な時に誰も助けてくれない。 (私 自 身もそうでし
た)何か専門 的に学びたいとし 、う思いからドゥーラを知りたいと思った。

( 8 ) 学びたい こ と (表 5 )

セ ミ ナ ー で学びた い こ と は、 現在 の 出産や育児の新 しい情報、 子育て支援 の方法、 カ ウ ンセ リ

ング技術やス ト レス 対処技術な ど で あ っ た。 出産育児の状況について 、 自 分が体験 した時 と 現在

の違い知 り 、 新 し い知識や妊産婦支援 の た め に よ り 専門 的技術の修得を期待 していた。

表 5 学びたい こ と

自 分が妊娠 して いた頃 と 育児用 品 に し て も い ろ い ろ変わっ て来てい る と 思 う ので知 り たい
心のケア について不安につい て の ケ ア が で き ればいい
若いお母 さ んた ち の悩みな ど を 聞い て あ げたい。 子育ての楽 し さ を教えて あ げたい
さ ま ざま な 立場 の母親への ア プ ロ ー チ の方法。 妊娠分娩中 の母親の不安 を緩和す る コ ミ ュ ニ
ケー シ ョ ン技術
自 身を も っ て子育て を支援 し た い そ の た め の ノ ウハ ウ を学びたい
母親 に よ る 幼児虐待が増 え て 来て い る の で母親の ス ト レ ス が 軽減す る よ う な支援を学びた
し 、。
自 分の妊娠出産 か ら かな り の年月 が 過 ぎ て お り 忘れて し ま っ て い る こ と が多い の で も う 一
度振 り 返っ て 学びたい。
妊婦育児支援に つ い て 再度学習 したい。
妊産婦の不安 を 和 ら げ る 声かけやス キ ンシ ッ プな ど。 カ ウ ンセ フ ー の要素 の あ る 会話方法
妊娠出産 な ど 自 分の頃 と ど の よ う に違 う のか知 り た い。
妊娠出産 を通 し て他の方々 が感 じ考え て お ら れ る こ と をお 聞 き し た い。 助産師の方 と は違 う
ド ク ー ラ の存在 を詳 し く 知 り たい。 プ ラ イ ベ} ト な範囲で も あ る ので妊娠出産の場に近親者

でない者が r う 接すれば良いか教え て いただき たい。
私が経験 した 噴 と 違っ て行 き て い る 部分。
精神的 に不安定 に な っ て い る 人への援助 の方法
どの よ う な こ と と い う 具体的 な こ と は な い が 、 自 分の た め の勉強にな る と い う 新鮮な思いで
い る 。
他人 を安心 さ せ ら れ る よ う な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン技術や若いお母 さ ん達 を安心 さ せ ら れ る
よ う な情報を学びたい。

f ド ク ー フ J の役割、 今の 自 分に何が で き る かを考え、 学んでい き たい。
育児 中 に方 に 限 ら ず相手の気持ち を考 え ら れる よ う になれた ら いい と 思 う 。
コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン能力
子育て な どで悩んでい る 方、 不安に な っ て い る 方 を支え ら れ る よ う な コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ンの
仕方な ど、 具体的な実践でき る こ と を 学んでみたい。
ド ク ー フ と し て 、 上手 く コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る 方法を学んでみたい。

心のケア と 育児 の不安 を取 り 除 く 。
コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン技術や色々 な制度や現在の情報を知 る (勉強す る ) 機会に したい。
色々 お話 を 聞 き た い。
専門的な知識を習得 し た い。
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3 . セ ミ ナ ー評価

( 1 ) 目 標に対する 自 己評価 (図 1 ) 

セ ミ ナー受講後 に各 目 標 について の達成状況 につい て ア ンケー ト 調査 し た。 調査対象者はセ ミ

ナー参加者 33 名 で あ り 、 無記名 で回収 した。 回収数は 32 で あ っ た。

セ ミ ナーの各 目 標達成状況は、 役割理解や ド ク ー ラ の 引 き 受 け、 妊産祷婦の心身社会的特性、

必要なサー ビス 、 母子保健医療の知識理解の 5 項 目 に ついて 9 割が理解で き た と 回答 し て い た。

一方、 ド ゥ ー ラ に必要なス キルでは、 2 割が理解でき なかっ た と 目 標達成 は低い状況であ っ た。

役割理解

引き 受け

スキル

社会心理

サーピス

医療制度

自 己管理

0% 20% 40% 60% 

図 1 目 標に 対す る 自 己評価

( 2 ) 各 目 標の 自 由記載内容 (表 6 )

1 ) ド ク ー ラ の役割 を理解す る

80% 1 00% 

ド ク ー ラ の役割 を理解す る では、 ド ク ー ラ の必要性や役割 について理解 し ていたが、 実際 にイ

メ ー ジす る こ と が難 し い と 感 じて い た。

2 )  ド ク ー ラ の役割 を積極的 に 引 き 受 け る

ド ゥ ー ラ の役割 を積極的 に 引 き 受 け る では、 因 っ た 時の相 談役にな り た い、 な ど ド ゥ ー ラ の役

割 を 引 き 受 け た い と 思 っ て い る 一方で、 出産時の対応や、 仕事の調整、 自 分 自 身の生活 と の両立

に不安を持っ て いた。

3 ) 必要 なス キルを身につ け る

必用 なス キルを身につ け る では、 話 を聴 く 方法な ど知識 と して理解 し て い た が 、 技術の修得に

は不安が あ っ た。 特に コ ミ ュ ニケー シ ョ ン技術は多 く の人が不安を持っ て いた。 そ の た め 、 ス キ

ルを実際に使 う 実習や継続的 に学習 す る 機会を希望 して いた。

4 ) 妊娠 ・ 分娩 ・ 産祷期 の女性の心身社会的特徴の理解

妊娠 ・ 分娩 ・ 産祷期の女性の心身社会的な特性の理解では 、 経験 した こ と も あ る の で納得で き

たな ど、 自 分の 体験を 振 り か え る こ と で理解 して いた。 しか し、 個 々 の体験が異な る こ と か ら 、

妊婦の具体的 な ニ ー ズ を 知 る 機会 を希望 していた。
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5 ) 妊産婦に必要なサー ピス と ケア について の理解

産痛緩和な ど の必要性が理解で き 、 実際にそれ ら の技術を活用 したい と 考 え て いた。 ま た 、 情

報提供者 と なれ る こ と を理解 していた。 さ ら に、 目 標 4 と 同様に具体的な妊産婦のニーズ、を知 り

たい と 希望 して いた。

6 ) 日 本の母子保健医療 ・ 制度につい て の理解

病院見学や講義で最近の 出産方法や医療社会制度について理解 し て いた。 ま た、 情報提供者 と

して常に新たな'情報を知 っ て お く こ と を理解 し 、 継続的な学習 を希望 していた。

7 ) 自 分 自 身の健康管理がで き る

自 分 自 身を客観的に み る こ と や、 こ こ ろ の健康の大切 さ を理解 していた。

表 6 各 目 標達成の 自 由 記載 内容

1 、 ド ゥ ー ラ の役割を 理解す る
ド ク ー ラ が必要だ と 強 く ，思 っ た
医療者 と の橋渡 し と し て 必要 と 感 じた
寄添 う こ と を 理解 し た
だいたいで き た が実際のイ メ ー ジが ま だわかない
理解 したつ も り だが実践は少 し不安
役割は理解で き て も それ を ど う 生かせば良いか難 しい

2 、 ド ク ー ラ の役割 を積極的 に 引 き 受 け る
困 っ た と き の相 談役に な り たい
自 分の も っ て い る経験が役に立つ な ら
自 分 自 身 も 人間 的に成長で き る いい機会だ と 思 う
必要 と さ れれ ば時 間 の許す 限 り 引 き 受 けたい
出産時の対応 で不安が あ り 迷っ て い る
引 き 受 け ら れ る だけ の 自 分の人間性を高め て か ら
役に立てればいいが積極的 と い う と こ ろ ま での 自 信 が な い
引 き 受 け る タ イ ミ ン グや仕事の調整 が で き る か不安
自 分 自 身の生活で思春期 の子 ど も や受験に直面 した時でき る か不安

3 、 必要な ス キルを身につ け る
相手の話を聴 く 、 聞 き 方な ど よ か っ た
最新の い ろ い ろ な情報を得る事が で き た
コ ミ ュ ニケー シ ョ ン技術にやや不安
講義の上では納得ですが身 に付いた かはわか ら ない
も っ と 勉強が必要
ま だ不安 も あ る ので ス キルア ッ プ講座が あれば受 けたい
実際に体験実習 の場が あればよかっ た
ロ ールプ レイ やデ ィ ス カ ッ シ ョ ン を して と て も よ く わか り やす く で き た
あ る べ き 姿は理解で き た が ま だ 自 信が な い

4 、 妊娠 ・ 分娩 ・ 産樽期 の女性の心身社会的特性の理解
経験 し た こ と も あ る ので納得で き た
最近の 動 向 を 教 え て も ら っ た
自 分 自 身の妊娠出産を客観的に反省 で き た
忘れていた こ と な ど資料が あ っ て 思い 出 した
い ろ い ろ な分娩が あ る こ と も デ ィ ス カ ッ シ ョ ンで理解 した
個 々 の ケー ス に な る と 理解で き た か不安
実際の妊婦 さ ん と 接 し てみたかっ た
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5 、 妊産婦の必要なサ} ピス と ケア について理解でき る
呼吸法、 リ ラ ッ ク ス 、 マ ッ サー ジで サ ポー ト して あ げたい
女性特有の こ こ ろ の ケア、 身体の ケ ア が と て も 大切 と 思 う
知 っ て お く こ と で情報提供 と い う 一つのサー ビ ス が で き る こ と が わかっ た
そ ばに 寄添 う だけ で産婦が安心 と 思え る
昔を思い出 し て あ ら た めて理解す る こ と が で き た
経験を 思い 出 し な が ら聴き ま した。 納得です
実習 も あ り 具体的な こ と も あ っ た
自 分の こ と と 照 ら し合わせて、 あ ま り の違い に と ま ど っ た と こ ろ も あ っ た
具体的 に妊産婦 さ んのニ} ズを知 り たい

6 、 日 本の母子保健医療 ・ 制度について理解で き る
病院見学で現在の出産事'情を知 っ た
実際に い ろ い ろ な方法で携わる人が い る こ と を知 っ た
年々 変化 して い る と 感 じ、 新 しい情報を常に入手 しな い と 伝 え ら ない

7 、 自 分 自 身の健康管理がで き る
少 し 自 分 を 客観的に み る こ と が で き た
自 分が頑張っ て い る の よ と 誉め る こ と を学んだ
ス ト レス マネ ジメ ン ト の受講で心の健康について生かせる よ う に思 う
自 分の管理はほぼで き たが子 ど も の健康管理がで き なかっ た

( 3 ) 意見、 感想 (表 7 )

意見 と し て 多か っ た の は、 こ れか ら の社会 に と っ て 、 ド ゥ ー ラ が必要 で あ る と い っ た 内容であ

っ た。 セ ミ ナーへの要望 と し て 、 講義の 内容 を も う 少 し詳 し く 聞き たかっ た 、 デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

の時間 を 設 け て欲 しかっ た と の意見が あ っ た。

感想で は、 楽 しか っ た 、 新たな知識を得て新鮮だ、っ た、 な ど多 く の参加者がセ ミ ナー に参加 し

て学んだ こ と に満足 し ていた。 ま た、 今後実際に活動 したい、 セ ミ ナーで得た学びを生か したい

と の記述が多 く み ら れ、 ド ゥ ー ラ の役割 を 引 き 受 けて 実践 して い き たい と の 意欲が み ら れていた。

表 7 受講後の意見 ・ 感想
受講後皆 の感想が 聞 けて よ かっ た
ド ワ ー フ と し て 勉強で き て大変 よ か っ た。 あ ら た めて ス ト レス 社会での コ ミ ュ ニケ} シ ョ ン
の と り 方の大切 さ を実感 し ま した。 娘二人い る ので今後の参考にな り ド ク ー ラ と して の機会
が あれば役に立てれば よ い と 思 う
講師の先生方が と て も 素晴 ら し く お話 に の め り こ む よ う に楽 し く 聞 かせて い た だ き 初 め て
のセ ミ ナーで した が実際の病院見学、 実習等で き て こ れか ら 参考に し た い。
セ ミ ナー に参加 さ れて い る 方々 にお会い し て本当 に多 く の人が妊娠出産 を 良い も のに し よ
う と 考 え て お ら れる こ と を学んだ。 し か し私 自 身 ト ラ ブルな く 妊娠出産を経験 した ので問題
を抱 え て い る 方のニーズに答 え ら れ る か と 言 う 自 信が も てない。 ま た安全を優先す る 女性の
場合不十分な知識の ド ク ー ラ では と 不安 に な る 。 と 捉え て い る 私はま だ ド ク ー ラ の本質を理
解 して い な い の か も しれない。
自 身 も こ おのセ ミ ナー を知 る ま では ド ワ ー フ と い う 単語す ら し ら な かっ た の で、 も っ と も っ
と 社会 に こ れか ら お産す る 多 く の女性に認知 さ れて い く と 活躍の場が増 え て行 く のではな
いで し ょ う か
6 回の講義 と て も 楽 し か っ た。 妊産婦 か ら の質問 に返答す る の が と て も難 しい と ，思っ た。 意
見 を あ ま り 言いすぎな い よ う に した い と 思 う 。
自 身の体験を基 に した グループで、の発表は各 メ ンバー に親 しみを持て る と 同 時に身近な問
題 と し て と ら え る こ と が 出来講義で は得 ら れない貴重な時間 で き た。 新 しい こ と を学びたい
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役 に 立 ち たい と 思っ て い る 人達 と の 出会い は普段の生活では得 ら れない出会いで人聞 と し
て 女性 と し て の深ま り を実感で き る 時間で心地 よ く 楽 しみな時で した。 こ の ま ま別れて し ま
う の は寂 しい限 り
貴重な勉強を さ せていた だ き 感謝 し て い る 。 サボ} ト す る 色 々 な技術 も 必要だ と 思っ たがや
は り コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン技術の必要性を痛感 した
仕事等の調整が あ り ま すの で具体的 に 内容が決ま っ た ら 教 え て貰いたい。 と て も 楽 し く 勉強
で き た
楽 し く 学べた。 女性に と っ て お産が喜び と 共に最高の経験 と な り ま す よ う に支えの一端に な
れれば嬉 しい と 思 う
時間 も 限 ら れて いたので出産の経過な ど も う 少 し ゆ っ く り と 学びた かっ た。
豊かな時間 をす ご さ せて い た だ き ま した。 組織を作っ て し ま う 事、 そ し て ス キルア ッ プを 重
ね る こ と が大切 ですね。 主体的に 生 き る こ と を伝え ら れた ら いいですね。
と て も 新鮮で楽 しみな が ら 受講す る 事 が 出来た。 日 常生活 で も 学んだ事を意識 しなが ら 、 生
活 して みたい と 思っ た。
自 分の妊娠 出産 を振 り 返 る こ と がで き 、 忘れて いた感動的な事ゃ う れ しい思い出が建 り 、 幸
せな気持 ち にな っ た。 若年であ ろ う が 高齢であ ろ う が皆に幸せな 出産育児 を して欲 しい と 思 |
う 。 た だ、 ド ク ー ラ と し て 、 関 わ る に は決 して軽い気持ちではい け ない と 思 う 。 知識や情報
も も ち ろ ん必要だ し、 関わ り 方を も っ と 勉強 し な ければ と 思っ た。
今後 も 継続 した研修を希望 し ま す。
経験 した事 も あ り ま したが、 初 め て ! ! と い う 話も 多々 あ り 、 す ご く 勉強にな り ま した。 私 [
は ま だま だ未熟者だな あ~ と 実感 した り 、 と て も いい体験だっ た。
講義を受 け る 事 自 体、 と て も新鮮で大変為に な っ た。 若い妊婦 さ んの力 に、 少 しで も なれた
ら ~ と 今、 思 っ て い る 。 ス ト レスマネ ジ メ ン ト の講義が楽 し く 、 興味が湧 き ま した。 いい経
験 が で き た。
ま だま だ勉強が必要 と は思 う が、 少 し で も 若いお母 さ ん方の役に立て る よ う な手助 け が 出来
た ら と 思 う 。 講義は と て も 、 分か り やす く 、 楽 しかっ た です。
講義 内容が盛 り だ く さ んで、 講義最後 のディ ス カ ッ シ ョ ン が あ ま り 出来なかっ た ので、 残念
で した。
初 め は興味か ら で した が 、 こ の ド ゥ ー フ の役割の大切 さ 、 重要 さ を強 く 感 じ、 出来る 限 り お
役に立てれば よ い と 思っ た。
少 しで も 、 妊娠 し て い る 方 に協力 出 来ればいい と ，思 っ た。
セ ミ ナーの時間帯 も ち ょ う ど よ く 、 講義ばか り でな く 、 DVD、 実技、 病 院見学あ り と 充実
したセ ミ ナーで した。 人数 も ち ょ う ど 良 い人数で、 お昼ま で頂 き あ り が と う ご ざいま した。
毎回新 し い情報を得、 自 分の考 え を ま と め る と い う 作業は と て も 新鮮で した。 ま た、 周 り の
人々 の 向 上心に満ちた様子 に と て も 刺激を受けた。
も っ と 深 く 学びたい と 思い ま した。 貴重な体験が 出来、 良かっ た です。 た く さ ん勉強す る 事
に気付かせて く れる講座で した。
色々 な事 を学びま したが、 妊婦 さ ん と 一緒に ド ゥ ー ラ と して少 しずつ、 一人前に な っ て い け

L れば と 思っ た。

4. 今後の課題

( 1 ) ド ク ー ラ 養成 プロ グ ラ ム の 内容

1 ) ド ク ー ラ の役割の 明確化

ド ゥ ー ラ の役割が具体的に理解で き る よ う に、 ド ゥ ー ラ の実際の活動について の講演や視覚的

教材を利用す る な ど教授方法 を 工夫す る 。

2 ) コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン技術の獲得

コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン技術の不安が 多 く み ら れていたため、 講義時間 を増やす こ と や、 ロ ールプ
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レイ な ど を取 り いれて技術が修得で き る講義内容を検討す る 。

3 ) 技術や実習 内容の検討

実際の妊産婦 と 関わ り 具体的 なニーズを知っ た り 、 コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン技術や心理的 な 関 わ り

ができ る よ う な実習 な ど の カ リ キ ュ ラ ム を検討する。

4 ) ド ク ー ラ 自 身の能力 を 高 め る

ド ゥ ー ラ が 自 ら エ ンパ ワ ー メ ン ト で き る よ う に、 ド ク ー ラ 自 身が 肯定的 な視点で 自 己評価する

機会を設 け た り 、 ド ク ー ラ 同士で、デ、 イ ス カ ッ シ ョ ンす る 時間 を持つな ど、 講義方法について検討

する。

( 2 )  ド ク ー ラ 支援活動 に 向 けて

実際に ド ゥ ー ラ が支援活動 を行 う 時 に は、 ド ク } ラ 自 身の生活 と 活動内容を調整す る こ と や ド

ウ } ラ をサポー ト す る た め の シス テ ム を構築す る こ と が必要であ る 。 さ ら に 、 新 しい情報の提供

やブラ ッ シュ ア ッ プの た め の継続的な学習機会を考 え る 必要 が あ る 。

- 69 -



v .  ドクーラ的支援者の活動

1 . 目的

ド ヮ ー ラ 的支援者 が 妊産祷婦や そ の 家族 及 び 医 療 従 事者 に ど の よ う に 受 け 入れ ら れ る か、

ま た そ の た め に は ど の よ う な 要件 が 必要 で あ る か、 ド ク ー ラ 的 支援者 が 実 際 の 活動 に 際 し

て ど の よ う な 関 わ り が で き る の か、 そ の過 程 に 於 い て ど の よ う な 要 件 が 必 要 か を 明 ら か に

す る こ と を 目 的 に 、 ド ゥ ー ラ 的支 援者 に よ る 妊産 婦 へ の ケ ア を 行 っ た 。

2 .  目標

( 1 ) 妊 娠 ・ 分娩 ・ 育児 を 楽 し め る よ う に 支援す る 。

( 2  ) 親 と し て 成長 す る 過程 を 支援 す る 。

3 . 活動の実際

( 1 ) 時期 平成 19 年 9 月 か ら 平成 20 年 3 月 ま で

( 2 ) 協力施設

1 ) 神 戸 市 の 2 施設

2 ) 青森市 の 1 施設

( 3  ) 支援 内 容

妊娠後 期 か ら 産後 1 """' 2 ヶ 月 ま で の 期 間 、 継続 的 に ド ゥ ー ラ 支援者 と し て 関 わ り 、 そ の

内 容 は 、 ① 話 を 聴 く 、 ②相 談 に 応 じ る ( 専 門 的 な 内 容 に つ い て は 病 院 ス タ ッ フ 、 地 域 の 保

健師 な ど の 専 門 家 に 橋 渡 し す る ) 、 ③一 緒 に い る (妊婦 さ ん が 不 安 で必 要 な 時) で あ る 。

( 4 ) 支 援 時期

原則 と し て 、 妊娠期 2 回 ・ 分娩 時 ・ 産祷入 院 中 毎 日 ・ 産後 1 ......， 2 回 、 た だ し 、 時期 回 数

は 、 協 力 妊 婦 の 希 望 に 応 じ て 調整す る 。

( 5 ) 記録

別紙 「 ド ク ー ラ 連絡 票 J に 妊婦 へ の 支援 内 容 を 記録 し 、 担 当 (研究) 者 に 郵 送 す る 。

4 .  ド ゥ ー ラ 支 援者活動 状 況

( 1 ) ド ゥ ー ラ 支援者の募集

支援者 の 募集 は 、 養成セ ミ ナ ー 受 講 終 了 者 に 、 ド ゥ ー ラ 的支 援者 と し て の 活動 の 有 無 を

問 い 合 わ せ し 、 活動 を 申 し 出 た 人 を 登録 し た 。 ド ク ー ラ 支援者活動 が で き た の は 7 人 で あ

る 。

( 2  ) 協力妊婦 の 募集

産科施設側 に 、 年 齢 は 2 0 代 前 半 、 12 月 末 ま で の 分 娩 予 定 日 の 方 で 、 ド ク ー ラ 支援 を 希

望す る 妊 婦 の 選択 を 依 頼 し た 。 施 設 か ら 、 対象 と な る 妊 婦 の 受診 日 の 連絡 を 受 け 、 研 究 者

が 研 究 の 概 要 を 説 明 し 、 同 意 の得 ら れ た 妊 婦 に ド ク ー ラ の 紹介 を し た 。 初 回 面接 時 は 、 お

互 い の 自 己 紹 介 カ ー ド の 交換 を し な が ら 、 連絡方 法 の 確認 を行 っ て い た 。 研究者 は 同 席 し
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て い た が 、 妊婦 と ド ク ー ラ の 会 話 に加 わ ら ず に 、 質 問 や 疑 問 の 補 足 説 明 を す る 程度 で 二 人

の 面会 状 況 を 見 守 っ て い た 。 次 回 以 降 は ド ク ー ラ が 主 体 的 に妊婦 と 連絡 を 取 っ て い た 。

( 3  ) 活動方法

ド ク ー ラ が 、 妊 婦 の 生活状況 を 考 え て 、 支 援 方 法 の 工夫 を し て い た 。 原則 的 な 支援 回 数

を 決 め て は い た が 、 い ず れ の ド ク ー ラ も 表 1 に示 す と お り 、 妊娠 中 は 電話や メ ー ル で 、 健

診 の 同 行 、 家族 と の 顔 合 わ せ な ど を 行 い 、 産 後 は 入 院 中 の 面会や産後 の 1 ヶ 月 健診 の 同行 、

家庭訪 問 等 を 、 相 手 の 生活 時 間 を 配慮 し て 、 メ ー ノレやハ ガ キ な ど を利 用 し た 関 わ り 方 を し

て い た 。

( 4 ) 出 産 の 状況

2 名 が 事 前 に 出 産 時 の ケ ア を 辞退 し 、 ま た 5 名 は 出 産 時 ド ク ー ラ が 呼 ばれ な か っ た 。 そ

の 理 由 は 「 夫 が 立 ち 合 う J r 実母 が 立 ち 合 う J r分娩 は 家族 だ け で J r 気 持 ち の 余裕 が 無 か っ

た 」 と の こ と で あ っ た 。 分娩所要 時 間 は 、 1 名 が 24 時 間 を超 え て い た が 、 他 は 12 時 間 以

内 で 比 較 的 ス ム ー ズ な 出 産 で あ っ た 。 た だ し 、 健診 日 に 分娩 に な っ た 妊 婦 の 分 娩 第 1 期 の

2 時 間 ほ ど 同 席 で き た ド ク ー ラ が 2 名 い た 。 分娩第 E 期 に は 立 ち 合 い が で き な か っ た 。

( 5 ) 産後 の 生活場所 と 育児支援者

産 後 の 生活 の 場所 は 、 自 宅 が 1 名 、 祖 父 母 宅 が 1 名 、 後 は 実家で あ る 。 期 間 は 産後 1 ヶ

月 く ら い で あ る 。 7 名 の 妊 婦 中 6 名 が 実母や祖母 な ど サ ポー ト が 十分 に あ っ た 。

表 1 ド ク ー ラ 支 援 者 の 活動 状 況

ド ゥ 妊婦 年齢 初 回 妊娠 支援回数 そ の他 (家庭訪問、 分娩第 I 期付き 添い) I 
フ (歳) 週数 妊 娠 中 出 産 後

(回数)
1 A 氏 24 36 2 4 産後 は実家 実母 ・ 祖母が支援

2 B 氏 21 31 7 6 母親学級に参加、 妊娠中 は夫 と 2 回

双胎 t ‘ i 産後 は 自 宅 実母が支援

3 C 氏 23 36 4 6 産後 は実家 実母が支援
保育所情報 を渡す

4 D 氏 22 36 1 1 産後 は実家 実母が支援

5 E 氏 24 35 4 9 妊娠 37W 家庭訪 問 し妊婦 と 実母に面会
産後 29 日 自 家庭訪問
産後 は祖父母宅 祖母が支援

6 F 氏 24 36 3 12 産後 38 S 自 家庭訪問
産後 は 自 宅 支援者無 し (実母病弱)

7 G 氏 18 37 4 6 分娩第 I 期付き 添い
産後は実家 実母 ・ 祖母が支援
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5 . 面 接 内 容 (妊娠期 ・産祷 入 院 中 ・育児期) 報 告 記 録 よ り

提 出 さ れ た 記録 か ら は 、 妊婦や家族 に 対す る ド ゥ ー ラ の 気 遣 い が 表現 さ れ 、 ま た 、 妊 婦

の 気 持 ち の 揺れ に は 、 自 分 の 体験 を 交 え て 、 気持 ち を 穏や か に す る よ う に 助 言 を し て い た 。

周 産期 の 支 援者 が た く さ ん い る 妊婦 に 対 し て の ド ゥ ー ラ の 迷 い も 記入 さ れ て い た 。 出 産 後

は赤 ち ゃ ん の 成長 を 我 が 子 の こ と の よ う に 喜 び が 記入 さ れ て い た。

( 1 ) 話題

①妊娠期 ・ 産樽 ・ 育 児 経過

〈妊娠期 〉

- 実母 が 産 後 早 い 時期 に シ ャ ワ ー裕 を し て 寒 い 思 い を し た の で 、 産後 1 ヶ 月 は シ ャ ワ ー さ

せ な い と い っ て い る ( 妊 婦 は 、 不 潔 で 得 な こ と な い し 、 我 慢 で き な い と 思 っ て い る ) ( 39W) 

・ 予 定 日 が 過 ぎ て 、 お腹 は 張 っ て い る け ど 陣痛 が こ な い 。 健診 日 ま で 全然 も つ か も 。 で も

陣痛促進剤 は あ ま り し た く な い か ら 、 な る べ く 身 体動 か し て 頑 張 り ま す。 (40W)

・ お腹 が 随分 大 き く な り 、 尾 底骨 が 痛 む ら し い。 (3 1W)

・ お 腹 が 張 っ た り し な い か ? と 尋 ね た が 、 以 外 と 元 気 で あ る 。 (3 1W)

・ 健診 結 果 が 順調 で妊婦 も 安 心 し て い た 。 ( 36W)

・ 健診 時 、 実 母 も 一 緒 で 不 安 も な い よ う に 見 え た 。 (36W-)

・ 健診 結 果(子宮 口 入 り 口 が ま だ少 し 硬 く 、 も う 少 し 出 産 に は か か る と 医 師 か ら 説 明 を 受 け

た ) を き ち ん と 伝 え て く れ る 。 (TEL で ) (39W) 

・ 健診 後 の 報 告 ( 子宮 口 が 指 1 本分 聞 い て い る ら し い ) 連絡 あ り 。 妊 婦 の 予想 で は 2 '"" 3

日 中 に 産 ま れ る か も と 。 「 心配 し て も し ょ う が な い し 、 な る よ う に な る J と 妊婦 さ ん(37W)

・ 陣痛 か ら 6 時 間 で 出 産 し 、 「安産 で 良 か っ た わ ね j と 助 産 師 に 言 われ た 。

お 産 が 始 ま り 「 ド ク ー ラ に 連絡 し な き ゃ 」 と 思 い な が ら あ ま り に 腰 が 痛 く 余裕 が な か っ

た 。

(産後 〉

・ 赤 ち ゃ ん の 名 前 が 決 ま り 「 子 ど も へ の 思 い や名 前 の 由 来j と か 聞 かせ て も ら っ た 。 ( 産 後

2 日 )

・ 「 お 乳 が あ ま り で な い か ら 怒 っ て 泣 く J r お 腹 が 一 杯 に な ら な く て す ぐ 起 き る J r 乳 首 が 少

し 切 れ て い る J と 話 し て い る 。 ( 産後 2 日 )

・ 「 初 乳 を 飲 ま せ た い j と 頑 張 っ て い る 。 ( 産後 2 日 )

・ 仕事 に 復 帰す る と 混合栄養 に な る 可 能 性 が あ る 。 晴乳瓶 の 乳 首 と オ ッ パ イ 、 う ま く 吸 え

る か な と 少 し 気 に か け て い た 。 ( 産後 4 日 目 )

・ 入院 中 は母 乳 が あ ま り で な か っ た け ど 、 今 は よ く で る よ う に な っ た 。 (産後 8 日 )

・ 赤 ち ゃ ん の お し り が 少 し 赤 く な っ た 。 ( 産 後 13 日 )

・ 祷婦 が 少 し 疲 れ た よ う に 見 え た が 本人 に は 言 え ず。 3 '"" 4 日 し て 電話 し て み よ う (産 後

13 日 )

- 赤 ち ゃ ん の お し り が 少 し 赤 く な っ て い た け ど 、 お 湯 で 拭 い て い た ら す っ か り 椅麗 に な っ

た 。 あ と 、 「顔 に ニ キ ピ の よ う な も の が で き て い る J ( 産 後 20 日 )

- 晴乳 瓶 を 使 い だ し て か ら ミ ル ク し か飲 ま な く な っ た。 オ ッ パ イ を や ろ う と す る と 怒 っ て
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泣 く 。 ほ と ん ど ミ ル ク に な っ て い る 。 ( 産 後 29 日 )

・ で き る こ と な ら 母 乳 で と 思 っ て い た け ど ・ - 仕方 な い 、 初 乳 は し っ か り 飲 ん で く れ た 。

祖母 も 母 も 自 分 も ミ ル ク で 育 っ た か ら 大丈夫 と 思 う 。 ( 産後 29 日 )

・ 赤 ち ゃ ん は お 母 さ ん の 顔 を 見 て 笑 う よ う に な っ た 。 嬉 し い ( 産 後 80 日 )

②気持 ち ・ 精神状態

〈妊娠期〉

・ 陣痛 が 怖 い 、 ど ん な感 じ な の だ ろ う (38W)

・ お 産 が 近づ き す ご く 不 安 で怖 く な っ て き た 。 (39W)

・ 実母 に 「 陣痛 の 痛 み っ て ど ん な感 じ ? 私 を 産 む 時 は ど ん な だ っ た ? J っ て 聞 い た 。 (39W)

. 母親 学級 で 出 産 の V T R 視聴 後 少 し 不 安 あ り (31W)

・ 出 産 の 希 望 も あ ま り 記入 も な く 、 出 産 に 対 し て も 「 分 か ら な い j と 連発。 で も 素 直 な感

じ が し た 。

〈 産 後 〉

・ 何 も か も が 慣 れ な く て 大 変 です 。 長 時 間 眠 る の が で き な い。 ( 産後 8 日 )

・ 育児 が 大分楽 に な り ま し た 。 ( 産 後 40 日 )

・ 妊娠 中 は 「 自 分 の 子 ど も は 可愛 い の か な '""-' J と 思 っ て い た け ど 、 実 際 に 赤 ち ゃ ん の 顔 を

み た ら 可 愛 い J と マ マ 、 「 そ の 気 持 ち が あ れ ば そ れ だ け で 十 分 育 て ら れ る ね 」 と 話 し 合

っ た。 ( 産後 2 日 目 )

③家族

〈妊娠期 〉

・ 夫 の 実家 に 同 居 し て い る が 、 小姑や犬 が い て 、 赤 ち ゃ ん が 生 ま れ て か ら 帰 る の は ・ ・ (39W)

・ 実家 が 広 い し 気兼 ね し な く て 良 い か ら 実家で暮 ら し た い。 だ が 夫 は嫌 な よ う だ(39W)

・ 実母 が 夕 方 か ら 早朝 ま で の 仕 事 な の で 、 そ の 時 間 に お 産 に 付 き 添 え な い(38W)

- 友人 が 何人 か妊娠 し 、 妊 娠 ラ ッ シ ュ み た い(38W)

・ 毎 回 の健診 の 報 告 に 家族 は 安堵 さ れ て い る 。 (35W)

・ 妊娠 ・ 出 産 ・ 産 後 に 関 し て は実 母 が 病 弱 な た め に 援助 も 受 け ら れ な い し 、 受 け る つ も り

も な い (35W)

( 産 後 〉

・ 産後 1 ヶ 月 が 過 ぎ て 自 宅 に 戻 っ た が 、 実母 が 毎 日 自 宅 に 来 て 食事や洗濯 を し て い る 0

. 育児 休 暇 後 は保育所 に し た い が 良 く 分 か ら な い 。

・ 実母 は 「 毎 日 朝 か ら 晩 ま で 見 る の は無 理 J r 娘 に 自 立 し て 欲 し い j と 話 し て お り 、 「 責任

が な い か ら 可愛 い 」 け ど 、 実母 が 育児 を 担 当 す る 気持 ち は な い。

・ 毎 日 ベ ビー カ ー で実 家 に し ょ っ ち ゅ う 行 っ て い ま す。 ( 産 後 40 日 )

④ そ の他

〈妊娠期〉

・ 布 お む つ が 環境や金銭 的 に は 良 い よ う だ が 、 大 変 そ う な の で紙 お む つ に す る 。 (39W)

・ 近所 の 方 々 の 助 言 ( 大 き な お 腹 で 出 歩 か な い 方 が よ い ) が 煩 わ し い 、 好奇 心 の 目 で ジー

と 見 ら れ る 。 双 子 で あ る た め 他 の 妊 婦 と 比較 さ れ る な ど 悩 み を 聞 い て 欲 し い 。 (35W)
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- ド ク ー ラ の 妊娠や 出 産 に つ い て 質 問 あ り 。 出産 を 心配 し て い る 様子(35W)

〈 産 後 〉

・ ド ゥ ー ラ サ ポ ー ト 期 間 が 終 わ る こ と を 話す と 「 こ れ か ら の 方 が 必要 と 思 う 。 一 番 心 配 な

の が 赤 ち ゃ ん の 病 気 の 時J と の こ と 。 ( 産 後 29 日 )

・ 保健 師 の 家庭訪 問 が あ っ た。 ( 産 後 80 日 )

( 2 ) 助 言 し た 内容

〈妊娠 期 〉

・ 体重 も 重 く な る の で 、 階段や段差 の あ る 道 路 、 ま た 、 人や 自 転車 と の ぶ つ か り に は 気 を

付 け る よ う に。 (31W)

・ 11 月 に 入 り 寒 さ が 増 し て き た の で風邪 ・ 冷 え に 気 を 付 け て 。 ( 35W)

・ 「 初 産 な の で お 産 ま で に は少 し 時 聞 が かか る か も 、 必 要 時連 絡 下 さ い。 J と 伝 え た が 、 自

分 の 方 が ド キ ド キ で ・ ・ ・ 指 1 本分 か ら ど れ く ら い か か る の か資 料 を 見 て イ メ ー ジ し た 0

・ 「案 ず る よ り 産 む が 安 し 」 の こ と ぼ と 、 自 分 の 出 産 時 間 が 短 か っ た こ と を 紹 介す る 。 こ の

こ と で気 持 ち を ほ ぐ し て も ら っ た 。

- 人 の 目 は気 に し な い よ う に 、 ま た 、 見 守 っ て 下 さ っ て い る の か な ? 等 気分 の い い 受 け 止

め 方 に さ れ て は と 、 穏や か な 言 葉 が け を し ま し た 。

- 元 気 な 赤 ち ゃ ん が 二 人 も 授 か る の だ と 自 信 を 持 っ て み て は ど う か。

〈 産 後 〉

・ 産後 の 生活 に慣れ な く て ・ ・ ・ 「 誰 で も そ う よ 。 み ん な 一 緒 よ j と 答 え た。 (産後 8 日 )

・ た ま に は パパ と 二 人 き り で デー ト し た い 時 な ど は 、 赤 ち ゃ ん を 見 と く か ら 連絡下 さ い。

( 産後 4 日 )

( 3  ) 研究者 へ の 要望 (記録 よ り )

・ 事前 に 面接す る 妊婦 の 様 子 を 、 少 し 、 伝 達 し て も ら え れ ば、 ド ク ー ラ と し て は安 心 す る 。

分娩 ま で に 、 家 族 と 面会 で き る こ と が あ れ ば、 ド ク ー ラ の 立場 と か事情 を 知 っ て も ら い 、

そ の 後 の ケ ア に 役 立 つ の で は 。

・ い つ も 順調 で 「 何 も 変 わ り あ り ま せ ん J と い う 返事 な の で 、 こ の ま ま で 良 い の で し ょ う

か。 実 母 が い つ も 一 緒 な の で 安 心 な さ っ て い る よ う で す。

電話 の 度 に お 邪魔 し て い る よ う で 、 落 ち 込 ん で し ま い ま し た 。 ( 分 娩 ・ 退 院終 了 後 に 連

絡 あ り )

• 35W で 会 い ， 妊 婦 の 周 囲 に は 夫 ・ ご 両親 ・ 祖父母等 が 近 く に お り 、 協力 的 で 、 今 の と こ

ろ 特 に 不安 等 も な く f 何 を 話 し た ら い い の かj 手探 り 状態 です 。 ド ウ } ラ と し て の 支援

は 、 出 産 後 か ら に な る か も し れ ま せ ん。

・ ど ん な サ ポ ー ト が で き る の か。 で き た ら 病 院 で 見 守 ら せ て 欲 し い け ど 、 お 産 の 第 1 回 目

だ け で も 研究者 の 同 行 は無 理 で し ょ う か。

• 38W で 前 回 か ら 1 週 間 た ち 、 連 絡 が な い の で 、 TEL 連 絡す る 。 ド ク ー ラ が負 担 に な っ て

い る と 悪 い な と 思 う 。

・ 聞 き 漏 ら し が 多 く 、 面 接 の仕方 ( ポ イ ン ト ) を よ く 聞 い て お く べ き で し た 。
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6 . 懇談会

ド ク ー ラ 支援 活 動 中 、 懇談会 を 妊娠期 ・ 分娩期 ・ 産後 に 各 1 回 ずつ 開 催 し 、 ド ク ー ラ か

ら そ れ ぞ れ の 受 け 持 ち 妊婦 ・ 縛婦 と 児 の 状況報告 と 支援 内 容 、 困 っ て い る こ と や心 配 な こ

と な ど に つ い て 意 見交換 を し た 。

担 当 妊婦 に 対す る 思 い 、 ジ レ ン マ 、 ド ク ー ラ と 妊婦 (実母) と の価値観 の 相 違 な ど を 表

現 さ れ て い た 。 ド ク ー ラ 自 身 が 表 現 す る こ と で 、 感情 の 整理や ス ト レ ス 発散 の 機会 に な っ

て い た と 考 え る 。

( 1 ) 意見

①妊婦 の 意 見

・ 妊婦 と 会 う 時期 は も っ と 早 い 時期 が よ か っ た 。

- 妊娠 中 は 気 持 ち が 不 安 定 に な る の で 、 話 し 相 手 が 必 要 0

・ 育児 期 に 本 に 載 っ て い な い細 か な こ と を 相 談 で き る 相 手 が 必要。

・ 出 産 時 は家 族 の 方 が よ い 。 助 産 師 が 付 い て も ら う こ と で 安 心 感 が あ る 0

・ お 互 い の 関係 が で き て い れ ば 、 出 産 時 に い て も 構 わ な い。

・ 有料 の ド ク ー ラ は あ ま り 必要 と し て い な い。 相 談 で き る 人 が い な か っ た ら 必要 か も 0

・ 産後 2 ヶ 月 で 終 了 は 早 い 。 1 年 く ら い が 必要 な 時期 と 思 う 。

② ド ゥ ー ラ の 意 見

・ 妊婦 へ の 関 わ り 時期 は も っ と 早 い ほ う が よ い。

・ 懇談 会 が 月 1 回ベ ー ス で あ り 、 意 見 交 換 が で き る の が よ い。

・ 支 援 時期 は 自 分 の ベ ー ス で で き た の で 、 自 分 で ス ケ ジ ュ ーノレ を 調整 し て 負 担 な く で き た 。

・ 祷婦 の 退院 目 、 1 ヶ 月 健診 の 日 な ど 分 か ら ず 、 病 院 に 行 っ た ら 退 院 し て い た な ど すれ違

い に な っ た 。 事 前 に 研究者か ら 日 程 の 連 絡 が あ る と 良 い。

・ 病 院 に 次 の 健診 日 な ど を 問 い 合 わ せ ら れ る シ ス テ ム が あ る と 良 い。

. 因 っ た 時 の 相 談窓 口 と し て 研究者 が い て 良 か っ た 。

・ 記録 は 大 変 0

・ 分娩 の 立 ち 合 い が 不 安。 分娩 に 付 き 添 う な ら 、 初 回 は 研究者 が 一 緒 に い て 欲 し い 0

. 実習 が 必 要 0

・ 電話 、 メ ー ル 、 手 紙 な ど 、 連絡手段 は 相 手 の 状況 を 考 え て 使 い 分 け し て い る 0

. メ ー ル でや り 取 り を し て 詳細 は 電 話 で 話す な ど連絡方 法 の 使 い 分 け す る 。

・ ド ク ー ラ 同 士 の 意 見 交 換や研究者 へ の 相 談 が で き 有意 義 で あ っ た 。

( 2  ) コ ーデ ィ ネ ー タ ー (研究者)、 の 調 整 内 容 ・ 役割

記録報告 ・ 妊婦 と ド ク ー ラ の 面接や懇談 会 の 意 見 か ら 、 調整や コ ー デ ィ ネ ー タ ー (研究

者) の 役 割 が 4 項 目 に 整理 で き た 。 い ず れ に し て も 、 ド ク ー ラ や妊 婦 が 混乱 し な い よ う に

事前 の 調整や 関係者へ の 説 明 、 お よ び助 言 が で き る よ う な 準備 が 必要 で あ る 。

① 関係 者 へ の 紹 介

・ 初 回 面接 時 に ド ク ー ラ の 紹 介

・ ド ゥ ー ラ が 母 親 学級参加 時 に 担 当 助 産 師 に 、 受 講 の お願 い と ド ゥ ー ラ の 紹介

・ 担 当 助 産 師や 医 師 に 、 ド ヮ ー ラ が 定期 健診 時 の 診 察室 に 同 席 す る こ と の 依頼
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② 関係 部署 や 関係 職 種 へ の 連 絡

・ 事 前 に 小 児 科 医 師等 、 関 係 部 署 に 研 究 内 容 の 説 明 が 必 要

. 出 産 宜 後 に 病棟 ス タ ッ フ に 挨拶

③分娩や 産 後 の 方針等 の 説 明 と 確認

・ 予 定 日 を 過 ぎ た 妊 婦 の 、 今 後 の 予 測 (誘発 目 的 入 院 の 可能性) を ド ウ } ラ に伝 え る 0

・ 産樽入院 中 に ド ウ } ラ が 、 面会や退院 後 の 今 後 の 関 わ り に つ い て 祷 婦 に 確認 を と る 。

・ 入 院期 間 、 産 後 の 健診 時期 の 日 時 を ド ク ー ラ に 伝 え る 。 又 は妊婦 に 聞 く よ う に 助 言す る 。

④樽婦 と ド ゥ ー ラ の 調 整 と 助 言

. 1 ヶ 月 健診 に ド ヮ ー ラ に 同 行す る 。

・ 縛婦 イ ン タ ビ ュ ー 前 に ド ウ } ラ に 時期 の 相 談 を す る 。

・ ド ク ー ラ か ら の相 談や質 問 に 答 え る 。 (母乳 と 人 工 乳 の 飲 ま せ方 の 違 い 、 育児相 談 の リ ソ

ー ス )

7 . 妊婦の研究協 力 依頼 で 断 ら れ た 理 由

ド ク ー ラ 側 の 、 「 仕 事 の 都 合 J r 家族 が 病気 に な っ た J な ど の 都 合 で 、 妊 婦 と 面 会後 に 中

断 し た ケ ー ス が 2 例 、 リ ス ト ア ッ プ さ れ た 妊 婦 へ 、 研究協力 に つ い て 説 明 し た 後 に 、 辞退

さ れ た ケ ー ス は 7 例 あ っ た 。 そ の 理 由 と し て は 、 妊 婦 の 周 囲 に は 、 サ ポ ー ト で き る 実母や

友 達 が 存在 し て お り 、 そ ち ら を 優先 し た い と の 意 見 で あ っ た 。

- 家族 が 支援 し て く れ る の で必 要 な し

- 家族 が い る の で

・ 家族 も 、 相 談 で き る 妊婦 の 友人 も い る の で必 要 な い

- 相 談や質 問 に は 、 実母 が 最 初 に 聞 き た い と 思 う に 違 い な い

. 自 分 は 研 究 対象 に は な ら な い と 思 う

- 家族 が 反 対 し て い る の で 断 り ま す

8 .  ド ゥ ーラ の支 援に対する支払 い 費 用

研究 終 了 時 に 、 今 回 の ド ゥ ー ラ の 支援 内 容 に 対す る 支 払 い 可 能 な 費 用 に つ い て 、 意 見 を

聞 い た と こ ろ 、 「 今 の と こ ろ 無 料 で な い と 必要 な い J r 話 を 聴 い て も ち う だ け 、 今 の 制 度 な

ら 無 料J r 無 料 な ら 頼 む J r 有 料 な ら 産 ま れ る 前 は入 ら な い j と い う 意 見 と 、 r 1 回 500 円

で月 3 '"'"' 4 回J r 1 ヶ 月 1，000-2，000 円 J r 1 回 1 時 間 で 2，000 円 月 4，000 円 く ら い な ら

払 っ て も 良 い J r 月 5，000 円 く ら い J r 専 門 的 知 識 ( 医療 の知識 ・ 育児 の 知識 ) を 持 っ た 支

援者 と し て の プ ロ だ、 っ た ら 有料 で も 良 い J 等 様 々 な 意 見 で あ っ た 。

こ れ は 、 産 後 の 支 援 者 の 有 無 、 産後 の 育児 等 に 困 っ た 経験 の 有 無 に 関係 な い 意 見 で あ っ

た。
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9 .  ド ゥ ーラ 的 支 援に対する助産師のイ ン タ ビ ュー

ド ゥ ー ラ と 妊婦 、 家族 と の 関 わ り 方 を 経 験 し た 助 産 師 に イ ン タ ビ ュ ー し た 。 研究者 が 事

前 の 説 明 や 了 解 を し て い た こ と で 、 助 産 師 の 意見 は好意 的 で あ っ た 。

( 1 ) ド ク ー ラ 的支援者 の 支援 を 受 け た 女性 ・ 家 族 に つ い て の意見や感想

・ 緊 張感 の 強 い 産婦 に は 少 し 頼 れ る し 、 助 け て も ら え る か な と 思 う 。

・ 産後 は傍 で お 話 し を し て く れ 、 力 強 い 存 在 だ と 思 う 。

- 助 産 師 が 傍 に 付 き 添 え な い 時 、 歩 行 開 始等 の 時 は 安 心 感 が あ る 0

. 入 院 中 の 生活 や 病 室 の構造な ど を よ く 理解 し て も ら え る と 良 い 。

( 2  ) ド ク ー ラ 的支援者 の 受 け 入れ に つ い て の 意見や感想

・ お 互 い の 関係 ( 家族 と 同 じ感覚 、 母 親 的 感 覚 ) が で き て い れ ば違 和 感 は な い0

. 妊婦 が ド ゥ ー ラ に 多少 気 を 遣 っ て い た よ う だ。

・ 助 産 師 が 妊婦 の 状況 に つ い て 連絡 を と る の は 、 家族 に 連絡 (入室 の 了 解 を 得 た り そ の他

の連絡等) す る の と 同 じ な の で煩 わ し さ は な い。

( 3 ) ド ク ー ラ 制度 に つ い て の意見

- 支援 者 の な い 人 に は制 度 が あ っ た 方 が よ い 。

- 支援者 が い る 人 で も 頼れ る 存在 と し て 良 い の で は。

1 0. 今後の課題

ド ゥ ー ラ 的 支援 者 の 活 動 は 妊 産 樽 婦 及 び 医 療 従 事者 に 受 け 入 れ ら れ る こ と が 認 め ら れ

た。 し か し 、 今 後 こ の 活 動 を 普及 さ せ る に は 種 々 の 課題 も 明 ら か に な っ た 。

( 1 ) 協 力 妊婦 の募集

・ 実母や友 人 等 の サ ポ ー ト が あ る と 、 ド ゥ ー ラ は遠慮 し て 関 わ り を 控 え た り 、 関 わ り に く

い と 感 じ て い た 。 希 望者 を 募 る な ど 対 象者 の 募集 方 法 を検討 し た い 。 ま た 、 ド ゥ ー ラ に

家族 以 外 の 人 が サ ポ ー ト す る メ リ ッ ト や親 子 関 係 の 調整役 な ど を 説 明 し て い く

・ 若年者 だ け で な く 、 転勤者や双 胎 妊 娠 、 マ タ ニ テ ィ ブルー な ど の 妊婦 も 対象 と す る 。

( 2  ) ド ク ー ラ の 関 わ り の 時期

妊娠 の 早 い 段 階 か ら 、 育 児 に 気 持 ち の 余 裕 が で き る ま で の 期 間 と し て 、 関 わ り の期 間 を

再考す る 。

初 回 面 接 が 36 週 と 遅 く 、 分娩 ま で の 関 わ り の 期 聞 が 短 く 、 関係 を 築 く こ と が 難 し か っ

た 。 一 方 、 妊娠 中 に 話 し 相 手 が 欲 し い と の 意 見 が あ り 、 ド ゥ ー ラ も 妊婦 か ら も 、 早 い 時期

か ら の 関 わ り が よ い と の 意 見で あ っ た 。 ま た 、 育児期 は 細 か な 情報 を 必要 と し て お り 、 産

後 2 ヶ 月 で 終 了 で は 早 い 、 1 年 く ら い は 必 要 で は と の 意 見 が あ っ た 。

( 3  ) ド ク ー ラ 活動 に つ い て

- 家族 の 立場 に 近 い 存 在 で あ っ た が 、 今 後 は 医 療 従 事者 と 妊産婦 と の 橋 渡 し 的 な 役割 も 検

討す お。

・ 分娩期 よ り 妊娠期 ・ 育児 期 に ド ク ー ラ を 必 要 と し て い た こ と か ら 、 日 本 に お け る 妊婦 の

ニ ー ズ の 把 握 、 ド ゥ ー ラ の役割 に つ い て 調 査 ・ 検討す る 。

・ ド ヮ ー ラ と 妊婦 の 連絡 時 の 費 用 の 検討 が 必 要。 携帯 電話や メ ー ル 、 ハ ガ キ 等 の 予 算 化 し
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に く い 費 用 の 発 生 や 、 家庭訪 問 が 前 日 に 決 ま る と か週 末 に 予 定 さ れ る と 、 直 前 の 交 通 費

申 請 が難 し い と か 手 続 き が 煩 雑 に な っ て い た と 思 われ る 。

・ 記録 の 形 式や提 出 時 の 郵 送 方 法 等 の 検討

記録 を す る の が 大 変 で 、 提 出 が 遅 れ が ち で 、 懇談会 時 の 提 出 の こ と が 多 か っ た 。

( 4 ) 懇談会 に つ い て

ド ゥ ー ラ 同 士 の 意 見 交換や研 究者 へ の相 談 が で き て 有 意義 で あ っ た。

担 当 妊婦 に 対す る 思い 、 ジ レ ン マ 、 自 分 と 妊婦 ( 実 母 ) と の価値観 の 相 違 な ど を 表 現 さ

れ て い た。 ド ゥ ー ラ 自 身 が 表 現す る 事 で感情 の 整 理や ス ト レ ス 発散 の機会 に な っ て い た と

考 え る 。

妊娠 中 の 関 わ り が 早 期 か ら の 場 合 、 懇談会 の 回数や、 時期 を 検討す る 。

( 5  ) ド ク } ラ セ ミ ナ}内 容 に つ い て

- 分娩 に 立 ち 合 う こ と に 不 安 が あ り 、 施 設 で の 実 習 の 必 要 を 検討す る 。

・ 地域 の 育児支援 内 容 、 社会 サ ポ ー ト シ ス テ ム の 細 か な 情報 が 必 要 で あ っ た 。 教 育 プ ロ グ

ラ ム の 見 直 し ゃ ブ ラ ッ シ ュ ア ッ プ研修 の 検討 を し た い 。

・ 対象妊婦 の 背 景 に 合 う 資 料 の 配 付 や 、 ド ク ー ラ 自 身 に 情報収集 の 方 法 を 説 明 す る な ど を

工 夫 す る 。

- 施設 の 入院 ス ケ ジ ュ ールや産後健診 な ど 事 前 に 把握 で き る よ う な 資 料 の 作成 な ど を 検討

す る 。

( 6 ) 研究者 の 役 割

- 相 談役 と し て 研 究者 が い つ も 相 談 に 乗 れ る 体制 を と る こ と が 必 要 と 考 え る 。 ド ゥ ー ラ へ

の フ ォ ロ ー は十分 に で き た と は い え ず 、 方 法 な ど検討す る 必 要 が あ る 。

・ 研究 者 が 施 設 と の 調整 に か な り 入 っ た の で ド ク ー ラ 、 ス タ ッ フ 双 方 に と っ て ス ム ー ズ な

印 象 を 受 け た 。 窓 口 と な る ス タ ッ フ と も っ と 親密 な 連 携 が 必 要 で あ り 、 軌道 に の っ た ら 、

あ る 程 度 、 施設側 に お願 い す る 体制 を 作 り た い。

( 7 ) ド ク ー ラ 活動 の普 及 に む け て

妊婦 に ド ク ー ラ 活動 の ア ピ ー ノレ が 必 要 で あ る 。 そ の た め に は 、 妊婦 の ニ ー ズ調査や分娩

に 対す る 妊婦 の 希 望 、 分娩 の イ メ ー ジ調査等 で基礎デー タ 収集 の 検討 が 必 要 で あ る 。

毎 回 の懇談会 で は 、 ド ゥ ー ラ の 方 が い き い き と さ れ て い て 、 我 が 子 の こ と の よ う に 妊婦

さ ん の 順 調 な 様子や 赤 ち ゃ ん の成長 を 喜 び、 お 互 い の 関係 に つ い て 楽 し そ う に 報 告 さ れ て

い た 。

入院 中 の 赤 ち ゃ ん に 面会 し た 時 の こ と 、 赤 ち ゃ ん を 抱 っ こ し た 時 の 喜 び 、 成長 し た 赤 ち

ゃ ん の 携 帯 画 面 を 見せ な が ら 、 赤 ち ゃ ん 談義 に お お い に盛 り 上 が っ て い た 。 中 に は ド ク ー

ラ の 家族 が 、 赤 ち ゃ ん と 面会 し て 、 家族 ぐ る み で の 付 き 合 い に発展 し て い る ケ ー ス も あ る 。

研 究 の 意 義 に も あ る よ う に 、 ド ク ー ラ シ ス テ ム は 、 中 高 年 の社会参加や生 き 甲 斐対 策 に 意

義 が 大 き い と 感 じ た 。 ボ ラ ン テ ィ ア の メ リ ッ ト ・ デ メ リ ッ ト や有 料 で の 活動 等 を 今 後 検討

し た い。
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VI .  ドクーラの支援を 受 け た 女性 か ら の聞 き 取 り 調査

1 . 目 的

諸 外 国 で の ド ク ー ラ の 活 動 を 知 り 、 日 本 に お け る ド ゥ ー ラ 導入 の 基礎 的 資料 と す る こ と

を 目 的 と す る 。

2 . 調 査 方 法

( 1 ) 対象者 : 米 国 で ド ゥ ー ラ 支援 を 受 け て 出 産 を し た 女性

( 2  ) 調査期 間 : 平成 19 年 10 月 11 日

( 3 ) デ ー タ 収集方法 : 半構成 的 個 人 イ ン タ ビ ュ ー

( 4  ) デー タ 分析方法 : イ ン タ ビ ュ ー を 録音 し た も の を 逐語録 に お こ し 、 記 述 さ れ た も の

を 内 容 ご と に ま と め た 。

( 5 ) 倫理的配慮 : イ ン タ ビ ュ ー の 目 的 、 中 断 の 自 由 、 話 し た く な い こ と は 話 さ な く て よ

い こ と 、 調査 内 容 は 本 研究 の 目 的 以 外 で は使用 し な い こ と 、 発 表 の 際 に は プ ラ イ パ シ ー を

厳守す る こ と を イ ン タ ビ ュ ー 前 に 口 頭 で 説 明 し 、 同 意 を 得 た 。

3 . 結果

( 1 ) 対象者の 背 景

20 歳 代女性。 日 本 で妊 娠 後 渡米 し 、 ド ク ー ラ の 支援 と 主 張助 産 師 の 介助 で 自 宅 出 産 し た。

産後 6 か月 で 帰 国 し た 。

( 2 ) ド ク ー ラ の 支援 を受 け た 動機

自 宅 出 産 希 望 で 助 産 師 を 探 し て い た と こ ろ 、 自 宅 出 産 を サ ポ ー ト す る ド ゥ ー ラ を 知 っ た。

面接後 1 日 考 え て か ら ド ゥ ー ラ を 依頼 し た 。

( 3 ) ド ク ー ラ の背景

1 ) 年齢 40 歳 代 前 半 の 日 本人

2 ) 背 景

3 人 の 子 ど も を 日 本 で 出 産 し 4 人 目 を ア メ リ カ で 自 宅 出 産 し た 。 日 本 の 助 産 院 で手伝

い を し て い た 経 験 が あ る 。

3 ) 資格

ア メ リ カ の ド ク ー ラ の 資格 ( チ ャ イ ル ド パ ー ス エ デ ィ ユ ケ ー タ ー ) * 

ラ ク テ ー シ ョ ン コ ン サ ル タ ン ト

妊婦マ ッ サ ー ジ

ア ロ マ セ ラ ピ ー

* ア メ リ カ で は 団 体 が 6 種類 ぐ ら い あ り 、 団 体 に よ っ て 基準が 違 う 。 マ タ ニ テ ィ ー ク ラ ス の 参

加 や 出 産 の 立 ち 会 い に 必 要 な 時 間 数 な ど が 規定 さ れ て い る 。 知識 と 経験 を つ ん で は じ め て 貰 え

る 資格。 民 間 資格 で あ り 、 国家資格 で は な い 。
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( 4 ) ド ク ー ラ か ら 受 け た ケ ア 内容

1 ) 妊娠期

① 出 産 の コ ー チ ン グセ ッ シ ョ ン 全 1 0 回 1 回 2 時 間 ( 時 間 を 越 え て ケ ア し て く れ る 場合 も

あ る )

内 容 は そ の 人 の 状 態 に 合 わ せ て そ の都度必要 な こ と を サ ポ ー ト し て く れ る 。

例 ) お 産 の 相 談 、 マ タ ニ テ ィ ト リ ー ト メ ン ト 、 病 院 の 健診 の 付 き 添いや通訳 、 乳房 ケ ア 、

食事指導 ( ケ ー キ を 食べ て い な い か な ど 具体 的 な 助 言 ) 、 買 い 物 の 付 き 添 い 、 精神 的 な 支援

②マ タ ニ テ ィ ー ク ラ ス 全 6 回 ( パ パ 向 け 2 回 、 マ マ 向 け 2 回 、 カ ッ プル参加 2 回 )

2 ) 分娩期

・ 産婦 の 身 体 的 、 情 緒 的 ケ ア ( ず っ と そ ば に 付 き 添 い 声 を か け た り 、 産痛緩和 マ ッ サ ー ジ 、

呼 吸 法 を 一 緒 に 行 う )

・ 身 の 回 り の 世話 ( 喉 か 渇 い て な い か 、 暑 く な い か 、 寒 く な い か 、 リ ッ プ ク リ ー ム な ど )

・ 夫 の サ ポ ー ト ( f 手 を 握 っ て あ げ て 」 、 「 お 湯 か け て あ げて ・ ・ j な ど 産 婦 が 夫 に し て ほ し

い と 思 わ れ る サ ポ ー ト を 代 わ り に 助 言す る )

助 産 師 へ の 通 訳 ( お風 日 の お 湯 の 温度 を 「 日 本人 は熱 い の が 好 き な の よ 」 な ど説 明 す る )

3 ) 産祷期

・ 産後 1 週 間 毎 日 電話 訪 問 を 受 け る 0

. 乳房 ケ ア 3 回

・ ベ ビ ー マ ッ サ ー ジ

- 産祷期 以 降 の フ ォ ロ ー ( ア メ リ カ 滞在 6 ヶ 月 中 )

無料 ( ド ク ー ラ の 好 意 ) で 月 1 回 く ら い 連絡 を く れ た 。

( 5  ) 助 産 師 か ら 受 け た ケ ア 内容

1 ) 妊娠期

・ 月 1 回 胎 児 の 状態 チ ェ ッ ク 、 ド ッ プ ラ ー 、 子 宮 底 測 定 、 生 活 の 相 談 ( 食 事 の 摂 取 状 況 、

体調 の 変化 な ど )

血液検査、 超 音 波 な ど 妊 婦 が 希 望 す れ ば で き る 所 を 紹 介 し て く れ る

2 ) 分娩期

- 助 産 師 は そ の 都 度 そ の 都 度 後 ろ の 方 ( 足 側 ) で様子 を み て 、 お 産 の 進 行 を 見 守 っ て い る

3 ) 産祷期

産後 1 週 間 は 毎 日 電話 を 受 け る

. 授乳 の ア ド バ イ ス

・ 新 生児 の健診 ( 発 育 チ ェ ッ ク な ど )

産後 1 ヶ 月 ま で フ ォ ロ }

( 6 ) ド ク ー ラ か ら 紹介 さ れ た カ イ ロ の 先 生 か ら の ケ ア

出 産 前 に 身 体 の チ ェ ッ ク 1 回

出 産後 に 骨盤 の 矯正 1 回

( 7 ) ド ク ー ラ の 体制

1 ) 契約形態
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個 人契約

2 ) 役割

①助 産 師 と の 情 報 交 換

妊婦 が ど ん な 出 産 を し た い と 考 え て い る か 、 助 産 師 へ意見 の す り 合 わせ ( 通 訳 の 役 割 )

を し て く れ た 。

② 出 産 の 立 ち 会 い

夜 間 で も 連絡 し て 来 て く れ る 体制 で あ っ た 。

③ 出 産 に 必 要 な 物 品 準備

バ ラ ン ス ボ } ノレ 、 電気毛布 な ど を 持 参 し て い た ( 水 中 出 産 の プー ル は 助 産 師 の パ ー ス キ

ッ ト に 含 ま れ て い る ) 。

④ 出 産 時 の 継 続 フ ォ ロ ー

お 産 で ト ラ ブル が あ り 病 院 に 搬 送 さ れ た 場合、 助 産 師 も ド ゥ ー ラ も 一 緒 に 付 き 添 い 、 常

に 妊婦 と ベ ビー が 1 人 に な ら な い よ う に し て く れ る 体制 で い る 。

3 ) 助 産 師 と の 役 割 分担

ド ク ー ラ も 助 産 師 も お 互 い の仕 事 の 範 囲 を 尊重 し 合 っ て い た 。

ラき噴丸事車 工 f ミ ド ワ イ フ も ド ゥ ー ラ の入 も お互 い尊重 し あ っ て る 感 じ があ っ て。 ド ゥ ー ラ 自 身 も

ミ ド ヲ イ フ の や る こ と に余計 な 口 出 し は し な い し 、 そ の逆 で ド ク ー ラ の や る こ と に ミ

ド ヲ イ フが ど う の こ う の 言 う こ と も な い で すね。 お互 い の JOB を ち ゃ ん と や っ て と い

う 感 じJ

童橋事車 工 [体の成長 は や っ ぱ り ミ ド ヲ イ フ で すね。 最初の一 ヶ 月 ま で の検診は、 完全 に ミ ド ワ

イ フ の ほ う で サ ポー ト と し て く れ る と い う お話 で 、 お願い し てた ん で (病院に い く 必

要はな く )J

( 8 ) 経費

1 ) ド ゥ ー ラ 支援 に か か る 費用

・ パ ー ス コ ー チ ン グ 、 お 産 の 前 の 個 人セ ッ シ ョ ン 1200 ドル ( 14 万 4 千 円 ) 0 

・ 出 産 の 立 ち 会 い ・ 産 後 の ケ ア 5 00 ドル (約 6 万 円 )

産後 1 ヶ 月 以 内 に 何 回 か 来 て も ら う ケ ア が 含 ま れ る 。

2 ) 助 産 師 の ケ ア に か か る 費用

妊娠 中 の 健診 と 出 産 全 部 で 3200 ド ル (約 35 万 円 )

( 9 ) 保 険 の利 用 に つ い て

ド ゥ ー ラ に 使 え る 保 険 も あ る よ う だ が 私 の 入 っ て い る 保険 で は使 え な か っ た 。 保 険 の 使

え る 助 産 師 、 ド ク ー ラ も い れ ば使 え な い助 産 師 、 ド ゥ ー ラ も あ る 。 使 え る 場合 で も 保 険 の

種類 が 限 定 さ れ て い る 。

( 10) ド ク ー ラ への 印 象

お 産 を 支 援 す る プ ロ の 技術 を 持 っ て い る 人 で あ っ た (声 か け や マ ッ サ ー ジ の ス キ ル な

ど ) 。

fマ ッ サ ー ジ し て も ら っ て い る と き に 、 も う ち ょ っ と こ っ ち っ て 言 う ま で も な く 、 ピンポイ ン

ト で こ う 気持 ち い い所持 さ れ て、 あ ~ さ すが ! っ て 、 なんか痛い の に す ごい感心 し ち ゃ っ て ま
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し た ねj

- 自 分 に 近 い な ん で も 話 が で き る 、 姉 の よ う な 存 在 で あ っ た 。 信 頼 で き て フ ァ ミ リ ー の 一

員 に な っ た 。

気 が き く け れ ど 押 し つ け が ま し く な い 、 控 え め な 自 然 な サ ポ ー ト を し て く れ る 。

( 11) 妊娠期 か ら 産梶期 ま で の 体験 に つ い て の感想

- 分娩 時 に そ ば に い て 産 痛緩和 や分娩 の進行や状況 を 説 明 し て も ら え て 良 か っ た 。

[ う ち の夫は立 ち 会 っ て く れ た入 で す し 、 い ろ い ろ や っ て く れ る ん で すけ ど、 や っ ぱ り こ う 、

同 じ マ ッ サ ー ジ で も ド ゥ ー ラ の入 がや る の と ではぜん ぜん違 う し 、 今 の状態が ど う な ん だ、ろ う

と か を 説 明 し て く れ る 人 が 常に そばに い る 、 常に い る っ て い う のが一番良 か っ た ん で。 j

・ 自 分 の 目 の 前 に ず っ と い て 支 え て く れ る 人 が 必 要 だ、 っ た 。

[助産婦が マ ッ サ ー ジを や っ て も ら っ て い て も お産の様子 をみ る と き は、 こ こ (自分 の 自 の前)

か ら い な く な る じ ゃ な い で すか ・ ・ そ し た ら そ の 間 っ て い う のがやっ ぱ り 不安 で。 ほん の 一瞬

ド ゥ ー ラ が ト イ レ に い っ た だけ で、 い な く な っ ち ゃ っ た ---- 1 み た い な感 じ だっ た り j

( 12) ド ク ー ラ 的支援者 の 支援 内 容 に つい て の 意見や感想な ど

ド ゥ ー ラ が 姉 な ら 助 産 師 は母 と し て ど ち ら に も 絶対 的 な信頼 を お い て い た 。

[ ド ゥ ー ラ は 心 の ケ アがメ イ ン。 ミ ド ワ イ フ は健診 に い っ て 、 体を診 て も ら っ て赤 ち ゃ ん は元

気 で安心 だな っ て い う の で安心 し て婦 っ て き た 感 じ だっ た ん で。 相談 ごと と か も ち ろ ん し てた

ん で すけ ど、 も っ と 近 い存在が ド ク ー ラ だっ た っ て い う 感 じ。 j

[助産婦は知識 も 経験 も 豊 富 で すの で、 お産 で何が起 こ っ て も 大丈夫 と い う 信頼感は助産婦が

い て こ そ の も の で し た。 お産の ト ラ ブルの対応は助産師 し か で き ま せん し 、 や っ ぱ り そ の あ た

り が ド ゥ ー ラ と の役割の違 い 、 ド ゥ ー ラ と 助産婦の棲み分け に も 関係 し て く る のか な と 患 い ま

す。 j

ド ク ー ラ 自 身 の 経験 か ら の 話 が 役 に 立 っ た 。

fお産の知識 よ り も 、 体験 と い う か、 4 入 も 産ん で ら っ し ゃ る の で、 あ の 子 の時は こ う だっ た

か ら ・ ・ っ て 言 う 話を開け る のが、 結構私 の 中 では大 き か っ た で すね。 j

・ 実母 と ド ゥ ー ラ の サ ポ ー ト は異 な り ど ち ら も 必要 で あ る 。

「やっ ぱ り 別物 と し て、 フ ァ ミ リ ー ではな く て専門知識 を も っ て い る っ て い う ・ ・ ・ 専門知識

っ て 言 う の と も ま た ち ょ っ と 違 う ん で すけれ ど も 、 ち ゃ ん と 知識 を も っ て い る 入 と し て い て欲

し い。 親が い た と し て も 頼ん で い た と 患 い ま すね。 特に妊婦 の立場 に な っ て考え て く れ る 一番

の入 だっ た の で。 や っ ぱ り 助産婦 さ ん はお産 を正常に と い う か安全 に すすめ る と い う の があ っ

て、 ド ゥ ー ラ は そ の 気持 ち 優先 で、 や っ て く れ る と 。 親 と かが い て も 心配 でお ろ お ろ と い う 感 じ

に な る と 思 う の で違 う か な ~ と は思 い ま す。 j

出 産 を 共 に 喜 ん で く れ た こ と が 嬉 し か っ た 。

fお産の と き に す ごい夫 も 喜ん で る 、 そ の横 でそれ以上 に助産婦 さ ん も ド ク ー ラ さ ん も 喜ん で

く れ て。 た かが 1 人 の 日 本人 の出産 で、 そ の人 た ち は何回 も 経験 し て い る 出産の立会 い でなん

か も う 家族み た い に こ ん な に 喜ん で く れ る 人達が い る ん だ~ っ て い う の が す ごい 幸 せ で。 幸せ

で し た。 そ の 一 言に つ き ま すね。 J
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- 次 の 出 産 も ド ワ ー ラ ケ ア を 受 け た い と 思 う 。

r f1 本だっ た ら 払 わ な い な っ て思 い ま し た ね 、 最初は。 終わ っ てみ て思 う と 、 私今度二人 目 を

日 本 で生 む と し て も 、 そ の人 をアメ リ カ か ら 呼 び寄せ てお願い する つ も り な の で、 や っ ぱ り そ

こ ま で す る 価値があ る な ~ っ て思 い ま すj

( 13) ド ク ー ラ 支援 に 対す る 夫の感想

・ 妻 の 心 の ケ ア を し て く れ る 人 が 必 要 だ と 考 え て い た 。

f最初は多分、 彼は 言葉の面があ る か ら や っ ぱ り そ う い う サ ポー ト 、 日 本語 で も し て く れ る 人

が い た ら い い ね っ て い う 感 じ だっ た と 思 う ん で すよ。 で、 ま あ 、 基本的に は私 が希望する な ら

すれ ばい い し ・ ・ っ て い う 風 に 言 っ て く れ て。 実際、 そ の期間通 し て、 終 わ っ てみ た ら 、 私が

す ごい そ の ド ゥ ー ラ に頼 り 切っ て い た の を よ く そ ばでみ てた ん で、 も う 句 、 て よ か っ た ね ・ ・ ・ "

っ て い つ も 言 っ て ま し た ね。 私 の 心 の ケ ア を 一番心配 し て く れ て い た の で、 それ を し て く れ る

のが希望 で す っ て い う の を ド ゥ ー ラ の人 に彼 の ほ う か ら お願い を ずっ と し て い て く れ て。 j

( 14) 日 本で の ド ク ー ラ 普及 に つ い て の意見

- ド ク ー ラ は 必 要 で あ る 。

f自 宅 であ っ て も ド ゥ ー ラ の存在 っ て す ご く 心強か っ た の で、 日 本だっ た ら 、 自 宅出産 自 体が

す ご く 少 な い じ ゃ な い で すか。 病院 で先生 と の間 に た っ人 と し て ド ク ー ラ が い た ら 一番 い い だ

ろ う な っ て い う の は、 す ご く 思 う 。 j

. ド ゥ ー ラ と 信頼 関係 を 築 け る こ と が 必 要 で あ る 。 そ の た め に は妊 娠 中 か ら 関 わ る こ と や

お 互 い の 相 性 が 大切 だ と 考 え る 。

rf}fjに お産だけ に立 ち 会 っ て も ら っ た わ け じ ゃ な く て、 そ の 前か ら ケ アがあ っ た ん で ・ ・ ・ だ

と 思 う ん で すけ ど、 それ ぐ ら い近 い 存在に な ら な い と ち ょ っ と ど う か な っ て い う の は逆に思 い

ま すかね ー。 回数よ り も や っ ぱ り そ の相性が一番だ と 患 い ま すけ ど、 そ のお産の前に 1 .2 回 で

も 会 っ て、 こ の人 な ら 信用 で き る っ て い う 人 であ れ ば、 そ う い う 入 に立 ち 会 っ て も ら っ た ほ う

がや っ ぱ り い い な ~ っ て い う 気が し ま す。 J

・ ド ゥ ー ラ の 制 度 が 広 ま れ ば病 院 で 医 師や 助 産 師 が 選べ な く て も 、 少 な く と も ド ゥ ー ラ は

信頼 で き る 人 を “持 ち 込 む" こ と が で き 、 ず っ と 付 き 添 っ て も ら え る の で 大 き な メ リ ッ ト に

な る と 思 う 。 交 代 時 間 も な い。

4 . ま と め

ド ゥ ー ラ 支援 を 体験 し た 女性 は 、 ド ゥ ー ラ を 心 か ら 信 頼 し て 出 産 し て い た 。 助 産 師 と ド

ク ー ラ は役 割 が 異 な り 、 ど ち ら も 必 要 で あ る と い う 彼女 の意 見 は 、 日 本 に お け る ド ゥ ー ラ

支 援 の 可 能 性 を 十分 に 裏 付 け ら れ る 内 容 で あ っ た 。 今 後 、 日 本 に お け る ド ゥ ー ラ 支援 の 導

入 に む け て 、 ド ク ー ラ の 役割や支援 方 法 を 検討 し て い く こ と が 課題 と な る 。
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第 47 回 日 本母性衛生学会学術集会 抄録

妊産祷婦の体験か ら抽出 した ド ク ー ラ 的支援者の役割 第 1 報
-妊娠期 にお け る ケ ア ニー ズ と サポー ト

1 青森県立保健大学、 2 弘前大学、 3神戸市看護大学、 4 弘前大学医学部附属病院

|資料l ー 1 I 

0佐藤愛 \ 西野加代子 2 、 宮本昭子 2 、 高 田 昌代 3 、 谷川裕子 3 、 工藤優子 4 、 新道幸恵 1
[ 目 的 ] 若年妊婦の母親役割 の取得へ の ニ ー ズか ら妊娠期にお け る ド ゥ ー ラ 的支援者の役

割 を 探 る 。 ド ク ー ラ と は 出産前、 出 産 中 、 出産後 の母親 を身体 的 に も 情緒的に も継続 して
支援 し、 情報を提供す る 、 出産経験 の あ る 女性を意味する。

{方法】 面接期 間 : 2005 年 9 月 "'2006 年 3 月 。 対象 : 初産婦 7 名 。 デー タ 収集方法 : 妊
娠期 に 2"'3 図面接 を実施 した。 面接では、 生育暦に関する事、 両親 と の 関係、 胎児への思
い、 夫 と の 関係等についてデ} タ 収集 し た。 分析方法 : 内容分析の手法 を も と に、 得 ら れ
たデー タ か ら 妊婦の ケ ア ニーズを抽 出 し、 それに対する サポー ト 内容を検討 した。

【結果 ・ 考察】 妊婦の ケア ニーズに は、 1 妊娠を受容する 、 2 妊娠中 の 生活を整え る 、 3 胎
児への 関 心 を 高 め る 、 4 親に な る こ と の意識 を 高め る 、 5 分娩に対す る 準備 を整え る 、 6 夫

(パー ト ナー) と の新た な関係 を 築 く 、 7 両親 (家族) と の関係 を調整す る 、 8 友人や近隣
者 と の 関係 を調整す る 、 9 産後の生活を整 え る が あ っ た。 こ れ ら に対す る ド ゥ ー ラ 的支援者
への役割 に は、 1 そ ばにいて話を聴き 共有す る 、 2 と も に考え る ・ 経験す る 、 3 妊婦を支持
す る 、 4 自 分の体験を話す、 5 妊婦 (お よ びそ の家族) と 専門家 と の 関係 を調整す る 、 6 妊
婦 と 夫 (パー ト ナー) と の 関係を調整す る 、 7 妊婦 と 両親 (家族) と の 関係 を調整す る 、 8
妊婦 と 友人 ・ 仲 間 と の 関係 を調整す る こ と が あ る と 考 え ら れた。

妊産祷婦の体験か ら 抽 出 し た ド ク ー ラ 的支援者の役割 第 2 報
一 分娩期にお け る ケ ア ニーズ と サポー ト ー

1 弘前大学医学部附属病院、 2 弘前大学、 3 神戸市看護大学、 4 青森県立保健大学
0 エ藤優子 1、 宮本昭子 2、 高 田 昌代 人 谷川裕子 S、 西野加代子 2、 佐藤愛 4、 新道幸恵 4

【 目 的】 第 2 報では、 若年妊婦の母親役割の取得へのニーズか ら 分娩期 に お け る ド ク ー ラ
的支援者の役割 を探る。

【方法 I 面接期 間 : 2005 年 9 月 "'2006 年 3 月 。 対象 : 初産婦 7 名 。 デー タ 収集方法 : 産
樽 7 日 以 内 と 産祷 1 ヵ 月 の 2 図面接 を 実施 した。 面接では主に分娩や子供に対す る 思い、
親 に な る こ と への思いな どについてデータ を収集 した。 分析方法 : 内容分析の手法を も と
に 、 得 ら れた デー タ か ら 産婦の ケ ア ニ ーズ を抽 出 し、 そ のニーズに対す る ケ ア サポー ト 内
容を検討 した。

【結果 ・ 考察】 産婦の ケ ア ニ ー ズ に は 「分娩時の心理的サポー ト を得 る J r分娩時の身体的
サポー ト を得 る J r分娩での満足感を持つJ r医学的介入時の 自 己決定J r 医学的介入の必要
性を理解す る J r分娩時に希望を言 え る 環境を整 え る J な どが あ っ た。 こ れ ら のニーズに対
す る ド ク ー ラ 的支援者の役割 に は、 1 常に産婦の傍にいて、 産婦が で き る だ け安楽でい ら れ
る よ う 苦痛の緩和方法な ど を産婦 と 一緒に実施す る。 ま た は家族 と 一緒に緩和方法を実施
す る 。 2 分娩進行状況や行われる 処置な ど について産婦が理解で き て い る か確認 し、 適宜専
門家の説 明 が受 け ら れ る よ う に支援す る 。 3 分娩について の思いや不安を傾聴す る 。 4 必要
に応 じ て 、 自 分の経験を話す。 5 産婦 を励ま し、 支持をす る。 6 医学的介入の理解や 自 己決
定に関 し て 、 必要に応 じて専門家 と の連携 を 図 る こ と な どが あ る と 考 え ら れた。
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妊産祷婦の体験か ら 抽 出 した ド ク ー ラ 的支援者の役割 第 3 報
- 育児期 にお け る ケ ア ニ ー ズ と サポー ト ー

1 弘前大学医学部附属病院、 2 神戸市看護大学、 3 弘前大学、 4 青森県立保健大学
O 工藤優子 1、 谷川裕子 2、 西野加代子 3、 宮本昭子 3、 高 田 昌代 2、 佐藤愛 4、 新道幸裏 4

【 目 的 ] 第 3 報では、 若年妊婦の母親役割の取得へのニーズか ら 育児期 に お け る ド ク ー ラ
的支援者の役割 を探 る 。

[方法] 面接期 間 : 2005 年 9 月 ----2006 年 3 月 。 対象 : 初産婦 7 名 。 デー タ 収集方法 : 産
祷 7 日 以 内 と 産祷 1 ヵ 月 の 2 回面接を実施 した。 面接では主に子供や育児 に対する思い、
親 に な る こ と への思い、 夫や両親 と の 関係な どについてデータ を 収集 した。 分析方法 : 内
容分析の手法を元に得 ら れたデー タ か ら 産祷 1 ヵ 月 ま での裸婦のケア ニー ズを抽出 し、 そ
のニーズに対する ケア サ ポー ト 内容を検討 した。

{結果 ・ 考察] 樽婦の ケ ア ニーズには f親にな っ た 自 覚 を 高 め る J r子 ど も と の関係を築い
て い く J r育児のサポー ト を得 る J r育児技術を獲得 し て い く J r 育児の不安が あ る J rマ イ
ナー ト ラ ブルが あ る J r産後 の生活を整え る J rパー ト ナー と の紳を深め る J r両親 と の紳を
深め る j が あ っ た。 こ れ ら のニーズに対する ド ク ー ラ 的支援者の役割に は、 1 樽婦の頑張 り
を認め、 誉 め る 。 2 産縛期 に起 こ り やすいマイ ナー ト ラ ブル と そ の対処方法 について知識 と
情報を提供 し、 ま た 専門家のケアが受 け ら れ る よ う に支援す る。 3 子供への思い を傾聴す る。
4 育児への思い を傾聴する 。 5 育児技術を一緒に実践 して い く 。 6 育児期 のサポー ト につい
て一緒に考え る 。 7 パー ト ナーや家族 と の 関係 につい て、 必要な場合は専門家への連絡や相
談を支援する こ と な ど が あ る と 考え ら れた。

妊産祷婦の体験か ら抽出 した ド ク ー ラ 的支援者の役割 第 4 報
-40"'50 代女性の出産の体験か ら 一

1 青森県立保健大学、 2神戸市看護大学、 3 弘前大学、 4 弘前大学医学部附属病院
0佐藤愛 1 、 高 田 昌代 2 、 谷川裕子 2 、 新道幸恵 1 、 西野加代子3 、 宮本昭子 3 、 工藤優子4

【 目 的 ] 出産 を経験 した 40----50 代の女性の体験か ら 、 分娩期におけ る ド ク ー ラ 的支援者の
役割 を採る。

【方法] 面接期 間 : 2006 年 2 月 20 ・ 24 日 。 対象 : 出産経験者で 40----50 代の女性 12 名。
デー タ 収集方法 : 2 グループで グルー プフ オ } カ ス イ ンタ ビ ュ ー を行っ た。 面接では、 自 分
自 身の妊娠 ・ 出産 ・ 育児 について、 他者の 出産に立 ち会 う た め の準備状況 と して必要 と 思
われ る 事等につ いて デー タ 収集 した。 分析方法 : 内容分析の手法を も と に 、 得 ら れたデー
タ か ら 産婦のケ ア ニー ズを抽出 し、 そ れに対する サポー ト 内容を検討 した。
【結果 ・ 考察 】 産婦の ケ ア ニーズには、 1 適切な時期 に安心 して分娩入院でき る 、 2 分娩の

進行状況が理解でき る 、 3 分娩進行 中誰かに付 き 添っ て も ら え る 、 4 分娩進行に合わせて主
体的行動が取れ る 、 5 医療者 と の信頼関係 を形成す る 、 6 辛 さ や不安を共有 して も ら え る 、
7 家族 か ら 心理的な支援が得 ら れ る 、 8 必要な 医療処置を納得 して 受 け ら れ る 、 9 分娩体験
を肯定的に受け と め ら れ る が あ っ た。 こ れに対す る ド ゥ ー ラ 的支援者の役割 に は、 1 産婦が
独 り に な ら な い よ う そ ばにいて支持す る 、 2 産婦 と 信頼関係 を形成 し、 産婦の代弁者 と な る 、
3 状況や今後 の 見通 し を理解でき る よ う 支援す る 、 4 苦痛を共感 し緩和 を援助す る 、 5 産婦
と 専門家 と の関係 を支援す る 、 6 産婦 と 夫 (家族) と の 関係を支援す る 、 7 産婦の分娩体験
を支持す る こ と が あ る と 考 え ら れた。
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第 48 回 日 本母性衛生学会学術集会 抄録
|資料1 - 2 1 

若年妊婦の支援のた めの ド クーラ 養成セ ミ ナーの評価

1 神戸市看護大学、 2 青森県立保健大学、 3 弘前大学 医学部付属病院、 4秋 田看護福祉大

学、 5 弘前大学

谷川裕子 1 、 高 田 昌代 1 、 佐藤愛 2 、 工藤優子 3 、 岩間薫4、 宮本昭子 5 、 西野加代子 5 、 新

道幸恵 2

【 目 的 】 若年妊婦が母親役割 を取得す る た め に は、 妊娠か ら 育児期ま で継続 した支援者

が必要で あ る 。 若年妊婦の支援者養成 を 目 的 と した ド ゥ ーラ 養成セ ミ ナー を試行 し そ の

内容を検討 した。 ド ゥ ー ラ と は 出産前か ら 出産後ま での母親 を 身体的 ・ 情緒的 に継続 し

て支援 レ情報を提供す る 、 出産経験の あ る 女性を意味す る 。

[方法】 出産経験の あ る 女性 33 人に対 して、 A 県 c 会場、 B 県 d 会場で平成 17 年 11

月 一12 月 に 6 日 間 の ド ク ー ラ 養成セ ミ ナー を 開催 し た。 ド ク ー ラ の役割、 妊産樽期の

経過 と ケ ア 、 育児技術、 コ ミ ュ ニケ ー シ ョ ン技術、 ス ト レス マネ ジメ ン ト 、 母子保健医

療制度 について の講義お よ び病院見学 を実施 した。 セ ミ ナー終了後 に 目 標達成状況を無

記名 自 記式ア ンケー ト で調査 した。

【結果 ・ 考察】 回収数 32 で あ っ た。 ド ゥ ー ラ の役割や妊産祷婦の心身社会的特性、 妊

産婦に必要なサー ビス と ケア 、 母子保健医療制度な どの知識理解 5 項 目 は 9 割が fでき

たj と 回答 して お り 、 ド ク ー ラ が妊婦への情報提供者に な り う る こ と が示唆 さ れた。 一

方、 ド ク ー ラ に必要 な ス キ/レの獲得について は 目 標達成が低 く 、 特に コ ミ ュ ニ ケ} シ ョ

ン技術に対す る 不安が多 く み ら れた。 今後、 講義内容の見直 しゃ体験実習 の必要性が課

題 と な っ た。 ま た ド ウ } ラ が活動す る 際には、 専門職者が ド ゥ ー ラ をサボ} ト す る シス

テ ムや継続的 な学習機会 を設 け る こ と が必要で あ る。
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第 22 回 日 本助産学会学術集会 抄録 |資料1 - 3 1 

ド ク ーラ に よ る妊産婦並びに育児中の女性への支援システム構築に関する基礎調査 (第 1 報)
一育児中の女性の ド ク ーラ の支援希望 と看護者の支援状況 と の関連性一

0岩間薫 1) 、 佐藤愛2)、 西野加代子3) 、 谷川裕子4) 、 高 田 昌代4) 、 工藤優子5)、 宮本昭子3) 、 新道幸恵2)
1 ) 秋 田看護福祉大学、 青森県立保健大学健康科学研究科健康科学専攻博士後期課程、
2 ) 青森県立保健大学、 3 ) 弘前大学、 4 ) 神戸市看護大学、 5 ) 弘前大学医学部附属病院

I 緒言
本研究は、 育児中の女性に妊娠か ら育児期までに希望する ド ク ーラ支援の希望の有無 と その看護者等

から の支援状況等 と の関連性を明 らかにする こ と を 目 的 と して調査を行った。 ド ク ーラ と は、 「担張 ・ 出
産 ・ 育児中の母親を身体的に も情緒的にも、 継続 して支援 し'情報を提供する、 一定期間研修を受けた経
験豊かな (家族そコ親族以外の) 女性j のこ と と 定義する。
E 方法

【期間】 平成 19 年 1 月 "'2 月 。 【対象】 東北地方の A 市 ・ B 市、 近畿地方の C 市に在住 している、 4 か
月健診に訪れた母親 450 名。 【データ収集方法] 健診会場で 自 己記述式質問紙を配布 し、 郵送にて回収
した。 【分析方法] 分析には、 統言情勃庁ソ フ ト SPSSVer.ll.5 for Windows を用いて、 χ 2 検定を行った。
{倫理的配慮] 研究の趣旨を 口頭および文書で説明 し、 承諾の得 られた人に配布 した。 なお、 研究代表
者の所属する大学の倫理審査会の承認を得て実施 した。

E 結果

質問紙の回収数は 171、 有効回答率は 38.0%で、あった。 ①対象者の背景 : 対象者の平均年齢は 31.2
歳 (SD4.39) 、 今回の出産が初めてであった (以下、 「初産婦J ) のは 52.0%、 2 回 目 以降 (以下、 「経
産婦J ) は 48.0%で、 異常があったのは矧辰中 24.6%、 出産中 40.9%、 育児中 28.1%で、あ っ た。 出産施
設は、 診療所 ・ ク リ ニ ッ ク 53.2%、 総合病院 46.2%で、 施設を選択 した理由は、 「家か ら近いJ 56.1%、

f病院のア メ ニテ ィ が良かっ たJ 33.9%、 「助産師キ看護師のケアが良いJ 29.8%のJI顕であっ た。 ②家族 ・
友人か ら の支援 : 今回の矧辰、 出産、 育児中において何ら かの支援を受けていた者は、 妊娠中 98.8%、
出産中 95.9%、 育児中 100.0%であっ た。 ③助産師 ・ 看護師か ら受けた支援 ・ ケア : その内容は、 新生
児 と の早期櫛虫の機会を持つJ 89.5%、 「産婦を力づけるJ 84.8%、 f矧辰中の経過を判断するJ 77.2%、

f分娩の進行状態を判断するJ 76.6%のJI聞であった。 ④ ド クー ラ からの支援の希望 : 希望する者I士宮卦辰
中 70.8%、 出産中 60.2%、 育児中 79.5%であった。 ド ウ }ラ か ら の支援を希望する者 と 、 対象者の背
景およ び家族 ・ 友人か ら の支援の有無 と の聞には関連性はなかったが、 育児中の初産婦 と 経産婦 と の聞
と 、 助産師 ・ 看護師か ら 「妊娠の健康状態について気が付いた こ と を医療従事者に伝える J r矧辰中に愛
着形成を促すJ r分娩経過の健康状態について気がついた こ と を医療従事者に伝えるJ r育児期のサポー
ト について一緒に考えるj の 4 項 目 の支援・ ケアの有無 と の間において有意差が認め られた ( p <0.05) 。

N 考察
本調査から 、 育児中の女性は、 ほ と ん どが家族 ・ 友人、 専門家である助産師 ・ 看護師の支援があっ て

も 、 それ ら と は別の非専門家である ド クー ラ か ら の支援 ・ ケアを受けたい と 考えていた。 一方で、 ド ク
ー ラ か ら の支援を希望する者 と助産師・看護師から受けた支援・ ケア と の内容で関連性のあった項 目 は、
工藤ら の 円興躍するJ r傍にいて、 と も に経験するJ r他者 と の関係、を調整するj と い う ド ク ー ラ の役割
と 同様であ り 、 妊娠 ・ 出産 ・ 育児期にある女性は、 これら の支援を受ける こ と を望んでいる と 推察され
た。 また、 現代の初産婦は、 子 ど も 時代か ら乳幼児 と接触する こ と や育児中の女性に出会 う 機会が少な
く 、 育児が初めての経験である こ と か ら経産婦よ り も育児中の支援を望んでいた と 考え られた。
V 結論

育児中の女性は、 看護職等 と の関連性の観点から妊娠 ・ 出産 ・ 育児中の どの時期において も ド クーラ
の支援を希望 し、 特に、 初産婦では、 育児中に支援を求めていた。
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ド ゥ ー ラ に よ る妊産婦並びに育児中の女性への支援システ ム構築に関する基礎調査 (第 2 報)
-出産経験のある女性における ド ヮーラ要件一

0工藤優子 1)、 佐藤愛2)、 高 田 昌代3)、 谷川裕子3)、 新道幸恵2)、 宮本昭子4)、 岩間 薫5) 、 西野加代子4)
1) 弘前大学医学部附属病院、 2) 青森県立保健大学、 3) 神戸市看護大学、 4) 弘前大学、

5) 秋 田看護福祉大学、 青森県立保健大学健康科学研究科健康科学専攻博士後期課程

I 緒言
本研究は、 矧辰 ・ 出産 ・ 育児中の女性を支援する ド ゥ ーラ と なる女性の要件を探索する こ と を 目 的 と

して調査を行った。 ド ゥ ーラ の定義は第 1 報 と 同 じである。
E 方法

[期間] 平成 18 年 12 月 ~平成 19 年 2 月 。 {対象] 東北地方の A市 ・ B 市お よ び近畿地方の C 市に在
住 している、 出産経験のある 23"""'69 歳ま での女性 830 名。 [データ収集方法】 中学校の PTA や女性大
学に参加 している女性に、 自 己記述式質問紙を配布 し、 郵送にて回収 した。 金析方法1 分析には、 統計
解析ソ フ ト SPSSVer.ll.5 for Windows を用いて、 χ 2検定を行った。 【倫理的自由意】 研究代表者の所属
する大学の倫理審査会の承認を得て実施 した。 研究 目 的の説明文を質問紙に添付 し、 返送 しな く て も な
んら不利益を生 じる こ と はないこ と を説明 した。
E 結果

回収数は 297、 有効回答率は 35.8%であっ た。 対象者の平均年齢は 53.2 歳 (SD10.5) で、 子供数は
平均 1.7 人であった。 倒辰か ら育児中に異常のあった者は 68.7%で、 なかった者は 31.3%であった。 現
在の仕事の有無は、 「あ り 」 が 39.4%、 「な しJ が 57.9%であった。 健康状態は f健康」 と 答えた人が
89.2%であ っ た。 これま での地域活動の参加では 「子育てサポー ト を したJ 6.7%、 rPTA 役員を したJ
61.3%があっ た。 ま た、 他人の妊娠 ・ 出産 ・ 子育て を支援 した経験については、 妊娠中では 「話を聞い
てあげたJ 62.6%、 「不安や悩みな どの相談にのったJ 54.2%、 「家事を手伝ったJ 39.4%、 「妊婦健診に
付き添っ たJ 22.6%で、 出産中は 「開高室で一緒にいたJ 17.5%、 「障痛があ る 時にマ ッサージな どを し
たJ 17.2%、 f分娩に立ち会っ たJ 7.1%、 育児中では、 「話を聞いてあげたJ 69.7%、 「子ど も を預かったj
64.6%、 「育児の不安や悩みの相談にのったJ r家事を手伝っ たJ 45.8%、 「林裕を手伝っ たJ 38.7%な ど
があった。 ド ク ーラ と して妊産婦や育児中の女性を支援する こ と への関心がある と 答えた者は 66.7%で、
回答者の脳辰 ・ 出産 ・ 育児の経験と の関連性をみた と こ ろ、 「育児中の異常があったJ r子育てサポー ト
を したJ r妊婦健診に付き 添ったJ r矧辰中に相談にのっ たJ r矧辰中に話を聞いてあげたJ r分娩に立ち
会っ たJ r育児中に相談にのったJ r育児中話を聞いてあげた」 な どの 10 項 目 で有意差があった ( p < 
0.05) 。 ま た、 ド クー ラ の育成研修への関心があ る と 答えた者は 45.1%で、 回答者の背景 と の関連性で
は、 「分娩中に異常があ っ たJ rPTA役員を したJ r矧辰中相談にのったJ r矧辰中話を聞いてあげたJ r妊
娠中家事を手伝ったJ r障痛室で一緒にいたJ r分娩中マ ッサージを したJ r分娩に立ち会ったJ r育児中
相談にのっ たJ r育児中話を聞いてあげたj な どの 23 項 目 で、有意差があった ( p <0.05) 。
町 考察

本調査から 、 出産経験のあ る女性で、 自 分 自 身の分娩中や育児中になん ら かの異常があっ た者や、 妊
娠中や育児中に相談にの った り 、 話 しを聞 く と い う 心理的な支援を したこ と がある、 あるいは分娩に立
ち会った経験がある女性、 または PTA 役員や子育てサポー ト な どの地域の活動に参加 した経験がある
女性は、 倒辰 ・ 出産 ・ 育児中に ド ク ー ラ と して支援する こ と に対 して興味があ り 、 ド ク ー ラ の育成研修
への関心も高い こ と が示唆 さ れた。 こ の こ と か ら 、 ド ク ー ラ を養成する場合には、 妊産婦の支援の経験
があ り 、 地域の活動に も積極的に参加 している女性に働きかける こ と が効果的である と 考え られる。
V 結論

出産中や育児中に異常のあった者や、 分娩に立ち会っ た、 妊産婦へIL'理的な支援を した、 地域の活動
に参加 したな どの経験がある女性は、 ド クー ラ と して活動する こ と に関心がある こ と が明 ら かになった。
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ド ク ー ラ に よ る妊産婦並びに育児中の女性への支援システム構築に関する基礎調査 (第 3 報)
一助産師の ド ウ } ラ に対する意識ー

0佐藤愛 1)、 岩間薫2)、 新道幸恵1) 、 高田 昌代3) 、 西野加代子4) 、 谷川 |裕子3) 、 工藤優子5) 、 宮本昭子4)
1) 青森県立保健大学、 2) 秋 田看護福祉大学、 青森県立保健大学健康科学研究科健康科
学専攻博士後期課程、 3) 神戸市看護大学、 4) 弘前大学、 5) 弘前大学医学部附属病院

I 緒言
ド ゥ ーラ によ る妊産婦への支援システ ム構築の基礎資料 と する ため、 ド ク ー ラ の存在や役割、 導入に

対する助産師の意識を明 ら かにする事を 目 的に調査を行った。 ド ゥ ーラ の定義は、 第 1 報と 同 じである。
E 方法

{期間】 平成 19 年 3 月 "'6 月 。 【対象】 東北地方の A 県および近畿地方の B 県に勤務する、 助産師 202
名。 [データ収集方法】 医療機関に直接送付ま たは県看護協会の協力を得て 自 己言己主式質問紙を配布 し、
郵送にて回収 した。 【分析方法】 分析には、 統言博析ソ フ ト SPSSVer.11.5 for Windows を用いて、 記述
統計並びに が検定を行っ た。 【倫理的配慮】 研究代表者の所属する大学の倫理審査会の承認を得て実施
した。 研究 目 的についての説明文を質問紙に添付 し、 返送 しな く て も不利益を生 じない事を明記 した。
E 結果

回収数は 99 で、 有効回答率 46.5%であっ た。 平均年齢は 38.8 歳 (SD8.76) 、 平均勤務年数は 13.2
年 (SD7.06) であった。 勤務場所別では病院 81.5%、 ク リ ニ ッ ク 16.3%、 助産院 1.1%の勤務 していた。
病院勤務者の う ち、 産科単独病棟は 26.6%、 他科 と の混合病棟は 52.1%であった。 ド ク ーラ について 「知
っているJ 75.5%であ り 、 妊産婦ケアに ド ゥ ー ラ は必要だ と 「思 う J 83.0%、 職場に ド ウ } ラ は必要だ
と 「思 う J 55.3%、 職場に受け入れる事が 「でき るJ 29.8%であっ た。 妊産婦のケアで 「実施 しているj
と の回答割合が高い も のか ら述べる と 「分娩進行状態を判断するJ 90.4%、 「産後の経過を判断するJ
88.3%等であ り 、 低い ものは 「友人 と の関係を調整するJ 5.3%、 f両親 と の関係を調整するJ 11.7%で
あった。 ド クーラ を必要 と するか否かを助産師のケアの実施状況 と の関連で見た と こ ろ 「妊婦 と 夫の関
係を調整するJ í妊婦 と 両親 と の関係を調整する j 等 5 項 目 で有意差があった ( p <0.05) 。 ま た、 ド ク
ーラ を必要 と する か否か と 助産師が考え る ド ク} ラ の役割 と の関連性では 「脳辰中、 夫や家族 と の関係
作 り を支援するJ í妊婦の健康状態について医療従事者に伝えるJ 等 12 項 目 で有意差があった ( p <0.05) 。
現在の職場において ド ク ー ラ が必要だ と 思 う か と 助産師のケアの実施状況 と の関連性では 「産痛の緩和
を一緒に行 う J í医学的介入の理解や 自 己決定に関 して、 医療従事者 と の連携を図るj で有意差があ っ た

( p  < 0.05) 。 ま た現在の職場に ド ウ}ラが必要か否かと助産師が考える ド ク }ラ の役割 と の関連性では
f夫婦で協力 して育児でき る よ う 支援する」 等 11 項 目 で有意差があった ( p < 0.05) 。 現在の職場への

ド クー ラ 導入の可否 と 助産師が考える ド ク ー ラ の役割 と の関連性では 「妊婦を支持するJ í産婦を力づけ
るJ 等 5 項 目 で有意差があった ( p < 0.05) 。
W 考察

本調査から、 助産師は妊産婦のケア に ド ウ} ラ は必要だが、 現在の職場に新たな役割 と して ド クーラ
を導入する のは難 しい と 考えてい る事が明 ら か と なった。 助産師は、 妊婦へのケアの う ち、 特に妊婦の
周 囲の人達 と の関係づ く り への支援において、 非専門家である ド ゥ ーラが支援する事に受容的である と
推測 された。 ま た、 現在の職場に ド ク ー ラ が必要か否かについては、 分娩時のケアの う ち、 産婦や他の
医療従事者 と の連携に関する ケア項 目 と の関連性が認め られた事か ら 、 非専門家である ド クーラ も周産
期医療チームの一員 と して受け入れる傾向がある事を示 している と 考え られる。 さ ら に、 倒辰 ・ 分娩中
の精神面への支援において、 現在の職場に ド クーラ を受け入れて も よい と 考えている事が示唆さ れた。
V 結論

ド ゥ ー ラ が必要である と 考えている助産師は多いが、 職場に必要 と する助産師はよ う や く 過半数に達
する程度であ り 、 職場に受け入れる こ と ができ る と 考えている助産師は非常に少ない。 しか し、 職場に
おける ド ウ }ラ の役割 と しては、 妊産婦への支援を期待 している事が分かった。
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f若年妊婦の親役割形成への ド ク ー ラ に よ る 支援シス テ ム 開発 に関する研究」
イ ンタ ピュ ーマ ニ ュ アル

研究 目 的 :

本研究 は、 若年妊婦の親に な る 過程 を 明 ら かに し、 若年妊婦の母親役割の取得が 円 滑に

進行す る 支援者 と し て 、 妊娠 ・ 出産 ・ 育児 を経験 した女性を ド ク ー ラ と し て 育成 し、 妊娠
中期頃か ら 出産 中 、 育児期 を通 し て マ ン ツ ーマ ン支援者 と して活動す る た め の シス テ ム を

開発す る こ と を 目 的 と す る。

( 1 ) 対象 と 方法

1 ) 若年妊婦に 、 個別イ ンタ ビ ュ ー と 参加観察 (分娩期のみ) を実施する 。
年代 : 18"-'22 歳 ま で を対象 と す る 。

2 )  ド ゥ ー ラ 予定者に 、 グループ フ ォ ーカ ス イ ンタ ビ ュ ーを実施す る 。

年代 : 40 代後半"-'50 代の 出産経験の あ る 女性を対象 と す る 。

( 2 ) 調査期間

1 ) 平成 17 年 7 月 ~平成 18 年 1 月 こ ろ ま で

面接時期 ; 妊娠 20 週前後、 妊娠 30 週 頃、 妊娠 35""""36 週頃に各 1 回 と 、 分娩後 1""""2

日 、 産後 1 ヶ 月 頃 に各 l 回 の計 5 回実施する。 こ の他に、 分娩第 1 期か ら 第 3 期 ま で
の参加観察を実施す る 。 参加観察 の 際 に で き る範囲で面接の質 問 内 容 について話を開
く 。

2 ) 平成 17 年 (具体的 な時期 について は未定)
神戸で 1 回、 青森 or 弘前で 1 回開催す る 。 ( 1 グループ 3""""5 人位)

( 3 ) 調査者

1 ) 妊婦 1 名 に対 して メ ンバー1 人が実施す る 。
2 ) 各 グループに対 して メ ンバー 1 """"2 名 で実施する。

( 4 ) 時間

1 ) 面接時聞 は 、 1 人 60 分"-'90 分を超えない よ う にす る 。 ただ し、 分娩時の参加観察は

分娩終了 ま で と する。
2 ) 面接時間 は、 1 グループ 90 分を越えない よ う にす る 。

( 5 ) 使用機器

MD レ コ ーダーお よ び筆記に よ っ てイ ンタ ピユ } 内容を記録す る。

( 6 ) 面接の方法

)( ン タ ピュ ー シー ト の 内容につ い て 、 自 由 に語っ て も ら う 。

一つの質問 に 関連 して他の こ と を語 り 始め た時は、 でき る だけ遮 ら ずに聞いてい く 。
回答の誘導はせず、 対象者の語る 言葉をそ の ま ま 受け と め る よ う 心が け る。

( 7 ) 分析方法

録音 ま た は筆記 した 内容か ら プ ロ セ ス レ コ } ドを作成す る。

内容分析の手法を も と に分析 を行な う 。
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ご協力のお願い

私疋ちは、 文部科学省か ら 朗成金を受けて 「若年妊婦の親役割形成への支援に関する研

究J を して い る グル ー プで、 妊娠 ・ 出 産 ・ 育児期を快適に過ごせる支援方法を検討する こ

と を 目 的に しています。 こ の研究で私疋ちは、 1 8 歳か ら 22 歳の若い妊婦の皆さま が、 妊

娠 ・ 出産 ・ 育児を経験 し、 母親と して成長 してい く 中で、 自 分 自 身の蛮化 を ど の よ う に 受

け とめてい るのか、 またその中でど の よ う な支援を求めているのかにつ いて知 り 、 皆 さ ま

の二 一 ズにそ っ 1ë支援方法について害えていき疋 い と思 っ てお り ま す。 特に、 出 産経験が

あ り 、 出産前後の援助 を行なう 「 ド ゥ ーラ 」 と昭ばれる女性達に よ る支援の方法に つ い て

考えていきた い と 思 っ ています。

研究の協力 に ご京諾いただく 前に、 皆さ まの権利 についてご説明い疋 します。 説明 を お

聞きにな り 、 研究への協力 を お断 り にな られでも伺ち不利益はございません。

皆 さ ま に は、 私疋ち研究班のメ ンバーで回産師の育資格者が出産の際に立会 い をさせて頂

き、 参加観察をさせて頂きます。 ま疋、 妊娠中に 3 回、 お産後の入院中に 1 回、 産後 1 か

月 頃に 1 図面接にてお話を聞かせてい 疋だきます。 面接の所要時間は 40'"'-'50 分程度です。

観察および面接内容は筆記と テ ー プへ の録音での記録をさせて頂きます。 また、 入院中の

様子に ついてカルテか ら も皆 さ ま か ら 京諾いだだける範囲の情報を収集させて頂き ま す。

これらのデータ は研究者以外が目 にする こ とのない よ う に施錠されだ揚所に保管 し、 使用

後は厳重な管理のも と に破棄いだ します。 まだ、 データ に ついて研究発表等を行う 揚合に

は皆さまのプラ イ バシ ー を厳守 し、 ま た研究以外の 目 的で は用 い ない こ と を お約束い だ し

ます。 研究の途中で参加 を 中止される揚合にち、 伺 ら 不利益が生 じる こ と は ございません

のでご安山 く ださい。

以上の内容を ご理解の上、 ど うぞご協力 いだだけますよ う お願 い 申 し上げます。

こ の調査に つ い て ご不明の こ と、 お気づき の こ とがござい ま しだ ら、 下記ま で お問 い合

わせく ださ い ま すよ う お願 い し 1疋 します。

研究代表者 新道幸恵 〈青森県立保健太学教接〉

く 連絡先 >

干030-8505 青森市浜館字間瀬 58-1

TEL : 0 1 7-765-2056 FAX : 0 1 7-765-2057 (佐藤愛〉

+<>・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0
また、 この研究の過程で、 プラ イ バシ ー、 あるいは 自 ら の権利が侵害された と 感 じだ時 に

は、 下記の機関 に ご連絡く ださ い。 すみやかに苅応いた します。

青森県立保健大学 倫理委員会

TEL : 01 7-765-2000 (代表〉

FAX : 01 7-765-21 88 

* 必ず、 倫理委員会へ と お伝 え く ださい。
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同 意 書

私は、 下記 の研究 につい て 、 目 的や内容 な ど十分 な

説明 を 受 け ま し た。 ま た 、 研究協力者が有す る 権利 に

つ い て も 説 明 を 受 け ま し た。 そ の 上 で 、 面接時の録音

お よ びカ ノレテ の 閲 覧 も 含 め て こ の研究 に協力 す る こ

と を 同 意 い た し ま す。

研究名 若年妊婦 の 親役割形成へ の ド ゥ ー ラ に よ る

支援 シス テ ム 開発 に 関す る 研究

氏名

(保護者氏名

平成 年 月 日

研究者 青森県立保健大学 健康科学部 看護学科

新道幸憲
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日

圃

No. H 年 月 日

妊婦の支援に関する基礎調査票

次の質問 に、 あな疋 ご自皐の こ と についてお答えく ださい。 空欄に記入、 ま たは適切なものを選び

0で囲んで く ださ い。

1 ) あなたの年齢は 歳

2 ) 今回の妊娠は 回 目

3 ) 現在、 妊娠 週

4 ) 妊娠中の経過で当てはまるものすべてに0 をつけてく ださい。

①切迫流産 ②切迫早産 ③妊娠 中毒症 (妊娠性高血圧症候群〉 ④逆子 (骨盤位)

⑤赤ち ゃ んが小さ い (IUGR : 子宮内胎児発育制限〉 ⑥前置胎盤 ⑦特にな し

⑧その他 (

5 ) ご家族につ いて (両親、 祖父母、 兄弟な ど )

続き柄 年齢 職業
同居の

続き柄 年齢 職業
同居の

有無 有無

夫 有 ・ 無 有 ・ 無

父 有 ・ 無 有 ・ 無

母 有 ・ 無 有 ・ 無

義父 有 ・ 無 有 ・ 無

義母 有 ・ 無 有 ・ 無

6 ) 妊娠中や出産するにあた っ て、 協力 して く れるひとはいますか。 またそれほどなたですか。

当てはまるものすべてに0 をつけて く ださい。

①夫 ②実母 ③実父

⑦祖父 ⑧姉 ・ 妹 ⑨兄 ・ 弟

⑫その他 (

④義母

⑩友人

⑤義父

⑪特にな し

⑥祖母

7 ) 現在およひ合出産するにあだ っ て、 利用する予定または利用 してい る社会資源はあ り ますか。

当てはまるものすべてにOをつけて く ださい。

①保育所 ・ 一時保育 ②経済的支援 (児童手当など〉

③労働 〔仕事〕 に 関する支援 (育児休業制度など〉 ④電話相談

⑤その他 (
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8 ) これまでに小さな子供の世話を しだ こ とがあ り ますか。 ①ある

9 ) これまでにペ ッ ト を飼 っ た こと があ り ますか。 ①ある

1 0) 母親学級は受講 した こ と があ り ますか。 ①ある

1 1 -1 ) 妊婦健診の時、 超音波検査は受けま しだか。

①毎回受け疋 ②時々受けたー受けだ週数をすべて記入 してく ださい。 (

③受けなか っ た ④その他 (

1 1 -2) 上記 1 1 - 1 ) の質問で①まだ は②!こOをつけた万にお尋ね します。

横査を受けた時、 夫 (パー トナー) は同席 しま したか。

①毎回同席 レた ②時々 同席 した ③同席 しなか っ た

1 2) 今回の妊娠は希望 していた妊娠で したか。

①希望 していた

③その他 (

②希望 していなか っ た

②ない

②ない

②ない

) 週

1 3) 次の各項 目 について、 あなた自 身 に どの程度当てはまるか、 該当する項 目 にOをつけてく ださ

し 1。
そ う ややそ う ややちが う ちが う

1 2 3 4 
①私はすべての点で自分に満足 してい る。

1 2 3 4 
②私はと き ど き 自 分がまるでだめだと思う。

1 2 3 4 
③私は自分には幾っか見と こ ろがある と 思 っ ている。

1 2 3 4 
④私はたいていの人がやれる程度には物事ができる。

1 2 3 4 
⑤私にはあま り 得意に思 う こ とがない。

1 2 3 4 
⑥私は時lマ、 た しかに 自分が役立だすだと感 じる。

1 2 3 4 
⑦私は少なく と ち、 自 分が他人と同 じレベルに立つだけの

価値のある人間だと思う。

1 2 3 4 
⑧ちう少 し自分を尊磁できたならばと思う。

1 2 3 4 
⑨いつでち自分を失敗者だと思いがち だ。

1 2 3 4 
⑩私は自分自身に対 して前向 きの態度 を と っ ている。

ご協力 あ り がと う ございま した。
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堕閏

No. H 年 月 日

育児の支援に関する基礎調査票

次の質問に、 あなだ ご自身の ことについてお答えく ださい。 空欄に記入、 または適切なものを選び

0で囲んでく ださい。

1 ) 出産 し疋 日 はいつですか。 H 

2 ) 出産にかか っ た時間はどのく ら いで したか。

3 ) 出産時の状況で当てはまる ものすべてに0をつけてく ださい。

①妊娠 37 週未満での出産 (早産) ②正常分娩 ③吸引分娩

年

⑤骨盤{立分娩

⑨その他 〈

⑥会陰切開 ⑦会陰裂傷 ⑧出血が多か っ た

4 ) 生まれた児への授乳 (母乳) はいつか ら始めま しだか。

①出産直後 (30 分以内〉 ②出産後分娩台の上で (30 分以降"' 2 時間)

③出産後 2 時間以降か ら 24 時間未満 ④出産後 1 日以上疋 っ てから

⑤その他 (

5 ) 入院期間はどれく ら いで したか。 (出産自 を含む)

6 ) 入院中は母児同室で したか。

月

④帝王切開

①出産当 日 か ら同室だ っ た

④その他 〈

②出産の翌 日 から同室だ っ た ③同室ではなか っ 疋

7 ) 入院中の状況で、 次のう ち当てはまるものがあればすべてにOをつけてく ださい。

①子宮復古不全 〈子宮の戻り が悪い〉 ②乳頭 ・ 手L房の トラブル (亀裂、 乳腺炎等〉

日

時間

日

③貧血 ④マタニテ ィ ブルー ⑤その他 ( ) 

8 ) 入院中に受けた指導について、 当てはまるちのすべてにOをつけてく ださい。

①授乳指導 ②おむつ交換 ③児の抱き方 ・ 寝かせ万 ④涼浴指導

⑤調乳指導 ⑥産後の易体的 ・ 精神的蛮化 ⑦退院後の動静について

⑧退院後の栄養 (食事) ⑨退院後の皐体の清潔 ⑩産樗体操 ⑪家族計画

⑫産後の トラブルの対処法

⑮その他 〈

⑬新生児の生理 ⑪新生児の異常時の対処法

9 ) 退院後に過 ごす揚所はどち らですか。

①自宅 ②自分の実家 ③夫 (パー トナー) の実家
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1 0) 青児に関 して、 協力 して く れるひ とはいますか。 またそれはどなたですか。

当てはまるものすべてにO をつけてく ださい。

①夫 ②実母 ③実父 ④義母

⑦祖父 ⑧姉 ・ 妹 ⑨兄 ・ 弟 ⑩友人

⑫その他 (

1 1 ) 今後、 利用する予定ま疋は利用 してい る社会資源はあり ますか。

当てはまるちのすべてにO をつけて く ださい。

①保育所 ・ 一時保育 ②経済的支援 (児童手当など〉

③労働 (仕事〕 に関する支援 〈育児休業制度な ど〉 ④電話相談

⑤その他 (

⑤義父 ⑥祖母

⑪特にな し

1 2) 次の各項 目 に ついて、 あなた 自身にどの程度当てはまるか、 該 当する項目 !こO をつけてく ださ

い。
そ う ややそ う ややちが う ちが う

1 2 3 4 
①私はすべての点で 自分に満足 してい る。

1 2 3 4 
②私はと き ど き 自分がまるでだめだと思う。

1 2 3 4 
③私は自分には幾つか見ど ころがあ る と 思 っ ている。

1 2 3 4 
④私はたいていの人がやれる程度には物事ができる。

1 2 3 4 
⑤私にはあま り 得意に思う こ とがない。

1 2 3 4 
⑥私は時々、 疋 しかに 自分が役立たすだと感 じる。

1 2 3 4 
⑦私は少なく と も、 自 分が他人と 同 じ レベルに立つだけの

価値のある人間だと思う。

1 2 3 4 
⑧も う 少 し自分を尊敬でき疋ならばと思う。

1 2 3 4 
⑨いつでも自分を失敗者だと思いがち だ。

1 2 3 4 
⑩私は自分自身に苅 して前向 きの態度を と っ ている。

ご協力 あ り がと う ございま しだ。
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|面接内容 (妊婦 ・ 祷婦用〉

1 . 現在の 自 分 自 身の こ と

・ 自 分が母親に な る こ と を ど う 思 う か。

・母親に な る た め に どの よ う な準備 を し てい る か0

・今の 自 分 自 身 を ど う 思っ て い る か。

・今、 一番関心が あ る こ と は どんな こ と か。

・最近、 自 分は変わっ た と 思 う か。 ど う い う と こ ろ が変わ っ た と 思 う か。

2 . 子 ど も に 関 す る こ と

. こ ど も (胎児 ・ 新生児) の こ と を ど う 思っ て い る か0

・親 と して 、 自 分は こ ど も に どの よ う に 関 わ り たいか。

3 . 生育歴に関す る こ と

.子 ど も の頃の思い 出 で嬉 しかっ た こ と は どん な こ と か。 (印象に残っ て い る こ と )

|資料2 - 6 1  

.子 ど も の噴の思い 出 で悲 しかっ た こ と 、 嫌だっ た こ と は ど んな こ と か。 (印象に残っ ている こ

と )

4 . 親 と の 関係

・ 自 分が子 ど も だ、っ た 頃、 両親は 自 分に と っ て どの よ う な親だっ た と 思 う か。

.最近、 自 分の親 と ど の よ う な関わ り を持っ て い る か。

・妊娠 ・ 出産 ・ 育児 に対 して、 自 分の親に ど の よ う に関わっ て欲 しい と 思 っ てい る か。

5 . 夫 (パー ト ナー) と の 関係

・妊娠 し て か ら ( ま た は最近) 夫に変わっ た と こ ろ は あ る か。 ど う い う と こ ろ が変わっ た と 思

う か0

・ こ ど も に対 して 、 夫 に どの よ う に 関わっ て欲 しい と 思 う か0

・ 自 分に対 し て 、 夫 に どの よ う に 関わ っ て欲 しい と 思 うか。

6 . 友人 と の 関係

・現在、 友人 ( 中学 ・ 高校時代ま た は そ の他) と 会 う こ と は あ る か。 ま た、 どんな こ と を話す

か。

・何で も 話せ る 友人 (親友) が い る か。 それは どんな人か。

7 . 将来に 関す る こ と

.将来 自 分は どの よ う に な り たいか。 何にな り たいか。 (職業 ・ 理想な ど)

・将来 自 分は ど う い う こ と を した い か。 (夢な ど)

8 . 自 分の理想像

.母親 と してモデルに したい と 思 う 人は ど んな人か。

・生き方や人生においてモデルに したい と 思 う 人は どんな人か。
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イ ン タ ビ ュ ー ご協 力 の お 願 い

私 た ち は 、 平 成 1 7 年 度 よ り 文 部 科 学 省 か ら 助 成 金 を 受 け て 、

妊 婦 の 親 役 割 形 成 へ の 支 援 に 関 す る 研 究 を 行 っ て い る グ ル ー プ で す 。

こ の 研 究 で 私 た ち は 、 1 8 歳 か ら 22 歳 の 若 い 妊 婦 さ ん 達 が 、 妊 娠 ・

出 産 ・ 育 児 を 経 験 し 、 母 親 と し て 成 長 し て い く 中 で 、 自 分 白 星 の 変 化

を ど の よ う に 受 け と め て い る の か 、 ま だ そ の 中 で ど の よ う な 支 援 を 求

め て い る の か に つ い て 知 り 、 妊 婦 さ ん の 二 一 ズ に そ っ た 支 援 方 法 に つ

い て 考 え て い く こ と を 目 的 と し て い ま す 。

特 に 、 出 産 経 験 が あ り 、 出 産 前 後 の 援 助 を 行 な う 「 ド ゥ ー ラ 」 と 醇

ば れ る 女 性 達 に よ る 支 援 の 方 法 に つ い て 考 え て い き た い と 思 っ て い ま

す 。

そ こ で 今 回 、 0 0 0 0 0 を ご 利 用 さ れ て い る 皆 様 の 中 で 、 下 記 の イ

ン タ ビ ュ ー 調 査 に ご 協 力 い た だ け る 方 を 募 集 し て い ま す 。

日 時 お よ び 揚 所 は 下 記 の よ う に な っ て お り ま す 。 ご 協 力 い た だ け る

方 は 、 連 絡 先 ま で 直 接 ご 連 絡 く だ さ い ま す よ う に お 願 い し ま す 。

ご 協 力 の ご 連 絡 を お 待 ち し て い ま す 。

日 時 : 平 成 1 8 年 。 月 . ・ 日 ( ム 〉 午 後 1 時 "' 3 時 こ ろ ま で

揚 所 : Á. Á. Á. Á. Á. 会 議 室

〈 住 所 : 口 口 口 口 口 )

募 集 人 員 : 5"'6 人

交 通 費 支 給 ( 後 目 指 定 口 座 へ の 振 込 み と な り ま す 。 〉 及 び 組 品 で す が 、

謝 礼 い 疋 し ま す 。

イ ン タ ビ ュ ー は グ ル ー プ に よ る イ ン タ ビ ュ ー と な っ て お り ま す 。

女 お 問 い 合 わ せ ・ ご 連 絡 先 安

青 森 県 立 保 健 大 学 看 護 学 科 共 同 研 究 室 A 2

佐 藤 愛 ( さ と う め ぐ み 〉

T E L : 0 1 7-765-2056. FAX : 0 1 7-765-2057 

Mail : m sato@auhw.ac . jp  

nu

 



!資料2 - 8 1 
| ド ゥ ー ラ 予定者用|

ご協力のお願い

私たちは、 文部科学省か ら回成金を受けて 「若年妊婦の親役割形成への支援に 関する研

究」 を しているグル ー プです。 この研究で私たち は、 1 8 歳か ら 22 歳の若い妊婦さん達が、

妊娠 ・ 出産 ・ 育児を経験 し、 母親と して成長 してい く 中で、 自分自身の変化 を どのよ う に

受 け とめているのか、 まだその中で どのよう な支援を求めているのかについて知 り 、 妊婦

さんのニ ー ズにそ っ た支援方法について考えてい く こ と を 目 的 と しています。 特に、 出産

経験があ り 、 出産前後の援闘 を行なう 「 ド ゥ ー ラJ と時ばれる女性達によ る支援の万法に

ついて考えていきたい と 思 っ ています。

研究の協力 に ご京諾いただく 前に、 皆さまの権利 についてご説明いた します。 説明 を お

聞きにな り 、 研究への協力 を お断 り になられでも偲ち問題はございません。

研究の内容は、 皆 さま に 3 '"'-'5 人のグループにな っ て頂き、 イ ンタ ビ ュ ー をさせて頂き ま

す。 イ ンタ ビ ュ ー 内容はテ ー プへの録音 と筆記での記録をさせて頂きます。 これらのデー

タ は研究者以外が 自 にするこ とのない よ う に施錠された揚所に保管 し、 使用後は厳重な管

理のもと に破棄 い 疋 します。 ま疋、 データ について研究発表等を行う揚合には皆さまのプ

ラ イ パ シ ー を厳守 し、 また研究以外の 目 的では用 い なし 1 こ と をお約束いだ します。 研究の

途中で参加 を中止される揚合にち、 伺 ら 不利益が生 じる こ と は ございませんので ご安山 く

ださい。

以上の内容をご理解の上、 ど うぞご協力し 1疋だけますよう お願い申 し上げます。

この謂査につい て ご不明 の こ と、 お気づきの こ とがござい ま した ら 、 下記までお問い合

わせく ださ いますよ う お願いいた します。

研究代表者 新道幸恵 〈青森県立保健太学教授〉

く連絡先 〉

干 030-8505 青森市浜館宇間瀬 58-1

TEL : 0 1 7-765-2056 FAX : 01 7-765-2057 (佐藤愛〉

。0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0

また、 この研究の過程で、 プラ イ バ シ ー、 あるいは 自 ら の権利が侵害され疋 と感 じた時に

は、 下記の機関に ご連絡く ださ い。 すみやかに対応いた します。

青森県立保健大学 倫理委員会

TEL : 01 7-765-2000 (代表)

FAX : 0 1 7-765-2 1 88 

* 必ず、 倫理委員会へ とお伝えく ださい。
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|資料2 - 9 I 

同 意 書

私 は 、 下記の研究 につ い て 、 目 的や 内 容 な ど十分な

説 明 を受 け ま し た。 ま た 、 研究協力者が有す る 権利 に

つ い て も 説明 を 受 け ま し た。 そ の 上で\ 面接時の録音

も 含 め て こ の研究 に 協力 す る こ と を 同意 い た し ま す。

研究名 若年妊婦 の 親役割形成へ の ド ゥ ー ラ に よ る

支援 シ ス テ ム 開発 に 関す る 研究

氏名

平成 年 月 日

研究者 青森県立保健大学 健康科学部 看護学科

新道幸恵

qo

 

nU

 



|資料2 - 101 

No. H 
| ド ゥ ー ラ 予定者周

年 月 日

「 ド ゥ ーラ による若年妊婦への支援」 に関する質問紙

次の質問に、 あなだ ご自皐の こ と についてお答え く ださ い。 空欄に記入、 または適切なちのを選び

Oで囲んで く ださい。

1 ) あなだの年齢は 歳

2 ) ご家族について

続き柄 年齢 職業
同居の

続き柄 年齢 職業有無

夫
育 ・ 無

有 ・ 無

有 ・ 無

有 三 無

有 ・ 無

3 ) 出産経験に ついて お答え く ださい。

①妊娠 し疋回数 回 ②出産 した回数

4 ) これまでに、 妊婦さんの相設相手にな っ 疋 こ とは あ り ま すか。 ( 自分の娘は含まない)

①あるーそれは誰ですか ( ) ②ない

5 ) これまでに、 出産に立ち 会 っ た こ とはあり ますか。 ( 自分の娘はきまない)

①ある -それは誰ですか ( ) ②ない

6 ) これまでに、 育児中の母親を手伝 っ たこ と はあ り ますか。 〈 自分の娘は含まない〉

①ある-それは誰ですか ( ) ②ない

7 - 1  ) 現在の健康状態について、 該当するものに0をつけて く ださい。

回

①健康である ②やや健康である ③あま り 健康ではない ④健康ではない

7 -2) 上記7-1 ) の質問で②~④に0をつけた方にお尋ね レます。

そう思 う理由は何ですか。 (症状な ど について教えて く ださ い。 )

( 
8 ) 現在通院または、 治療 している こ とがあ り ますか。 ①ある

一 1 04 -

同居の
有無

有 ・ 無

有 ・ 無

有 ・ 無

有 ・ 無

有 ・ 無

②ない



9 )次の各項 目 に つ いて、 あな疋 自身に どの程度当てはまるか、 該当する項 目 lこOをつけてく ださい。

えう やや2 う やや止が う なが う
①私はすべての点で 自分に満足 してい る。

1 2 3 4 
②私はと き ど き 自 分がまるでだめだと思う。

1 2 3 4 
③私は自分には幾っか見ど ころがある と思っている。

1 2 3 4 
④私はだいていの人がやれる程度には物事ができる。

1 2 3 4 
⑤私にはあま り 得意に 思 う こ とがない。

1 2 3 4 
⑥私は時々、 だ しかに 自分が役立正ずだと感 じる。

1 2 3 4 
⑦私は少な く と も、 自分が他人と同 じ レベルに立つだけの

価値のある 人間だと思う。

1 2 3 4 
⑧ち う少 し自分を尊敬できたならばと思う。

1 2 3 4 
⑨いつでち自分を失敗者だと思いがちだ。

1 2 3 4 
⑪私は自分自身に刻 して前向きの態度 を と っ ている。

ご協力 あ り がと う ございま した。
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|面接 内容 ( ド ゥ ー ラ 用 _) I 
1 . 妊娠 ・ 出産の経験 と そ の 時の思い

・ どの よ う な妊娠 ・ 出産で、 あ っ た か。

・妊娠 中 、 楽 しかっ た こ と ・ つ ら かっ た こ と ・ 励みになっ た こ と は何か。

・ 出産 時、 心地 よ かっ た こ と ・ つ ら かっ た こ と ・ 励みに な っ た こ と は何か。

2 . 育児の経験 と そ の 時の 思 い

.子 ど も が幼 か っ た 頃、 子 ど も に対 して どの よ う な親であ っ た と 思 う か。

|資料2 ー 11 1

.子 ど も が幼 か っ た 頃、 夫 (パー ト ナー) に 対 し て どの よ う な妻 で あ っ た と ，思 う か0

・育児 中 、 楽 しかっ た こ と ・ つ ら かっ た こ と ・ 励みにな っ た こ と は何か。

・ 育児 中 の 自 分は どの よ う であ っ た と 思 う か。 ま た、 育児 中 の こ ろ の 自 分 を どの よ う に思 う

か。

3 . 他者の 出産への立会いの有無 と そ の 時の思 い

.誰かの 出産に立ち会っ た こ と は あ る か。 それは、 誰か0

. そ の人の 出産に立ち会っ た時、 ど の よ う な思いが あ っ たか。

4 . 出産に立ち 会 う た めの準備状況 と し て必要 と 思われる こ と

・身体的準備 と し て ど の よ う な こ と が必要 と 思 う か。

・精神的準備 と し て ど の よ う な こ と が必要 と 思 う か0

・ 自 分 自 身に と っ て必要 と 思 う こ と は どんな こ と か。

5 . 研究への参加動機に つ い て

. ど う し て こ の研究に参加 し よ う と 思っ た か。 参加の き っ かけ は何か。

・研究に参加す る こ と で期待する こ と は何か。 ( 自 分に対 し て 、 研究に対 し て)

6 . 現在の 自 分への思 い

・現在の 自 分 自 身を ど う 思 う か。

.将来、 自 分は ど う な り たい と 思っ て い る か。

7 . 若年者が妊娠 ・ 出産す る こ と への思 い

.若年者の妊娠について ど の よ う に思 う か。

.若年者が 出産す る こ と について ど の よ う に思 う か。

.若年者の妊娠 ・ 出産に付 き 添 う ま た は立ち会 う こ と について ど の よ う に 思 う か。
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「 ド ゥ ー ラ 」 養成セ ミ ナ ー の ご案内

わた し疋ち は、 文部科学省か ら朗成金を受けて、 女性が妊娠 ・ 出産 ・ 育児期を快適に !
過 ごせる支援者を育成 し、 その活動 を支援す る こ と を 目 的 に研究に取 り 組んでい ます。 !

このたび研究の一環 と して、 妊娠 ・ 出産 ・ 育児期の女性をサポー ト をする こ とができ l
る女性 ( ド ゥ ー ラ 〉 を養成す る こ と を 目 的 に、 「 ド ゥ ー ラ」 賛成セ ミナー を開催 します。 !

ド ゥ ーラ とは、 妊娠 ・ 出産 ・ 育児中の母親を身体的 にも情緒的にも、 必要な と き に必要な E

期間、 継続 して支援 し情報を提供する、 一定期間研修を受けた経験豊かな女性 〈家族や親

族以外の〉 を言いますα

ご参加 をお待ち してお り ま す。

期間 平成 1 8 年 什 月 7 ・ 1 4 ・ 21 . 28 日 . 1 2 月 5 ・ 1 2 日 (1 0:30'" 1 4:30> 

〈遇 1 回 1 日 3 時間〉 全 6 回 〔昼食あ り〕
場所 青森県立保健大学 C 棟研修室 2 (1 1 /28 は研修室 4 ) (青森市浜館字間瀬 58-1 ) 

参加費 無料
講義内容① ド ゥ ー ラ の役割

②必要なスキル ( コ ミ ュ ニケー シ ョ ン技術、 ス ト レ スマネジメ ン ト、 育児技術、
産痛緩和法〉

③妊娠 ・ 出産 ・ 産後の経過
④母子保健医療 と制度、 社会資源の活用
⑤病院見学
これらのこと について、 講義や実技を行います。

募集人員 20 名 〈先着順、 定員にな り 次第締め切 らせていただきます。 〉
出産経験のある 30'"'-'60 代の女性で、 全 6 回受講できる方

締め切 り 平成 1 8 年 1 1 月 2 日 (木〉

※ このセ ミナーは研究の一環 と して行う もので、 データ を収集するために研修会の様子
の録画や録音する こ とへのご協力 を お願いいた します。

※参加 していだだける万には、 交通費および謝礼を差 し上げます。

女お申 し込み方法 下記の連絡先まで メ ールまた は FAX にてお申 し込み く ださい。

貴お申 し込み先 メ ール : mー，sato@auhw.ac.jp F必く : 0 1 7-765-2057 

*問い合わせ先 青森県立保健大学内 共同研究室 A 2 (佐藤〉
TEL : 01 7-765-2056 

お名前 :

連絡先 :

TEL 

FAX またはメ ール
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|資料3 ー 2 I 

ご協力のお願い

私だちは、 文部科学省か ら助成金を受けて 「若年妊婦の親役割形成への支援に関する

研究J を しているグループで、 女性が妊娠 ・ 出産 ・ 育児期を快適に過ごせる支援方法を

検討する こ と を 目 的 に しています。 特に、 出産経験があ り 、 出 産前後の皇体的 ・ 情緒的

支援を行う 「 ド ゥ ー ラ」 と 昭ばれる女性だちによる支援の方法について考えてい きたい

と思 っ てい ます。

皆さま には、 ド ゥ ーラ養成研修会 に参加 していただきます。 研修会での皆様の様子や

研修会の内容についてのご意見等を筆記やテ ープへの録音な どでデータ と して記録さ

せていただきます。 I頁いだデータ は匿名化 して記録 し、 研究者以外が自 にする こ と の無

い よ う に施錠されだ揚所に保管 し、 使用後は厳重な管理のちと に破棄いた します。 また、

データ に ついて研究発表等を行 う揚合には、 皆さ まのプラ イ バシーを厳守 し、 また研究

以外の目 的では用いなし 1 こ とを お約束いた します。

皆様の権利 と して、 説明をお聞 き に な り 、 研究への協力 をお断 り にな ら れでも伺ち不

利益は ございません。 まだ、 研究の途中で参加を中止される場合 に も、 何ら不利益が生

じる こ と は ございませんのでご安山 く ださい。

以上の内容を ご理解の上、 ど う ぞご協力いただけますよ う お願い申 し上げます。

この調査についてご不明の こ と 、 お気づきのこ とがござい ま したら、 下記までお問い

合わせ く ださい ますよ う お願いい た します。

研究代表者 新道幸恵 〈青森県立保健大学)

く 連絡先>

〒030-8505 青森市浜館宇間瀬 58- 1 青森県立保健大学(佐藤)

TEL : 01 7-765-2056 FAX : 01 7-765-2057 

+<>・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0

また、 この研究の過程で、 プラ イ バシー、 あるいは自 ら の権利が侵害された と感 じた

時 に は、 下記の機関に ご連絡く ださい。 すみやかに対応し 1だ します。

: 青森県立保健太学 倫理委員会

i TEL : 01 7-765-2056 

i FAX : 01 7-765-2057 

; * l自iす、 倫理委員会へ と お伝 え く ださい。
. . _ . _ . _ . _ . _ . _ . _ . _ . _ . _ . _ . _ . _ . - . 曲 ・ ー . _ . _ . ー 田 ・ ー . _ . ー ー ・ 』 ・ ー ・ 4

- 1 08 -
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同 意 書

私 は、 下記の研究について、 目 的や 内 容など十

分な説明を受けました。 また、 研究協力 者が有する

権利についても説明を受けました。 その上で、 研修

会参加時の録音も含めてこの研究に協力 すること

に同意いたします。

研究名 若年妊婦の親役割形成へのドゥーラによる支援

システム開発に関する研究

氏名

平成 年 月 日

研究者 青森県立保健大学 健康科学部 看護学科

新道幸恵
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『 ド ゥ ー ラ 』 養成セ ミ ナー ア ンケー ト

以下の聞にお答え く ださ い。

当てはま る ものの番号にはOを、 ( ) 内には適当な数字や言葉をお書き く ださ1t\

1 . このセ ミ ナーに参加 しよ う と思われたのは、 どのよ うな動機ですか?

2 . あなたの年齢は何歳ですか ? ) 歳

3 . あなた と 一緒に暮ら している方すべてにOをつけて く ださい。

1 .夫 2子ども 3子どもの配偶者 4.孫 4義父
8その他 ( ) 

5.義母 6.実父 7.実母

4 . お子様についてお教え く ださ い。 (当てはま る ものにOをつけて く ださい)

性別 年齢 性別 年齢

第 l 子 男 女 歳 第6子 男 女 歳

第 2 子 男 女 歳 第7 子 男 女 歳

第3 子 男 女 歳 第 8 子 男 女 歳

第 4 子 男 女 歳 第 9 子 男 女 歳 |

第 5 子 男 女 歳 第 10 子 男 女 歳

5 . あなたは、 次のよ う なこ と を した こ とがあ り ますか。

1 .子育てサボーターまたは子育メイ トを した
5.子育て自助グ、ノレープを作ったまたは参加した

2民生委員 3.婦人会役員
6.その他 (

4.P TA役員

6 . これまでに、 以下のよ う な、 他の人 (子どもや友人、 き ょ う だいなど) の妊娠 ・ 出産 ・ 子育てを支援 した経験
があ り ますか。

<脳辰中の方に対して>

妊合間建診に付き添った 1.ある 2.ない

不安や悩み、 分からないこ となどの相談にのった 1.ある 2.ない

話を聞いてあげた 1.ある 2.ない

動 物な ど家事を手{云った 1.ある 2.ない

<分娩中の方に対して>

障痛室で一緒にいた 1.ある 2.ない

nu

 



陣痛がある と きにマ ッサージなど、を した 1.ある 2.ない

分娩に立ち会った 1.ある 2.ない

<育児中の方に対して>

不安や悩み、 分からないこ となどの相談にのった 1.ある 2.ない

話を聞いてあげた 1.ある 2.ない

休浴を手イ云った 1.ある 2.ない

子どもをあずかった 1 .ある 2.ない

買い物など家事を手伝った 1.ある 2.ない

上の子どもの面倒を見た 1.ある 2.ない

*上記以外の経験があ り ま したら自 由にお書き く ださい。

7 . このセ ミナーでどのよ う な こ と を学んでみたいと思いますか。 自 由にお書き く ださ い。

8 . セ ミナー終了後、 ドゥーラのよ う なケアを してみたいと思いますか? (0をつけて く ださい)

はし し し え 仰 〔

その他、 ご意見等ございま したらお書き く ださい。

ご協力あ り が と う ございま した。
- 1 1 1  -
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『 ド ゥ ー ラ 』 養成セ ミ ナ ー終了後ア ンケ ー ト

以下の聞にお答え く だ さ い。

1 . こ のセ ミ ナーに参加 し て 、 目 標は達成でき ま したか。 当 て はま る もの をOで囲んで く だ さ い。

1 ) ド ゥ ーラ の役割について理解で きた。 全くでfなかった

理由 : ( 

2 )  ド ゥ ーラ と し ての役割を積極的に引き受けたい と 思 う 。 あ吋、
理由 : ( 

3 )  ド ウ ーラ と し ての役割を果たすために必要なスキルを
全くでfなかった

身に付ける こ と ができた。

理由 : ( 

4 ) 妊娠 ・ 分娩 ・ 産祷期中の女性の心身 ・ 社会的特性について 吋なかった
理解で きた。

理由 : ( 

5 ) 妊娠 ・ 分娩 ・ 産標期中の女性に必要なサー ビス と ケアに 全くで「なかった

ついて理解で きた。

理由 : ( 

6 ) 日 本の母子保健医療 ・ 制度について理解で きた。

理由 : ( 

7 ) 自分自身の心身の健康管理ができた。 吋なかった

理由 : ( 

2 . その他、 ご意見 ・ ご感想等ございま した ら お書き く ださ い。

ご協力あ り が と う ございま した。

※平成 19 年 4 月 以降に、 ドゥーラ と しての役割をお願いする ご連絡を させていただく 予定ですが、

その節にはど う ぞ、 よ ろ し く お願いいた します。
ワ臼
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ド ゥ ー ラ養成セ ミナー プ ロ グラ ム

目 的 : 妊娠 ・ 分娩 ・ 育児期において、 全期間 あるいは特定の期 間 、 ドクーラとして女性の

サポー トを行うことができる能力 を身につ ける。

目 標 : 1 ) ドヮーラの役割 について理解する

2) ドヮーラとしての役割を積極的 に引 き受ける

3 ) ドゥーラとしての役割を果たすため に必要なスキルを身に付ける

4)妊娠 ・ 分娩 ・ 産祷期 中 の女性の心身 ・ 社会的特性について理解する

5)妊娠 ・ 分娩 ・ 産樗期 中 の女性に必要なサービスとケアについて理解する

6)わが国の母子保健医療 ・制度について理解する

7 ) 自 分 自 身の心身の健康管理ができる

期間 : 平成 1 8 年 1 1 月 20 日 ， 27 ， 1 2 月 4 ， 1 1 ， 1 8 日

10:30"" 14:30 (昼食休憩 1 時間を含む) (週 l 回 1 日 3 時間) 全 6 回

場所 : 青森県立保健大学 C 棟研修室2 ( 1 1 /28 は研修室4)

神戸市看護大学

く 青森会場 > 講師一覧

回 日 時 肉容 講師

開校式
挨拶 : 弘前大学助教授

西野加代子
{第 1 回} 1 1 月 7 日 ( 火) ト一一一一一

( 1 ) コミュニケーション技術( 傾聴、 観察) 【2 コマ】
青森県立保健大学教授

小山敦代

1 1 月 1 4 日 ( 火) (2) 妊娠中 の経過とケア(助産師の役割もふまえて) 【1 コマ】
弘前大学医学部附属病院

工藤優子

{第 2 回} (3) 分娩中の経過とケア(助産師の役割もふまえて) 【1 コマ】 弘前大学講師

(4) 産痛緩和 宮本昭子

{第 3 回} 1 1 月 2 1 日 (火)
(5) ドゥーラのケア(施設スタッフなど専門職との 交 渉 ・ 調整、 青森県立保健大学教授

記録について) 【2 コマ】 新道幸恵

1 1 月 28 日 (火) (6) 病院見学【2 コマ】 (場所) あおもり協立病院
{第 4 回}

1 2 月 5 日 (火) (7) 産掃の経過とケア(助産師の役割もふまえて) 【1 コマ】 秋田看護福祉大学助教授
{第 5 回} 岩開票(8) 育児技術【1 コマ】

(9) ス ト レスマネジメント【1 コマ】
青森県立保健大学教授

藤井博英

{第 6 回} 1 2 月 1 2 日 ( 火) ( 1 0) 母子保健医療と制 度 ・ 専門職並びに地減医療の活用 [ 1 コマ】
青森市健廉福祉部健康支控室主査

鈴木久美子

開校式 ・ 修了 証の 授与

※各回の講義の後には 30 分程度 デ ィ ス力 ッ シ ヨ ンの時聞 を設けます

円。



く 神戸会場 > 講師一覧

回 日 時 内容 講 師

《第 1 回 》 1 1 月 20 8 (月 ) 開校式

( 1 ) ドゥーラの役割 (施設スタッフなど専門職との交渉、 神戸市看護大学教授

調整、 記録 について) 【2コマ】 高 田 昌 代

{第2回} 1 1 月 27 日 ( 月 ) (2)妊娠中の経過とケア (助産師の役割もふまえて)
【1 コマ】 谷川裕子

(3) 分娩中 の経過とケア (助産師の役割もふまえて)

(4) 産痛緩和 【 1 コ マ 】

{第3回} 1 2 月 4 日 ( 月 ) (5) ス ト レスマネジメン ト【 1 コマ】
神 戸 市看護大学助教授

安藤幸子

( 6 ) 産梅の経過とケア ( 助 産 師 の 役割もふまえて) [ 1 コ 神 戸市看護大学助手

マ} 谷川裕子

《第4田} 1 2 月 1 1 日 (月 ) とよなか男女共同参画セン告一
(7)コミュニケーション技術(傾聴、 観察) 【2コ マ】 すてつぶ

川 畑真理子

{第5回》 1 2 月 1 8 日 ( 月 ) (8)育児技術 【 1 コマ】
神戸 市看護大学助手

谷川裕子

可-7語手厚直一言療と制度 ・ 専 門 職ならびに地域の活用 神戸市看護大学教授

(1 コマ} 高 田 昌 代

閉校式 ・ 修 了 証の授与

{第6回》 未定 ( 1 0) 病院見学

※各回の講義の後に は 30 分程度 デ ィ スカ ッ シ ヨ ンの時閣 を設けます

- 1 14 -
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ご協力のお願い

私たち は、 文部科学省か ら助成金を受けて 「若年妊婦の親役割形成への支援に関する

研究」 を している グループで、 女性が妊娠 ・ 出産 ・ 育児期を快適に過ごせる支援方法を

検討する こ と を 目 的に してい ます。 特!こ、 出産経験があ り、 出産前後の身体的 ・ 情緒的

支援を行う 「 ド ゥ ーラ」 と昨ばれる女性たち による支援の方法について考えていきたい

と思 っ てい ます。

この調査は、 出産経験のある方 (朗産師の皆様 ・ 育児中のお母様方) を対象と しています。

皆様に ご協力 いだだきたい こ と は、 調査用紙の質問 にお答えいただ く こ とです。 調査

用紙は 2 枚 (表裏〉 で所要時聞は約 20 分程度です。 回答は無記名で結構です。 回答い

だだき ま しだ ら 同封の返信用封筒に入れ、 1 1 月 末 日 までにポス ト に投函 く ださ い ます

よ う お願 い します。 頂いだデータ は研究者以外が自 にするこ と の無いよ う に施錠されだ

揚所に保管 し、 使用後は厳重な管理のも と に破棄いた します。 また、 調査結果について

研究発表等を行 う 揚合には、 皆さまのプラ イ バシーを厳守 し、 まだ研究以外の目的では

用 いな い こ と をお約束いだ します。

皆様の権利 と して、 この説明をお読みにな り 、 ち し研究に協力されない揚合でち伺ち

不利益は ござい ません。 調査に協力されない揚合は、 調査用紙は破棄 していただいて結

構です。

以上の内容 を ご理解の上、 ど うぞ ご協力いただけますよ う お願い申 し上げます。

この調査についてご不明の こ と 、 お気づきのこ とがござい ま した ら 、 下記までお問い

合わせ く ださいますよ う お願いい1乏 します。

研究代表者 新道幸憲 〈青森県立保健大学〉

く 連絡先>

干030-8505 青森市浜館宇間瀬 58-1 青森県立保健大学(佐藤)

TEL : 01 7-765-2056 F.ωく : 0 1 7-765-2057 

+0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0

また、 この研究の過程で、 プラ イ バシー、 あるいは自 らの権利が侵害されたと感 じた

時 に は、 下記の機関に ご連絡 く ださい。 すみやかに対応し I疋 します。

青森県立保健太学 倫理委員会

TEL : 01 7-765-2056 

FAX : 01 7-765-2057 

* 必ず、 倫理委員会へとお伝えく ださい。

目hd



『 ド ゥ ー ラ に つ いて』 ア ン ケ ー ト
以下の聞にお答え く だ さ い。

当てはま る ものすべての番号にはOを、 ( ) 内には適当な数字や言葉をお書き く ださい。

問 1 あなたの年齢は何歳ですか ? ) 歳

問 2 お子様はおい く つですか。 お子様全員の年齢をお書き く ださい。
( ) 歳 ( ) 歳 ( ) 歳 ( ) 歳

l資料3 - 8 1 

) 歳

問 3 これまでの妊娠 ・ 出産についてお聞き します。 これまでに、 以下のよ う な状態があり ま したか。 ある
ものすべてにOをつけて く ださい。
1 .切迫流産でで、自宅安静または入院 2.切迫早産で自宅安静または入院 3.流産 4.早産
5.死産 6.新生児死亡 7 
9.帝帝王切開分娩 l叩O 分娩中に出血が多かつた I日1.赤ちやんが未熟児で、保育器に入つた
1口2.赤ちやんの黄痘が強かつた l日3.産後の回復が悪く て退院が延びた
14.マタニティ ブルー
16.その他 (

15.産祷う つ病

以下は、 あなたの最近の出産について お答え く だ さ い。

間 4 出産 した施設はどこですか。
1 .総合病院 2診療所 ・ ク リ ニ ッ ク 3助産所 4.その他 (

問 5 出産施設はどのよ う な理由から選びま したかb 当てはまるものすべてを選んで下さい。
1.家から近し 、から
2. 自分または夫の実家に近いから ( 県)

3. 自分の したいお産な どができ るから
4.母乳に力を入れているから
5.医師が優 しし 、から
6.助産師や看護師のケアが良し 、から
7親や親族に勧め られた
8.母体搬送 (かかっていた病院からまわされた)
9病院から紹介された
10.病院のアメ ニテ ィ が良かったから (きれい、 設備が整っている など)
1 1 .その他 (

問 6 妊娠中 ・ 分娩中 ・ 産後に家族や友人の支媛が得られた と思いますか?
妊娠中 . . . 1 .得られた 2.少 しは得られた 3.あま り 得られなかつた 4 
分娩中 . . .寸1.得られた 2.少 しは得られた 3.あま り 得られなかつた 4.得られなかつた
育児中 . . . 1 .得られた 2.少 しuほ土得られた 3.あま り 得 られなかつた 4 

- 1 1 6 一



問 7 陣痛が来ている時に、 家族や夫は一緒にいま したか。

1.ずっ と 一緒にいた 2.時々 一緒にいた 3. いなかっ た

間 8 分娩時、 家族や夫は一緒にいま したか。

1.ずっ と 一緒にいた 2.時々 一緒にいた 3.いなかっ た

問 9 次の内容についての看護師 ・ 助産師か ら支援 ・ ケア (指導 ・ 助言) を受けま したか。 また、 受 けたか
っ た も のは どれですか。 当てはま る項目の欄にOを付けて く だ さ い。 また、 他に受 けたか っ た こ と が
あ り ま した ら空欄にお書き く だ さ い。

看護師 ・ 助産師からの支援 ・ ケア (指導 ・ 助言) 内容 受けたもの 受けたかったもの

話を聴き共有する
と も に考える ・ 経験する
夫や家族 と の関係について、 必要時関係作 り を支援する夫や家族 と の
関係について、 必要時専門家への連絡や支援を行な う

全 自 分の体験を も と に助言する
体 医学的介入の理解や自 己決定に関 して、 必要時専門家 と の連携を図る

妊婦の話を聴き共有する
妊婦と と もに考える ・ 経験する
妊婦を支持する 仇ごと受け入れる、 妊婦の希望に沿えるよ う に支援する)
妊婦と 医療従事者との関係を調整する
妊婦と 夫 と の関係を調整する
妊婦と 両親(家ぬと の関係を調整する
妊婦と 友人 ・ 仲間 と の関係を調整する

妊 矧辰中の経過を判断する

娠 妊娠中の精神的状態を判断する

中 妊婦の健康状態について気がついた こ と を医療従事者に伝える

妊娠中に愛着形成を促す

脳辰を夫 と と も に喜べる よ う に支援する

ウt



看護師 ・ 助産師からの支援 ・ ケア (指導 ・ 助言) 内容 受けたもの 受けたかったもの
産婦をひと り に しないよ う に配慮する
産痛の緩和を一緒におこ な う

分娩進行状況や行なわれる処置な どに付いて産婦が理解 しているか
確認する

分娩についての思いや不安を傾聴する
産婦を力づける

分 分娩の進行状態を判断する
娩 分娩中の精神状態を判断する
中 分娩経過の健康状態について気がついたこ と を医療従事者に伝える

新生児 と の早期接触の機会を持つ
夫婦で協力 して分娩ができ る よ う に支援する

母親の頑張 り を認め、 誉める
産後のマイ ナー ト ラ ブル と その対処法についての知識や情報を提供
する
子どもへの思いを傾聴する
育児への思いを傾聴する
育児技術を一緒に行な う
産後、 夫婦で協力 して育児でき る よ う に支援する
産後早期に、 分娩を振 り 返る機会を持つ
母子相互作用の形成を促す

育 産後の経過の判断する
児 樽婦の精神的状態を判断する
中 樽婦の健康状態について気がついたこ と を医療従事者に伝える

育児への思いを傾聴する
育児技術を一緒に行な う
育児期のサポー ト について一緒に考える
児の発育発達の経過を判断する
児の健康状態について気がついたこ と を医療従事者に伝える

。。



以下の問 1 0 ・ 間 1 1 では ド ゥ ーラ の こ と についてお聞き し ます。

ド ク ーラ と は、 妊娠 ・ 出産 ・ 育児中の母親を身体的に も 情緒的に も、 必要な と き に必要な期間、 継続して支

援 し情報を提供する、 一定期間研修を受け た経験豊かな女性 (家族や親族以外の) を言います。

以下は、 ドク ー ラ についてお尋ね します。

問 10 あなたは必要な時に， 必要な期間継続 して出産施設に ド ゥ ーラ と し づ 存在の人がいたら、 支援しても
ら いたいですか。

妊娠中 ・ ・ ・ lはい 2.いいえ 3.わからない
出産中 ・ ・ ・ 1 .はい 2.いいえ 3.わからない
育児中 ・ ・ ・ 1 .はい 2.いいえ 3.わからない

間 11 あなたは ド ゥーラの支援が有料だとすれば、 1 ヶ 月 あた り い く らな ら利用 しますか? (ただ し、 家事
サー ピスは含まない)

1 ヶ 月 ( ) 円 く らい

その他、 ご意見 ・ ご感想があ り ま した らお書き く ださい。

ご協力あ り が と う ご ざいました。

nu

 



『 ド ゥ ー ラについて』 アンケー ト
以下の聞にお答え く ださ い。

当てはまるものの番号にはOを、 ( ) 内には適当な按宇や言葉をお書き く ださv\

|資料3 - 9 I 

間 1 あなたの年齢はイE臓ですか? ) 歳

問 2 お子様は何人ですか。
1.一人 2.二人 3.三人 4.四人 5.五人以上

問 3 あなたと一緒に暮ら している方すべてにOをつけてく ださい。
1.夫 2.子ども 3.子どもの配偶者 4.孫 4 義父
8.その他 ( ) 

5.義母 6.実父 7 実母

問 4 あなたは現荘、 お仕事をされています泊、
1.常勤 2パー ト ・ アルバイ ト 3.内職 4. 自営業 5無職 6.その他 (

間 5 これまでの妊娠 ・ 出産についてお聞き します。 これまでに、 以下のよ うな状態があ り ま したヵ、 あるものす
べてにOをつけて く ださい。
1.切迫流産で自宅安静または入院 2.切迫早産で自宅安静またはN完 3流産 4早産
5死産 6新製尼死亡 7.矧辰中毒症で自宅安静または刈完 8.吸引分娩または舘初瀬
9帝王切開分娩 10.分娩中に出血が多かった 11 .赤ちゃんが未熟児で保育器に入った
12.赤ちゃんの黄症が強かった 13産後の回復が悪く て週完が延びた
14.マタニティ ブ凡ー 15産祷うつ病 16その他 (

問 6 現在、 あなたは健康ですか。
1.はい 2.し 、し 、え

問 7 あなたは、 次のよ うなことをしたことがあ り ますヵ、
1.子育てサポーターまたは子育メイ トをした
5.子育て自助グループを作ったまたは参加した

2.民生委員 3.婦人会役員
6.その他 (

4. P TA役員

間 8 これまでに、 以下のよ う な、 他の人 (子どもや友人、 きょ うだいなど) の妊娠 ・ 出産 ・ 子育てを支援した経
験があ り ます"IJ:."

<妊娠中の方に対して>

妊婦健診に付き添った 1.ある 2.ない

不安や悩み、 分からないこ となどの相談にのった 1.ある 2 ない

話を聞いてあげた 1.ある 2.ない

買い物など家事を手伝った 1.ある 2.ない

nU
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<分娩中の方に対して>

障痛室で一緒にいた 1.ある 2.ない

陣痛がある ときにマッサージなどを した 1 .ある 2.ない

分娩に立ち会った 1.ある 2.ない

<育児中の方に対して>

不安や悩み、 分からないこ となどの相談にのった 1.ある 2 ない

話を聞いてあげた 1.ある 2.ない

休浴を手伝った 1.ある 2.ない

子どもをあずかった 1.ある 2.ない

買い物など家事を手伝った 1.ある 2.ない

上の子どもの面倒を見た 1.ある 2.ない

*上記以外の経験があ り ま したら 自 由にお書き く ださし L

以下の間 9-間 13 では ドゥーラのこ と についてお聞き します。

ドクーラ と は、 担張 ・ 出産 ・ 育児中の母親を身併句にも情緒的にも、 必要なときに必要な期間、 紺続して支援し情
を提供する、 一定期間研修を受けた経験豊かな女性 (家族そ場機以外の) を言います。

以下は、 ドクーラについてお尋ねします。

出産経験のある女性を対象に ドク}ラ養成をする場合、 焔辰 ・ 出産 ・ 育児に関する研修を予定しています。

問 9 あなた自身は ドゥーラ と して妊娠 ・ 分娩 ・ 育児中の女性を支援する こ と をどのよ う に思います7J\
1 .興味がある 2.興味がない

問 10 問9で f1 . 興味があるJ と答えた方にお聞き します。 次のどのよ うな時期の方だったら ドゥーラ と して支援
しよ う と思いますヵ、
1 .妊娠中 2.分娩中 3.育児中 4ま致辰中から育児中 4.思わない

問 11 ドゥーラの研修を受けてみたいと思いますか。
l思う 2.思わない

ヮ“



間 12 ドゥーラの研修についてあ替えく ださい。
12・1 どのよ うなこと を学んでみたいと思いますか。 自由にお書き く ださ �\

12-2 研修期間と して何日 く らいが適当だと思いますか。
12-3 研修時間は、 何時から何時までが適当だと思いますか

) 日 く らし 、
) 時から ( ) 時く らいまで

問 13 ドゥーラと して実際、 役割を発揮する場合についてお答えく ださい。
13・1 次のどのよ う な方の ドゥーラになってみたいと思いますヵ、

<活動範囲> l .近隣 2 どこでもし W 、 3.その他 (
<対象者> l .初めてお産をする人 2 周 り に支援者のいない人 3 . 誰でもいい

4. その他 (

13-2 報酬について どのよ う にお考えですか。
l.無料 (ボラ ンテ ィ ア と して)
2.交通費 (実費) の支給
3.交通費と賃金の支給
4. その他 (

賃金は一ヶ月 当たり し 、く ら くやらし 、ならいし 、ですか ( ) 円

その他、 ご意見 ・ ご感想があ り ま したらお書き く ださい。

ご協力 あ り が と う ございま し丸

qL
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『 ド ゥ ー ラ について』 ア ン ケ ー ト

以下の聞にお答え く だ さ い。

当てはま る ものの番号にはOを、 ( ) 内には適当な数字や言葉をお書き く ださい。

問 1 あなたの年齢は何歳ですか? ) 歳

間 2 助産師と しての臨床実務年数は何年目 ですか。 ) 年目

間 3 現在の勤務場所はどこですか。

1 . 病 院 2 . ク リ ニック (診療所) 3 . 助産院

あなたの病棟の形態はどれですか。

1 . 産科単独病棟 2. 他科と の混合病棟
→ 何科と 混合ですか (

4 . その他 (

) 科、 ( ) 科、 ( ) 科

問 4 現在の職場の看護職員数は何人ですか? (病院の場合は病棟)

看護職員総数 ( ) 名 う ち助産師 ( ) 人、 看護師 ( ) 人、 その他 ( ) 人

間 5 あなたの職場の昨年の分娩総数はいく つですか 約 ( 生，
，a年E

問6 現在の役職は何ですか。 最も近いと思われる ものにOをつけて く ださい。

1 . 病棟管理者 2 . 主任 3 . スタ ッフ 4 . その他 (

問 7 現志のあなたの職揚での分娩時のケアについてお尋ねします。

7-1 陣痛時、 条件の有無にかかわらず産婦が希望すれば立ちあえるのは誰ですか。 当てはまるものすべてにO

をつけて く ださい。
1 . 夫 (パー トナー含む) 2 . き ょ う だいや両親 3 . 産婦の友人な ど重要他者 4 . 産婦の子ども

5 . 誰も立ち会えない

7-2 出産時、 条件の有無にかかわらず産婦が希望すれば立ち会えるのは誰で、す'/J"'o 当てはまるものすべてにO

をつけて く ださい。
1 . 夫 (パー トナー含む) 2 . き ょ う だいや両親 3 . 産婦の友人な ど重要他者 4 . 産婦の子ども

5 . 誰も立ち会えない

qO
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『 ド ゥーラ』 についてお聞き し ます。

ド トラ と は、 産前 ・ 出産中 ・ 産後の母親を身併句にも、 情緒的にも、 継続して支援 し情報を提供する経験豊かな女性 信犠突端族

以外) を言いますユ

問 8 これまでに 「 ドゥーラj と いう言葉を聞いたこ とがあり ますか。

1 . はし 、 2 . いいえ

間 9 わが国の妊産婦ケアに ド クーラ他必要だ、ι思いますか。 理由 も簡単に書いてく ださい。
1 . 思 う (理由 :

2 . 恩わない (理由 :

間 10 あなたの職場に ドウ}ラは必要だ、と思いますか。 理由も簡単に書いて く ださい。

1 . 思 う (理由 :

2 . 思わない (理由 :

問 11 ドゥーラが妊産婦の支援者と して、 あなたの職場で受け入れる こ とができますか。 理由 も簡単に書いて
く ださい。

1 . 思 う (理由 :

2 . 思わない (理由 :

間 12 以下の役割の中で 「あなたが現在行なっている程度j をお答えく ださい。 また、 「 ドゥーラの役割だと思

う もの」 および、 あなたが 「助産師と して ドゥーラの役割と して受け入れる こ とのできるものJ をお答

えく ださい。
あなたが現在行な っ て ド ク ーラの役割だと 思 助産師 と して ド ゥ ーラ

いるケアの程度 う もの の役割 と して受け入れ

役 割 ほ と と き 行 な え る こ と のでき る もの

んど どき て い な

し 、

矧請の話を聴き共有する

矧需と と もに考える ・ 経験する

夫や家族と の関係について、 必要時関係作
り を支援する

妊婦を支持する 仇ごと 受け入れる、 妊婦の希
望に沿えるよ う に支援する)

自分の体験をも と に助言する

脳需と医療従事者と の関係を調整する

- 1 24 -



妊婦と夫との関係を調整する

妊婦と両親(家掬 と の関係を調整する

妊婦と友人 ・ 仲間 と の関係を調整する

妊娠中の経過を判断する

妊娠中の精神的状態を判断する

妊婦の健康状態について気がついたこ と を
医療従事者に伝える

妊娠中に愛着形成を促す

倒辰を夫と と もに喜べる よ う に支援する

産婦をひと り に しないよ う に陶意する

産痛の緩和を一緒におこな う

分焼漣行状況明子なわれる処置な どに付い
て産婦が理解しているか確認する

分娩についての思いや不安を傾聴する

産婦を力づける

分娩の進行状態を判断する

分娩中の精神状態を判断する

分娩経過の健康状態について気がついたこ
と を医療従事者に伝える

新生児と の早期闘虫の機会を持つ

対話で協力 して分娩ができ る よ う に支援す
る

医学的介入の理解や自 己決定に関して、 必
要時医療関係者と の連携を図る

祷婦の頑張り を認め、 誉める

産後のマイナー ト ラ ブルとその対処法につ
いての知識や情報を提供する

子どもへの思いを傾聴する

産後、 夫婦で協力 して育児でき る よ う に支
援する

産後早期に、 分娩を振り 返る機会を持つ

母子相互作用の形成を促す

産後の経過の判断する

祷婦の精神的状態を判断する

phu 内L



持婦の健康状態について気がついたこ と を
医療従事者に伝える

育児への思いを傾聴する

育児技術を一緒に行な う

育児期のサポー トについて一緒に考える

児の発育発達の経過を判断する

児の健康状態について気がついたこ と を医
療従事者に伝える

間 13 女性を対象に ドヮーラ養成をする場合、 ド ゥ ーラ希望者は、 どのよ う な資質をも った人が適切だ と思い

ますか。

間 14 女性を対象に ドゥーラ養成時、 ド ゥーラ はどのよ う な能力を身につける必要がある と思いますか。

その他、 ご意見 ・ ご感想があ り ま したらお書き く ださい。

ご協力あ り が と う ございま した。

po
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|資料4 - 1  I 
| 昨年度研修会参加者への呼びかけ用

平成 1 9 年 月 日

「若年妊婦の親役割形成への ド ゥ ーラによる支援システム開発に関する研究」
研究代表者 新道幸悪 (青森県立保健大学客員教授)

研究への協力 について 〈依頼〉

拝皆、 時下皆様 に は ま す ま す ご清祥の こ と と、 お喜び申 し上げます。

昨年度は、 私ど ちの開催 しま しだ 「 ド ゥ ー ラ 養 成 セ ミ ナ ー 」 にご参加 い ただき誠にあ り がと う

ございま した。 I�\よ り 感謝申 し上げます。

今年度は、 昨年参加 してい ただいた皆さま に実際に若年の妊婦さんを支援 ( ド ゥ ー ラ 的 支援)

する活動 を展開する こ と を計画 レて お り ま す。 そ こで、 皆さま万に今年度の計画 に ご協力 い疋だ

きたく お願い し、 その ご都合をお伺 い い疋 します

ご協力 いた だ く 具体的な内容は下記の通 り です。 なお、 皆さまが妊婦さ ん へ の支援 を 行 う にあ

だ っ てかかる諸費用 (交通費な ど〉 は研究者が全額負担 し、 ま 疋 研究への協力 と して謝金をお支

払いいだ します。

お忙 しい と ころ 大蛮恐縮では ございますが、 ご協力 い ただける万は 6 月 1 5 日 (木〉 までに、

電話または FAX、 メ ールにて、 下記まで ご連絡 い疋だけますようお願いい だ します。

敵異

【 ご協力 い だ だ く 内容〕

①一人の妊婦さんを受け持ち、 産後 1 '"'-'2 ヶ 月 まで に面会や電話連絡など の万法で ご支援 〈 ド

ウ ーラ 的支援〉 いだだ く こ とです。

②ご支援の時期や回数は次の こ とが 目 安に な り ます。

妊娠中 2 回

出産中 (可能な範囲で)

産後入院中毎日 (可能な範囲で〉

産後 1 ヶ 月 ごろ に 1 回

③皆さ ま 方 が ド ゥ ー ラ 的支援を継続されている期間中は、 私疋ちが皆 さ ま 万 の ご支援を い た し

ます。 (相談、 朗言、 懇談会の開催)

《 連絡先 》

- 127 -

青森県立保健大学 看護学科 佐藤愛

電話/FAX 01 7-765-2032 

Mail : m_sato@auhw.acjp 



ご協力のお願い

|資料4 -2 1 
| ド ク ー ラ 的支援者用l

この疋びは、 ご協力の依頼について ご君主諾い疋だきま してあ り がと う ござい ま し疋。
研究の ご協力 に先立ち ま して、 研究内容を ご説明 いだ します。 下記の内容に ご理解いだだき、

宿意をされま した ら、 別紙同意書に ご署名 をお願いし 1だ します。
〔皆さまにご協力いだだき疋いこと〕
①一人の旺婦さんを受け持ち、 産後 1 '"'-'2 ヶ 月 までに面会や電話連絡など の方法で ご支援 ( ド

ゥ ーラ的支援〉 いだだく こ と
※ ご支援の時期や回数は次の ことが目安になり ます。
妊娠中 2 回
出産中 (司能な範囲で〉
産後入院中毎日 〈可能な範囲で)
産後 1 "-'2 ヶ 月 ごろに 1 回

②支援の実際について連絡票の記載を していだだく こ と
支援を行う たび毎に、 所定の連絡票に実施 しだ内 容を記載 し、 提出 していだだきます。

③懇談会への出席 〈私だち研究者ち同席いた します〉
懇談会では妊婦さんへのケアに対する不安や悩みな どに ついて話 し合い、 情報の共有を行い

ます。 懇談会は 4 回 (妊娠中 2 回、 出産後 2 回〉 を予定 しており ます。 場所はプラ イパシー
の保だれる個室で行い、 懇談会の様子をテープに録音させていだだきます。
④受け持ちの妊婦さんに関する個人情報について

皆さまが、 更け持 っ た妊婦さんを支援 してい く 中で得疋個人的な情報については、 一切漏 ら
さないよ う にお願い します。 ま疋、 関係者 (研究者や病院の医師、 助産師など) に も妊婦さん
の京諾な しには、 個人情報を提供 しない よ う に お願い します。

この研究に際 しま して、 皆 さまの権利についてご説明いだ します。 説明をお読みにな り 、 研究
への協力 をお断 り にな ら れてち伺ち問題は ございまぜん。 また、 研究の途中で参加を中止される
揚合にち、 何 ら 不利益が生 じることはごさいませんので ご安J�\ く ださいよ

記載 していただいた連絡票や録音させていただい疋データは、 研究者が匿名化 して処理を行い、
研究者以外が自 にする こ と のないよう に施錠された揚所に保管 し、 使用後は厳重な管理の も と に
破棄いだ します。 データ につ いて研究発表等を行 う揚合には皆さまのプラ イ バシ ー を厳守 し、 研
究以外の 目 的では用いない こ と をお約束いた します。

また皆様には、 ボラ ンテ ィ ア保践に加入 していただ く とと もに、 妊婦さ ん と の面会時などでお
困 り の際にはいつでも研究者が対応できるよ う にい疋 します。

上記の内容 を ご理解いただき、 同意をされま した ら、 別紙同意書に署名を お願いいた します。

この調査についてご不明の こ と、 お気づきの こ と が ございま した ら、 下記までお問い合わせく
ださいますよ う お願いいだ します。

研究代表者 新道幸恵 (青森県立保健太学客員数擾〉

く 連絡先 〉 干030-8505 青森市浜館宇間瀬 58-1
青森県立保健大学看護学科
TEし/FAX : 01 7-765-2032 (佐藤愛)

・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・
ま疋、 この研究の過程で、 プラ イ パシ 一 、 あるい は自 らの権利が侵害された と感 じた時には、

下記の機関 に ご連絡 く ださ い。

青森県立保健大学 倫理委員会
TEし : 01 7-765-2000 (代表〉
FAX : 01 7-765-2 1 88 

* 必ず、 倫理委員会へ とお伝え く ださい。
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同 意 書

|資料4 - 3 1  
| ド ク ー ラ 的支援者用 |

私 は 、 下記の研究 に つ い て 、 目 的や内容な ど十分 な

説 明 を受 け ま し た。 ま た 、 研究協力者が有す る 権利 に

つ い て も 説 明 を受 け ま し た。 そ の 上 で 、 面接持の録音

も 含 め て こ の研究 に協力 す る こ と を 同意い た し ま す。

ま た 、 研究協力 に 際 し て 、 受 け持 つ た妊婦 さ ん の 個

人情報 の保護 に努め る こ と に 同意 し ま す。

研 究名 若年妊婦 の親役割形成 へ の ド ゥ ー ラ に よ る

支援 シス テ ム 開発 に 関す る 研究

氏名

平成 年 月 日

研究者 青森県立保健大学客員教授 新道幸恵
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ご協力のお願い

|資料4 -4 1 
陸婦 ・ 祷婦用|

私疋ちは、 文部科学省か ら 研究朗成金 を受けて 「若年妊婦の親役劃形成への支援に関する研究」 を して
いるグル ー プで、 妊娠 ・ 出産 ・ 育児期を快適に過 ごせる支援万j去を様討する こ と を 目 的に しています。 こ
の研究では、 1 0 代 か ら 20 代前半の若い妊婦の皆さまが、 妊娠 ・ 出産 ・ 育児を経験する過程において、
どのよ う な支援を求めてお ら れるのかについて知 り 、 皆さまのニ ー ズにそ っ た支援方法につ いて検討する
こ と に して お り ます。 そ してその支援方法と レて、 出産経験があ り 、 出産前後の援助 を行な う 「 ド ゥ ー ラ」
と呼ばれる女性達によ る支援の あ り 万を研究 しています。

昨年度、 私疋ちは出産経験の ある女性 を対象に ド ゥ ー ラ 養成研修会を開催 し、 そ こ で 33 名の女性が養
成課程を修了 しま し1E.。 そ して 今年度は次の よ う な研究を具体的に行う こ と を計画 してお り 、 皆さまにご
協 力 し 1ただき疋 く お願 い し 1疋 します。

【皆さま に ご協力いただき疋 い こ と 〕
①養成 した ド ゥ ー ラ の 支援を受けていだだ く こ と

支援は 1 人の妊婦さんに対 して 1 人の ド ゥ ー ラ が専属で行います。 支援は妊娠中 2 回、 出産中 (司
能な範囲で〉、 産後の入院中毎 日 (可能な範囲で)、 産後 1 ""'2 ヶ 月 ごろに 1 回行います。 支援回観は
皆さま の ご希望に応 じて必要時変更させていただきます。

②皆さ まへの支援内容について ド ゥ ー ラ が記録を書 く こ と、 それを研究者に渡す こ と に同意 していただ
く こ と

③ ド ゥ ーラ の支援が全て終了 した後、 研究者 と の面接を受けていただ く こ と
④面接の際に、 皆 さ ま が受け疋支援の ご感想や ご意見を お話 しいただ く こ と

場所はプラ イ バシ ーの保たれ る個室で行い、 面接の様子をテープに録音させていだだきます。

この研究に際 レま して、 皆 さ ま の権利 に つ い て ご説明い 疋 します。 説明をお読みにな り 、 研究への協力
をお断 り に な ら れて ち伺 ち不利益は ございません。 また、 研究の途中で参加 を中止され る揚合にち、 何 ら
不利益が生 じる こ と は ございませんので ご安I�\ く ださい。

ド ゥ ーラ が皆さ ま への 支援 を 行 う際に得た個人情報は、 一切漏 ら さない こ と を お約束い た します。 また、
関係者 (研究者や医師、 同産師〉 にも皆さまの京諾な しには、 個人情報を提供 しない こ と を お約束い正 し
ま す。 ド ゥ ー ラの記録や面接で録音をさせていただいたデータ は、 研究者が匿名化 して処理を行い、 研究
者以外が 自 にする こ と のな い よ う に施錠されだ揚所に保管 し、 使用後は厳重な管理のも とに破棄い疋 しま
す。 ま疋、 データ に つ い て研究発表等を行う 揚合には皆 さ ま のプラ イ バシ ー を厳守 し、 研究以外の目 的で
は用いない こ と を お約束いた します。

上記の内容に ご理解いただき、 同意をされま しだ ら 、 別紙同意書 に ご署名 を お願いいた します。

この調査についてご不明 の こ と、 お気づき の こ と がございま した ら、 下記までお問い合わせ く ださいま
す よ う お願いいた します。

研究代表者 新道幸恵 (青森県立保健太学客員数掻〉

く 連絡先 >
干 030-8505 青森市浜館字間瀬 58-1

青森県立保健大学看護学科
TEL/FAX : 0 1 7-765-2032 (佐藤愛)

・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0
まだ、 この研究の過程で、 プラ イ バシ ー、 あるいは自 ら の権利が侵害され疋と感 じた時には、 下記の機

関 に ご連絡 く ださ い。
青森県立保健大学 倫理委員会

TEし : 0 1 7-765-2000 (代表〉
FAX : 0 1 7-765-2 1 88 

* !l){Iず、 倫理委員会 へ と お伝 え く だ さ い。
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|資料4 - 5 1  

| 妊婦 ・ 祷婦用 |

同 意 書

私 は 、 下記 の研究 に つい て 、 目 的や内容な ど十分な

説明 を受 け ま し た。 ま た 、 研究協力者が有す る 権利 に

つ い て も 説 明 を受 け ま し た。 そ の 上で 、 ド ゥ ー ラ の記

録や面接時 の 録音 も 含 め て こ の研究 に 協力 す る こ と

を 同意い た し ま す。

研究名 若年妊婦 の親役割形成 へ の ド ゥ ー ラ に よ る

支援 シス テ ム 開発 に 関す る 研究

名氏
名一

者

氏一
時

平成 年 月 日

研究者 青森県立保健大学客員教授 新道幸恵

円。



ご協力のお願い
|資料4 - 6 1  

|医師 ・ 助産師用|

私疋ちは、 文部科学省か ら 研究朗成金 を受けて 「若年妊婦の親役割形成への支援に関する研究」 を

しているグループです。 この研究で私たちは、 1 0 代か ら 20 代前半の若い妊婦さん達が、 妊娠 ・ 出

産 ・ 育児を経験する過程に おいて、 ど の よ う な支援を求めて お られるのかにつ いて知 り 、 妊婦さんの

ニーズに そ っ た支援方法について検討する こ と に して お り ま す。 そ してその支援万活と して、 出産経

験があ り 、 出 産前後の援闘 を行なう 「 ド ゥ ー ラ」 と昭ばれる女性達による支援のあ り 方を研究 してい

ます。

昨年度、 私たちは出産経験のある女性を苅象に ド ゥ ー ラ養成研修会を開催 し、 そこで 33 名の女性

に ご参加い疋だきま した。 そ して今年度は次のよ うな研究を具体的 に行 う こ と を計画 してお り 、 皆さ

ま に ご協力 いただきた く お願いし 1た します。

【皆さ ま に ご協力いだだきだ い こ と ]

①養成 し疋 ド ゥ ー ラ 的支援者が貴施設受診中の妊婦さ んへの支援を行 う こ と に ついて同意 してい

ただく こ と

支援は 1 人の妊婦さんに対 して 1 人の ド ゥ ーラが専属で行います。 支援は妊娠中 2 回、 出産中

(司能な範囲で〉 、 産後の入院中毎 日 (司能な範囲で)、 産後 1 '"'-'2 ヶ 月 ごろ に 1 回行います。 妊婦

さんの健診時や分娩入院中 に借き添 う 揚合は、 医師や助産師の方々の指示に従う よ う ド ゥ ー ラ に伝

えており ます。

② ド ゥ ーラ が分娩に立ち合わせていだだいた妊婦さんへの、 ド ゥ ーラ の関わ り の様子を ご覧にな り 、

どのよ う にお感 じになられたかについてお話を聞かせていただく こ と

お話はブラパシーの保たれる個室で研究者が聞かせていただきます。 所要時間は 20'"'-'30 分程

度です。 また、 お話いただいだ内容はテープに録音させていただきます。

この研究に際 しま して、 皆さまの権利についてご説明 い疋 します。 説明 をお読みにな り 、 研究への
協力 をお断 り になられても伺ち問題は ございません。 また、 研究の途中で参加 を中止される揚合にち、

伺ら不利益が生 じる こ と は ございませんので ご安J�\ く ださい。

録音させてい疋だいたデータ は、 研究者が匿名化 して 処理を行い、 研究者以外が自 にする こ とのな

いよ う に施錠され疋揚所に保管 し、 使用後は厳重な管理の ち と に破棄 し 1た します。 ま疋、 データにつ

いて研究発表等を行 う 揚合には皆さまのプラ イ バシ ー を厳守 レ、 研究以外の 目 的では用いな い こ と を

お約束いた します。

上記の内容を ご理解いただき、 同意をされま し疋 ら、 別紙同意書に ご署名 を お願いいだ します。

この調査についてご不明のこ と、 お気づきの こ とがございま しだ ら、 下記までお問い合わせ く ださ

いますよ う お願いいた します。

研究代表者 新道幸恵 (青森県立保健大学客員教授〉

く 連絡先 >
干 030-8505 青森市浜館宇間瀬 58-1

青森県立保健大学看護学科

TEL/FAX : 0 1 7-765-2032 (佐藤愛〉

+0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0
また、 こ の研究の過程で、 プラ イ バ シ ー 、 あるいは自 ら の権利が侵害された と感 じた時には、 下記

の機関に ご連絡 く ださい。

青森県立保健大学 倫理委員会

TEL : 0 1 7-765-2000 (代表)

FAX : 01 7-765-2 1 88 

* 必ず、 倫理委員会へ とお伝え く ださ い。
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私は、 下記 の研究 につ い て 、 目 的や内容な ど十分 な

説明 を 受 け ま し た。 ま た 、 研究協力者が有す る 権利 に

つ い て も 説明 を 受 け ま し た。 そ の 上で、 面接持の録音

も 含 め て こ の研究 に協力 す る こ と を 同意 い た し ま す。

研究名 若年妊婦 の親役割形成 へ の ド ゥ ー ラ に よ る

支援 シス テ ム 開発 に 関す る 研究

氏名

平成 年 月 日

研究者 青森県立保健大学客員教授 新道幸恵

円べU円。



ド ゥ ーラ 的支援者、 妊婦、 医師 ・ 助産師への面接内容

1 . ド ゥ ーラ的支援者との懇談会の内容について

・妊婦 と の最初 の 面会 の様子、 印象 (初回 の み)

・妊婦 さ ん に ど の よ う な支援 を行 っ た か

i資料4 -8 1 

・妊婦 と の 関 わ り で困 っ た こ と は あ る か、 ま た それは どの よ う な こ と か

・妊婦 と の 関 わ り の 中 で嬉 し かっ た こ と は あ る か、 ま た それは ど の よ う な

こ と か

・妊婦 と の 関 わ り の 中 で、 今後の 自 分の課題 は ど の よ う な こ と か

・他の人 ( 医 師 ・ 助産師 ・ 夫な ど) と の かかわ り は あ っ たか、 そ れ は ど の

よ う な こ と か

・ ド ヮ ー ラ 的支援 について の意義や有効性について ど う 思 う か

.研究者か ら の支援 に対す る 意見や感想、

・妊婦への支援 を行 う 中 で、 自 分 自 身に変化は あ っ た か

・以前に受 け た養成研修会で役立つ た 内容は何か

・養成研修会の 内容 と し て あ っ た ほ う が よ い と 思 う 内容は他に何か あ る か

- 1 34 -



2. 妊婦への面接内容について

・妊娠期 か ら 産祷期 ま での体験に つ い て の感想、

. ド ゥ ー ラ 的支援者の支援内容 (妊娠期 ・ 分娩期 ・ 産祷期) につ い て の 意

見や感想な ど

・ ド ク ー ラ の 支援 を 受 け る の に 、 い く ら な ら支払 っ て も よ い と 思 う か

3 . 医師 ・ 助産師への面接内容について

・ ド ク ー ラ 的支援者の支援内容 (分娩期) について の意見や感想、

・ ド ク ー ラ 的支援者の支援 を受 け た 女性 に つ い て の 意見や感想、な ど

. ド ク ー ラ 的支援者の受 け入れにつ い て の意見や感想

. ド ク ー ラ と ど こ で どの よ う な接点が あ っ た か (場の 共有、 会話な ど)

F同υ円。



|資料4 - g I 
| ド ゥーラ的支援者へのオ リ エンテーシ ヨ ン資料

| ド ウ ーラ的支援の実施について|

《 ド ゥ ー ラ 的支援の 目 標 》

a ) 妊娠 ・ 分娩 ・ 育児 を 楽 し め る よ う に 支援す る

b ) 親 と し て 成長す る 過程 を 支援す る

《 内容 》

a ) 話 を 聴 く

b ) 相談に応 じ る (専 門 的 な 内 容に つ い て は病院ス タ ッ フ ， 地域の 保健師な

どの専門家 に橋渡 し )

c ) 一緒に い る (妊産婦 さ ん が不安で必要な時)

《 ケア を 実施す る際の 留意点 》

a ) 自 分が 自 信の な い こ と は し な い

b ) 困 っ た 時 に は速やかに 研究者 と 助 産師に連絡す る

c ) 妊婦 さ んか ら 個 人 的 な謝金 ( 金 品 ) は 受 け 取 ら な い

d ) 健診時や分娩入院中 に 付 き 添 う 場合は， そ の 病院の助産師等の 指示に従

つ
e ) 妊婦 さ ん と の 関わ り の 中 で (妊娠期 ~ 産後 1 ヶ 月 ) 困 っ た こ と が あ っ た

、場合 はす ぐに連絡， 相談 し て 下 さ い。

f ) 妊婦 さ ん と の 連絡方法 (手段， 時間 な ど) は最初 に 決め て お く

g ) 研究者の連絡先 を 控 え て お く (複数名 の 研究者の連絡先 を お知 ら せ し ま

す の で 、 何か あ っ た場合 や 出 産 日 に は、 そ の う ち の 誰か に 必ず連絡 を し

て く だ さ る よ う お願い し ま す)

《 連絡票への記載に つ いて 》

a ) カ ー ボ ン紙 を 用 い て 、 2 枚記載す る 。 ( r研究者か ら の 回答J 欄 は記載 し

な く て結構で す。 ) その う ち 原本 を研究者に郵送 し 、 複写 を ド ゥ ー ラ が保

管す る 。 (複写の連絡票 は次回 以降の支援に ど う ぞ ご活用 く だ さ い。 )

b ) 連絡票 は フ ァ イ ル に綴 じ て 保管す る 。

no

 

Qd

 



《 個 人情報の 保護に つ いて 》

a ) 妊婦 さ ん と の 関 わ り の 中 で 得 た 個 人 的 な情報に つ い ては、 一切漏 ら さ な

い よ う に お願 い し ま す。 ま た 連絡票等の記録物 に も 個 人情報は記載 し な

い よ う お願い し ます。

b ) 関係者 (研究者や病院の 医師、 助 産師な ど) に も 妊婦 さ んの承諾な し に

は、 個 人情報 を 提供 し な い よ う に お願 い し ます。

《 謝金 お よ び交通費 に つ いて 》

a ) 皆様への謝礼 を お 支 払 い い た し ま す。 (指定 口 座への振込み を さ せ て い た

だ き ま す。 )

b ) 交通費 は本学 に 規定 に よ り お支 払 い い た し ま す。 ①移動 し た 日 に ち 、 ②

ど こ か ら ど こ ま で移動 し た か、 ③移動手段 を お知 ら せ く だ さ い。 (連絡票

の欄外 に記載 し て い た だ い て も 構 い ま せん)

マtqo
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提出 日 : 平成 年 月 日

日 時 :

平成 年 月 日

ド ゥ ーラ コ ー ド番号 :

ド ゥ ー ラ 連 絡 票

方 法 :

面会 ・ 電話 ・ メ ール ・ その他 (

受け持ちの妊娠週数または産後 日叡 :

妊娠 ( ) 週 ・ 産後 ( 〉 日
ケアの実施動機 :

予定されたちの ・ 妊婦から の要請 ・ 自分の希望 ・ その他 (

ケアの内容 :

感想 :

研究者への連絡 ・ 相談事項 :

研究者か らの回答 :

。。円。
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ド ゥ ー ラ 自 己紹介 カ ー ド

氏 名
連絡先

メ ッ セ ー ジ

妊揮さんの 自 己紹介カード
氏名 : 生年月 日 : 昭和 ・ 平成 年 月
職業 : 育児休業 : 無 ・ 有り
住所 T 

電話: メールアドレス :

ドゥーフを紹介されたときの遇数 分娩予 定 日
妊娠 週

家族構成 : 同居しているご家族についてお知らせください
続柄 年齢 職業

青森県立保健大学 ド ゥ ー ラ 研究会

作成 日 : 平成 年 月 日
日 歳

平成 年 月 日

今回は何回 目 のお産ですか ? : 回
お子様の人数( 人)
お子様の年齢( 歳、 歳)
産後の生活の場所2 実家(期間 : ) ・ 夫の実家( 期 間 : ) ・ 自 宅

育児支援者の 無 ・ 有→実母 ・ 義母 ・ 祖母 ・ 姉妹・ その他(
3 

ご家族で今回の ドゥーラ支援のことをご存知なのはどなたですか ?
4 : 夫 ・ その他(

5 

ドゥーフにどのような」とを期待していますか ?

紹介 日 平成 年 月 日

このカードはドゥーラと研究者以外のものは使用 しません

- 1 39 -
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ご協力のお願い

私疋ちは、 文部科学省か ら研究闘成金を受けて 「若年妊婦の親役割形成への支援に関する研究」 を

しているグル ー プです。 この研究で私たちは、 1 0 代から 20 代前半の若い妊婦さん達が、 妊娠 ・ 出

産 ・ 育児を経験する過程において、 ど の よ う な支援を求めておられるのかについて知 り 、 妊婦さんの

ニーズに そ っ 疋支援方法について検討する こ と に しており ます。 そ してその支援方法と して、 出産経

験があ り 、 出産前後の援朗 を行な う 「 ド ゥ ーラ 」 と呼ばれる女性達によ る支援のあ り 方 を研究 レてい

ます。

今年度は、 日 本における ド ゥ ーラ に よ る支援活動に関するシステム開発の参考にす る こ と を 目 的 と

して、 米国における ド ゥ ーラの活動について調査を行いたい と者えており ます。 そこで、 皆さまに下

記の内容に つ い て ご協力い疋だきた く お願いいだ します。

【皆さま に ご協 力 いだだきたいこと】

・ 米国で、 ド ゥ ー ラ の支援を受けた動機、 期間、 ケアの内容、 感想、 意見など についてお話を聞か

せていただく こ と

- お話はプラパシーの保たれる個室で研究者が閏かぜていただきます。 所要時間は 20""'30 分程

度です。 また、 お話いただいた内容はテープに録音させていただきます。

この研究に際 しま して、 皆さまの権利 に つ い て こ説明いだ します。 説明 をお読みにな り 、 研究への
協力 をお断 り にな られてち何ち問題は ございません。 ま疋、 研究の途中で参加 を中止される揚合にち、

旬ら不利益が生 じる こ とはございませんので ご安山く ださい。

録音させていただい疋データは、 研究者が匿名化 して処理を行い、 研究者以外が自にするこ とのな

いよう に施錠された揚所に保管 し、 使用後は厳重な管理のもと に破棄し 1た します。 ま疋、 データにつ

いて研究発表等を 行 う 揚合には皆さまのプラ イ バシ ー を厳守 し、 研究以外の 目 的では用いな い こ と を

お約束いた しま す。

上記の内容を ご理解いただき、 同意をされま した ら、 別紙同意書に ご署名 を お願いいた します。

この調査 に つ い て ご不明のこと、 お気づきのこ とがございま した ら、 下記まで お問い合わせく ださ

いますよ う お願いいだ します。

研究代表者 新道幸恵 ぐ青森県立保健大学客員教擾〉

く 連絡先>

干030-8505 青森市浜館宇間瀬 58-1

青森県立保健大学看護学科

TEし/FAX : 01 7-765-2032 (佐藤愛〉

。0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0・0
ま疋、 この研究の過程で、 プラ イバシー、 あるいは自 らの権利が侵害されたと感 じだ時には、 下記

の機関に ご連絡 く ださい。

青森県立保健大学 倫理委員会

TEL : 01 7-765-2000 (代表〉

FAX : 01 7-765-21 88 

* l必す、 倫理委員会へ とお伝 え く ださい。

nu

 

バ且τ
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同 意 書

私 は 、 下記 の研究 につ い て 、 目 的や内容 な ど十分な

説明 を 受 け ま し た。 ま た 、 研究協力者が有す る 権利 に

つ い て も 説 明 を受 け ま し た。 そ の 上で、 面接時の録音

も 含 め て こ の研究 に 協力 す る こ と を 同 意い た し ま す。

研究名 若年妊婦 の親役割形成への ド ゥ ー ラ に よ る

支援 シス テ ム 開発 に 関す る 研究

氏名

(保護者氏名

平成 年 月 日

研究者 青森県立保健大学客員教授 新道幸恵

AH宮
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